
令和 8年度第 1回市川市社会福祉審議会 
 

 

日時：令和 8年 7月 22日(水) 

14時 30分～16時 40分(予定) 

場所：市川市役所第一庁舎 5階第 3委員会室・会議室 6  

 

 

 

会  議  次  第 

 

 

１ 開 会 

  

２ 議 題 

 (1)次期計画の策定について（諮問） 

    ①第 10期市川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画（令和 9～11年度） 

    ②第 6次いちかわハートフルプラン（令和 9～11年度） 

   （市川市障害者計画・第 8期市川市障害福祉計画・第 4期市川市障害児福祉計画） 

 (2)各計画の令和 7年度進捗状況報告について 

    ①第 5期市川市地域福祉計画（令和 6～11年度） 

    ②第 9期市川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画（令和 6～8年度） 

   ③第 5次いちかわハートフルプラン（令和 6～8年度） 

   （市川市障害者計画・第 7期市川市障害福祉計画・第 3期市川市障害児福祉計画） 

 (3)令和 7年度第 1回地域福祉専門分科会の会議報告について 

 (4)その他 

 

３ 閉 会 

 

 

≪配布資料≫ 

   ・資料 1-①  諮問書の写し 

  ・資料 1-②  第 10期市川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画（令和 9～11年度）の策定について 

  ・資料 1-③  第 6次いちかわハートフルプラン（令和 9～11年度）の策定について 

  ・資料 2-①-1 第 5期地域福祉計画【2024年度～2029年度】の進捗状況報告について 

    ・資料 2-①-2 第 5期市川市地域福祉計画進行管理事業 令和 7年度進捗状況について 

    ・資料 2-①-3 第 5期市川市地域福祉計画 各進行管理事業詳細資料（個票）（令和 7年度分） 

    ・資料 2-①-4 第 5期市川市地域福祉計画 地域福祉を推進する主な取組・事業を実施した成果 

  ・資料 2-①-5 第 5期市川市地域福祉計画 地域福祉を推進する主な取組・事業を実施した成果 

         属性別統計 

  ・資料 2-①-6 市川市成年後見制度利用促進基本計画の進捗状況報告について 

    ・資料 2-①-7 市川市成年後見制度利用促進基本計画 取組内容 令和 7年度進捗状況について 

・資料 2-①-8 市川市成年後見制度利用促進基本計画 各進捗状況詳細資料（個票）（令和 7年度分） 

  ・資料 2-②-1 第 9期市川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の進捗状況報告について 

  ・資料 2-②-2 第 9期市川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画 進行管理事業  

令和 7年度進捗状況について 

  ・資料 2-②-3 第 9期市川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画 各年度の進捗状況 

    ・資料 2-②-4 事業別個票（令和 7年度分） 



    ・資料 2-③-1 第 5次いちかわハートフルプランの進捗状況について 

  ・資料 2-③-2 市川市障害者計画の具体的な施策に係る進捗状況について 

  ・資料 2-③-3 市川市障害者計画 具体的な施策重点施策について（令和 7年度） 

・資料 2-③-4 市川市障害者計画 具体的な施策 重点事業の進捗状況について 

・資料 2-③-5 市川市障害者計画 具体的な施策 重点事業(個票) 

・資料 2-③-6 市川市障害者計画 具体的な施策 その他の事業の進捗状況について 

・資料 2-③-7 第 7期市川市障害福祉計画・第 3期市川市障害児福祉計画 

 成果目標と活動記録について 

・資料 2-③-8 第 7期市川市障害福祉計画・第 3期市川市障害児福祉計画  

 障害者総合支援法に係るサービスについて 

・資料 2-③-9 第 7期市川市障害福祉計画・第 3期市川市障害児福祉計画 

 児童福祉法に係るサービスについて 

  ・資料 3     令和 7年度 第１回地域福祉専門分科会の会議報告について 

  ・資料 4-①   第 11期市川市社会福祉審議会 委員名簿 

  ・資料 4-②  第 11期市川市社会福祉審議会 分科会別委員名簿 

  ・資料 5      令和8年度市川市社会福祉審議会・各専門分科会 年間予定表 
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第１回 市川市社会福祉審議会
資料1-②

令和８年７月22日（水）

諮 問 資 料 （案） 

＜第 10期市川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画(令和９～11年度)の策定について＞ 

１ 高齢者福祉計画・介護保険事業計画について 

「市川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画」（以下、「本計画」という）は、主に高齢者

を取り巻く様々な課題に対し、本市が目指すべき基本的な施策目標を定め、その実現に向け

て取り組む施策を明らかにするとともに、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自

分らしい暮らしを最期まで続けることができるよう、住まい・医療・介護・介護予防・生活

支援が一体的に提供される「地域包括ケア」を推進することを目的とした計画です。 

高齢者福祉施策全般に関する「高齢者福祉計画」は、３年を一期として介護保険サービス

量の見込みから介護保険料を定める「介護保険事業計画」と一体のものとして作成すること

とされており、さらに「認知症施策推進計画」と調和を保つ必要があります。 

⑴ 計画の位置づけ

本計画は、国の示す「基本指針」に即して策定し、地域における高齢者の福祉、障害者の

福祉、児童の福祉その他の福祉に関し共通して取り組むべき事項を定める「市川市地域福祉

計画」の内容を踏まえて策定します。  

また、県で定める関連計画との整合を図るほか、保健・医療や住まいなど地域包括ケアの

推進に関連する他計画との整合・調和を保つよう努めます。 

⑵ これまでの計画策定状況

年度 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

計画期

計画期

第１期

第２期

第３期 第４期 第５期

第６期 第７期 第８期 第９期 次期
第10期計画

策定



２ 第 10期市川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の策定にあたって 

⑴ 基本理念 

＜第 10期計画（案）＞：第７～９期計画を継承 

個人としての尊厳が保たれ その人らしく自立した生活を送ることができる 

安心と共生のまち いちかわ 

 

⑵ 基本方針 

地域の多様な主体がもつ強みや資源を有効活用して課題の解決に取り組み、 

地域包括ケアシステムを推進していきます。 

 

 

＜第 10期計画（案）＞：第８・９期計画を継承しつつ修正 

地域の多様な主体がもつ強みや資源に目を向けて課題の解決に取り組み、 

地域包括ケア を深化・推進していきます。 

 

⑶ 基本目標 

基本目標１  自分らしく「自立」した生活をおくる 

基本目標２  尊厳ある暮らしを最期まで支える 

基本目標３  安心と共生の基盤をつくる 

 

 

＜第 10期計画（案）＞：「高齢者施策の中期的なあり方について（答申）」踏まえ今後調整 

基本目標１  介護および予防・生活支援サービスの充実 

基本目標２  高齢期や最期への備えについて考える文化の創造と、 

手続き支援の体制整備 

基本目標３  地域社会の中につながりや役割を持てる“関係性”の資源づくり 

 

⑷ 日常生活圏域 

＜第 10期計画（案）＞：第９期計画を継承 

15圏域   ※ただし一部圏域で区割り見直し予定 

 

⑸ 計画の名称 

＜第 10期計画（案）＞：「認知症施策推進計画」を併記 

市川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画・認知症施策推進計画 

  



(6) 計画に盛り込むべき事項 

 

①市町村介護保険事業計画に関する国の「基本指針」（第９期介護保険事業計画） 

 

作成に関する 

基本的事項 

１ 基本理念、達成しようとする目的及び地域の実情に応じた特色の明確

化、施策の達成状況の評価等 

２ 要介護者等地域の実態の把握 

３ 市町村介護保険事業計画の作成のための体制の整備 

４ 都道府県との連携 

５ 第 10 期の目標 

６ 目標の達成状況の点検、調査及び評価等並びに公表 

７ （一） 市町村老人福祉計画との一体性 

（二） 市町村計画との整合性 

（三） 市町村地域福祉計画との調和 

（四） 市町村高齢者居住安定確保計画との調和 

（五） 認知症対策推進基本計画を踏まえた取組 

（六） その他法律の規定による計画等との調和 

基本的記載事項 

（第 117条第 2項） 

１ 日常生活圏域 

２ 各年度における介護給付等対象サービスの種類ごとの量の見込み及び

2040 年度を含む中長期的な推計 

３ 各年度における地域支援事業の量の見込み及び 2040年度を含む中長期的

な推計 

４ 2040 年を見据えた中長期的なサービス提供体制の確保に関して取り組む

べき事項 

５ 被保険者の地域における自立した日常生活の支援、要介護状態等となる

ことの予防又は要介護状態等の軽減若しくは悪化の防止及び介護給付の

適正化への取組及び目標設定 

任意記載事項 

（第 117条第 3項） 

１ 地域包括ケアシステムの深化・推進のため重点的に取り組むことが必要

な事項 

（一）在宅医療・介護連携の推進 

（二）高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施 

（三）生活支援・介護予防サービスの基盤整備の推進 

（四）地域ケア会議の推進 

（五）高齢者の居住安定に係る施策との連携 

２ 各年度における介護給付等対象サービスの種類ごとの見込量の確保のた

めの方策 

３ 各年度における地域支援事業に要する費用の額及びその見込量の確保の

ための方策 

４ 地域包括ケアシステムを支える人材の確保及び介護現場の生産性の向上

の推進、経営基盤の強化等 

５ 介護給付等対象サービス及び地域支援事業の円滑な提供を図るための事

業等に関する事項 

（一） 介護給付等対象サービス 

（二） 総合事業 

（三） 地域包括支援センターの設置、適切な運営及び評価並びに体制の

強化 



（四） 介護に取り組む家族等への支援の充実 

（五） 高齢者虐待防止対策の推進 

（六） 介護現場の安全性の確保及びリスクマネジメントの推進 

６ 認知症施策の推進 

７ 特定施設入居者生活介護の指定を受けていない有料老人ホーム及びサー

ビス付き高齢者向け住宅の入居定員総数及び要介護者数の状況 

８ 地域包括支援センター及び生活支援・介護予防サービスの情報公表に関

する事項 

９ 市町村独自事業に関する事項 

10 災害に対する備えの検討 

11 感染症に対する備えの検討 

 

②次期計画の「基本指針」検討に考慮される要素 

＜介護保険部会「介護保険制度の見直しに関する意見」（令和７年 12月 25日）関係＞ 

○ 人口減少 

・サービス需要の変化に応じたサービス提供体制の構築 

・中山間・人口減少地域における柔軟な対応等 

○ 地域包括ケアシステムの深化 

・医療・介護連携の推進 

・有料老人ホームの事業運営の透明性確保、高齢者への住まい支援 

・介護予防の推進、総合事業の在り方 

・相談支援等の在り方 

・認知症施策の推進等 

○ 介護人材確保と職場環境改善に向けた生産性向上、経営改善支援 

・総合的な介護人材確保対策 

・介護現場の職場環境改善に向けた生産性向上、経営改善支援、協働化等の推進 

○ 多様なニーズに対応した介護基盤の整備、制度の持続可能性の確保 

・2040 年を見据えた介護保険事業（支援）計画の在り方等 

 

＜福祉部会「社会保障審議会福祉部会報告書」（令和７年 12月 18日）関係＞ 

○ 介護人材の確保・育成・定着等 

 

＜「医療法等の一部を改正する法律」（令和７年法律第 87号）関係＞ 

○ 入院医療だけではなく、外来・在宅医療、介護との連携、人材確保等を含めた地域の医療

提供体制全体の課題解決を図る新たな地域医療構想の策定 

○ 介護保険事業（支援）計画におけるロジックモデルの活用（医療法等の一部を改正する法

律案に対する附帯決議（令和７年 12月４日参議院厚生労働委員会）） 

○ 本指針を定めるに当たり、即するものとされている医療情報化推進方針の策定（改正後の

介護保険法第 116 条）等  



３ 計画の策定体制・スケジュール（案）について 

⑴ 計画の策定体制 

 

 

⑵ 計画策定スケジュール（案） 

 

 

 

国県市・市川市社会福祉審議会 市民・関係者等

高齢者施策の中期的なあり方に
ついて（答申）

市川市地域ケア推進会議

年間 地域包括ケアシステム推進委員会 市川市地域ケア推進会議

11月～ アンケート調査（市民・介護事業者）

3月 【国】基本指針の構成について

7月
第１回社会福祉審議会本会議

【本計画の諮問】
市川市地域ケア推進会議

8月 第１回高齢者福祉専門分科会 市川市介護保険地域運営委員会

10月 第２回社会福祉審議会本会議

11月
第２回高齢者福祉専門分科会

地域包括ケアシステム推進委員会
パブリックコメント募集

12～2月
第３回社会福祉審議会本会議

【本計画に対する答申】
市川市地域ケア推進会議

3月
本計画策定

【県】千葉県高齢者保健福祉計画策定

令
和
８
年
度

令和６年度

令
和
７
年
度
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諮 問 資 料  
＜第６次いちかわハートフルプラン（令和９～１１年度）の策定について＞ 

１．いちかわハートフルプランについて 

本プランは、「市川市障害者計画」と「市川市障害福祉計画・市川市障害児福祉計画」

をセットにしたものです。 

市川市障害者計画 

 障害者基本法（昭和 45 年法律第 84号）に基づく、市川市における障がい者のた

めの施策に関する基本的な計画（市町村障害者計画）のことであり、策定は市町村

の義務となっています。 

市川市障害福祉計画 

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成 17年法律

第 123号。以下「障害者総合支援法」という。）に基づき作成するもので、障害福

祉サービスの提供体制の確保や障害者総合支援法に基づく業務の円滑な実施に関す

る計画となります。 

市川市障害児福祉計画 

児童福祉法（昭和 22 年法律第 164号）に基づき策定するもので、障害児通所支

援等の確保に関する計画となります。 

＊ 市川市障害福祉計画及び市川市障害児福祉計画については、障害者総合支援法第

88条第６項及び児童福祉法第 33条の 20第６項において、「一体のものとして作成

することができる」とされているため、本市では一体のものとして作成していま

す。 

⑴ 計画の位置づけ

「市川市総合計画（Ⅰ＆Ⅰプラン２１）」に基づく部門別計画に位置づけられるもの

です。また、「市川市地域福祉計画」との整合性と調和を図るほか、子ども・子育て支

援施策、保健医療施策、高齢者福祉等に関連する他の施策別計画との調和を図りながら

定めています。 

諮問資料2



2 

 

⑵ これまでの計画策定状況 

 H20 
(2008) 

H21 
(2009) 

H22 
(2010) 

H23 
(2011) 

H24 
(2012) 

H25 
(2013) 

H26 
(2014) 

H27 
(2015) 

H28 
(2016) 

H29 
(2017) 

 
 

市 川 市 
障害者計画 
(基本計画) 

 
 

         

市 川 市 
障害者計画 
(実施計画) 

 
 

         

市 川 市 
障 害 福 祉 
計 画 

          

 

 H30 
(2018) 

R1 
(2019) 

R2 
(2020) 

R3 
(2021) 

R4 
(2022) 

R5 
(2023) 

R6 
(2024) 

R7 
(2025) 

R8 
(2026) 

 

 
 

市 川 市 
障害者計画 
(基本計画) 

 
 

         

市 川 市 
障 害 福 祉 
計 画 

 
 

         

市 川 市 
障害児福祉
計 画 

          

  

 

第２期 

第２次 

第１期 

いちかわ 

ハートフルプラン 

改訂版 

 
第 2次いちかわ 

ハートフルプラン 

第３期 第４期 

第３次 

 

 
第３次いちかわ 

ハートフルプラン 

 

 
第４次いちかわ 

ハートフルプラン 

 

 
第５次いちかわ 

ハートフルプラン 
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２．第６次いちかわハートフルプランの策定にあたって 

⑴ 理念・基本目標等（案） 

市川市障害者計画 

基本理念 「このまちで共に生きる」 －多様性を認め合う、自ら選択・決定する－ 

将来像 
「誰もが自分にあった生活を選ぶことができ、安心して暮らせるまち」 

－全国でも指折りの“障がいのある人が住みやすいまち”を目指して－ 

基本目標 

① ライフステージを通じたその人らしい暮らしの実現 

② 誰にとっても安心なまちの実現 

③ 地域の理解と相互の支え合いの実現 

施策推進の

方向 

基本目標の実現に向け、次のような分野別の方向に沿って施策を推進します。 

① 子育て・教育の充実 ～のびのびと育つ～ 

② 就労・社会参加の促進 ～地域で活動する～ 

③ 生活支援の充実 ～地域で暮らす～ 

④ 相談・権利擁護体制の確立 ～自分で決める～ 

⑤ 誰にとっても暮らしやすいまちづくりの推進 ～安心して暮らす～ 

⑥ 地域の理解・支援の促進 ～地域で支え合う～ 

各施策に共

通する横断

的視点 

① 障がいのある人等の意見の尊重と障がいのある人自らの意思決定の支援 

② 障がいのある人を中心とした総合的な支援 

③ 障がい特性等に配慮した支援 

④ アクセシビリティの向上 

⑤ 障がいを理由とする差別の解消 

 

市川市障害福祉計画・市川市障害児福祉計画 

計画の 

方向性 

障害者基本法における理念や、市川市障害者計画における理念である「このまち

で共に生きる」を踏まえ、次の６つを基本的な方向性として掲げ、その推進を図

ります。 

① 障がい者等の自己決定の尊重と意思決定の支援 

② 本市を基本とした身近な実施主体と障がい種別によらない一元的な障害

福祉サービスの実施 

③ 入所等から地域生活への意向、地域生活の継続の支援、就労支援等の課題

に対応したサービス提供体制 

④ 地域共生社会の実現に向けた取組 

⑤ 障がい児の健やかな育成のための発達支援 

⑥ 障がい者の社会参加を支える取組み 
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⑵ いちかわハートフルプランに盛り込むべき事項 

市川市障害者計画 

国の策定する障害者基本計画及び都道府県の策定する障害者計画を基本とすると

ともに、本市における障がい者の状況等を踏まえ、本市における障がい者のための施

策に関する基本的な計画を策定しなければならないとされています。 

 

市川市障害福祉計画 

必須記載事項 

① 国の定める「障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の円

滑な実施を確保するための基本的な指針（平成 18年厚生労働省

告示第 395号。以下「指針」という。）」に即して、計画を定める

ものとされています。 

② 次の事項を定めるものとされています。 

 ア 障害福祉サービス、相談支援及び地域生活支援事業の提供

体制の確保に係る目標に関する事項 

イ 各年度における指定障害福祉サービス、指定地域相談支援

又は指定計画相談支援の種類ごとの必要な量の見込み 

ウ 地域生活支援事業の種類ごとの実施に関する事項 

任意記載事項 

① 指定障害福祉サービス、指定地域相談支援又は指定計画相談

支援の種類ごとの必要な見込量の確保のための方策 

② 指定障害福祉サービス、指定地域相談支援又は指定計画相談

支援及び地域生活支援事業の提供体制の確保に係る医療機関、

教育機関、公共職業安定所その他の職業リハビリテーションの

措置を実施する機関その他の関係機関との連携に関する事項 

 

市川市障害児福祉計画 

必須記載事項 

① 国の定める指針に即して、計画を定めるものとされています。 

② 次の事項を定めるものとされています。 

ア 障害児通所支援及び障害児相談支援の提供体制の確保に係

る目標に関する事項 

イ 各年度における指定通所支援又は指定障害児相談支援の種

類ごとの必要な見込量 

任意記載事項 

① 指定通所支援又は指定障害児相談支援の種類ごとの必要な見

込量の確保のための方策 

② 指定通所支援又は指定障害児相談支援の提供体制の確保に係

る医療機関、教育機関その他の関係機関との連携に関する事項 
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３．計画の策定体制・スケジュール（案）について 

⑴ 計画の策定体制

 

⑵ 計画策定スケジュール（案）

年度 月 内  容 

令和７年度 ３月 ○ 「基本指針（国）」告示

令和８年度 

６月 ○ 市内障がい者団体からのヒアリング実施

７月 ○ 社会福祉審議会（第１回）

８月 ○ 障がい者福祉専門分科会（第 1 回）

９月 
○ 自立支援協議会（第１回）

○ パブリックコメント実施

11 月 ○ 障がい者福祉専門分科会（第２回）

12 月 
○ 社会福祉審議会（第３回） 障がい者福祉専門分科会からの審議報告

○ 千葉県に意見を聴く（* 障害福祉計画・障害児福祉計画）

２月 

○ 社会福祉審議会（第４回） 第６次いちかわハートフルプラン（案）答申

○ 千葉県知事に提出（* 障害福祉計画・障害児福祉計画）

○ 市議会に報告（* 障害者計画、障害福祉計画・障害児福祉計画）

○ 公表（* 障害者計画、障害福祉計画・障害児福祉計画）

令和９年度 ４月 ○ 第６次いちかわハートフルプラン計画期間開始

* 障害者基本法、障害者総合支援法及び児童福祉法で義務付けされているもの

連携・調査 

障害者基本法第 36 条第 4 項の 
合議制の機関としての位置づけと 

役割を担う 

計画案の諮問 
審議・答申

パブリックコメント
手続による住民意見 

障がい者団体からの 
意見 

市川市自立支援 
協議会からの意見 

市川市社会福祉審議会 

障がい者福祉専門分科会 

所管課 (障がい者支援課・発達支援課) 庁内各課 調査・調整 

千葉県 国 

計画案の提示 意見・指摘 



 

第５期地域福祉計画【2024年度～2029年度】の進捗状況報告について 

 
 

第５期市川市地域福祉計画は、地域住民の価値観の多様化による、複雑化・複合
化した様々な地域生活課題に対応し、さらには社会参加に向けた取組を充実させるため、
64 の事業を「進行管理事業」として設定しています。 
基本目標ごとに分類した進行管理事業は、毎年度評価することとなっており、今回は、

令和７年度の評価についてご報告するものです。 
評価は、目標値を設定し、その実施した内容について、Ａ～Ｄを用いて評価し、Ａ評価

は達成率が 75％以上、Ｂ評価は達成率が 50％以上 75％未満、Ｃ評価は 25％以上
50％未満、Ｄ評価は 25％未満として評価し、数値目標を設定していない事業などについ
ては、実施した事業内容ごとに判定し、評価しています。 
目標達成度は、それぞれの基本目標において設定した事業におけるＡ～Ｄの評価を、

それぞれ 100点、75点、50点、25点で配点し、その合計点を満点の数値で除し、これ
に 100 を乗じて得た数値を、「目標達成度」としています。（小数点以下は四捨五入） 
 
 

今回の報告資料の構成は次のとおりです。 
資料 資料番号 

第５期市川市地域福祉計画 
進行管理事業 令和７年度進捗状況について 

2-①-2 

第５期市川市地域福祉計画 
各進行管理事業詳細資料（個票）（令和７年度分） 

2-①-3 

第 5期市川市地域福祉計画 
地域福祉を推進する主な取組・事業を実施した結果 

2-①-4 

第 5期市川市地域福祉計画 
地域福祉を推進する主な取組・事業を実施した結果 属性別統計 

2-①-5 

 

第１回 市川市社会福祉審議会 
資料 2-①-1 

令和８年７月２２日（水） 



各事業の評価方法（Ａ評価を100点満点とし、以下、Ｂ評価75点、Ｃ評価50点、Ｄ評価25点として配点）※目標達成度は基本目標ごとに点数の合計を満点数で除し、100を乗じて得た割合（小数点以下、四捨五入）
Ａ　十分達成できた（75％以上）     Ｂ　概ね達成できた（50％以上75％未満） Ｃ　やや不十分だった（25％以上50％未満）　 Ｄ　不十分だった（25％未満）

No No

No No

2 相談支援体制の充実

11 居住環境の整備
42 あんしん住宅推進事業 A 工事の取りやめや申請内容が要件を満たさず取り下げとなるケースがあったが、予算に

対して執行率が85.2%であるため。

41 ⺠間賃貸住宅あっせん制度 A 令和7年度計画の目途とした申請件数を上回る申請があり、民間賃貸住宅のあっせ
んを行えたため。

①令和7年度登録件数：26件（昨年度対比：49％）→C
②令和7年度利用団体数：1,133団体（昨年度対比：80％）→B
③令和7年度センター稼働率：26.2％（昨年度対比：123％）→B

33 参加⽀援事業 A

各支援機関等と連携し、ひきこもり当事者やその家族、人との関わりに不安を感じ
ている方等に対し、社会との接点を自ら求め行動できるようになるための居場所を
年間を通じて定期的に開催した。また、既存の社会資源につなぐ等の参加支援を
行った。

地域ケアシステム推進事業 A

⾃治（町）会加⼊の促進28

予算執行率は79.6％と前年度よりも低い数値とはなっているものの、申請件数に
は大きく差がないことから引き続き制度を活用していただけていると認識している。

30 避難所における
こどもや⼥性等の要配慮者への配慮 A 要配慮者用の設備や備蓄品の拡充が進んだため。

31

A

令和7年度の加入世帯数が、前年と比較し減少したため。

地域ケアシステムを推進するため、補助を含めた支援を実施し、拠点で使用するパ
ソコンの故障・不良に対応した。

個別避難計画作成数　実績　約1900件
個別避難計画の作成数が増加しているためAとした。

障害者虐待防止研修においては、出席率が60％であったが、引き続き出席率の向上
に努めていく必要があると考えるため。

街頭防犯カメラ設置費の補助

調査結果および実施状況により、活用状況や課題を踏まえて、改善につなげること
ができた。
アンケートの結果、医療・介護関係者の連携が図られていると評価
アンケート内容から専門職連携の重要性について認識の声多数あり

施策の方向性

4 権利擁護と見守り体
制の充実

A

A

カメラ付き防犯灯の新規設置・歩行空間の整備・福祉有償運送への新規事業者の参入・認知症ガイドブックの設置場所の開拓等、各事業が安全
で快適な居住環境の形成に向けて、一定以上の成果を得られた。

登録団体数が増加したため。

利用者からの問い合わせにより
修正箇所が見つかるケースがあったため。
相談内容に応じ、多機関協働事業など相談支援機関へつなぎ、適切な支援を
行った。
高齢者・障がい者・子ども・生活困窮者など各分野の相談支援各課が連携した包
括的相談支援会議を開催し、社会資源や課題、支援体制について共有・検討を
行った。
相談支援に係る庁内の連携担当職員及び多機関協働事業者とが適宜情報共
有等を行い、連携を継続し支援を行った。

自然豊かな園庭を活用し、子どもの探究心や創造力を引き出す保育を実践している
点、食育活動において多角的な連携を行い「食べる意欲」を組織的に育てている点、
園の理念を保護者に伝えるための積極的な工夫が、信頼性の高い園運営として評価
していただいた。

評価

計画していた開催回数を達成したため。

事業名 評価理由

在宅医療に関する相談窓口として情報提供や吸引器の貸し出し等により在宅医
療の充実を図ることができました。

A

B

A

A

市⺠後⾒⼈の養成及び活動⽀援

⾼齢者⾒守り⽀援事業

第５期市川市地域福祉計画　進行管理事業 令和７年度進捗状況について

施策の方向性 事業名 評価 評価理由

6 福祉コミュニティの充実

25 コミュニティソーシャルワーカー（CSW）の配置 A コミュニティソーシャルワーカーの周知を図るとともに、地域づくりや個別支援等に対応
した。

26 ⽣活⽀援コーディネーターの配置 A
第２層協議体である地域ケアシステム推進連絡会や地域の通いの場等に積極的
に参加し、関係機関のネットワーク構築、地域課題の把握や資源発掘を推進する
とともに、支援ニーズと地域資源のマッチングを着実に進めることが出来た。

27

7 地域における防災体制
充実の推進

29 ⾃主防災組織資器材購⼊費等補助⾦制度

評価

35 A 設置数（79台）÷設置予定数（79台）=100％

36

評価理由

成年後見制度の周知が図られ、相談件数が増加したため。

適切な回数の講演会等を実施したため。

成年後見制度周知が図られ、適切な報酬助成を行った。

市民後見人養成講座の修了者、および市民後見人希望者に対して、育成を目的と
した研修を行った。

新規設置台数は目標の180台を超えたものの、利用を辞退し撤去する世帯が想定
以上であり、総設置台数としては微増であったため。

前年度より締結事業者が増加し、地域の見守りに関して連携を図ることができたため。

計画通りに実施することができた。

関係機関に対して様々な角度から虐待防止に向けた研修を実施した。

計画通りに実施したため。

21

【目標達成度】

97%

A

施策の方向性 事業名

13 成年後⾒制度の相談⽀援

成年後⾒制度の普及啓発

16

A

B

5 福祉サービスの質の向
上と虐待の防止

障害者虐待の防⽌及び障害を理由とする
差別の解消に関する会議の開催

14

15

17

18

19

A

22

市川市地域⾒守り活動に関する協定

福祉サービス苦情解決事業

20

報酬費⽤の助成

保育園の第三者機関評価事業

⾼齢者虐待等を未然に防ぐ取組

A

A

A

94%

【目標達成度】

8

3
地域医療体制と在宅
医療・介護連携の推

進

在宅医療⽀援事業

医療・介護関係者の情報共有の⽀援

医療・介護関係者の研修会の開催

7

8

9

10

4 相談⽀援包括化推進会議の開催

2次救急医療運営事業

A

A

11

12

A

A

A

A

ボランティア・NPO活動の
推進と社会参加の促進

32 市⺠活動⽀援センターの運営 B

避難⾏動要⽀援者対策事業

買い物不便地区の課題解決へ向けた移動販売の開始や、個別避難計画の更新を勧奨すること等により参加と交流の充実を図ることができた。
一方で、自治（町）会加入の促進については、加入世帯数の減少しており、より効果的な施策の在り方を検討する必要がある。

B

【目標達成度】

97%

成年後見制度について市民や関係機関に対する「制度の周知・啓発」および、「報酬費用の助成」、「窓口相談体制の整備」、「市民後見人養
成研修による担い手の体制整備」を行うことで、支援を必要とする方が安心して利用できる環境づくりに努めました。また、関係各課間での課題・
社会資源の共有、関係機関との適切な連携により包括的相談支援体制の充実を図った。

評価理由施策の方向性 事業名 評価

6 ⽀援会議の開催

1

2

3

A

⽣活⽀援・社会参加情報サイト
「いちかわ⽀え合いネット」

⼦育て応援サイト「いちかわっこWEB」

連携担当職員の配置5

単独では支援・解決が困難である、複雑化・複合化した事案に対し、各関係機関
の持っている情報・つながり・スキル等を活用し、庁内及び関係団体と連携を図り、
適切な支援を行った。

福祉よりそい相談窓口の運営
（多機関協働事業）

A

B

A

地域福祉に関する情
報の提供1

保護司関連支援事業の促進 A 保護司会事務局と協力し、「社会を明るくする運動」の周知等を行い、犯罪や非行を
犯した人の立ち直りに向けた支援を行う保護司の後方支援を実施した。

34 自主防犯活動支援事業 防犯物品配布完了団体数（158団体）÷防犯物品配布希望団体数（158団
体）＝100％

保育所等における虐待等防⽌の取組23

地域住⺠への普及啓発

24 家庭等における
暴⼒等対策ネットワーク会議の開催 A

犯罪の防止と立ち直り
の支援9

急病診療所運営事業 A

A 在宅医療講座開催時のアンケート結果から、9割以上の参加者が在宅医療と介
護及び人生最終段階の過ごし方に関する理解が深まったと回答
〇急病診療所開設日数　達成率100％⇒評価A
〇休日急病等歯科診療所開設日数　達成率100％⇒評価A
〇周知活動について　配布施設数及び枚数より評価Aとする。
2次救急医療機関として、8医療機関の輪番制で当番病院を配置し、救急医療
体制の整備を達成したため。

39

誰もが歩きやすい歩行空間の整備 A 工事の繰越が一件あったが、整備延長については十分成果を上げたため。
1,732m/1,532m=113%　8件/9件＝89%

認知症地域支援推進員の活動により、認知症ガイドブックの新規設置場所の開拓や
認知症にやさしいお店・事業所の新規登録が増え、認知症への理解の深まりに繋がっ
た。

認知症の人の生活における
バリアフリー化の推進

40 障がいに対する理解の促進、
合理的配慮の提供 B

市川市公式webには221件のアクセス、障害者週間イベントで実施した展示企画に
は385名の来場があり、一定の周知を行うことはできたが、引き続き情報発信を行う必
要があるため。

A

・協議会を計画通り2回開催したため。
・新規事業者の参入があったため。
・既存事業者の更新登録を実施したため。
・その他必要事項として、対価の変更の協議を行ったため。

A38 福祉有償運送運営協議会の運営

10 バリアフリーの推進

37

基本目標Ⅰ 安心と信頼のあるまちを共につくる

基本目標Ⅱ 参加と交流のあるまちを共につくる 基本目標Ⅲ 安全とうるおいのあるまちを共につくる

第１回　市川市社会福祉審議会
令和８年７月２２日（水）

資料2-①-2



No No

#

令和7年度の計画通り各機関との連絡会を開催し、自殺防止に向けた情報共有
が出来たため。

(1)相談者数が55人であり、第三次基本計画(実施計画)の数値目標である90
人の61%であったことからB評価とした。
(2)R6年度参加人数81人、採用18人に対し、R7年度の参加者が88人、採用
者が10人だった。採用者は減少したものの参加者は増加しており、就労に向けた
活動の進展に効果があったと考えられるため、A評価とした。
(3)職場体験の体験人数が64人、就職者数25人であり、目標である実施人数
60人、就労人数20人をいずれも上回ったことからA評価とした。

支援が必要な相談者に対して適切にプランを作成し、一般就労に向けた準備や自
立した生活が送れるように支援ができた。
対象者に住宅及び就労機会の確保に向けた支援を行うとともに、適切な支給を実
施できた。

15 地域の居場所づくり

54 地域づくり事業
(⽣活困窮者⽀援等のための地域づくり事業) A サロン活動の支援や地域活動のサポートを行った。

55 地域⼦育て⽀援拠点事業 B
親子つどいの広場は、令和6年度末に開所した八幡、妙典に加えて、令和7年度
から行徳支所で末広親子つどいの広場が開所するなどした結果、利用者が前年度
に比べ40,458人増加した。

56 こども⾷堂・フードバンクの⽀援 A

【こども施策課】
こども食堂への費用助成に関し、補助金を利用する団体が1団体増加し補助団体
における児童の延べ利用者数が増加（R7:7,654人、R6:6,083人、R5：
4,649人）したことから、こどもの居場所づくりの推進に寄与したため。
【地域共生課】
8月を除き、毎月開催することができた。延利用者数については子ども、大人ともに
前年度よりも増加した。

新規採用職員向け研修の実施はしていなないが、代わりに庁内の研修未実施で
ある課を予定2課から3課へ増やし実施できたため。
令和7年度の計画通り講座を開催することが出来、講座実施後アンケートにおい
て、回答者の約92％が睡眠とうつ病の関係について「理解できた」「だいたい理解で
きた」と回答したため。

52 ⾃殺対策事業(普及啓発活動)
「快適睡眠講座」 A

定期的な巡回指導でコミュニケーションを図った結果、６名が路上生活から脱し、
自立した生活を送れるようになった。

・市公式LINE「健康長寿」の登録者数が大幅に増加したことで、より多くの幅広い
市民へ情報配信をすることができた。また、他主催イベントでの積極的な普及啓発
活動を実施した。
・市川みんなで体操は団体数が増加した。R6年度より開始した「高齢者の居場所
づくり」支援も継続実施し、拠点数が増加している。
・サービスCでは、新たに訪問型サービスを開始・契約事業所を追加、また改めて高
齢者サポートセンターへの事業説明を行い、事業の利用促進を図った。

取組むべき課題が複合化している相談者が増えており、家計相談による支援が必
要な方には、自立した生活が送れるように家計改善の支援ができた。

16

地域資源の有効活用

17 地域福祉活動の担い
手の確保と育成

18

登録者数（目標：10,000人）
　　　　　　（実績：10,981人）
目標を達成したため評価をAとする

A

59

60

61

58

62

学習支援やカウンセリングを通して、学力の向上を計り、安心して過ごせる居場所
の提供をした。高校や大学への進学、高校の中退防止に寄与できるよう努めた。

19 情報共有・管理の充
実 63

令和6年度に実施したアンケート（地域別課題調査）の結果を踏まえ、各地域課題
を洗い出し、地区推進会議の場で課題解決に向けた協議を行うことができた。

会長連絡会の議題に沿って、地区民生委員児童委員協議会にて、民生委員児童
委員の活動に必要な情報提供を行い、相談や質疑等に対してはFAQに沿った回答
や、必要に応じて事業所管課へ確認を行い、適切に対応を行った。また、友愛訪問の
希望があった際に民生委員へ適切に情報を伝え、円滑に開始できるよう努めた。

多機関協働事業において、多職種・多機関等の担当職員が集まり事例検討会を開
催した。また、外部講師を招いての講座も実施し、意識啓発を行った。

より身近に参加できるよう会場を４カ所に増やし、内１カ所は土曜日に開催した効果
もあり、研修受講者数が増加した。

地域ケア相談員相互の交流の場を確保できるよう、「てるぼサロンまつり」の開催にあた
り支援を行った。

市公式Webサイトの掲載内容の変更を行い、活動拠点毎に広さ・収容可能人数・利
用金額・使用可能設備等を明記したが、活用事例はみられなかった。

14地区社会福祉協議会全てで地域ケアシステム推進連絡会が開催された。

⺠⽣委員活動事業 A

A

地域ケア相談員育成の⽀援 A

地域活動応援制度の推進 C

地域ケアシステム推進連絡会開催の促進 A

⾼齢者⽣活⽀援サポーター養成研修の実施

地区推進会議の開催 A就労と生活困窮者へ
の支援

50 ⼦どもの学習・⽣活⽀援事業 A

就労準備⽀援事業 A

47 住居確保給付⾦⽀給事業

46

A

48 家計改善⽀援事業 A

49 ホームレス⾃⽴⽀援事業

評価理由

57 地域共⽣社会の実現に向けた研修の実施

事業名 評価

A

【目標達成度】

94%

地域福祉に対する意
識の啓発

施策の方向性

市川市高齢者生活支援サポーター養成研修の開催会場を増やしたことにより、受講者も増加し、地域福祉活動の担い手確保の面で意義のある事
業展開に成功した。一方で、地域活動応援制度については、利用促進を図るために市公式Webサイトの改良を行ったが、活用事例が見られなかっ
た。地域資源の有効活用という観点から、引き続き改善策を検討していく。

評価理由

市川市⾃殺対策関係機関連絡会の開催

A

43 健康ポイントAruco A

44 ⾃⽴⽀援、介護予防及び重度化防⽌の推進 A

45 若年者等就労⽀援事業 A

51 ⾃殺対策事業(⼈材育成事業)
「ゲートキーパー養成講座」 A

A

施策の方向性 事業名 評価

12 健康づくり・介護予防
の支援

13

14 自殺防止に対する包
括的な支援

53

健康ポイントArucoの利用者数や市公式LINEにおけるカテゴリー「健康長寿」の登録者数が大きく増加したことにより、健康づくり・介護予防に対
して高い成果を得られた。また、親子つどいの広場を新たに行徳支所で開所したことにより、前年に比べ利用者数が約4万人増加しており、地域に
おける居場所の確保を行うことができた。

【目標達成度】

98%

　第５期市川市地域福祉計画の２年目にあたる、　令和７年度
の達成度は令和6年度より3%増の96％となった。

　いずれの基本目標の達成度も94%を超える高い水準となってい
る。
　中でも「基本目標Ⅳ　生きがいを感じるまちを共につくる」について
は、市の提供する健康づくり・介護予防支援に繋がるサービスにおけ
る利用者の大幅増加や、様々な課題を抱えた方々に対して、個別
の支援や居場所づくりを行うことができたため、達成度は98％と高い
数値を出すことができた。

　一方で「基本目標Ⅴ　地域福祉推進の基盤を共につくる」の、「地
域活動応援制度の推進」については、地域活動応援制度の推進に
関して民間団体の提供場所を活用した実績がなかったため、今後と
も活用促進を促していく。

【目標達成度】

96%

個人情報の取り扱いに関する呼びかけが行われたため。64 個⼈情報適正活⽤⽀援

基本目標Ⅳ 生きがいを感じるまちを共につくる 基本目標Ⅴ 地域福祉推進の基盤を共につくる

計画全体

97%
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97%98%
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第５期市川市地域福祉計画

各進行管理事業詳細資料（個票）

（令和7年度分）

福祉部　地域共生課

令和8年度第１回市川市社会福祉審議会
資料2-①-3

令和8年7月22日（水）





事業名1　生活支援・社会参加情報サイト「いちかわ支え合いネット」 担当課 地域共生課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅰ　安心と信頼のあるまちを共につくる 施策の方向1　地域福祉に関する情報の提供

P
L
A
N
（
計
画
）

日常生活の支援や社会参加に関する情報を検索することのできるシステム「いちかわ支え合いネット」を活用し、これまで行政や民間企業、NPO法人等が
行ってきた取組の情報を横断的に取りまとめ、必要とする市民へ提供します。

周知活動により、登録団体数を増加させる。 周知活動により、登録団体数を増加させる。 周知活動により、登録団体数を増加させる。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

令和6年度登録団体数：103団体 令和7年度登録団体数：116団体

-

1,243,000円 1,133,000円 1,133,000円

1,133,000円 1,133,000円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

引き続き、事業者への周知を行う。 引き続き事業者へ周知を行っていく。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

地域福祉に関する情報提供について、わかりやすく充実したサイトづくりを実施したか。

A A -

事業者への周知を行い、登録団体数が増加した。 登録団体数が増加したため。

-



事業名2　子育て応援サイト「いちかわっこWEB」 担当課 こども家庭施策課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅰ　安心と信頼のあるまちを共につくる 施策の方向1　地域福祉に関する情報の提供

P
L
A
N
（
計
画
）

子育て応援サイト「いちかわっこWEB」により、行政情報のみならず、NPO やサークル等によって実施されている様々な子育て支援に関する民間情報を
提供します。

組織改正に伴い、既存の行政情報のページの整理
および修正に取り組む。

既存ページの利用者目線での整理に取り組む。 利用者に必要な情報が滞りなく発信できるよう、
速やかに更新を行う。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

ページの整理・修正の為、各担当課へ依頼したも
のの担当課により、時間差があり令和7年5月に終
了。

他課からの修正依頼、登録団体のニーズには迅速
に対応できた。

-

1,067,000円 1,067,000円 1,067,000円

1,067,000円 1,067,000円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

修正したページを更に利用者目線で改良を行う。 利用者目線になって更新・修正を行う。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

地域福祉に関する情報提供について、わかりやすく充実したサイトづくりを実施したか。

B B -

修正完了が令和7年度にかかってしまったため。 利用者からの問い合わせにより修正箇所が見つか
るケースがあったため。

-



事業名3　福祉よりそい相談窓口の運営（多機関協働事業） 担当課 地域共生課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅰ　安心と信頼のあるまちを共につくる 施策の方向2　相談支援体制の充実

P
L
A
N
（
計
画
）

「ひきこもり」「ヤングケアラー」「障がいグレーゾーン」などの制度の狭間や「8050問題」「ダブルケア」などの世帯全体が抱える複雑化・複合化し
た地域生活課題の相談を受け付けるとともに、多機関と協働してその解決を試みます。

制度の狭間や複雑化・複合化した相談などを受け
付け、適切な支援へつなぐ。

制度の狭間や複雑化・複合化した相談などを受け
付け、適切な支援へつなぐ。

各部署所管の支援機関の情報を集約し、周知を図
ると共に、制度の狭間や複雑化・複合化した相談
などを受け付け、適切な支援へつなぐ。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

よりそい相談窓口 延べ相談件数 279件
内訳
 支援機関等へつないだ件数  　141件
 窓口・電話にて解決した件数  138件

よりそい相談窓口及び他の相談支援機関等から多
機関協働事業につながった件数：207件

よりそい相談窓口 延べ相談件数 264件
内訳
 支援機関等へつないだ件数  　144件
 窓口・電話にて解決した件数  120件

よりそい相談窓口及び他の相談支援機関等から多
機関協働事業につながった件数：185件

-

19,980,000円 18,814,000円 19,559,000円

18,787,337円 18,713,751円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

多機関協働事業の理解を深め、関係課・各支援機
関との協議を継続しつつ、庁内や市民、庁外に対
し、引き続き周知を行っていく。

多機関協働事業の理解を深め、関係課・各支援機
関との協議を継続しつつ、庁内や市民、庁外に対
し、引き続き周知を行っていく。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

制度の狭間や複雑化・複合化した相談を受け付け、適切な支援へつなげたか。

A A -

相談内容に応じ、多機関協働事業など相談支援機
関へつなぎ、適切な支援を行った。

相談内容に応じ、多機関協働事業など相談支援機
関へつなぎ、適切な支援を行った。

-



事業名4　相談支援包括化推進会議の開催 担当課 地域共生課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅰ　安心と信頼のあるまちを共につくる 施策の方向2　相談支援体制の充実

P
L
A
N
（
計
画
）

相談を通じた対応困難な複雑化・複合化した課題のケース・制度の狭間のケースに対し、事例・対応方法を分析するとともに、制度や構造的な課題の解決
に向けた検討を行います。

包括的相談支援体制の充実を図るための検討を行
う。

包括的相談支援体制のさらなる充実を図るため、
関係各課の保有してる社会資源等について共有等
を行い、社会資源を有効的に活用できるよう検討
を行う。

対応困難な複雑化・複合化した課題について、市
民ニーズに対応し、よりスムーズに支援体制を構
築できるよう、基本構成課等の見直し・検討等を
行い、包括的相談支援体制のさらなる充実を図
る。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

福祉よりそい相談窓口や市川市よりそい支援事業
がじゅまる＋の取り組みについて共有を行い、包
括的相談支援体制の充実を図った。

関係各課の保有している社会資源の共有を図り、
適切な関係機関と連携が図れるようになった。ま
た、関係各課が抱える課題等も共有し、課題解決
に向けた情報交換を行い、包括的相談支援体制の
充実を図った。

-

0円 0円 0円

0円 0円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

対応困難な複雑化・複合化した課題について、よ
りスムーズに支援体制を構築できるよう、関係各
課の保有してる社会資源等について共有等を行
い、包括的相談支援体制のさらなる充実を図る。

対応困難な複雑化・複合化した課題について、市
民ニーズに対応し、よりスムーズに支援体制を構
築できるよう、基本構成課等の見直し・検討等を
行い、包括的相談支援体制のさらなる充実を図
る。 -

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

対応困難な複雑・複合化課題等について庁内連携を図り、課題解決に向けた分析を実施したか。

A A -

高齢者・障がい者・子ども・生活困窮者など各分
野の相談支援各課が連携した包括的相談支援会議
を開催し、支援実績や支援体制について共有・検
討を行った。

高齢者・障がい者・子ども・生活困窮者など各分
野の相談支援各課が連携した包括的相談支援会議
を開催し、社会資源や課題、支援体制について共
有・検討を行った。

-



事業名5  連携担当職員の配置 担当課 地域共生課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅰ　安心と信頼のあるまちを共につくる 施策の方向2　相談支援体制の充実

P
L
A
N
（
計
画
）

相談支援に係る庁内の連携担当職員及び多機関協働事業者との情報共有等を通じて連携体制の強化を図ります。

関係機関等と連携し支援の充実を図る。 関係機関等と連携し支援の充実を図る。 関係機関等と連携し支援の充実を図る。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

令和5年度から引き続き、連携体制を継続し、強化
を図った。

令和6年度から引き続き、連携体制を継続し、強化
を図った。

-

0円 0円 0円

0円 0円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

連携担当職員それぞれを中心とした活動・連携も
できるよう、連携体制の強化を図る。

連携担当職員それぞれを中心とした活動・連携も
できるよう、連携体制の強化を図る。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

対応困難な複雑・複合化課題等について庁内及び多機関協働事業者との連携を図ったか。

A A -

相談支援に係る庁内の連携担当職員及び多機関協
働事業者とが適宜情報共有等を行い、連携を継続
し支援を行った。

相談支援に係る庁内の連携担当職員及び多機関協
働事業者とが適宜情報共有等を行い、連携を継続
し支援を行った。

-



事業名6  支援会議の開催 担当課 地域共生課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅰ　安心と信頼のあるまちを共につくる 施策の方向2　相談支援体制の充実

P
L
A
N
（
計
画
）

支援の対象となる本人から同意が得られていないケースについて、関係者間で情報共有を行う「支援会議」を開催し、地域における見守り体制や、庁内の
連携を確認します。

本人同意を得られない複雑化・複合化した課題の
共有と支援へのつなぎ方について関係団体と連携
を図る。

本人同意を得られない複雑化・複合化した課題の
共有と支援へのつなぎ方について関係団体と連携
を図る。

本人同意を得られない複雑化・複合化した課題の
共有と支援へのつなぎ方について関係団体と連携
を図る。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

支援会議実施件数：5件

本人の同意を得られないケースにおいて、関係各
課と・関係相談支援機関等と連携し支援会議を開
催。

支援会議実施件数：5件

本人の同意を得られないケースにおいて、関係各
課と・関係相談支援機関等と連携し支援会議を開
催。

-

1,092,000円 0円 0円

0円 0円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

引き続き、支援・解決が困難である複雑化・複合
化した事案に対し、各関係機関と適宜情報共有を
行い、適切な支援を効果的に行えるよう、関係団
体と連携を強化していく。

引き続き、支援・解決が困難である複雑化・複合
化した事案に対し、各関係機関と適宜情報共有を
行い、適切な支援を効果的に行えるよう、関係団
体と連携を強化していく。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

対応困難な複雑・複合化課題等について庁内及び関係団体と連携を図ったか。

A A -

単独では支援・解決が困難である、複雑化・複合
化した事案に対し、各関係機関の持っている情
報・つながり・スキル等を活用し、庁内及び関係
団体と連携を図り、適切な支援を行った。

単独では支援・解決が困難である、複雑化・複合
化した事案に対し、各関係機関の持っている情
報・つながり・スキル等を活用し、庁内及び関係
団体と連携を図り、適切な支援を行った。

-



事業名7  在宅医療支援事業 担当課 保健センター健康支援課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅰ　安心と信頼のあるまちを共につくる 施策の方向3　地域医療体制と在宅医療・介護連携の推進

P
L
A
N
（
計
画
）

高齢や疾病のため、在宅医療を必要とする地域住民が安心して在宅での療養生活ができるよう、本市より委託を受けた市川市医師会が運営する地域医療支
援センターにおいて、在宅医療相談や在宅医療機器の貸し出し、訪問診療を実施している医師の紹介等を行います。

高齢や疾病のため、在宅医療を必要とする地域住
民が安心して在宅での療養生活ができるよう、本
市より委託を受けた市川市医師会が運営する地域
医療支援センターにおいて、在宅医療相談や在宅
医療機器の貸し出し、訪問診療を実施している医
師の紹介等を行います。

高齢や疾病のため、在宅医療を必要とする地域住
民が安心して在宅での療養生活ができるよう、本
市より委託を受けた市川市医師会が運営する地域
医療支援センターにおいて、在宅医療相談や在宅
医療機器の貸し出し、訪問診療を実施している医
師の紹介等を行います。

高齢や疾病のため、在宅医療を必要とする地域住
民が安心して在宅での療養生活ができるよう、本
市より委託を受けた市川市医師会が運営する地域
医療支援センターにおいて、在宅医療相談や在宅
医療機器の貸し出し、訪問診療を実施している医
師の紹介等を行います。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

【1】在宅医療支援事業の整備
地域医療支援センター事業
新規利用者：133名
利用者：（実）1,238名、（延）1,246名
吸引器等の貸し出し、医療材料等の提供及び相談
窓口を設置し、在宅医療に関する相談や在宅医の
情報提供等を行いました。
【2】在宅医療システム推進事業
円滑な情報提供のために『在宅医療機関リスト』
を作成し、利用しています。各種会議への参加
等、本事業の周知や在宅医療への協力について促
しました。

【1】在宅医療支援事業の整備
地域医療支援センター事業
新規利用者：140名
利用者：（実）1,216名、（延）1,221名
吸引器等の貸し出し、医療材料等の提供及び相談
窓口を設置し、在宅医療に関する相談や在宅医の
情報提供等を行いました。
【2】在宅医療システム推進事業
円滑な情報提供のために『診療情報提供書』を作
成し、利用しています。各種会議への参加等、本
事業の周知や在宅医療への協力について促しまし
た。

-

8,600,000円 8,600,000円 8,600,000円

8,600,000円 8,600,000円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

継続して安心した在宅医療を提供できるように、
支援体制を整備していきます。

継続して安心した在宅医療を提供できるように、
支援体制を整備していきます。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

身近な地域で安心して暮らせるよう、在宅医療の充実に取り組んだか。

A A -

在宅医療に関する相談窓口として情報提供や吸引
器の貸し出し等により在宅医療の充実を図ること
ができました。

在宅医療に関する相談窓口として情報提供や吸引
器の貸し出し等により在宅医療の充実を図ること
ができました。

-



事業名8  医療・介護関係者の情報共有の支援 担当課 地域包括支援課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅰ　安心と信頼のあるまちを共につくる 施策の方向3　地域医療体制と在宅医療・介護連携の推進

P
L
A
N
（
計
画
）

在宅療養生活を支えるために、状態の変化等に応じて、医療・介護関係者間で速やかな情報共有が行われるよう、情報共有ツールの普及・活用を支援し、
必要に応じて情報共有ツール等の改善・見直しを図ります。

情報共有ツールの活用状況について調査を実施。
調査結果により課題を把握し、改善・見直しを図
る。

多職種連携地域包括ケアシステムの運用の見直し
を図る。
年度末に令和７年度の情報共有ツールの活用状況
について調査を実施。

情報共有ツールのひとつである多職種連携情報共
有システムの刷新に伴いさらなる普及啓発を図
る。
令和７年度末の情報共有ツールの活用状況調査結
果に基づき、課題を把握し、改善・見直しを図
る。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

令和5年度分の調査結果について「在宅医療・介護
連携推進に関する会議」で報告、協議を行い、情
報共有ツールの一部について見直しに向けて検討
を始めた。

令和６年度分の調査結果について「在宅医療・介
護連携推進に関する会議」で報告、協議を行い、
情報共有ツールの一部について見直し、検討を
行った。

-

1,171,000円 1,347,000円 1,294,000円

1,044,080円 1,229,528円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

情報共有ツールの一つである、多職種連携地域包
括ケアシステムの運用の見直しを図る。

情報共有ツールの一つである、多職種連携情報共
有システムの刷新により、専門職同士の連携がよ
り活発になるよう運用の見直しと改善を図る。そ
の他のツールについても、より活用しやすいよう
見直しを図る。 -

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

在宅療養生活を支えるため地域の医療・介護関係者の情報共有を推進する支援を実施したか。

A A -

調査結果より、活用状況や課題を踏まえて、改善
につなげることができた。

調査結果および実施状況により、活用状況や課題
を踏まえて、改善につなげることができた。

-



事業名9  医療・介護関係者の研修会の開催 担当課 地域包括支援課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅰ　安心と信頼のあるまちを共につくる 施策の方向3　地域医療体制と在宅医療・介護連携の推進

P
L
A
N
（
計
画
）

地域の医療・介護関係者の相互の理解を深め、連携を実現するために、多職種での参加型の研修会を実施します。

下記研修会の開催
●口腔機能維持に係る多職種連携による支援
●在宅医療・介護連携における薬剤師の役割
●認知症の方への多職種連携による支援

下記研修会の開催
●本人の意思に沿った意思決定支援を考える
●薬局薬剤師とケアマネジャーとの連携
●災害時における多職種連携

下記研修会の開催
●看取り期の支援を考える 支援者の心がけと応答
●薬局薬剤師とケアマネジャーとの連携
●災害時における多職種連携

D
O
（
実
行
・
実
績
）

上記研修会開催時のアンケートの結果、「連携が
図れている」と回答した割合の平均　81％

上記研修会開催時のアンケートの結果、「連携が
図れている」と回答した割合の平均　72％

-

1,171,000円 1,347,000円 1,294,000円

1,044,080円 1,229,528円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

参加型研修会の開催継続 参加型研修会の開催継続
参加者の拡大（過去研修会に参加したことのない
事業所からの新規参加者を募る）

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

在宅医療・介護連携を推進するため地域の医療・介護関係者の相互理解を深めるような研修会を実施したか。

A A -

アンケートの結果、医療・介護関係者の連携が図
られていると評価

アンケートの結果、医療・介護関係者の連携が図
られていると評価
アンケート内容から専門職連携の重要性について
認識の声多数あり

-



事業名10  地域住民への普及啓発 担当課 地域包括支援課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅰ　安心と信頼のあるまちを共につくる 施策の方向3　地域医療体制と在宅医療・介護連携の推進

P
L
A
N
（
計
画
）

地域住民にかかりつけ医を持つことの重要性のほか、在宅療養を支える専門職の役割を紹介し、在宅医療や介護について理解を促進します。また人生の最
終段階におけるケアのあり方や在宅での看取りについて、理解できるようにするため、講演会の開催やパンフレット等の配布を行います。

地域住民を対象とした在宅医療講座を実施すると
ともに、在宅療養パンフレットの配布を通して在
宅医療や介護について啓発を図る。

●在宅医療講座の開催
①元気な時こそ人生会議（主催講座）
②人生会議（アドバンス・ケアプランニング）
（依頼講座）
●認知症講演会の開催
テーマ：認知症と共に生きる ～新しい認知症観を
知ろう～
●在宅療養パンフレットの配布

地域住民を対象とした在宅医療講座を実施すると
ともに、在宅療養パンフレットの配布やACP依頼
講座、人生会議のリーフレット配布等を通して在
宅医療や介護について啓発を図る。
●在宅医療講座、ACP依頼講座の開催
●認知症講演会の開催
●在宅療養パンフレット、ACP普及啓発リーフ
レットの配布

D
O
（
実
行
・
実
績
）

●在宅医療講座の開催
テーマ：
①本人の意思を尊重した在宅療養支援
②本人の意思を尊重した看取りの支援
●健康市川市民の集いへの参加
テーマ： 通院ができなくなったら～市川市の在宅
療養について～
●認知症講演会の開催
テーマ：認知症と共に生きる
●在宅療養パンフレットの配布(194部）

●在宅医療講座の開催
テーマ：元気な時こそ人生会議
在宅医・訪問看護師・薬剤師・ケアマネジャーそ
れぞれの立場から多職種連携による取組を講話
●健康市川市民の集いへの参加
テーマ： 通院ができなくなったら～市川市の在宅
療養について～
●認知症講演会の開催
テーマ：認知症と共に生きる
●在宅療養パンフレットの配布(369部）

-

1,171,000円 1,347,000円 1,294,000円

1,044,080円 1,229,528円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

在宅医療や介護について、人生の最終段階におけ
るケアのあり方や在宅での看取りに関する理解の
促進を目的とした、講座の開催及び関連パンフ
レットの配布

在宅医療や介護について、人生の最終段階におけ
るケアのあり方や在宅での看取りに関する理解の
促進を目的とした、講座の開催及び関連パンフ
レットの配布

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

かかりつけ医を持つことの重要性のほか、在宅医療や介護についての理解促進について普及啓発を行ったか。

A A -

在宅医療講座開催時のアンケート結果から、在宅
医療と介護及び人生最終段階の過ごし方に関する
理解が深まったと判断

在宅医療講座開催時のアンケート結果から、9割以
上の参加者が在宅医療と介護及び人生最終段階の
過ごし方に関する理解が深まったと回答

-



事業名11  急病診療所運営事業 担当課 保健医療課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅰ　安心と信頼のあるまちを共につくる 施策の方向3　地域医療体制と在宅医療・介護連携の推進

P
L
A
N
（
計
画
）

急病診療所では、休日や夜間の急な病気の初期診療を行うため、内科、小児科、外科（土、日、祝日及び年末年始のみ）の診療を実施します。休日急病等
歯科診療所では、休日に急な歯の痛み等の応急処置を行うために、日、祝日、盆期および年末年始に診療を実施します。

〇急病診療所を365日運営し、1次救急として急な
　病気の初期診療を行う。
〇休日急病等歯科診療所を76日運営し、急な歯の
　痛み等の応急処置を行う。
〇急病診療所及び休日急病等歯科診療所の開設時
　間などを記載した案内カードを医療機関等に配
　布し、初期救急医療機関として市民に広く周知
　する。

〇急病診療所を365日運営し、1次救急として急な
　病気の初期診療を行う。
〇休日急病等歯科診療所を75日運営し、急な歯の
　痛み等の応急処置を行う。
〇急病診療所及び休日急病等歯科診療所の開設時
　間などを記載した案内カードを医療機関等に配
　布し、初期救急医療機関として市民に広く周知
　する。

〇急病診療所を365日運営し、1次救急として急な
　病気の初期診療を行う。
〇休日急病等歯科診療所を76日運営し、急な歯の
　痛み等の応急処置を行う。
〇急病診療所及び休日急病等歯科診療所の開設時
　間などを記載した案内カードを医療機関等に配
　布し、初期救急医療機関として市民に広く周知
　する。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

〇急病診療所
　開設日数　365日
〇休日急病等歯科診療所
   開設日数　76日
〇急病診療所及び休日急病等歯科診療所の開設時
　間等を記載した案内カード配布数
　配布施設数：659か所
　配布枚数：27,642枚

〇急病診療所
　開設日数　365日
〇休日急病等歯科診療所
   開設日数　75日
〇急病診療所及び休日急病等歯科診療所の開設時
　間等を記載した案内カード配布数
　配布施設数：652か所
　配布枚数：28,775枚

-

284,497,243円 280,108,030円 282,348,280円

282,864,661円 275,960,490円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

引き続き、夜間や休日の急病患者に対し、初期救
急として診療可能な体制を整え、急病診療所及び
休日急病等歯科診療所の開設時間などを記載した
案内カードを医療機関等に配布し、初期救急医療
機関として市民に広く周知する。

引き続き、夜間や休日の急病患者に対し、初期救
急として診療可能な体制を整え、急病診療所及び
休日急病等歯科診療所の開設時間などを記載した
案内カードを医療機関等に配布し、初期救急医療
機関として市民に広く周知する。 -

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

緊急時の医療体制の整備と周知を推進したか。

A A -

〇急病診療所開設日数
　達成率100％⇒評価A
〇休日急病等歯科診療所開設日数
　達成率100％⇒評価A
〇周知活動について
　配布施設数及び枚数より評価Aとする。

〇急病診療所開設日数
　達成率100％⇒評価A
〇休日急病等歯科診療所開設日数
　達成率100％⇒評価A
〇周知活動について
　配布施設数及び枚数より評価Aとする。 -

20190340
取り消し線



事業名12  2次救急医療運営事業 担当課 保健医療課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅰ　安心と信頼のあるまちを共につくる 施策の方向3　地域医療体制と在宅医療・介護連携の推進

P
L
A
N
（
計
画
）

主治医や急病診療所では扱えない病気、入院・手術が必要な場合及び急病診療所の対応時間外における受け入れ体制の充実のため、救急医療体制（2 次）
を整備します。

2次救急医療機関として、8医療機関の輪番制で当
番病院を配置できるように整備を行う。

2次救急医療機関として、8医療機関の輪番制で当
番病院を引き続き配置できるように整備を行う。

2次救急医療機関として、7医療機関の輪番制で当
番病院を配置できるように整備を行う。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

2次救急医療機関として、8医療機関の輪番制で当
番病院を配置し、365日患者の受け入れが出来るよ
うに整備した。

2次救急医療機関として、8医療機関の輪番制で当
番病院を配置し、365日患者の受け入れが出来るよ
うに整備した。

-

86,886,800円 86,886,800円 86,946,200円

86,886,800円 86,886,800円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

2次救急医療機関として、8医療機関の輪番制で当
番病院を引き続き配置できるように整備を行う。

2次救急医療機関として、8医療機関の輪番制で当
番病院を引き続き配置できるように整備を行う。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

緊急時の医療体制の整備を推進したか。

A A -

2次救急医療機関として、8医療機関の輪番制で当
番病院を配置し、救急医療体制の整備を達成した
ため。

2次救急医療機関として、8医療機関の輪番制で当
番病院を配置し、救急医療体制の整備を達成した
ため。

-



事業名13  成年後見制度の相談支援 担当課 地域包括支援課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅰ　安心と信頼のあるまちを共につくる 施策の方向4　権利擁護と見守り体制の充実

P
L
A
N
（
計
画
）

判断能力が低下した高齢者や障がい者の生命・財産を守り、地域での生活を継続できるよう、窓口や電話相談のほかに訪問による相談、申立てに関する支
援などを実施します。

成年後見制度による支援を必要とする方が、安心
して利用できるよう、窓口における相談体制を整
備します。

成年後見制度による支援を必要とする方が、安心
して利用できるよう、窓口における相談体制を整
備します。

成年後見制度による支援を必要とする方が、安心
して利用できるよう、窓口における相談体制を整
備します。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

(1)個別相談件数
　・新規相談件数：239件
　・継続相談件数：382件

(2)家庭裁判所への後見申立て支援件数
 ・申立て支援件数：119件
 ・家庭裁判所の面談の同席等：10件

(1)個別相談件数
　・新規相談件数：253件
　・継続相談件数：548件

(2)家庭裁判所への後見申立て支援件数
 ・申立て支援件数：147件
 ・家庭裁判所の面談の同席等：10件

-

33,715,000円 32,763,481円 33,462,000円

33,715,000円 32,612,409円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

相談件数が増加しているため、更なる相談体制の
整備、関係機関へ周知、共有及び連携が必要とさ
れる。

相談件数が増加しているため、更なる相談体制の
整備、関係機関へ周知、共有及び連携が必要とさ
れる。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

権利擁護（成年後見制度）の体制整備を実施したか。

A A -

成年後見制度の周知が図られ、相談件数が増加し
たため。

成年後見制度の周知が図られ、相談件数が増加し
たため。

-



事業名14  成年後見制度の普及啓発 担当課 地域包括支援課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅰ　安心と信頼のあるまちを共につくる 施策の方向4　権利擁護と見守り体制の充実

P
L
A
N
（
計
画
）

広く地域住民に成年後見制度の周知を図るため、パンフレットの配布やホームページ、講演会、出前講座等を実施します。

パンフレットの発行、配布を行います。
市民をはじめ、関係機関に対しても講演会等を開
催し、制度の周知、啓発に努めます。

パンフレットの発行、配布を行います。
市民をはじめ、関係機関に対しても講演会等を開
催し、制度の周知、啓発に努めます。

パンフレットの発行、配布を行います。
市民をはじめ、関係機関に対しても講演会等を開
催し、制度の周知、啓発に努めます。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

・市民・関係者向けの講演会：3回
・出前講座：10回
・福祉関係者を対象とした研修会：３回
・成年後見制度個別相談会：12回
・成年後見制度の概要についてまとめたパンフ
レットを作成し、市民や福祉関係者に配布

・市民・関係者向けの講演会：3回
・出前講座：13 回
・福祉関係者を対象とした研修会：3回
・成年後見制度個別相談会： 12回
・成年後見制度の概要についてまとめたパンフ
レットを作成し、市民や福祉関係者に配布

-

33,715,000円 32,763,481円 33,462,000円

33,715,000円 32,612,409円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

成年後見制度の周知、啓発及び利用促進は継続的
に実施していく。

成年後見制度の周知、啓発及び利用促進は継続的
に実施していく。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

成年後見制度の周知を実施したか。

A A -

適切な回数の講演会等を実施したため。 適切な回数の講演会等を実施したため。

-



事業名15  報酬費用の助成 担当課 地域包括支援課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

被後見人の本人らしい生活を支援するため、引き
続き制度の周知、適切な報酬助成に努める。

被後見人の本人らしい生活を支援するため、引き
続き制度の周知、適切な報酬助成に努める。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

権利擁護（成年後見制度）の体制整備を実施したか。

A A -

成年後見制度の周知が図られ、予算内で適切な報
酬助成を行った。

成年後見制度の周知が図られ、適切な報酬助成を
行った。

-

D
O
（
実
行
・
実
績
）

令和6年度報酬助成実績
・報酬助成件数：63件
(内訳)
・在宅：  15件
・施設・入院：  41件
・併用：  7件

令和7年度報酬助成実績
・報酬助成件数：  72件
(内訳)
・在宅：  15件
・施設・入院：  47件
・併用：  10件

-

20,094,000円 20,320,000円 20,320,000円

14,237,638円 16,692,000円 -

基本目標Ⅰ　安心と信頼のあるまちを共につくる 施策の方向4　権利擁護と見守り体制の充実

P
L
A
N
（
計
画
）

成年後見制度を利用している方で、低所得や資産等の事情により、成年後見人等への報酬を負担することが困難な方に市が報酬の一部を助成します。

報酬の一部助成等、成年後見制度を安心して利用
できるよう支援し、制度の利用促進に繋げます。

報酬の一部助成等、成年後見制度を安心して利用
できるよう支援し、制度の利用促進に繋げます。

報酬の一部助成等、成年後見制度を安心して利用
できるよう支援し、制度の利用促進に繋げます。



事業名16  市民後見人の養成及び活動支援 担当課 地域包括支援課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅰ　安心と信頼のあるまちを共につくる 施策の方向4　権利擁護と見守り体制の充実

P
L
A
N
（
計
画
）

権利擁護を支援する体制の確保に向けて、市民後見人の養成とその活動の支援を行います。

市川市後見支援センターにおいて、市民後見人候
補者を養成、育成することで、成年後見制度の担
い手の体制整備を行います。

市川市後見支援センターにおいて、市民後見人候
補者を養成、育成することで、成年後見制度の担
い手の体制整備を行います。

市川市後見支援センターにおいて、市民後見人候
補者を養成、育成することで、成年後見制度の担
い手の体制整備を行います。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

・養成講座修了者に対する定期研修：３回

・養成講座修了者32名の登録及び管理を行うとと
もに、相談支援を行った。

・千葉家庭裁判所市川出張所から審判された市民
後見人６名の相談支援を実施した。

・養成講座修了者に対する定期研修：3回
・養成講座修了者32名の登録及び管理を行うとと
もに、相談支援を行った。
・千葉家庭裁判所市川出張所から審判された市民
後見人6名の相談支援を実施した。
・第3期市民後見人養成研修を実施し、13名の市民
後見人候補者を輩出した。

-

6,538,400円 7,222,991円 6,380,000円

6,538,400円 7,222,991円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

市民後見人養成講座の修了者の育成と併せて、第3
期市民後見人養成研修を行う。

第3期市民後見人養成研修の修了者も含め、市民後
見人の候補者となる者に対し、引き続き育成を
行っていく。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

市民後見人の養成に向けた施策を実施したか。

A A -

市民後見人養成講座の修了者に対して、育成を目
的とした研修を行った。

市民後見人養成講座の修了者、および市民後見人
希望者に対して、育成を目的とした研修を行っ
た。

-



事業名17  高齢者見守り支援事業 担当課 地域包括支援課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅰ　安心と信頼のあるまちを共につくる 施策の方向4　権利擁護と見守り体制の充実

P
L
A
N
（
計
画
）

高齢者や障がい者のいる世帯への「見守り通報機器」の利用にあたり、世帯の状況に応じた費用助成を行い、利用を支援します。

あんしん電話からの移行を進める。
自治会回覧等による事業の周知。

事業の周知。
的確な利用登録者の管理及び委託業者、消防局と
の連携。

高齢者世帯への事業の周知。
高齢者の住宅確保の支援につながるよう、不動産
事業者への事業周知をおこなう。
的確な利用登録者の管理及び委託業者、消防局と
の連携。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

令和６年１月より、あんしん電話から高齢者見守
り支援事業への移行対応を実施した。移行済件数
は313件（令和７年５月31日時点）。
また、令和6年12月18日に自治会回覧にて、高齢
者見守り支援事業の周知を実施。

新規設置台数が180台を超え、約750世帯が利用し
ている。
千葉県宅地建物取引業協会市川支部主催の研修会
での講演。（令和７年10月17日）
高齢者サポートセンターが主催する自治会向けに
講座を開催。
広報いちかわ（３月21日号）に掲載。

-

20,083,607円 19,806,336円 23,014,332円

14,507,698円 19,457,156円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

引き続き、事業の周知を行い、地域で安心して暮
らせるよう見守り通報機器の利用を促進する。利
用者が大幅に増加したため、的確な利用登録者の
管理及び委託業者、消防局との連携を図る。

引き続き、事業の周知を行い、地域で安心して暮
らせるよう見守り通報機器の利用を促進する。的
確な利用登録者の管理及び委託業者、消防局との
連携を図る。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

地域で安心して暮らせるように見守り通報機器の利用を促進し、設置台数を拡大することができたか。

B B -

自治会に周知を行ったことで、利用を促進でき
た。利用者数が大幅に増加しており（令和６年度
の新規設置台数324台）、設置台数の拡大につな
がっている。

新規設置台数は目標の180台を超えたものの、利用
を辞退し撤去する世帯が想定以上であり、総設置
台数としては微増であったため。

-



事業名18  市川市地域見守り活動に関する協定 担当課 地域包括支援課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅰ　安心と信頼のあるまちを共につくる 施策の方向4　権利擁護と見守り体制の充実

P
L
A
N
（
計
画
）

市内新聞販売所や宅配業者等と、地域の見守り活動に関する協定を締結しています。事業者が日常業務を行う中で高齢者の異変等を発見した場合は通報
し、本市と連携を図りながら、安否等を見守り、適切な対応を行います。

協定未締結事業者に対し、チラシ等による協定の
周知および周知方法の拡大を行う。

チラシ等による協定の周知を行うとともに、他事
業と連携し、登録事業者数のさらなる増加を図る

チラシや他事業との連携等による協定の周知を継
続し、登録事業者数のさらなる増加を図る。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

新たに4事業者が追加され、36事業者と協定を締結
した。

新たに2事業者が追加され、38事業者と協定を締結
した。

-

0円 0円 0円

0円 0円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

協定の周知方法が課題となっているため、チラシ
の作成だけでなく、他事業の周知方法を参考に
し、より多くの事業者への周知を行い、締結事業
者の増加を図る。

見守り協定の認知度は依然として高くないため、
チラシによる周知の他に、市公式webの更新や他
課で行っている協定の周知を参考に、締結事業者
の増加を図る。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

地域で安心して暮らせるように、締結事業者を増やし連携を図ることができたか。

A A -

前年度より締結事業者が増加し、地域の見守りに
関して連携を図ることができたため。

前年度より締結事業者が増加し、地域の見守りに
関して連携を図ることができたため。

-



事業名19  福祉サービス苦情解決事業 担当課 こども家庭施策課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅰ　安心と信頼のあるまちを共につくる 施策の方向5　福祉サービスの質の向上と虐待の防止

P
L
A
N
（
計
画
）

本市が所管する福祉施設の提供するサービスについて、利用者等からの苦情に適切に対応するため、福祉サービス苦情解決事業運営委員会を設置する等し
て苦情を解決する仕組みを整えます。

①福祉サービス苦情解決事業運営委員会の開催
（1/29予定）
②千葉県主催の研修に第三者委員が参加(12/25予
定）

①福祉サービス苦情解決事業運営委員会の開催
（1/28予定）
②千葉県主催の研修に第三者委員が参加(12/24予
定）
③苦情受付案件については、運営委員会委員及び
苦情受付担当者との調整を図る。

①福祉サービス苦情解決事業運営委員会の開催
(1/27月予定）
②千葉県主催の研修に第三者委員が参加(１月予
定）
③苦情受付案件については、運営委員会委員及び
苦情受付担当者との調整を図る。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

①福祉サービス苦情解決事業運営委員会について
は、1/29実施
②千葉県主催の研修については、12/25に実施さ
れ、第三者委員1名が、zoomにて参加

①福祉サービス苦情解決事業運営委員会について
は、1/29に実施した。実際にあった苦情及び対応
について話し合い、情報共有を図った。
②千葉県主催の研修については、1/13に実施さ
れ、第三者委員1名がzoomにて参加。障害者差別
の解消と福祉サービスにおける苦情解決に向けた
講義を受け、理解を深めた。

-

35,000円 35,000円 35,000円

32,800円 31,300円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

運営委員会では、視察のほか、各施設での苦情に
ついて、担当課ごとに苦情状況報告をまとめ、第
三者委員からの助言を受けている。その内容を各
施設での苦情対応のスキルアップに繋げることが
できるよう情報の共有を図る。

運営委員会では、視察のほか、各施設での苦情に
ついて、担当課ごとに苦情状況報告をまとめ、第
三者委員からの助言を受けている。その内容を各
施設での苦情対応のスキルアップに繋げることが
できるよう情報の共有を図る。 -

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

安心して福祉サービスを利用できるよう、苦情を解決する仕組みを整えたか。

A A -

計画通りに実施することができた。 計画通りに実施することができた。

-



事業名20　高齢者虐待等を未然に防ぐ取組 担当課 地域包括支援課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅰ　安心と信頼のあるまちを共につくる 施策の方向5　福祉サービスの質の向上と虐待の防止

P
L
A
N
（
計
画
）

高齢者虐待を発見した場合の通報先や相談窓口の周知を図るとともに、高齢者虐待を未然に防止するための啓発として、市民、介護支援専門員、高齢者サ
ポートセンター職員、介護サービス事業所及び施設の職員を対象とした「高齢者虐待防止研修会」を開催します。

市民、支援者、関係機関等に対し、高齢者虐待の
防止に関する研修会を開催し、高齢者虐待等を未
然に防ぐ支援体制を強化する。

市民、支援者、関係機関等に対し、高齢者虐待の
防止に関する研修会を開催し、高齢者虐待等を未
然に防ぐ支援体制を強化する。

市民、支援者、関係機関等に対し、高齢者虐待の
防止に関する研修会を開催し、高齢者虐待等を未
然に防ぐ支援体制を強化する。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

関係機関等に対し高齢者虐待防止研修会を3回実施
①市職員対象：『養護者による高齢者虐待対応の
基本』
②高齢者サポートセンター職員対象：『セルフ・
ネグレクトへの対応』
③ケアマネジャー対象：『男性が介護をするとい
うこと』

市職員、高齢者サポートセンター職員、ケアマネ
ジャーに対し高齢者虐待防止研修会を計３回実施
した。
『高齢者虐待対応の基本、行政の責務』
『高齢者虐待対応における事実確認について』
『精神疾患や社会的孤立を抱える擁護者による高
齢者虐待の理解と関わりについて』

-

90,000円 90,000円 90,000円

90,000円 90,000円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

高齢者虐待についての通報先や相談窓口の周知を
図るとともに、高齢者虐待を未然に防止するため
の啓発として引き続き「高齢者虐待防止研修会」
を実施していく。

高齢者虐待についての通報先や相談窓口の周知を
図るとともに、高齢者虐待を未然に防止するため
の啓発として引き続き「高齢者虐待防止研修会」
を実施していく。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

相談機関等と連携し、虐待防止に向けた取組みを実施したか。

A A -

関係機関に対して様々な角度から虐待防止に向け
た研修を実施した。

関係機関に対して様々な角度から虐待防止に向け
た研修を実施した。

-



事業名21  障害者虐待の防止及び障害を理由とする差別の解消に関する会議の開催 担当課 障がい者支援課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅰ　安心と信頼のあるまちを共につくる 施策の方向5　福祉サービスの質の向上と虐待の防止

P
L
A
N
（
計
画
）

障害者虐待の防止及び障がいを理由とする差別の解消を図るために、関係機関及び地域の関係者を交えて必要な協議を行います。

市川市家庭等における暴力等対策ネットワーク会
議運営要綱第３条第１号に規定する実務者が行う
家庭等における暴力等に関する会議のうち、障害
者虐待の防止及び障害を理由とする差別の解消に
関する会議（障害実務者会議）を開催する。
また、障害者虐待防止研修を開催し、障害者虐待
についての理解の促進並びに周知、啓発を行う。

市川市家庭等における暴力等対策ネットワーク会
議運営要綱第３条第１号に規定する実務者が行う
家庭等における暴力等に関する会議のうち、障害
者虐待の防止及び障害を理由とする差別の解消に
関する会議（障害実務者会議）を開催する。
また障害者虐待防止研修（今年度はグループホー
ム対象）を開催し、障害者虐待についての理解の
促進並びに周知、啓発を行う。

市川市家庭等における暴力等対策ネットワーク会
議運営要綱第３条第１号に規定する実務者が行う
家庭等における暴力等に関する会議のうち、障害
者虐待の防止及び障害を理由とする差別の解消に
関する会議（障害実務者会議）を開催する。
また、障害者虐待防止研修を開催し、障害者虐待
についての理解の促進並びに周知、啓発を行う。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

障害実務者会議については令和６年10月９日に開
催し、関係機関との情報共有および意見交換を
行った（15名の委員のうち１名のみ欠席）。
障害者虐待防止研修については令和６年11月12日
に市川市内で児童発達支援および放課後等デイ
サービスに従事する職員を対象に「他害行為等の
ある児童への支援のあり方」に関する研修を実施
した（121事業所に案内し、55名の参加）。

障害実務者会議については令和7年11月18日に開
催し、関係機関との情報共有および意見交換を
行った（16名の委員のうち１名のみ欠席）。
障害者虐待防止研修については令和7年10月24日
に市川市内で共同生活援助（グループホーム）に
従事する職員を対象に「障害者虐待防止法の理解
と障がい特性に応じた支援のあり方について」の
研修とグループワークを実施した（45事業所に案
内し、26名の参加）。

-

30,000円 30,000円 30,000円

30,000円 30,000円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

引き続き障害者虐待の防止及び障がいを理由とす
る差別の解消を図るために、適切な議題やテーマ
の設定を行うとともに、引き続き参加率の向上に
向け、工夫(開催時期や開催時間帯の見直し等)を
行っていく。

引き続き障害者虐待の防止及び障がいを理由とす
る差別の解消を図るために、適切な議題の設定を
行い会議を開催していく。また、障害者虐待防止
研修においては、令和7年度の実績をもとに、対象
事業所を検討し、参加率の向上に向け、工夫(開催
時期や開催時間帯の見直し等)を行っていく。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

関係機関等と連携し、虐待防止に向けた取組を実施したか。

B B -

障害者虐待防止研修においては出席率が45.4％と
昨年度の39％を上回ったが、引き続き出席率の向
上に努めていく必要があると考えるため。

障害者虐待防止研修においては、出席率が60％で
あったが、引き続き出席率の向上に努めていく必
要があると考えるため。

-



事業名22  保育園の第三者機関評価事業 担当課 幼保施設管理課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅰ　安心と信頼のあるまちを共につくる 施策の方向5　福祉サービスの質の向上と虐待の防止

P
L
A
N
（
計
画
）

保育の質の向上や保護者からの信頼を高めるため、第三者評価機関による審査・評価を行います。評価結果は、市公式Webサイト等で広く公開します。

公立保育園（１園）において、第三者評価を実施
する。

公立保育園（１園）において、第三者評価を実施
する。

公立保育園（１園）において、第三者評価を実施
する。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

令和6年度は市川市立行徳保育園で実施。第三者評
価を受けるにあたり、改めて保育園運営、環境全
般、毎日の保育の見直しや振り返りを全職員で
行った。外部評価していただくことで、様々な課
題が見えてくることが多く、改めて改善の意識が
芽生え、保育の質の向上につながっていると考え
る。

令和7年度は市川市立新田第2保育園で実施。第三
者評価を受けるにあたり、プロジェクトチームを
中心に保育内容や環境を見直す為の話し合いを重
ねた。保育理念や園目標を保護者にわかりやすく
伝える為に、保育をりんごの木に例えた掲示を作
成。各クラスのドキュメンテーションを添えるこ
とで、保護者に具体的な保育の取り組みを伝え
た。また、風通しの良い雰囲気の中で、職員の対
話の時間を多く設けるよう意識し、更なる保育の
質向上に活かされるよう努めていく。

-

176,000円 176,000円 176,000円

159,500円 134,200円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

令和7年度は新田第2保育園にて第三者評価を実施
予定である。
令和6年度市川市立行徳保育園の報告書を参考にし
ながら、新田第2保育園の保育園運営や保育の振り
返り、課題を見直していけるよう取り組む。

令和８年度は新田保育園にて第三者評価を実施予
定である。
令和7年度市川市立新田第2保育園の報告書を参考
にしながら、平田保育園の保育園運営や保育の振
り返り、課題を見直していけるよう取り組む。 -

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

安心して福祉サービスを利用できるよう、第三者評価機関による審査・評価を受けたか。

A A -

予定通り、第三者評価を実施することができた。
食育、恵まれた環境の中での保育、地域の子育て
支援、インクルーシブ保育への取り組みについて
評価していただいた。

自然豊かな園庭を活用し、子どもの探究心や創造
力を引き出す保育を実践している点、食育活動に
おいて多角的な連携を行い「食べる意欲」を組織
的に育てている点、園の理念を保護者に伝えるた
めの積極的な工夫が、信頼性の高い園運営として
評価していただいた。 -



事業名23  保育所等における虐待等防止の取組 担当課 幼保施設管理課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅰ　安心と信頼のあるまちを共につくる 施策の方向5　福祉サービスの質の向上と虐待の防止

P
L
A
N
（
計
画
）

不適切保育（虐待等が疑われる事案）の相談窓口を設置し、保護者や保育士から相談があった場合は速やかに対応します。また、施設長を対象とした不適
切保育防止研修を実施します。

○不適切保育（虐待等が疑われる事案）の相談窓
口を設置する。
○不適切保育の防止を目的とする研修を実施す
る。
○毎年全保育施設を対象に実施する指導監査にお
いて、不適切保育の防止を特別重点項目に設定
し、実地指導の際に具体的な取り組み状況を確認
する。

○不適切保育（虐待等が疑われる事案）の相談窓
口を設置
○不適切保育の防止を目的とする研修実施
○毎年全保育施設を対象に実施する指導監査にお
いて、不適切保育の防止を特別重点項目に設定
し、実地指導の際に具体的な取り組み状況を確認
する。

○不適切保育（虐待等が疑われる事案）の相談窓
口を設置する。
○不適切保育の防止を目的とする研修を実施す
る。
○毎年全保育施設を対象に実施する指導監査にお
いて、不適切保育の防止を特別重点項目に設定
し、実地指導の際に具体的な取り組み状況を確認
する。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

○不適切保育の相談窓口設置
○不適切保育の防止を目的とする研修実施
実施日：令和6年10月22日
研修名：「こどもの人権を尊重した保育士のあり
方を考える（不適切保育防止研修）」
参加施設数：96施設
○指導監査実施件数：217施設

○不適切保育の相談窓口設置
○不適切保育の防止を目的とする研修実施
①実施日：令和7年5月27日
研修名：「子ども一人一人を大切にする性教育を
考える」
参加施設数：85施設
②実施日：令和8年2月27日
研修名：「子どもの人権を尊重した保育のあり方
を考える」
参加施設数：85施設
【参考】指導監査実施件数：222施設

-

50,000円 50,000円 30,000円

50,000円 50,000円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

・不適切保育防止研修について、さらに多くの事
業所に周知・啓発を行うため、研修内容の録画配
信を行う。

・不適切保育防止研修について、引き続き、より
多くの事業所に周知・啓発を行うため、研修内容
の録画配信を行う。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

虐待防止に向けた取組を実施したか。

A A -

計画通り実施したため 計画通りに実施したため。

-



事業名24  家庭等における暴力等対策ネットワーク会議の開催 担当課 ダイバーシティ推進課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅰ　安心と信頼のあるまちを共につくる 施策の方向5　福祉サービスの質の向上と虐待の防止

P
L
A
N
（
計
画
）

DV、児童虐待、高齢者虐待、障がい者虐待の家庭等における様々な暴力に対応するため、関係機関等で構成されるネットワーク会議を開催し、情報の共
有化を図るとともに、連携を強化します。

家庭等における暴力等対策ネットワーク会議を年1
回以上開催する。

家庭等における暴力等対策ネットワーク会議を年1
回以上開催する。

家庭等における暴力等対策ネットワーク会議を年1
回以上開催する。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

家庭等における暴力等対策ネットワーク会議を1回
開催。（開催日：令和6年8月21日）
相談件数等の実績報告や事例検討を行い、各関係
機関との情報共有を実施した。

家庭等における暴力等対策ネットワーク会議を1回
開催。（開催日：令和7年7月25日）
相談件数等の実績報告や事例検討を行い、各関係
機関との情報共有を実施した。

-

127,400円 127,400円 127,400円

45,500円 45,500円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

年1回以上の「家庭等における暴力等対策ネット
ワーク会議」の開催を継続する。

年1回以上の「家庭等における暴力等対策ネット
ワーク会議」の開催を継続する。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

関係機関等で構成されるネットワーク会議を年1回以上開催したか。

A A -

計画していた開催回数を達成したため。 計画していた開催回数を達成したため。

-



事業名25  コミュニティソーシャルワーカー（CSW）の配置 担当課 地域共生課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算額 令和8年度決算額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅱ　参加と交流のあるまちを共につくる 施策の方向6　福祉コミュニティの充実

P
L
A
N
（
計
画
）

地域の多様な主体や個人の地域福祉活動の支援を行うコミュニティソーシャルワーカー（CSW）を配置し、誰もが暮らしやすい支え合いの仕組みづくり・
地域づくりに向けた支援を行います。

○市内に4名のコミュニティソーシャルワーカーを
配置する。
○コミュニティソーシャルワーカー連絡会を毎月
開催する。

○市内に4名のコミュニティソーシャルワーカーを
配置する。
○コミュニティソーシャルワーカー連絡会を毎月
開催する。

○市内に4名程度のコミュニティソーシャルワー
カーを配置する。
○コミュニティソーシャルワーカー連絡会を毎月
開催する。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

〇4つの圏域において、コミュニティソーシャル
ワーカーを配置し、福祉コミュニティの充実に努
めた。
〇コミュニティソーシャルワーカー連絡会を毎月
開催した。

〇4つの圏域において、コミュニティソーシャル
ワーカーを配置し、福祉コミュニティの充実に努
めた。
〇コミュニティソーシャルワーカー連絡会を毎月
開催した。

-

66,986,500円 29,708,000円 29,615,300円

66,954,800円 29,707,700円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

コミュニティソーシャルワーカーの更なる周知方
法等の検討を図る。

コミュニティソーシャルワーカーの更なる周知方
法等の検討を図る。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

コミュニティソーシャルワーカー（CSW）の活動について周知を行うとともに、誰もが暮らしやすい支え合いの仕組みづくり・地域づくりに向けた支援を
行ったか。

A A -

よりそい出張窓口を開設する等、コミュニティ
ソーシャルワーカーの周知を図るとともに、地域
づくりや個別支援等に対応した。

コミュニティソーシャルワーカーの周知を図ると
ともに、地域づくりや個別支援等に対応した。

-



事業名26  生活支援コーディネーターの配置 担当課 地域包括支援課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅱ　参加と交流のあるまちを共につくる 施策の方向6　福祉コミュニティの充実

P
L
A
N
（
計
画
）

地域の高齢者の支援ニーズや地域資源を把握し、課題解決に向けて、地域住民や関係団体との連携を図り、支援ニーズと多様な主体による活動や取組の
マッチングを行う生活支援コーディネーターを、市全域（第1層）、日常生活圏域（第2層）に配置します。

ボランティアやNPO法人等、多様な実施主体によ
る生活支援・介護予防サービスの提供体制を構築
するため、地域における資源の発掘（担い手の養
成やサービス開発）や関係者間のネットワーク構
築、また地域の支援ニーズと取り組みのマッチン
グを行う生活支援コーディネーターを第１層（市
全域）、第２層（各高齢者サポートセンター）に
配置。

ボランティアやNPO法人等、多様な実施主体によ
る生活支援・介護予防サービスの提供体制を構築
するため、地域における資源の発掘（担い手の養
成やサービス開発）や関係者間のネットワーク構
築、また地域の支援ニーズと取り組みのマッチン
グを行う生活支援コーディネーターを第１層（市
全域）、第２層（各高齢者サポートセンター）に
配置。

ボランティアやNPO法人等、多様な実施主体によ
る生活支援・介護予防サービスの提供体制を構築
するため、地域における資源の発掘（担い手の養
成やサービス開発）や関係者間のネットワーク構
築、また地域の支援ニーズと取り組みのマッチン
グを行う生活支援コーディネーターを第１層（市
全域）、第２層（各高齢者サポートセンター）に
配置。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

・地域ケア会議等の各種会議へ参加し、個別ケー
スを通じた地域課題の把握に努めた。
・買い物不便地区の課題解決に向け、自治会等と
協力し移動販売の誘致を検討した。
・地域住民とともに団地住民の交流の場を立ち上
げ、見守り体制の充実を推進するなど、支援ニー
ズと地域資源のマッチングを推進した。

・買い物不便地区の課題解決に向け、自治会や関
係機関と協働しウエルシア薬局株式会社による移
動販売を市内３１拠点で開始した。
・高齢者サポートセンターと連携し、いちわかプ
ログラム修了者を地域活動につなげるなど、支援
ニーズと地域資源のマッチングを推進した。
・地域ケアシステム推進連絡会等の各種会議へ参
加し、個別ケースを通じた地域課題の把握に努め
た。

-

19,692,000円 75,928,000円 75,928,000円

18,768,415円 75,432,345円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

引き続き生活支援コーディネーターの活動周知と
ともに、地域における資源発掘や関係者間のネッ
トワーク構築、また地域の支援ニーズと取り組み
のマッチングの推進を行うとともに、高齢者が多
様な主体の活動を選択できるような体制づくりを
進める。

地域課題の把握や資源発掘、関係者間のネット
ワーク構築、また地域の支援ニーズと取り組みの
マッチングの推進を行うとともに、高齢者がいつ
までも住み慣れた地域で自分らしく生活できるよ
うな体制づくりを推進する。 -

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

生活支援コーディネーターの活動周知とともに、地域における資源発掘や関係者間のネットワーク構築、また地域の支援ニーズと取り組みのマッチングを
進められたか。

A A -

生活支援コーディネーターの活動周知とともに、
地域における資源発掘や関係者間のネットワーク
構築、また地域の支援ニーズと取り組みのマッチ
ングを着実に進めた。

第２層協議体である地域ケアシステム推進連絡会
や地域の通いの場等に積極的に参加し、関係機関
のネットワーク構築、地域課題の把握や資源発掘
を推進するとともに、支援ニーズと地域資源の
マッチングを着実に進めることが出来た。

-



事業名27  地域ケアシステム推進事業 担当課 地域共生課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算額 令和8年度決算額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅱ　参加と交流のあるまちを共につくる 施策の方向6　福祉コミュニティの充実

P
L
A
N
（
計
画
）

地域住民で組織する「地区社会福祉協議会」ごとに地域福祉活動の拠点（地域ケア拠点）を整備し、拠点で活動する相談員やサロン活動等に係る経費に対
する補助を行います。

○地域ケア拠点に対し、適切に経費補助を行う。
○地域ケア拠点で生じる不具合等に対応する。

○地域ケア拠点に対し、適切に経費補助を行う。
○地域ケア拠点で生じる不具合等に対応する。

○地域ケア拠点に対し、適切に経費補助を行う。
○地域ケア拠点で生じる不具合等に対応する。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

〇拠点で活動する相談員やサロン活動等に係る経
費に対する補助を行った。
〇地域ケア拠点で生じた不具合等に対して、修繕
等の対応を行った。

〇拠点で活動する相談員やサロン活動等に係る経
費に対する補助を行った。
〇地域ケア拠点で生じた不具合等に対して、修繕
等の対応を行った。

-

18,773,000円 18,243,269円 19,253,000円

18,473,976円 17,995,014円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

地域ケアシステムを推進するため、補助を含めた
支援を実施していく。

地域ケアシステムを推進するため、補助を含めた
支援を実施していく。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

地域ケアシステムを推進するため、補助を含めた支援を実施したか。

B A -

地域ケアシステムを推進するため、補助を含めた
支援を実施したが、拠点で使用するパソコンの故
障・不良に対応できなかった。

地域ケアシステムを推進するため、補助を含めた
支援を実施し、拠点で使用するパソコンの故障・
不良に対応した。

-



事業名28  自治（町）会加入の促進 担当課 自治振興課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅱ　参加と交流のあるまちを共につくる 施策の方向6　福祉コミュニティの充実

P
L
A
N
（
計
画
）

他市区町村からの転入者等へのパンフレットの配布、市民まつり・行徳まつり等のイベント時の啓発活動により、自治（町）会の加入を促進します。

市民課窓口等でのパンフレットの配布。
市民まつり・行徳まつり等で、自治会の活動をＰ
Ｒ。

市民課窓口等でのパンフレットの配布。
市民まつり・行徳まつり等で、自治会の活動をＰ
Ｒ。

市民課窓口等でのパンフレットの配布。
市民まつり・行徳まつり等で、自治会の活動をＰ
Ｒ。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

市民課窓口等でのパンフレットの配布。
市民まつり・行徳まつり等で、自治会の活動をＰ
Ｒ。

市民課窓口等でのパンフレットの配布。
市民まつり・行徳まつり等で、自治会の活動をＰ
Ｒ。

-

99,000円 99,000円 99,000円

99,000円 55,000円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

引き続き、自治会活動をPRし、加入へとつなげら
れるよう、パンフレットの改良や啓発活動を行っ
ていく。

引き続き、自治会活動をPRし、加入へとつなげら
れるよう、パンフレットの改良や啓発活動を行っ
ていく。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

自治会活動をＰＲし、加入へとつなげられるよう、パンフレット等で啓発活動を行い、加入促進を図ったか。

B B -

令和６年度の加入世帯数が、前年と比較し減少し
たため。

令和7年度の加入世帯数が、前年と比較し減少した
ため。

-



事業名29  自主防災組織資器材購入費等補助金制度 担当課 地域防災課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅱ　参加と交流のあるまちを共につくる 施策の方向7　地域における防災体制充実の推進

P
L
A
N
（
計
画
）

自主防災組織に対し、地域の自主的な防災体制の整備を支援するため、防災資器材の購入や修繕の費用に対する補助を行います。

申請のあった自主防災組織に対し、防災資器材の
購入や修繕の費用に対する補助を行う。

申請のあった自主防災組織に対し、防災資器材の
購入や修繕の費用に対する補助を行う。

申請のあった自主防災組織に対し、防災資器材の
購入や修繕の費用に対する補助を行う。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

令和6年度は33の自主防災組織から36件の申請が
あり、防災資器材の購入費の補助を行った。

令和7年度は33の自主防災組織から35件の申請が
あり、防災資器材の購入費の補助を行った。

-

4,500,000円 4,500,000円 4,500,000円

4,426,000円 3,581,800円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

多くの自主防災組織にこの制度を利用してもらえ
るよう周知をしていく。

引き続き、多くの自主防災組織に制度を活用して
いただけるよう周知をしていく。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

防災資器材の購入や修繕の費用に対する補助を行ったか。

A A -

予算執行率が98.36%となったことから、制度を活
用してもらえたと認識している。

予算執行率は79.6％と前年度よりも低い数値とは
なっているものの、申請件数自体には大きく差が
ないことから引き続き制度を活用していただけて
いると認識している。

-



事業名30  避難所におけるこどもや女性等の要配慮者への配慮 担当課 地域防災課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅱ　参加と交流のあるまちを共につくる 施策の方向7　地域における防災体制充実の推進

P
L
A
N
（
計
画
）

高齢者や障がい者、乳幼児等を安全に受け入れる避難所体制を整備するとともに、多様性への配慮について検討を行います。

災害時、要配慮者が少しでも過ごしやすくなるよ
う各避難所における設備や備蓄品を強化する。

災害時、要配慮者が少しでも過ごしやすくなるよ
う各避難所における設備や備蓄品を強化する。

災害時、要配慮者が少しでも過ごしやすくなるよ
う各避難所における設備や備蓄品を強化する。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

災害用備蓄トイレは一般型のほかに車椅子型を購
入し車椅子利用者に配慮をした。
食糧品では、高齢者等用として白がゆのアルファ
米を、乳幼児用としての粉ミルク・液体ミルク及
び使い捨て哺乳ビンを購入した。

災害用備蓄トイレは一般型のほかに車椅子型を購
入し車椅子利用者に配慮をした。
食糧品では、高齢者等用として白がゆのアルファ
米を、乳幼児用としての粉ミルク・液体ミルクを
購入した。

-

39,819,000円 39,948,816円 40,000,000円

39,201,928円 37,751,486円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

引き続き要配慮者用の設備や備蓄品の備蓄を計画
的に進めていく

引き続き要配慮者用の設備や備蓄品の備蓄を計画
的に進めていく

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

平時から要配慮者の支援について検討を行い、支援策の実施に向けた取組みを前に進めたか。

A A -

要配慮者用の設備や備蓄品の拡充が進んだため。 要配慮者用の設備や備蓄品の拡充が進んだため。

-



事業名31  避難行動要支援者対策事業 担当課 地域共生課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅱ　参加と交流のあるまちを共につくる 施策の方向7　地域における防災体制充実の推進

P
L
A
N
（
計
画
）

災害が発生し、又は災害が発生するおそれがある場合に自ら避難することが困難な者であって、その円滑かつ迅速な避難の確保を図るため特に支援を要す
る「避難行動要支援者」の把握に努めるとともに、避難の支援等を実施するための基礎となる名簿を作成します。また、覚書締結自治会への名簿の発送及
び未締結自治会への名簿の活用に向けた案内を行います。

○避難行動要支援者名簿登録者の中でも特に優先
度の高い人に対して、自治(町)会、民生委員等の避
難支援等関係者の協力を得て、個別避難計画の作
成を進める。

〇ご本人やご家族自らが作成する計画づくりに取
り組むため、避難支援等関係者への情報提供に同
意している約3,300人を対象に、個別支援シートを
郵送し、記入及び返信する計画を進める。

〇覚書の未締結自治会に対し名簿の活用に向けた
手引き等の案内を送付し丁寧に説明を行う。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

〇個別避難計画の作成に向けて、本人やそのご家
族、避難支援等関係者にあたる自治町会や民生委
員、市職員などが顔を合わせて計画を作成する方
法に加えて、申請書を市に直接提出する方法にて
計画を作成した。

〇ご本人やご家族自らが作成する計画づくりに取
り組み、個別避難計画（個別支援シート）の提出
があった方の情報を更新した。

-

239,000円 1,110,000円 241,000円

217,715円 887,888円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

〇ご本人やご家族自らが作成する計画づくりに取
り組むため、避難支援等関係者への情報提供に同
意している約3,300人を対象に、個別支援シートを
郵送し、個別避難計画策定を推進する。

〇覚書の未締結自治会に対し名簿の活用に向けた
案内を送付する。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

個別避難計画の作成を進めたか。

B A -

〇個別避難計画の作成数
　目標　30件
　実績　25件
　目標には届かなかったが、個別避難計画作成数
が増加しているためBとした。

〇個別避難計画作成数
　実績　約1900件
　個別避難計画の作成数が増加しているためAとし
た。

-



事業名32  市民活動支援センターの運営 担当課 NPO・市民活動支援課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅱ　参加と交流のあるまちを共につくる 施策の方向8　ボランティア・NPO活動の推進と社会参加の促進

P
L
A
N
（
計
画
）

市民活動団体に関する情報を提供し、市民活動への支援を通して、地域における様々な活動を活性化させ、地域の課題解決力の向上と地域福祉の推進を図
ります。

○団体の活動に関する最新情報について、いちか
わ支え合いネットのほか、センターでのチラシ配
架、窓口案内等を通じて提供する。
○市民活動支援センターで可能な支援内容（印刷
機・場所・サポート用品）を、市公式Webサイト
等を通じて周知する。
○市民活動団体事業補助金について、各種広報の
ほか、センター利用団体からの窓口およびメール
での個別相談対応、団体の事例紹介リーフレット
の作成・配布により情報提供を行う。

○団体の活動に関する最新情報について、いちか
わ支え合いネットのほか、センターでのチラシ配
架、窓口案内等を通じて提供する。
〇市民活動支援センターの支援内容を見直し、セ
ンターの利用方法や活用方法等を市公式Webサイ
ト等を通じて周知する。
〇センターを利用する市民活動団体同士のつなが
りをつくるためのイベント等を企画し開催する。
〇利用団体の相談を行う体制を検討し、令和8年度
からの開始を目標に準備をすすめる。

○団体の活動に関する最新情報について、いちか
わ支え合いネットのほか、センターでのチラシ配
架、窓口案内等を通じて提供する。
〇市民活動支援センターの支援内容を見直し、セ
ンターの利用方法や活用方法等を市公式Webサイ
ト等を通じて周知する。
〇センターを利用する市民活動団体同士のつなが
りをつくるためのイベント等を企画し開催する。
〇利用団体の相談を行う体制を検討し、令和9年度
からの開始を目標に準備をすすめる。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

〇団体の活動に関する最新情報について、いちか
わ支え合いネットのほか、センターでのチラシ配
架（338件）、窓口案内等を通じて提供した。
〇市民活動支援センターで可能な支援内容（印刷
機・場所・サポート用品）を、市公式Webサイト
等を通じて周知した。
〇市民活動団体事業補助金について、補助金を活
用している2団体の事例紹介リーフレットを作成
し、配布をした。

〇団体の活動に関する最新情報について、いちか
わ支え合いネットのほか、センターでのチラシ配
架（390件）、窓口案内等を通じて提供した。
〇市民活動支援センターで可能な支援内容（印刷
機・場所・サポート用品）を、市公式Webサイト
等を通じて周知した。
〇センターを利用する市民活動団体同士のつなが
りをつくるためのイベント等を企画・開催した。
〇市民活動団体事業補助金について、補助金を活
用している2団体の事例紹介リーフレットを作成
し、配布をした。

-

3,881,710円 4,709,000円 5,247,000円

3,673,819円 4,031,275円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

利用団体数、利用者数ともに令和5年度から増加し
た。しかし、市民活動支援センターの令和6年度の
稼働率が21.3％であることから、さらに有効に市
民活動支援センターを利用いただくためにセン
ターの支援内容の見直しや、センター利用に関す
る情報発信等を積極的に行っていく。

登録件数及び利用団体数は前年度よりも減少し
た。しかし、稼働率は26.2％と前年度よりも23％
増となった。
今後、市民活動支援センターをより使用してもら
えるよう、支援内容の検討やセンター利用に関す
る情報発信等を積極的に行っていく。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

市民活動支援センターにおいてさまざまな市民活動団体の情報を提供するとともに、センターを利用する団体の増加を図ったか。

B B -

①令和6年度登録件数：53件（昨年度対比：
100％）→B
②令和6年度利用団体数：1,416団体（昨年度対
比：121%）→B
③令和6年度センター稼働率：21.3％（昨年度対
比：117％）→B

①令和7年度登録件数：26件（昨年度対比：
49％）→C
②令和7年度利用団体数：1,133団体（昨年度対
比：80％）→B
③令和7年度センター稼働率：26.2％（昨年度対
比：123％）→B -



事業名33  参加支援事業 担当課 地域共生課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅱ　参加と交流のあるまちを共につくる 施策の方向8　ボランティア・NPO活動の推進と社会参加の促進

P
L
A
N
（
計
画
）

これまでの社会参加に向けた事業では対応が困難な方に対して、支援メニューを作成し、地域の社会資源とのマッチングを行います。

多機関協働事業等で支援している対象者に対して
地域活動を含む居場所等への参加を支援する。

多機関協働事業等で支援している対象者に対して
地域活動を含む居場所等への参加を支援する。

多機関協働事業等で支援している対象者に対して
地域活動を含む居場所等への参加を支援する。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

ひきこもりの方やその家族、障がい者就労施設等
に通っている方など、制度の狭間で悩み、社会参
加できる居場所がない方を対象としたフリース
ペース等の提供を行った。

ひきこもりの方やその家族、障がい者就労施設等
に通っている方など、制度の狭間で悩み、社会参
加できる居場所がない方を対象としたフリース
ペース等の提供を行った。

-

6,221,417円 6,238,000円 6,459,668円

6,221,417円 6,237,896円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

引き続き継続するとともに、当事者たちの生活圏
内において、地域団体等がすでに行っている居場
所等の社会資源を把握し、活用できるよう情報収
集し、連携できるよう取り組んでいく。

引き続き継続するとともに、当事者たちの生活圏
内において、地域団体等がすでに行っている居場
所等の社会資源を把握し、活用できるよう情報収
集し、連携できるよう取り組んでいく。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

地域活動等に参加する人を増やすための施策を実施したか。

A A -

よりそい窓口等に相談に来られた方や、ひきこも
り当事者やその家族などへ、悩みの共有、社会的
な接点や就労に対し、自ら求め行動できるように
なるための居場所を年間を通じて定期的に開催
し、参加支援を行った。

各支援機関等と連携し、ひきこもり当事者やその
家族、人との関わりに不安を感じている方等に対
し、社会との接点を自ら求め行動できるようにな
るための居場所を年間を通じて定期的に開催し
た。また、既存の社会資源につなぐ等の参加支援
を行った。 -



事業名34　自主防犯活動支援事業 担当課 市民安全課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅲ　安全とうるおいのあるまちを共につくる 施策の方向9　犯罪の防止と立ち直りの支援

P
L
A
N
（
計
画
）

市内の自治（町）会や有志の防犯活動に対し、防犯活動実施状況と必要物品の調査を行い、要望に応じて防犯活動物品を提供します。

登録している全ての自治会等の自主防犯活動状況
を把握する。
また、防犯活動を行っている自治会等の要望に応
じて防犯物品の配布を行う。

登録している全ての自治会等の自主防犯活動状況
を把握する。
また、防犯活動を行っている自治会等の要望に応
じて防犯物品の配布を行う。

登録している全ての自治会等の自主防犯活動状況
を把握する。
また、防犯活動を行っている自治会等の要望に応
じて防犯物品の配布を行う。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

アンケート送付　　　：244団体
アンケート回答　　　：167団体
防犯パトロール実施　：148団体
防犯物品配布　　　　：140団体

アンケート送付　　　：244団体
アンケート回答　　　：174団体
防犯パトロール実施   ：164団体
防犯物品配布　　　   ：158団体

-

1,920,000円 1,820,000円 2,050,000円

1,664,357円 1,086,847円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

アンケート回答数を増やすために、提出方法や周
知方法を検討する。

防犯物品配布団体数を増やすために、要望書の提
出方法や周知方法を検討する。
また、近年の犯罪傾向に合わせて配布物品の内容
を検討する。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

必要な防犯活動物品を提供し、防犯活動の推進に努めたか。

A A -

防犯物品配布完了団体数（140団体）÷防犯物品配
布希望団体数（140団体）＝100％

防犯物品配布完了団体数（158団体）÷防犯物品配
布希望団体数（158団体）＝100％

-



事業名35　街頭防犯カメラ設置費の補助 担当課 市民安全課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

1,291,000円 14,338,500円

基本目標Ⅲ　安全とうるおいのあるまちを共につくる 施策の方向9　犯罪の防止と立ち直りの支援

P
L
A
N
（
計
画
）

防犯活動を実施している自治（町）会及び商店会等が、公道を撮影範囲とする防犯カメラの設置を行う際に、機器購入及び設置費用を対象に補助を行いま
す。

各自治（町）会及び商店会等が新しく防犯カメラ
を設置した際に設置費の補助を行う。
令和6年度：5自治会、8台（予定）

各自治（町）会の要望をもとに、警察等と協議の
上、市でカメラ付き防犯灯の新規設置を行う。
令和7年度：79台（予定）

各自治（町）会の要望をもとに、警察等と協議の
上、市でカメラ付き防犯灯の新規設置を行う。
令和8年度：30台（予定）

各自治（町）会の要望をもとに、警察等と協議の
上、市でカメラ付き防犯灯新規設置を行った。
令和7年度：79自治会、79台

-

1,600,000円 14,773,000円 5,676,000円

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

　タウンミーティングや市川市自治会連合協議会
からの要望及び令和6年に市内で発生した強盗事件
を受け、新たに自治（町）会から要望を受けて市
がカメラ付き防犯灯の設置を行う事業を開始する
ことに伴い、自治（町）会等による防犯カメラの
設置に対する補助を廃止した。

　令和6年度より自治（町）会から要望を受けて市
がカメラ付き防犯灯の設置を行う事業を開始し、
令和8年度は令和7年度までにカメラ付き防犯灯を
設置していない自治（町）会からの要望を優先し
て設置を行う。 -

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

犯罪の抑止及び治安の向上に努めたか。

A A -

設置数（7台）÷設置予定数（8台）
＝87.5％

設置数（79台）÷設置予定数（79台）=100％

-

D
O
（
実
行
・
実
績
）

令和7年度の成果
各自治（町）会及び商店会等が新しく防犯カメラ
を設置した際に設置費の補助を行った。
令和6年度：4自治会、7台



事業名36　保護司関連支援事業の促進 担当課 地域共生課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅲ　安全とうるおいのあるまちを共につくる 施策の方向9　犯罪の防止と立ち直りの支援

P
L
A
N
（
計
画
）

市川浦安地区保護司会の事務局である市川市社会福祉協議会と連携し、立ち直りに向けた支援を行います。

「社会を明るくする運動」をはじめとする市川浦
安地区保護司会主催の活動への支援を通じ、犯罪
予防のための啓発、宣伝、地域との関係づくりが
スムーズに行われ、保護司による立ち直り支援が
実りあるものとなることを目指す。

「社会を明るくする運動」をはじめとする市川浦
安地区保護司会主催の活動への支援を通じ、犯罪
予防のための啓発、宣伝、地域との関係づくりが
スムーズに行われ、保護司による立ち直り支援が
実りあるものとなることを目指す。

「社会を明るくする運動」をはじめとする市川浦
安地区保護司会主催の活動への支援を通じ、犯罪
予防のための啓発、宣伝、地域との関係づくりが
スムーズに行われ、保護司による立ち直り支援が
実りあるものとなることを目指す。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

「社会を明るくする運動」のポスター掲示や広報
いちかわへの記事掲載等により、市川浦安地区保
護司会主催の活動への支援を行った。

「社会を明るくする運動」のポスター掲示や広報
いちかわへの記事掲載等により、市川浦安地区保
護司会主催の活動への支援を行った。

-

1,342,000円 1,342,000円 1,342,000円

1,342,000円 1,342,000円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

「社会を明るくする運動」の周知等、保護司会の
後方支援を引き続き実施する。

「社会を明るくする運動」の周知等、保護司会の
後方支援を引き続き実施する。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

保護司会事務局と協力し、犯罪や非行を犯した人の立ち直りに向けた支援を行う保護司の後方支援を実施したか。

A A -

保護司会事務局と協力し、「社会を明るくする運
動」の周知等を行い、犯罪や非行を犯した人の立
ち直りに向けた支援を行う保護司の後方支援を実
施した。

保護司会事務局と協力し、「社会を明るくする運
動」の周知等を行い、犯罪や非行を犯した人の立
ち直りに向けた支援を行う保護司の後方支援を実
施した。

-



事業名37　誰もが歩きやすい歩行空間の整備 担当課 道路建設課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅲ　安全とうるおいのあるまちを共につくる 施策の方向10　バリアフリーの推進

P
L
A
N
（
計
画
）

歩道の段差の解消や平坦性の確保など、誰もが歩きやすい歩行空間を整備します。

５件の工事で歩道整備を実施
〇新設　１箇所　Ｌ＝約 60ｍ
   (二俣)
〇改良　４箇所　Ｌ＝約810ｍ
　(富浜、曽谷、行徳駅前、南八幡)

9件の工事で歩道整備を実施
〇新設　１箇所　Ｌ＝約 52ｍ
   (二俣)
〇改良　8箇所　Ｌ＝約1,480ｍ
   (富浜等、国分等、行徳駅前、鬼越、
   南八幡～平田4件)

５件の工事で歩道整備を実施
〇改良　5箇所　L=約680ｍ
 （国分、南行徳、本塩、鬼越、南八幡）

D
O
（
実
行
・
実
績
）

〇改良　3箇所　Ｌ＝約590ｍ
   (富浜、曽谷、行徳駅前)

〇新設　1箇所　L=52ｍ
〇改良　7箇所　L=約1,680ｍ

-

167,000,000円 788,320,000円 166,400,000円

141,665,000円 724,199,000円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

繰越工事を減らすように工事監理に努ていく。 繰越工事を減らすように工事監理に努めていく。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

バリアフリーの基準に適合した歩道整備工事を実施したか。

B A -

工事を繰越したことにより、計画した歩道の延長
整備ができなかったため。

590m／870m＝約68％

工事の繰越が一件あったが、整備延長については
十分成果を上げたため。
1,732m/1,532m=113%
8件/9件＝89%

-



事業名38　福祉有償運送運営協議会の運営 担当課 地域共生課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅲ　安全とうるおいのあるまちを共につくる 施策の方向10　バリアフリーの推進

P
L
A
N
（
計
画
）

NPO法人等が実施する福祉有償運送について、その必要性及び安全性の確保並びに旅客の利便の確保に係る方策等を協議する場として、福祉有償運送運営
協議会を設置し、運営します。

○協議会を実施し、新規登録、更新登録、その他
必要事項に関する協議を行い、市内福祉有償運送
の更なる充実を図る。

○協議会を実施し、新規登録、更新登録、その他
必要事項に関する協議を行い、市内福祉有償運送
の更なる充実を図る。

○協議会を実施し、新規登録、更新登録、その他
必要事項に関する協議を行い、市内福祉有償運送
の更なる充実を図る。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

◎協議会の開催について
　◆協議会開催数：1回

　◆議題
　　・移送サービス状況報告
　　・新規登録について
　　　(既存事業者の再登録)

◎協議会の開催について
　◆協議会開催数：2回

　◆議題
　　第1回
　　・正副会長の選任
　　・移送サービス状況報告
　　・運送対価の変更について
　　・更新登録について
　　第2回
　　・移送サービス状況報告
　　・更新登録について
　　・新規登録について

-

93,000円 93,000円 47,000円

36,400円 55,431円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

・新規事業者の参入を図るため、福祉有償運送に
ついて積極的な周知を行う。
・既存事業者に対し、事業継続に必要な諸手続き
(更新登録、軽微な変更届など)の案内を行う。

・新規事業者の参入を図るため、福祉有償運送に
ついて積極的な周知を行う。
・既存事業者に対し、事業継続に必要な諸手続き
(更新登録、軽微な変更届など)の案内を行う。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

安全性や利便性の確保に係る方策等について協議したか。

B A -

　新規事業者の参入が叶わず、また予定していた
回数（2回）分の協議会の実施ができなかったが、
既存事業者の再登録をすることができたため。

・協議会を計画通り2回開催したため。
・新規事業者の参入があったため。
・既存事業者の更新登録を実施したため。
・その他必要事項として、対価の変更の協議を
行ったため。

-



事業名39　認知症の人の生活におけるバリアフリー化の推進 担当課 地域包括支援課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅲ　安全とうるおいのあるまちを共につくる 施策の方向10　バリアフリーの推進

P
L
A
N
（
計
画
）

安全なまちづくりを目指し、認知症への理解を深められるような周知・啓発、認知症カフェの実施支援等を行います。

○認知症ガイドブックを活用し、認知症に理解の
ある店舗等を増やすなど、認知症に対する理解促
進を図ることにより、認知症になっても安心して
暮らせる地域づくりを目指す。
○認知症の人を支える繋がりを支援し、認知症の
人の介護負担軽減を図ることを目的とした認知症
カフェの設置推進のため、民間による設置、実施
の支援を行う。

○認知症ガイドブックを活用し、認知症に理解の
ある店舗等を増やすなど、認知症に対する理解促
進を図ることにより、認知症になっても安心して
暮らせる地域づくりを目指す。
○認知症の人を支える繋がりを支援し、認知症の
人の介護負担軽減を図ることを目的とした認知症
カフェの設置推進のため、民間による設置、実施
の支援を行う。

○認知症ガイドブックを活用し、認知症に理解の
ある店舗等を増やすなど、認知症に対する理解促
進を図ることにより、認知症になっても安心して
暮らせる地域づくりを目指す。
○認知症の人を支える繋がりを支援し、認知症の
人の介護負担軽減を図ることを目的とした認知症
カフェの設置推進のため、民間による設置、実施
の支援を行う。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

・認知症ガイドブック設置場所開拓：71箇所
・認知症にやさしいお店・事業所新規登録：10件
・市内で活動する登録認知症カフェ：7箇所

・認知症ガイドブック設置場所開拓：53箇所
・認知症にやさしいお店・事業所新規登録：８件
・市内で活動する登録認知症カフェ：12箇所

-

79,140,000円 22,585,000円 22,731,000円

75,033,685円 22,286,598円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

・地域住民への新しい認知症観の浸透に時間を要
するため、今後も認知症地域支援推進員が積極的
に地域に出向き普及啓発をすすめる。
・登録認知症カフェの設置推進のため、認知症地
域支援推進員により、地域内での新たな開設に向
けた促しと支援を行うとともに、地域住民や関係
者に対して認知症カフェの意義や活動内容を周知
する。

・地域住民への新しい認知症観の浸透に時間を要
するため、今後も認知症地域支援推進員が積極的
に地域に出向き普及啓発をすすめる。
・登録認知症カフェの設置推進のため、認知症地
域支援推進員により、地域内での新たな開設に向
けた促しと支援を行うとともに、地域住民や関係
者に対して認知症カフェの意義や活動内容を周知
する。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

認知症の人やその家族への理解や協力を推進し、安心して暮らすことのできる地域づくりを進めたか。

A A -

認知症地域支援推進員の活動により、認知症ガイ
ドブックの新規設置場所の開拓や認知症にやさし
いお店・事業所の新規登録が増え、認知症への理
解の深まりに繋がった。

認知症地域支援推進員の活動により、認知症ガイ
ドブックの新規設置場所の開拓や認知症にやさし
いお店・事業所の新規登録が増え、認知症への理
解の深まりに繋がった。

-



事業名40　障がいに対する理解の促進、合理的配慮の提供 担当課 障がい者支援課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅲ　安全とうるおいのあるまちを共につくる 施策の方向10　バリアフリーの推進

P
L
A
N
（
計
画
）

障がいに対する理解の促進や社会的障壁をできる限り除去するための合理的な配慮の提供に必要な取組を進めます。

市川市公式webにて、障害者差別解消に関する情
報発信を行い、周知啓発を行う。
毎年ある12月3日から9日の「障害者週間」に合わ
せて開催された障害者週間イベント（Ｉ♡あい
フェスタ2024-13th-）において、「障害者差別解
消法の改正」にてチラシを配布し、障がい者に対
する理解と合理的配慮の提供に関する情報を発信
する。

市川市公式webにて、障害者差別解消に関する情
報発信を行い、周知啓発を行う。
障害者週間イベントを実施し、「障害者差別解消
法の改正」のチラシを配布するとともに、障がい
についての展示企画を行い、障がいへの理解の促
進を図る。

市川市公式webにて、障害者差別解消に関する情
報発信を行い、周知啓発を行う。
障害者週間イベントを実施し、「障害者差別解消
法の改正」のチラシを配布するとともに、障がい
についての展示企画を行い、障がいへの理解の促
進を図る。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

市川市公式webにて、障害者差別解消に関する情
報発信を行った。
障害者週間イベント（Ｉ♡あいフェスタ
2024~13th~）を実施し、「障害者差別解消法の
改正」のチラシを配布するとともに、障がいへの
理解の促進を図った。

市川市公式webにて、障害者差別解消に関する情
報発信を行った。
障害者週間イベント（Ｉ♡あいフェスタ2025）を
実施し、「障害者差別解消法の改正」のチラシを
配布するとともに、障がいへの理解の促進を図っ
た。

-

0円 0円 0円

0円 0円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

引き続き、市川市公式web及びイベントにて、障
がいに対する理解の促進を図る。

引き続き、市川市公式web及びイベントにて、障
がいに対する理解の促進を図る。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

心のバリアフリー化の普及啓発を推進したか。

B B -

市川市公式webには209件のアクセス、障害者週間
イベントで実施した展示企画には318名の来場があ
り、一定の周知を行うことはできたが、引き続き
情報発信を行う必要があるため。

市川市公式webには221件のアクセス、障害者週間
イベントで実施した展示企画には385名の来場があ
り、一定の周知を行うことはできたが、引き続き
情報発信を行う必要があるため。

-



事業名41　民間賃貸住宅あっせん制度 担当課 市営住宅課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅲ　安全とうるおいのあるまちを共につくる 施策の方向11　居住環境の整備

P
L
A
N
（
計
画
）

民間の賃貸住宅を見つけることが困難な住宅確保要配慮者等に対し、本市及び一般社団法人千葉県宅地建物取引業協会市川支部が共同で民間賃貸住宅の
あっせんを行います。

本制度を周知するため、広報いちかわに掲載する
とともに、チラシによる案内を行う。
50件の申請件数を目途とする。

本制度を周知するため、広報いちかわに掲載する
とともに、チラシによる案内を行う。
50件の申請件数を目途とする。

本制度を周知するため、広報いちかわに
掲載するとともに、チラシによる案内を行う。
50件の申請件数を目途とする。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

広報いちかわへの掲載とチラシにより本制度を周
知し、制度利用の申請件数は68件であった。

広報いちかわへの掲載とチラシにより
本制度を周知し、制度利用の申請件数は77件で
あった。

-

0円 0円 0円

0円 0円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

引続き、広報いちかわへの掲載とチラシにより本
制度の周知を図る。

引続き、広報いちかわへの掲載とチラシにより本
制度の周知を図る。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

住宅確保要配慮者等に対し、民間賃貸住宅のあっせんを行ったか。

A A -

令和6年度計画の目途とした申請件数を上回る申請
があり、民間賃貸住宅のあっせんを行えたため。

令和7年度計画の目途とした申請件数を上回る申請
があり、民間賃貸住宅のあっせんを行えたため。

-



事業名42　あんしん住宅推進事業 担当課 街づくり整備課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅲ　安全とうるおいのあるまちを共につくる 施策の方向11　居住環境の整備

P
L
A
N
（
計
画
）

安全で快適な住まいづくりを進めるため、住宅の改修工事費用の一部を助成します。

〇自身が所有・居住する住宅又は分譲マンション
共用部において、バリアフリー・防災性の向上を
目的として行う改修工事費用の一部を助成するこ
とで、安全で快適な住まいづくりを推進する。

〇自身が所有・居住する住宅又は分譲マンション
共用部において、バリアフリー・防災性の向上を
目的として行う改修工事費用の一部を助成するこ
とで、安全で快適な住まいづくりを推進する。

〇自身が所有・居住する住宅又は分譲マンション
共用部において、バリアフリー・防災性の向上を
目的として行う改修工事費用の一部を助成するこ
とで、安全で快適な住まいづくりを推進する。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

想定補助件数に対して十分な交付実績となった。 想定補助件数に対して十分な交付実績となった。

-

4,807,632円 4,810,000円 4,810,000円

3,966,632円 4,097,410円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

申請開始から1か月ほどで予算の上限に達してし
まったため、補助金の交付要件を数値基準で明確
化し、より効果のある工事内容に対して助成でき
るように制度改正を進めた。

申請期限を設けていなかったが、実績報告書の期
限が年度内であるため、申請期限を１月末日に定
めた。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

住み慣れた地域で安心して暮らせるように、居住環境の整備を推進したか。

A A -

工事の取りやめや申請内容が要件を満たさず取り
下げとなるケースがあったが、予算に対して執行
率が82.5%であるため。

工事の取りやめや申請内容が要件を満たさず取り
下げとなるケースがあったが、予算に対して執行
率が85.2%であるため。

-



事業名43　健康ポイントAruco 担当課 健康都市推進課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額（情報関連経費を除く） 令和7年度予算現額（情報関連経費を除く） 令和8年度予算現額（情報関連経費を除く）

令和6年度決算額（情報関連経費を除く） 令和7年度決算見込額（情報関連経費を除く） 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

登録者の更なる拡大、特に若年層の登録割合の拡
大を図る。

登録者の更なる拡大、特に若年層の登録割合の拡
大を図る。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

健康ポイントArucoの登録者の拡大、利用率の向上および利便性・機能性の充実など。

A A -

登録者数（目標：7,000人）
　　　　（実績：6,716人）
達成率が96％のため評価をAとする

登録者数（目標：10,000人）
　　　　（実績：10,981人）
目標を達成したため評価をAとする

-

D
O
（
実
行
・
実
績
）

　市公式WebサイトでのAruco登録ページの閲覧
数は2,650回となり、公民館でのスタートアップ講
座を含めたイベントでの周知は40回を数える。
　また、市内公民館などでArucoのチラシを配架し
利用者の拡大を図った結果、登録者6,716人となっ
た。
　また、30代以下の利用者は全体の20％に満たな
い。

　登録者数は、令和６年度より大幅に増加し、
10,981人となった。
　登録者の割合は40代以上が登録者全体の約8割と
なっており、若年層の登録促進が課題となってい
る。

-

5,595,000円 5,594,500円 6,038,400円

5,361,630円 5,392,264円 -

基本目標Ⅳ　生きがいを感じるまちを共につくる 施策の方向12　健康づくり・介護予防の支援

P
L
A
N
（
計
画
）

「歩く」こと、「測る」ことにポイントを付与することで、市民が自身の健康データを意識し、健康的な生活習慣を継続して送ることができるよう支援す
るもので、獲得したポイントはデジタル地域通貨と交換し、地域内の消費に利用できます。

市公式Webサイトやイベントなどで周知を図り、
多くの市民に健康ポイントArucoを利用してもら
う。

引き続き登録者、とくに若年層の利用者拡大を図
るほか、アプリを介して健康に関す情報を提供す
るなどコンテンツの充実を図る。

若年層の登録促進を図るほか、関係機関等と連携
し、健康に関す情報を提供するなどコンテンツの
充実を図る。



事業名44　自立支援、介護予防及び重度化防止の推進 担当課 地域包括支援課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅳ　生きがいを感じるまちを共につくる 施策の方向12　健康づくり・介護予防の支援

P
L
A
N
（
計
画
）

高齢者がいつまでも主体的な生活ができるよう、一般介護予防事業や通所型短期集中予防サービス事業を実施します。

市民が自らフレイル予防・介護予防に取り組むこ
とができるよう多様な媒体を活用し普及啓発を行
うほか、地域住民が主体となる「通いの場」を充
実させるため、立ち上げ及び継続支援を行うこと
で、社会参加の機会を促進し地域づくりを推進す
る。また、生活機能の低下がみられた方に、早期
に専門職が集中的に支援することで、日常生活の
活動性を高め、介護予防・重度化防止に努める。

市民が自らフレイル予防・介護予防に取り組むこ
とができるよう多様な媒体を活用し普及啓発を行
うほか、地域住民が主体となる「通いの場」を充
実させるため、立ち上げ及び継続支援を行うこと
で、社会参加の機会を促進し地域づくりを推進す
る。また、生活機能の低下がみられた方に、早期
に専門職が集中的に支援することで、日常生活の
活動性を高め、介護予防・重度化防止に努める。

市民が自らフレイル予防・介護予防に取り組むこ
とができるよう多様な媒体を活用し普及啓発を行
うほか、地域住民が主体となる「通いの場」を充
実させるため、立ち上げ及び継続支援を行うこと
で、社会参加の機会を促進し地域づくりを推進す
る。また、生活機能の低下がみられた方に、早期
に専門職が集中的に支援することで、日常生活の
活動性を高め、介護予防・重度化防止に努める。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

LINE（健康長寿）登録者数：4,827人
「市川みんなで体操」団体数：51
高齢者の居場所づくり支援箇所数：6
サービスＣ利用者数：51人

LINE（健康長寿）登録者数：8,330人
他主催イベントにおける普及啓発活動（ブース出
展など）：３回、来所数：236人
「市川みんなで体操」団体数：57
高齢者の居場所づくり支援箇所数：13
【サービスＣ】利用者数：62人
事業周知チラシ個別送付数：2,320通
契約事業所数：７箇所

-

7,036,000円 6,542,000円 7,115,000円

4,250,690円 5,056,000円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

・介護予防に関する積極的な情報配信をする。ま
た、多様な層に対して介護予防のきっかけづくり
ができるよう、効果的な普及啓発活動を検討・実
施していく。
・高齢化等で通いの場の活動の継続が困難になっ
ている団体もあるため、生活支援コーディネー
ターとも連携し、通いの場の充実を目指す。
・市内関係機関や市民への周知を行うとともに
サービス提供体制の整備を進める。

・LINE登録者が大幅に増加していることから、介
護予防に関する積極的な情報配信を継続する。ま
た、多様な層に対し介護予防のきっかけ作りがで
きるよう、効果的な普及啓発活動を検討・実施し
ていく。
・高齢化等で通いの場の活動の継続が困難になっ
ている通いの場もあるため、生活支援コーディ
ネーターとも連携し、通いの場の充実を目指す。
・サービスCについて利用促進を図るとともに、効
果的な介護予防 生活支援体制の構築に向けて検

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

フレイル予防・介護予防に関する普及啓発を行うとともに、住民が主体となって継続して取り組むことができるような支援を実施したか。

A A -

・市公式LINE「健康長寿」の登録者数が増加し、
積極的な情報配信を実施。他主催イベントでの普
及啓発活動を実施。
・市川みんなで体操の団体数が増加。新たに「高
齢者の居場所づくり」支援に取り組み、新規の通
いの場を創出することができた。
・短期集中予防サービス事業チラシを事業対象者
の被保険者証に同封し、周知を図るとともに、地
域住民が集う場での周知や、説明動画を市公式
Webサイトで公開した。

・市公式LINE「健康長寿」の登録者数が大幅に増
加したことで、より多くの幅広い市民へ情報配信
をすることができた。また、他主催イベントでの
積極的な普及啓発活動を実施した。
・市川みんなで体操は団体数が増加した。R6年度
より開始した「高齢者の居場所づくり」支援も継
続実施し、拠点数が増加している。
・サービスCでは、新たに訪問型サービスを開始・
契約事業所を追加、また改めて高齢者サポートセ
ンターへの事業説明を行い、事業の利用促進を
図った。

-



事業名45　若年者等就労支援事業 担当課 商工課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅳ　生きがいを感じるまちを共につくる 施策の方向13　就労と生活困窮者への支援

P
L
A
N
（
計
画
）

若年者等が仕事や就職について気軽に相談できる窓口を開設します。また、求職者と企業とのミスマッチ解消のため、就職⾯接会を実施します。さらに、
働くことに不安を抱えた若者に対し、職場体験を通して不安を解消し、前向きな就職活動ができるように支援します。

(1)若年者等が、仕事や就職について気軽に相談で
きる窓口を開設する。
(2)市川公共職業安定所との共催により、障がい
者、福祉職及び若者向けの就職面接会を開催す
る。
(3)働くことに不安を抱えた若者を対象に、企業で
の職場体験を実施し、働くことへの抵抗感を取り
除き、就職に結びつける。

(1)若年者等が、仕事や就職について気軽に相談で
きる窓口を開設する。
(2)市川公共職業安定所との共催により、障がい
者、福祉職及び若者向けの就職面接会を開催す
る。
(3)働くことに不安を抱えた若者を対象に、企業で
の職場体験を実施し、働くことへの抵抗感を取り
除き、就職に結びつける。

(1)若年者等が、仕事や就職について気軽に相談で
きる窓口を開設する。
(2)市川公共職業安定所との共催により、障がい
者、福祉職及び若者向けの就職面接会を開催す
る。
(3)働くことに不安を抱えた若者を対象に、企業で
の職場体験を実施し、働くことへの抵抗感を取り
除き、就職に結びつける。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

(1)いちかわ・うらやす若者サポートステーション
の市川駅前サテライト窓口を設置し、64人が相談
に訪れ、15人が就職した。
(2)うらやす障がい者就職面接会、福祉のしごと就
職面接会、いちかわ若者就職面接会を計3回開催
し、参加者81人に対し、採用者が18人だった。
(3)いちかわ・うらやす若者サポートステーション
の登録利用者を対象に職場体験事業を実施し、50
人が体験を行い、14人が就職した。

(1)いちかわ・うらやす若者サポートステーション
の市川駅前サテライト窓口を設置し、55人が相談
に訪れ、21人が就職した。
(2)いちかわ障がい者就職フェア、福祉のしごと就
職面接会、うらやす若者就職フェアを計3回開催
し、参加者88人に対し、採用者が10人だった。
(3)いちかわ・うらやす若者サポートステーション
の登録利用者を対象に職場体験事業を実施し、64
人が体験を行い、25人が就職した。

-

2,540,000円 2,519,000円 2,520,000円

2,488,945円 2,488,945円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

いちかわ・うらやす若者サポートステーション及
び市川公共職業安定所と連携して周知等を行い、
今後も参加者の増加を図る。

いちかわ・うらやす若者サポートステーション及
び市川公共職業安定所と連携して周知等を行い、
今後も参加者の増加を図る。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

関係機関と連携し、若年者等の就労が困難な方に向けた支援を実施したか。

A A -

(1)相談者数が64人であり、第三次基本計画(実施
計画)の数値目標である90人の71%であったことか
らB評価とした。
(2)R5年度参加人数61人、採用9人に対し、R6年
度の参加者が81人、採用者が18人だった。参加
者、採用者数ともに増加したためA評価とした。
(3)職場体験の体験人数が50人、就職者数が14人
であり、目標である実施人数60人、就労人数20人
より下回ってはいるが、それぞれの人数の実績の
平均が想定の76.5%であったことからA評価とし
た。

(1)相談者数が55人であり、第三次基本計画(実施
計画)の数値目標である90人の61%であったことか
らB評価とした。
(2)R6年度参加人数81人、採用18人に対し、R7年
度の参加者が88人、採用者が10人だった。採用者
は減少したものの参加者は増加しており、就労に
向けた活動の進展に効果があったと考えられるた
め、A評価とした。
(3)職場体験の体験人数が64人、就職者数25人で
あり、目標である実施人数60人、就労人数20人を
いずれも上回ったことからA評価とした。

-



事業名46　就労準備支援事業 担当課 地域共生課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅳ　生きがいを感じるまちを共につくる 施策の方向13　就労と生活困窮者への支援

P
L
A
N
（
計
画
）

就労に必要な実践的な知識、技能等の不足等や、複合的な課題があり、生活のリズムが崩れていることや社会との関わりに不安を抱え、就労意欲が低下し
ている等の理由で、就労に向けた準備が整っていない生活困窮者に対して、日常生活の改善及び基礎能力の形成等の支援を計画的に実施することで、一般
就労に向けた準備を支援します。

生活困窮者に対し、日常生活の改善等の支援を計
画的に実施し、一般就労に向けた準備を支援す
る。

関係機関との連携を強化し、生活困窮者に対し、
日常生活の改善等の支援を計画的に実施し、一般
就労に向けた準備を支援する。

関係機関との連携を強化し、生活困窮者に対し、
日常生活の改善等の支援を個々の特性に合わせ計
画的に実施し、一般就労に向けた準備を支援す
る。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

支援件数　13件 支援件数　11件 -

10,959,000円 11,069,334円 11,458,000円

10,959,000円 11,009,400円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

より支援が行き届くように、引き続き関係機関と
の連携を強化する。

引き続き関係機関との連携を強化し、支援が必要
な相談者には、個々の特性に合わせ、一般就労に
向けた準備、自立した生活が送れるよう支援を行
う。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

関係機関と連携し、就労が困難な方に向けた支援を実施したか。

A A -

就労準備支援が必要な人に対して適切にプランを
作成し、自立した生活が送れるように支援ができ
た。

支援が必要な相談者に対して適切にプランを作成
し、一般就労に向けた準備や自立した生活が送れ
るように支援ができた。

-



事業名47　住居確保給付金支給事業 担当課 地域共生課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅳ　生きがいを感じるまちを共につくる 施策の方向13　就労と生活困窮者への支援

P
L
A
N
（
計
画
）

本人の責によらない失業や収入の減少により、住居を喪失するおそれのある方を対象に、就労支援などを実施し、住宅及び就労機会の確保に向けた支援を
行うとともに、賃貸住宅の家賃を支給します。

対象者に住宅及び就労機会の確保に向けた支援を
行い、適切な支給をする。

関係機関との連携を強化し、対象者に住宅及び就
労機会の確保に向けた支援を行い、適切な支給を
する。

関係機関との連携を強化し、対象者に住宅及び就
労機会の確保に向けた支援を行い、適切な支給を
する。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

支給件数　165件 支給件数　212件

-

12,254,209円 12,508,000円 10,304,000円

7,750,300円 9,718,300円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

引き続き関係機関との連携を強化し、就労支援に
繋げられるよう必要な支援を行う。

引き続き関係機関との連携を強化し、就労支援に
繋げられるよう必要な支援を行う。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

住民一人ひとりが地域で自立した生活が送れるように支援したか。

A A -

必要な人に支援し、自立につなげることができ
た。

対象者に住宅及び就労機会の確保に向けた支援を
行うとともに、適切な支給を実施できた。

-



事業名48　家計改善支援事業 担当課 地域共生課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅳ　生きがいを感じるまちを共につくる 施策の方向13　就労と生活困窮者への支援

P
L
A
N
（
計
画
）

家計収支の均衡がとれていないなど、家計に課題を抱える生活困窮者からの相談に応じ、相談者とともに家計の状況を明らかにして、生活の再建に向けた
意欲を引き出した上で、家計の視点から必要な情報提供や専門的な助言、指導等を行うことにより相談者自身の家計管理能力を高め、早期に生活再建を図
れるよう支援します。

家計状況の「見える化」と根本的な課題の把握を
行い、生活再建を図れるように支援する。

関係機関との連携を強化し、家計状況の「見える
化」と根本的な課題の把握を行い、生活再建を図
れるように支援する。

関係機関との連携を強化し、家計状況の「見える
化」と根本的な課題の把握を行い、生活再建を図
れるように支援する。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

支援件数　10件 支援件数　18件 -

5,479,500円 5,534,666円 5,729,000円

5,479,500円 5,504,700円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

引き続き関係機関との連携を強化し、多くの相談
者が自立した生活が送れるよう支援を行う。

引き続き関係機関との連携を強化し、支援が必要
な相談者には、家計の課題を改善し、自立した生
活が送れるよう支援を行う。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

住民一人ひとりが地域で自立した生活が送れるように支援したか。

A A -

相談者の課題が複合的なケースが増えたことで家
計相談のみの相談者が減少したことにより、前年
度に比べ件数は減少したが、自立した生活が送れ
るように支援ができた。

取組むべき課題が複合化している相談者が増えて
おり、家計相談による支援が必要な方には、自立
した生活が送れるように家計改善の支援ができ
た。

-



事業名49　ホームレス自立支援事業 担当課 地域共生課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅳ　生きがいを感じるまちを共につくる 施策の方向13　就労と生活困窮者への支援

P
L
A
N
（
計
画
）

自立の意思がありながらホームレスとなることを余儀なくされた方が、地域社会に再び参入することを支援し、かつホームレスの地域社会への参入に際
し、地域社会の理解と協力を得ることにより、ホームレスに関する問題の解決を図ります。

市内巡回によりホームレスの現状を把握し、自立
の意思のある方への支援の他、日常生活に関する
指導、要援護者の発見及び応急的援護の実施につ
いて推進を図る。

市内巡回によりホームレスの現状を把握し、自立
の意思のある方への支援の他、日常生活に関する
指導、要援護者の発見及び応急的援護の実施につ
いて推進を図る。

市内巡回によりホームレスの現状を把握し、自立
の意思のある方への支援の他、日常生活に関する
指導、要援護者の発見及び応急的援護の実施につ
いて推進を図る。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

ホームレスの現状把握、日常生活の指導をとおし
て信頼関係を構築し、ホームレスの気持ち・体調
の変化に即座に気づき、路上生活からの脱却につ
なげてきた。定期的な巡回により要援護者の発見
もできている。

ホームレスの現状把握、日常生活の指導を通じて
信頼関係を構築し、ホームレスの気持ち・体調の
変化に即座に気づき、路上生活からの脱却につな
げてきた。定期的な巡回により要援護者の発見も
できている。

-

10,185,951円 10,189,000円 10,190,000円

10,180,341円 10,184,238円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

ホームレスの現状把握と信頼関係を築くことで路
上生活脱却の支援を継続する。

引き続き、市内巡回によりホームレスの現状を把
握し、日常生活の指導・相談をとおして信頼関係
を築くことにより路上生活からの脱却を支援す
る。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

ホームレスが路上生活から脱し、地域社会で自立した生活が送れるように支援したか。

A A -

定期的な巡回指導でコミュニケーションを図った
結果、３名が路上生活から脱し、自立した生活を
送れるようになった。

定期的な巡回指導でコミュニケーションを図った
結果、６名が路上生活から脱し、自立した生活を
送れるようになった。

-



事業名50　子どもの学習・生活支援事業 担当課 地域共生課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅳ　生きがいを感じるまちを共につくる 施策の方向13　就労と生活困窮者への支援

P
L
A
N
（
計
画
）

生活保護受給世帯を含む生活困窮者世帯の、主に就学年齢の世帯員に対し、学習支援や居場所の提供等を行うことで、学習意欲の向上・基礎学力の向上・
生活習慣の改善等を図り、高校への進学・高校の中退を防止し、将来の安定就職へつなげることを目指します。

小学5・6年生、中学生、高校生を対象に市内4会場
でそれぞれ年間40回以上学習支援等を実施する。

小学5・6年生(原則)、中学生、高校生を対象に市
内4会場でそれぞれ年間40回以上学習支援等を実施
する。

原則、小学５・６年生、中学生、高校生を対象に
市内4か所の会場で、それぞれ月１回以上のカウン
セリングおよび年間40回以上の学習支援を実施す
る。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

学習支援や居場所の提供等を行うことで、学習意
欲と学力の向上、生活習慣の改善、高校・大学へ
の進学、高校の中退を防止することができた。

全会場でそれぞれ40回以上の学習生活支援を実施
した。また、学習支援及びカウンセリングによ
り、学習意欲の向上や生活習慣の改善を計った。

-

11,122,000円 11,592,000円 11,426,000円

10,877,680円 9,976,120円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

居場所支援をすることにより、学習会場に通う楽
しさを知り、学習意欲の向上・基礎学力の向上に
つなげる。

引き続き年間４０回以上の学習支援および月１回
のカウンセリングを行う。学習しやすい環境を整
えることで、学力の向上につなげ、進学等を含め
た多様な進路を検討できるよう支援する。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

生まれ育った環境に左右されないよう、こどもの学習環境の整備を行ったか。

A A -

市内4会場で40回以上の学習生活支援を行えた、ク
リスマス・ハロウィンなどのイベントを年に3回実
施することにより、学習だけでなく居場所支援に
もつながった。

学習支援やカウンセリングを通して、学力の向上
を計り、安心して過ごせる居場所の提供をした。
高校や大学への進学、高校の中退防止に寄与でき
るよう努めた。

-



事業名51　自殺対策事業(人材育成事業)「ゲートキーパー養成講座」 担当課 保健センター健康支援課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅳ　生きがいを感じるまちを共につくる 施策の方向14　自殺防止に対する包括的な支援

P
L
A
N
（
計
画
）

専門職だけでなく、市民に近い立場の方を対象とし、自殺に関する正しい知識のもと、地域での見守りを強化していく事を目的に周知を図ります。また、
対象に応じたプログラムを設定し、研修会を実施します。

庁内職員向けの研修　3回/年
・新規採用職員
・国民健康保険課職員
・発達支援課職員

市民向け講座　1回/年
・小中高生の子を持つ保護者及び子どもと関わる
方を対象に実施

庁内職員向けの研修　3回/年
・新規採用職員
・相談業務に関わる部署のうち、ゲートキーパー
講座未実施の課（2課を予定）職員

市民向け講座　1回/年
・小中高生の子を持つ保護者及び子どもと関わる
方などを対象に実施

庁内職員向けの研修　3回/年
・相談業務に関わる部署のうち、ゲートキーパー
講座未実施の課（3課を予定）職員

市民向け講座　1回/年
・小中高生の子を持つ保護者及び子ども若者と関
わる方などを対象に実施

D
O
（
実
行
・
実
績
）

・令和6年7月11日に新規採用職員90名に対し研修
を実施した。
・令和6年12月16日～令和7年1月31日に、国民健
康保険課（72名）と発達支援課（70名）の職員に
対し研修を実施した。

・令和6年11月29日に市民向け講座を開催し、
124名が参加した。

・令和8年1月13日～令和8年2月13日に、指導課
（16名）と総合市民相談課（11名）公園緑地課
（17名）の職員に対し研修を動画・書面開催し
た。

・令和7年12月12日に市民向け講座を開催し、82
名が参加した。

-

50,000円 50,000円 50,000円

50,000円 50,000円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

引き続き研修や講座を通じてゲートキーパーに関
する周知を行い、自殺対策の理解を深められるよ
う努める。

引き続き研修や講座を通じてゲートキーパーに関
する周知を行い、自殺対策の理解を深められるよ
う努める。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

ゲートキーパー研修受講者の自殺対策に対する理解が深まったか。

A A -

令和6年度の計画通り研修を開催することが出来た
ため。

新規採用職員向け研修の実施はしていなないが、
代わりに庁内の研修未実施である課を予定2課から
3課へ増やし実施できたため。

-



事業名52　自殺対策事業(普及啓発活動)「快適睡眠講座」 担当課 保健センター健康支援課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

52,000円 52,000円

基本目標Ⅳ　生きがいを感じるまちを共につくる 施策の方向14　自殺防止に対する包括的な支援

P
L
A
N
（
計
画
）

健康教育や健康相談等において、こころの健康や自殺に関する正しい知識の普及等地域に根ざした啓発活動を実施します。また、対象者が参加しやすいよ
う各種講座、健康教育や講演会・イベント等を企画・実施します。

年1回　快適睡眠講座の開催 年1回　快適睡眠講座の開催 年1回　快適睡眠講座の開催

-

令和6年度予算現額

52,000円 52,000円 52,000円

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

引き続き研修や講座を通じてこころの健康や自殺
に関する周知を行い、自殺対策の理解を深められ
るよう努める。

引き続き研修や講座を通じてこころの健康や自殺
に関する周知を行い、自殺対策の理解を深められ
るよう努める。

-

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

快適睡眠講座実施後に「睡眠とうつ病の関係」を理解できたか。

A A -

令和6年度の計画通り講座を開催することが出来、
講座実施後アンケートにおいて、回答者の約79％
が睡眠とうつ病の関係について「理解できた」
「だいたい理解できた」と回答したため。

令和7年度の計画通り講座を開催することが出来、
講座実施後アンケートにおいて、回答者の約92％
が睡眠とうつ病の関係について「理解できた」
「だいたい理解できた」と回答したため。

-

D
O
（
実
行
・
実
績
）

令和6年10月9日に快適睡眠講座を開催し、80名が
参加した。

令和7年10月8日に快適睡眠講座を開催し、83名が
参加した。



事業名53　市川市自殺対策関係機関連絡会の開催 担当課 保健センター健康支援課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅳ　生きがいを感じるまちを共につくる 施策の方向14　自殺防止に対する包括的な支援

P
L
A
N
（
計
画
）

学識経験者・医療関係者・福祉関係者・警察・行政などで構成される関係機関連絡会を開催し、それぞれの立場から取組を進めるとともに、連携を強化
し、社会的要因を含めた総合的な対策を推進していきます。

自殺対策関係機関連絡会　　1回/年
自殺対策庁内連絡会　　　　1回/年

自殺対策関係機関連絡会　　1回/年
自殺対策庁内連絡会　　　　1回/年

自殺対策関係機関連絡会　　1回/年
自殺対策庁内連絡会　　　　1回/年

D
O
（
実
行
・
実
績
）

令和6年10月28日に自殺対策関係機関連絡会を開
催。
令和6年11月22日に自殺対策庁内連絡会を開催。

令和7年10月31日に自殺対策関係機関連絡会を開
催。
令和7年11月20日に自殺対策庁内連絡会を開催。

-

91,000円 91,000円 91,000円

72,800円 81,900円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

引き続き関係機関連絡会を開催することで連携を
強化し、社会的要因を含めた総合的な対策を推進
していく。

引き続き関係機関連絡会を開催することで連携を
強化し、社会的要因を含めた総合的な対策を推進
していく。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

自殺対策関係機関連絡会、自殺対策庁内連絡会を開催し、自殺防止に向けた連携が図れたか。

A A -

令和6年度の計画通り各機関との連絡会を開催し、
自殺防止に向けた情報共有が出来たため。

令和7年度の計画通り各機関との連絡会を開催し、
自殺防止に向けた情報共有が出来たため。

-



事業名54　地域づくり事業（生活困窮者支援等のための地域づくり事業） 担当課 地域共生課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅳ　生きがいを感じるまちを共につくる 施策の方向15　地域の居場所づくり

P
L
A
N
（
計
画
）

住民が持つ多様なニーズや生活課題に柔軟に対応できるよう、地域住民のニーズ・生活課題の把握、住民主体の活動支援・情報発信、地域コミュニティを
形成する居場所づくり、多様な担い手が連携する仕組みをつくります。

○市内に4名のコミュニティソーシャルワーカーを
配置し、次の業務を行う。
・地域住民のニーズ・生活課題の把握
・地域住民の活動支援・情報発信
・行政や地域住民、NPO等の地域づくりの担い手
がつながるプラットフォームの展開
・地域づくりに向けた支援

○市内に4名のコミュニティソーシャルワーカーを
配置し、次の業務を行う。
・地域住民のニーズ・生活課題の把握
・地域住民の活動支援・情報発信
・行政や地域住民、NPO等の地域づくりの担い手
がつながるプラットフォームの展開
・地域づくりに向けた支援

○市内に4名程度のコミュニティソーシャルワー
カーを配置し、次の業務を行う。
・地域住民のニーズ・生活課題の把握
・地域住民の活動支援・情報発信
・行政や地域住民、NPO等の地域づくりの担い手
がつながるプラットフォームの展開
・地域づくりに向けた支援

D
O
（
実
行
・
実
績
）

・地域住民のニーズ・生活課題の把握
→3,182件
・地域住民の活動支援・情報発信
→1,306件
・行政や地域住民、NPO等の地域づくりの担い手
がつながるプラットフォームの展開
→1,032件
・地域づくりに向けた支援
→4,459件

・地域住民のニーズ・生活課題の把握
→3202件
・地域住民の活動支援・情報発信
→3556件
・行政や地域住民、NPO等の地域づくりの担い手
がつながるプラットフォームの展開
→964件
・地域づくりに向けた支援
→4164件

-

66,986,500円 29,708,000円 29,708,000円

66,954,800円 29,707,700円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

地域住民のニーズを把握し、活動の支援や情報発
信に加えて個別支援を通じた地域づくりにも取り
組む。

地域住民のニーズを把握し、活動の支援や情報発
信に加えて個別支援を通じた地域づくりにも取り
組む。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

誰もが安心できる地域の居場所をつくり、多様な交流の機会を創出したか。

A A -

サロン活動の支援や地域活動のサポートを行っ
た。

サロン活動の支援や地域活動のサポートを行っ
た。

-



事業名55　地域子育て支援拠点事業 担当課 こども家庭施策課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅳ　生きがいを感じるまちを共につくる 施策の方向15　地域の居場所づくり

P
L
A
N
（
計
画
）

地域において親子の交流等を促進する子育て支援拠点の設置を推進することにより、地域の子育て支援機能の充実を図り、子育ての不安感等を緩和し、こ
どもの健やかな育ちを支援します。

保育園等のノウハウと機能を活用した地域子育て
支援センターを設置して、子育て中の親子の交流
の場の提供と交流の推進、相談・援助、地域の子
育て関連情報の提供、各種子育て教室等の開催お
よび子育てサークルの支援を行います。
また、子育て中の親子が気軽に集える場として、
親子つどいの広場を設置し、子育て中の親子の交
流の場の提供と交流の促進、相談・援助、地域の
子育て関連情報の提供および地域の支援者への講
習を行います。

保育園等のノウハウと機能を活用した地域子育て
支援センターを設置して、子育て中の親子の交流
の場の提供と交流の推進、相談・援助、地域の子
育て関連情報の提供、各種子育て教室等の開催お
よび子育てサークルの支援を行います。
また、子育て中の親子が気軽に集える場として、
親子つどいの広場を設置し、子育て中の親子の交
流の場の提供と交流の促進、相談・援助、地域の
子育て関連情報の提供および地域の支援者への講
習を行います。

保育園等のノウハウと機能を活用した地域子育て
支援センターを設置して、子育て中の親子の交流
の場の提供と交流の推進、相談・援助、地域の子
育て関連情報の提供、各種子育て教室等の開催お
よび子育てサークルの支援を行います。
また、子育て中の親子が気軽に集える場として、
親子つどいの広場を設置し、子育て中の親子の交
流の場の提供と交流の促進、相談・援助、地域の
子育て関連情報の提供および地域の支援者への講
習を行います。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

●地域子育て支援センター
　妊婦と0歳～就学前の親子を対象として、保護者
の負担を緩和し、安心して子育てができる環境を
整えるため、保育園等の機能を活かし、遊び場の
提供のほか、育児相談や子育てに関する情報提供
等を行った。
◆延べ利用者数：58,286名
※前年度延べ利用者数：60,912名
●親子つどいの広場
　妊婦と0歳～3歳の親子を対象として、保護者の
負担を緩和し、安心して子育てできる環境を整え
るため、気軽に利用できる広場を開設し、遊び場
の提供のほか、仲間作りや子育てに関する情報提
供等を行った。
◆延べ利用者数：37,592名
※前年度延べ利用者数：33,280名

●地域子育て支援センター
　妊婦と0歳～就学前の親子を対象として、保護者
の負担を緩和し、安心して子育てができる環境を
整えるため、保育園等の機能を活かし、遊び場の
提供のほか、育児相談や子育てに関する情報提供
等を行った。
◆延べ利用者数：64,453名
※前年度延べ利用者数：58,286名
●親子つどいの広場
　妊婦と0歳～3歳の親子を対象として、保護者の
負担を緩和し、安心して子育てできる環境を整え
るため、気軽に利用できる広場を開設し、遊び場
の提供のほか、仲間作りや子育てに関する情報提
供等を行った。
◆延べ利用者数：78,050名
※前年度延べ利用者数：37,592名

-

124,514,743円 134,698,000円 142,332,000円

122,348,191円 131,613,236円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

妊婦の認知度向上を図るため効果的な周知方法を
検討する。

妊婦の認知度向上を図るため効果的な周知方法を
検討する。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

子育て親子の交流等を促進する子育て支援拠点の充実を図ることができたか。

B B -

妙典親子つどいの広場の開設、八幡親子つどいの
広場の移転、末広親子つどいの広場の開設準備を
滞りなく実施できたほか、地域子育て支援セン
ターと親子つどいの広場の利用者数の合計が前年
度を上回ったため。

親子つどいの広場は、令和6年度末に開所した八
幡、妙典に加えて、令和7年度から行徳支所で末広
親子つどいの広場が開所するなどした結果、利用
者が前年度に比べ40,458人増加した。

-



事業名56　こども食堂・フードバンクの支援 担当課 こども家庭施策課　地域共生課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅳ　生きがいを感じるまちを共につくる 施策の方向15　地域の居場所づくり

P
L
A
N
（
計
画
）

地域や民間団体により自主的に運営されているこども食堂・フードバンクの取組を支援するため、活動状況の発信や、こども食堂の運営費の一部助成を行
い、こどもの居場所づくりを推進します。

【こども施策課】
食事の提供とともに学習支援や遊び場の提供等を実施し
ているこども食堂を運営する団体に補助金を交付するこ
とで、子どもの居場所づくりの推進を図ります。
また、「こども食堂マップ」を作製しこどもやこどもに
関わる方々に向けた周知啓発を図ります。
【地域共生課】
令和6年6月より南行徳地域共生センターにて、月１回、
行徳こども食堂と市の共催によりこども食堂を開催する
ことで子どもたちの居場所づくりを推進します。

【こども施策課】
食事の提供とともに学習支援や遊び場の提供等を実施し
ているこども食堂を運営する団体に補助金を交付するこ
とで、子どもの居場所づくりの推進を図ります。
また、「こども食堂マップ」を作製しこどもやこどもに
関わる方々に向けた周知啓発を図ります。
【地域共生課】
南行徳地域共生センターにて、月１回、行徳こども食堂
と市の共催によりこども食堂を開催することで子どもた
ちの居場所づくりを推進します。

【こども家庭施策課】
食事の提供とともに学習支援や遊び場の提供等を実施し
ているこども食堂を運営する団体に補助金を交付するこ
とで、子どもの居場所づくりの推進を図ります。
また、「こども食堂マップ」を作製しこどもやこどもに
関わる方々に向けた周知啓発を図ります。
【地域共生課】
南行徳地域共生センターにて、月１回、行徳こども食堂
と市の共催によりこども食堂を開催することで子どもた
ちの居場所づくりを推進します。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

【こども施策課】
子どもの居場所づくり支援事業補助金を18団体
（前年度16団体）に交付し、児童延べ6,083人の
利用があった。
また、こども食堂及び「こども食堂マップ」をこ
どもに関わる立場の方々に知ってもらうため、主
任児童委員やスクールカウンセラーの研修会に出
席し周知を図った。
【地域共生課】
開催回数　　10回
延利用者数　未就学～中学生　　205人
　　　　　　高校生・大人　　　285人

【こども施策課】
子どもの居場所づくり支援事業補助金を19団体
（前年度18団体）に交付し、児童延べ7,654人の
利用があった。
また、「こども食堂マップ」を夏休み前に全小中
学校（小学4年生以上）に配布するなど児童・生徒
への周知を図った。
【地域共生課】
開催回数　　11回
延利用者数　未就学～中学生　308人
　　　　　　高校生・大人　   422人

-

5,454,000円 4,880,000円 6,225,000円

3,894,000円 4,563,000円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

今後とも月１回の開催を継続し、またこども食堂
及び「こども食堂マップ」の【こども】に対する
周知について運営団体の意見を聴きながら検討す
る。

さらなるこどもの居場所づくり推進のため、運営
団体の意見を聴取しながら補助金の運用および
「こども食堂マップ」を利用した周知について検
討する。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

こどもの居場所づくりを推進できたか。

A A -

開催頻度としては毎月実施することができた。
また運営費の助成に関し、補助金を利用する団体
が２団体増加したこと、補助団体における児童の
延べ利用者数が増加（R6:6,083人、R5：4,649
人）したことから、こどもの居場所づくりの推進
に寄与したため。

【こども施策課】
こども食堂への費用助成に関し、補助金を利用す
る団体が1団体増加し補助団体における児童の延べ
利用者数が増加（R7:7,654人、R6:6,083人、
R5：4,649人）したことから、こどもの居場所づ
くりの推進に寄与したため。
【地域共生課】
8月を除き、毎月開催することができた。延利用者
数については子ども、大人ともに前年度よりも増
加した。

-



事業名57　地域共生社会の実現に向けた研修の実施 担当課 地域共生課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅴ　地域福祉推進の基盤を共につくる 施策の方向16　地域福祉に対する意識の啓発

P
L
A
N
（
計
画
）

社会構造の変化や人々の暮らしの変化を踏まえ、制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体
が参画し、人と人、人と資源が世代を超えてつながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく「地域共生社会」の実現に向
けた研修を実施し、意識の啓発を行います。

支援関係機関を対象とし、多機関協働に関する啓
発や連携促進を目的とした講座を開催する。

支援関係機関を対象とし、多機関協働に関する啓
発や連携促進を目的とした講座を開催する。

支援関係機関を対象とし、多機関協働に関する啓
発や連携促進を目的とした講座を開催する。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

多機関協働事業において、多職種・多機関等の担
当職員が集まり、事例検討会を実施

多機関協働事業において、多職種・多機関等の担
当職員が集まり、事例検討会を実施。
また、アルコール依存に関する研修、ヤングケア
ラーに関する研修を実施。

-

100,000円 100,000円 100,000円

0円 0円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

支援関係機関や市民のニーズを考慮し、適切な時
期に、「地域共生社会」の実現に向けた研修会等
を実施する。

支援関係機関や市民のニーズを考慮し、適切な時
期に、「地域共生社会」の実現に向けた研修会等
を実施する。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

地域共生社会の実現に向けて、他者の価値観の違いや存在を認め合える意識の啓発を行ったか。

B A -

外部講師を招いての講座実施が叶わなかった一方
で、多機関協働事業においては、多職種・多機関
等の担当職員が集まり、事例検討会で意識啓発を
行うことができたため。

多機関協働事業において、多職種・多機関等の担
当職員が集まり事例検討会を開催した。また、外
部講師を招いての講座も実施し、意識啓発を行っ
た。

-



事業名58　高齢者生活支援サポーター養成研修の実施 担当課 地域包括支援課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅴ　地域福祉推進の基盤を共につくる 施策の方向17　地域福祉活動の担い手の確保と育成

P
L
A
N
（
計
画
）

支援を必要とする高齢者等が、住み慣れた地域で暮らし続けることが出来るよう、日常生活の中での困りごとに対応する、ボランティア活動の担い手を養
成するための研修を行います。また、生活支援コーディネーターと連携し、研修修了者が地域の活躍の場につながるような仕組みづくりを行います。

高齢者の個別の生活ニーズに応える生活支援サー
ビス等の担い手となる市川市高齢者生活支援サ
ポーター養成研修を、市川市社会福祉協議会と共
催で市内２カ所の会場（八幡会場・行徳会場）で
実施。

高齢者の個別の生活ニーズに応える生活支援サー
ビス等の担い手となる市川市高齢者生活支援サ
ポーター養成研修を、市川市社会福祉協議会と共
催で市内４カ所の会場（東西南北の会場）で実
施。

高齢者の個別の生活ニーズに応える生活支援サー
ビス等の担い手となる市川市高齢者生活支援サ
ポーター養成研修を、市川市社会福祉協議会と共
催で市内３カ所の会場（北部・中部・南部の会
場）で実施。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

修了証配布人数
八幡会場：８名
行徳会場：９名
※令和６年度講座受講者がボランティア活動を
行った件数：１６件

修了証配布人数
北部会場：　６名
南部会場：１１名
西部会場：１２名
東部会場：１６名

-

120,000円 49,000円 48,000円

48,262円 42,481円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

・講座参加者を増やすため、全二日間の講座を市
内４カ所（東西南北）の会場で開催を検討。
・実際の地域での活動につなげるため、社会福祉
協議会のボランティアセンターや市内で活動する
民間ボランティア団体、生活支援コーディネー
ターを講座に参加していただき、活動とのマッチ
ングを進める。

・全２日間で実施していた講座を１日に変更し、
日曜日開催も設定するなど、より参加者が受講し
やすい形を検討。
・研修修了後に実際の活動に繋がるよう、生活支
援コーディネーターやボランティアセンターが参
加者と繋がり、活動にむけての支援を行う。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

地域福祉活動の担い手を増やすための養成や育成に係る施策を実施したか。

A A -

地域福祉活動の担い手を増やすための養成や育成
に係る講座を開催した。受講者は生活支援コー
ディネーターや社協ボランティアセンターを通じ
て実際の活動に繋げることが出来た。

より身近に参加できるよう会場を４カ所に増や
し、内１カ所は土曜日に開催した効果もあり、研
修受講者数が増加した。

-



事業名59　地域ケア相談員育成の支援 担当課 地域共生課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅴ　地域福祉推進の基盤を共につくる 施策の方向17　地域福祉活動の担い手の確保と育成

P
L
A
N
（
計
画
）

地域ケア拠点の相談員としての意識、情報力、スキルアップに向けての取組が相談員間や地区間で偏りが生じないよう、また、相談員相互の交流の場を確
保できるよう、市川市社会福祉協議会による総合的な研修会等の企画・実施を支援します。

○地区推進会議で各地区の状況を共有する。
○社会福祉協議会と連携して「てるぼサロンまつ
り」を開催する。

○地区推進会議で各地区の状況を共有する。
○社会福祉協議会と連携して「てるぼサロンまつ
り」を開催する。
〇社会福祉協議会に対して、地域ケア相談員のス
キル向上に向けた研修会等が開催されるよう、働
きかける。

○地区推進会議で各地区の状況を共有する。
○社会福祉協議会と連携して「てるぼサロンまつ
り」を開催する。
〇社会福祉協議会に対して、地域ケア相談員のス
キル向上に向けた研修会等が開催されるよう、働
きかける。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

〇地区推進会議にて、3地区の相談内容の特徴を共
有した。
〇「てるぼサロンまつり」の開催にあたり、市川
市社会福祉協議会による企画・実施の支援を行っ
た。

〇地区推進会議にて、3地区の相談内容の特徴を共
有した。
〇「てるぼサロンまつり」の開催にあたり、市川
市社会福祉協議会による企画・実施の支援を行っ
た。

-

18,773,000円 18,243,269円 19,253,000円

18,473,976円 17,995,014円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

地域ケア相談員のスキル向上に向けた研修会等に
ついて、より多く実施されるよう市川市社会福祉
協議会に働きかけていく。

地域ケア相談員のスキル向上に向けた研修会等に
ついて、より多く実施されるよう市川市社会福祉
協議会に働きかけていく。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

地域ケア相談員のスキル向上に向けた研修会等の企画・実施を支援できたか。

A A -

地域ケア相談員相互の交流の場を確保できるよ
う、「てるぼサロンまつり」の開催にあたり支援
を行った。

地域ケア相談員相互の交流の場を確保できるよ
う、「てるぼサロンまつり」の開催にあたり支援
を行った。

-



事業名60　地域活動応援制度の推進 担当課 地域共生課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算額 令和8年度決算額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅴ　地域福祉推進の基盤を共につくる 施策の方向18　地域資源の有効活用

P
L
A
N
（
計
画
）

地域貢献・地域交流の一環として地域活動の場を定期的に提供する民間団体（社会福祉法人、民間企業等）を募集します。また、提供された場に関する情
報を近隣の地区社会福祉協議会等に提供することにより、地域福祉活動の活性化を支援します。

地域活動の場を定期的に提供する民間団体の登録
数を増加させる。

地域活動の場を定期的に提供する民間団体の登録
数を増加させる。
事業を周知することで活用を促していく。

地域活動の場を利用を希望する団体からの申請数
を増やすため、事業の周知を進めることで活用を
促していく。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

提供施設数：6 提供施設数：６

-

0円 0円 0円

0円 0円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

引き続き、提供する民間団体へ周知するととも
に、活用を促していく。

市公式Webサイトの仕様変更に伴い、おすすめ欄
への掲載を行うなど、引き続き民間団体への周知
活動を行い、活用を促していく。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

地域活動団体等の活動や情報交換の場を提供し、地域の活性化につなげたか。

C C -

地域活動の場を提供する民間団体について６件の
新規登録があった。市公式Webサイトで情報提供
を行っているが活用はみられなかった。

市公式Webサイトの掲載内容の変更を行い、活動
拠点毎に広さ・収容可能人数・利用金額・使用可
能設備等を明記したが、活用事例はみられなかっ
た。

-



事業名61　地域ケアシステム推進連絡会開催の促進 担当課 地域共生課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅴ　地域福祉推進の基盤を共につくる 施策の方向18　地域資源の有効活用

P
L
A
N
（
計
画
）

地域ケアシステム推進連絡会のプラットフォーム化の機能を活かし、様々な地域福祉活動に関わる人材・施設・情報等の福祉資源のネットワークづくりに
努めます。

○社会福祉協議会と連携し、14の地区社会福祉協
議会全てで地域ケアシステム推進連絡会が開催さ
れるよう働きかける。

○社会福祉協議会と連携し、14の地区社会福祉協
議会全てで地域ケアシステム推進連絡会が開催さ
れるよう働きかける。

○社会福祉協議会と連携し、14の地区社会福祉協
議会全てで地域ケアシステム推進連絡会が開催さ
れるよう働きかける。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

14地区社会福祉協議会全てで地域ケアシステム推
進連絡会が開催された。

14地区社会福祉協議会全てで地域ケアシステム推
進連絡会が開催された。

-

18,773,000円 18,243,269円 19,253,000円

18,473,976円 17,995,014円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

引き続き、地域ケアシステム推進連絡会をはじめ
とする、地域活動団体の活動や情報交換の場を提
供する。

引き続き、地域ケアシステム推進連絡会をはじめ
とする、地域活動団体の活動や情報交換の場を提
供する。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

地域活動団体等の活動や情報交換の場を提供し、地域の活性化につなげたか。

A A -

14地区社会福祉協議会全てで地域ケアシステム推
進連絡会が開催された。

14地区社会福祉協議会全てで地域ケアシステム推
進連絡会が開催された。

-

20190340
取り消し線



事業名62　地区推進会議の開催 担当課 地域共生課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅴ　地域福祉推進の基盤を共につくる 施策の方向19　情報共有・管理の充実

P
L
A
N
（
計
画
）

小域福祉圏（14 地区）の地域ケアシステム推進連絡会で取り上げられた地域課題を共有します。

年2回の会議を開催し、各地域課題をまとめ、課題
解決に向けた協議を行う。

年2回の会議を開催し、各地域課題をまとめ、課題
解決に向けた協議を行う。

地域毎の課題を精査し、市全体の議題として会議
を開催する（年２回）

D
O
（
実
行
・
実
績
）

◎会議開催実績
◆開催数　２回
◆議題
　①第１回
　　　・振り返りシートについて
　　　・地域別ケア拠点の傾向について
　　　・CSWの役割について
　②第２回
　　　・地域課題に関する調査の実施に
　　　　ついて
　　　・生活困窮者支援等のための地域
　　　　づくり事業の報告

◎会議開催実績
◆開催数　２回
◆議題
　①第１回
　　　・振り返りシートについて
　　　・アンケート結果について
　　　・ゴミ出しについて
　②第２回
　　　・買い物に行くことが困難ついて
　　　・交通が不便について

-

113,000円 114,000円 114,000円

82,848円 81,800円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

　令和６年度に実施した地域別課題調査をもとに
地区推進会議を年に２回実施し、課題解決に向け
た協議を行う。

　令和６年度に実施したアンケート（地域別課題
調査）の中で、協議を行っていない案件について
地区推進会議を年に２回実施し、課題解決に向け
た協議を行う。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

地区における福祉課題を整理し、その課題解決に向けた情報共有や検討を行ったか。

B A -

　計画数通り会議を開催し、地域ごとの相談件数
等の傾向について共有を行ったこととあわせて、
各地域別の課題について調査を実施したことか
ら、地域ごとの課題を明確化することができた。
　一方で、地域課題の解決に向けた協議を実施す
ることができなかった。

　令和6年度に実施したアンケート（地域別課題調
査）の結果を踏まえ、各地域課題を洗い出し、地
区推進会議の場で課題解決に向けた協議を行うこ
とができた。

-



事業名63　民生委員活動事業 担当課 地域共生課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅴ　地域福祉推進の基盤を共につくる 施策の方向19　情報共有・管理の充実

P
L
A
N
（
計
画
）

地区民生委員・児童委員協議会において、行政からの連絡事項等の情報共有や、意見交換などを行います。また、地域福祉の進行役である民生委員・児童
委員が、地域住民に対する相談や訪問等を円滑に実施できるよう、支援を行います。

○18の地区民生委員児童委員協議会に職員が出席
し、行政からの連絡を伝えるとともに、各委員か
らの相談に対応する。

○18の地区民生委員児童委員協議会に職員が出席
し、行政からの連絡を伝えるとともに、各委員か
らの相談に対応する。

○18の地区民生委員児童委員協議会に職員が出席
し、行政からの連絡を伝えるとともに、各委員か
らの相談に対応する。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

○18の地区民生委員児童委員協議会に職員が出席
し、行政からの連絡を伝えるとともに、各委員か
ら相談や質疑があった場合対応を行った。
また、友愛訪問の希望があった際に民生委員へ適
切に情報を伝えた。

○18の地区民生委員児童委員協議会に職員が出席
し、行政からの連絡を伝えるとともに、各委員か
ら相談や質疑があった場合対応を行った。
また、友愛訪問の希望があった際に民生委員へ適
切に情報を伝えた。

-

28,561,790円 29,265,000円 28,528,000円

28,471,816円 28,959,694円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

引続き民生委員児童委員の活動に必要な情報提供
を行い、円滑な民生委員活動に繋がるよう努め
る。

引続き民生委員児童委員の活動に必要な情報提供
を行い、円滑な民生委員活動に繋がるよう努め
る。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

民生委員児童委員の活動に必要な情報を提供し、意見交換等を実施したか。

A A -

会長連絡会の議題に沿って、地区民生委員児童委
員協議会にて、民生委員児童委員の活動に必要な
情報提供を行い、相談や質疑等に対してはFAQに
沿った回答や、必要に応じて事業所管課へ確認を
行い、適切に対応を行った。
また、友愛訪問の希望があった際に民生委員へ適
切に情報を伝え、円滑に開始できるよう努めた。

会長連絡会の議題に沿って、地区民生委員児童委
員協議会にて、民生委員児童委員の活動に必要な
情報提供を行い、相談や質疑等に対してはFAQに
沿った回答や、必要に応じて事業所管課へ確認を
行い、適切に対応を行った。
また、友愛訪問の希望があった際に民生委員へ適
切に情報を伝え、円滑に開始できるよう努めた。

-



事業名64　個人情報適正活用支援 担当課 地域共生課
令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

令和6年度予算現額 令和7年度予算現額 令和8年度予算現額

令和6年度決算額 令和7年度決算見込額 令和8年度決算見込額

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和7年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

基本目標Ⅴ　地域福祉推進の基盤を共につくる 施策の方向19　情報共有・管理の充実

P
L
A
N
（
計
画
）

地域活動を行うにあたって個人情報の収集・管理の留意点等をわかりやすく記載したリーフレットを作成し、地域活動の担い手に配布します。これによ
り、地域活動の担い手が、個人情報を適切に管理しつつ、適正に活用することができるよう支援します。

○地域ケア拠点の相談員に「個人情報取扱い手引
き」の周知を図る。

○地域ケア拠点の相談員に「個人情報取扱い手引
き」の周知を図る。

○地域ケア拠点の相談員に「個人情報取扱い手引
き」の周知を図る。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

個人情報の適切な管理のため、リーフレットの内
容を周知した。

相談員会議等で、個人情報の取り扱いに関する注
意喚起が行われた。

-

0円 0円 0円

0円 0円 -

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

引き続き、新たに委嘱された相談員や福祉委員等
に、リーフレットの周知に努める。

全地区の相談員に対し「個人情報取扱い手引き」
の配布を行い、改めて個人情報の取り扱いに対す
る相談員の意識を高める。

-

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

地域活動に必要な個人情報の適切な保管・管理方法を周知したか。

A A -

地区推進会議にて、個人情報の適切な保管・管理
のため、リーフレットの内容を周知した。

個人情報の取り扱いに関する呼びかけが行われた
ため。

-



第5期市川市地域福祉計画　地域福祉を推進する主な取組・事業を実施した成果 ◎：目標達成　△：現状維持　×：目標未達成

回答者数 小計 割合 評価基準 回答者数 合計 割合 対基準年度 回答者数 合計 割合 対基準年度 対前年度

そう思う 41人 102人 156人

どちらかといえばそう思う 319人 844人 1,208人

どちからといえばそう思わない 408人 855人 1,403人

そう思わない 204人 491人 716人

わからない 165人 317人 739人

知っている 10.2% 増加 9.0% ▲1.2% 9.6% ▲0.6% ＋0.6%

一部知っている 631人 1,491人 2,223人

まったく知らない 390人 884人 1,593人

すべて持っている 26.8% 増加 27.8% ＋1.0% 30.1% ＋3.3% ＋2.3%

一部持っている 652人 1,464人 2,357人

持っていない 180人 419人 593人

知っている（ある程度内容まで知っている） 44.3% 増加 39.7% ▲4.6% 41.7% ▲2.6% ＋2.0%

名称を見たり聞いたりしたことはある 512人 1,246人 1,998人

知らない 121人 326人 463人

満足している 24人 202人 303人

どちらかといえば満足している 148人 652人 1,080人

どちらかといえば不満である 60人 148人 239人

不満である 24人 33人 62人

わからない 177人 54人 118人

小計 433人 1,089人 1,802人

知っている（ある程度内容まで知っている） 11.6% 増加 11.5% ▲0.1% 11.5% ▲0.1% ＋0.0%

名称を見たり聞いたりしたことはある 386人 892人 1,578人

知らない 619人 1,418人 2,159人

そう思う 32人 78人 118人

どちらかといえばそう思う 229人 561人 943人

どちからといえばそう思わない 331人 750人 1,298人

そう思わない 447人 1,016人 1,515人

わからない 98人 204人 348人

いずれかの活動に参加している人数 54.4% 増加 52.7% ▲1.7% 50.1% ▲4.3% ▲2.6%

自治（町）会の活動 404人 956人 1,468人

地区社会福祉協議会の活動 32人 70人 112人

PTA・子ども会の活動 135人 298人 388人

高齢者クラブ・サロンの活動 44人 78人 124人

地域の伝統行事や祭り 151人 347人 547人

ボランティア団体・NPO団体に参画してのボランティア活動 103人 188人 264人

見守り・声がけ・手伝いなどの活動 102人 190人 285人

その他（地域活動に該当する活動に限る） 22人 30人 56人

いずれにも参加していない 518人 1,234人 2,105人

該当選択肢

R5(基準年度)

639人

×
◎

◎
＋4.6%

◎

R6

回答者数 1,137人
R6.1.9～1.22実施期間 実施期間 R7.5.15～5.28

2,609人回答者数

946人360人 31.7% 増加

８　ボランティア・ＮＰＯ活動の推進と
　　 社会参加の促進

×
＋38.7%

◎

×
24.5% ＋1.5%

78.4%

×

お住いの地域で平時における防災訓練を
実施するなど、顔の見える関係づくりがで
きていると思いますか。

172人

261人

39.7% 増加

132人

23.0% 増加

854人

基本目標 施策の方向 成果指標

２　相談支援体制の充実 福祉に関する相談が必要な場合にどこに
相談すればいいかを知っている割合

高齢者・障がい者・こども・生活困窮者支
援等をはじめとする様々なサービスに関す
る相談が必要な場合にどこに相談すれば
よいか知っていますか。

Ⅰ
　
安
心
と
信
頼
の
あ
る
ま
ち
を
共
に
つ
く
る

１　地域福祉に関する情報の提供 本市の地域福祉に関する情報を得られて
いると思う割合

地域における高齢者・障がい者・こども・生
活困窮者支援等をはじめとする様々な
サービスに関する情報を得られていると思
いますか。

３　地域医療体制と在宅医療・
     介護連携の推進

かかりつけ医、かかりつけ歯科医、かかりつ
け薬局を持っている割合

かかりつけ医・かかりつけ歯科医・かかりつけ薬
局※を持っていますか。
※かかりつけ医・かかりつけ歯科医・かかりつけ
薬局とは、健康に関することを気軽に相談でき
る身近な医師・歯科医師・薬局です。

５　福祉サービスの質の向上と虐待の防止 福祉サービスの質に満足している割合

【回答者自身又はご家族が保育園・高齢
者福祉サービス・障害福祉サービス等を
利用している方に伺います。】
これらの福祉サービスの質に満足していま
すか。

設問

36.3%

４　権利擁護と見守り体制の充実 成年後見制度を知っている割合

地域活動等に参加している割合 以下の地域活動に参加していますか。
（複数選択可）

成年後見制度※を知っていますか。
※成年後見制度とは、認知症・知的障がいそ
の他の精神上の障がいよって物事を判断する
能力が不十分な方の日常生活を法律的に支
援する制度です。

７　地域における防災体制充実の推進
地域での関係づくりなど、防災体制の整
備に向けた地域活動が充実していると思
う割合

504人 1,037人

116人 234人

305人

Ⅱ
　
参
加
と
交
流
の
あ
る
ま
ち
を
共
に
つ
く
る

６　福祉コミュニティの充実 コミュニティソーシャルワーカー（CSW）を
知っている割合

地域の多様な主体や個人の地域福祉活
動の支援を行う専門職であるコミュニティ
ソーシャルワーカー（CSW）を知っていま
すか。

726人

299人

619人 1,375人

.

1,761人

2,117人

R7

実施期間 R8.5.8～5.18

回答者数 4,222人

1,364人 32.3% ▲4.0%＋0.6%

×◎
406人

◎×
1,272人

◎◎
◎×

1,383人 76.7% ▲1.7%＋37.0%

×◎

××

485人

△×
1,061人 25.1% ＋0.6%＋2.1%

◎◎

※（注）

何かしらの活動と「いずれにも参加していない」の双方を選択した回答については、

本資料上では「いずれにも参加していない」を回答しなかったものとみなし、

回答者数の修正を行っております。

第１回　市川市社会福祉審議会

令和８年７月２２日（水）
資料2-①-4

1／3



第5期市川市地域福祉計画　地域福祉を推進する主な取組・事業を実施した成果 ◎：目標達成　△：現状維持　×：目標未達成

回答者数 小計 割合 評価基準 回答者数 合計 割合 対基準年度 回答者数 合計 割合 対基準年度 対前年度

該当選択肢

R5(基準年度) R6

回答者数 1,137人
R6.1.9～1.22実施期間 実施期間 R7.5.15～5.28

2,609人回答者数
基本目標 施策の方向 成果指標 設問

R7

実施期間 R8.5.8～5.18

回答者数 4,222人

第１回　市川市社会福祉審議会

令和８年７月２２日（水）
資料2-①-4

そう思う 38人 83人 137人

どちらかといえばそう思う 509人 1,095人 1,945人

どちからといえばそう思わない 278人 756人 1,095人

そう思わない 144人 344人 483人

わからない 168人 331人 562人

不自由さを感じている 34人 23人 83人

どちらかといえば不自由さを感じている 52人 76人 183人

どちらかといえば不自由さを感じていない 87人 143人 319人

不自由さを感じていない 176人 344人 634人

わからない 30人 3人 14人

小計 379人 589人 1,233人

不安を感じている 97人 172人 256人

どちらかといえば不安を感じている 281人 682人 897人

どちらかといえば不安を感じていない 388人 942人 1,406人

不安を感じていない 333人 745人 1,548人

わからない 38人 68人 115人

そう思う 183人 530人 858人

どちらかといえばそう思う 587人 1,389人 2,234人

どちらかといえばそう思わない 228人 440人 686人

そう思わない 115人 216人 380人

わからない 24人 34人 64人

そう思う 26人 58人 86人

どちらかといえばそう思う 196人 532人 846人

どちらかといえばそう思わない 295人 696人 1,050人

そう思わない 159人 327人 460人

わからない 461人 996人 1,780人

知っている（ある程度内容まで知っている） 16.6% 増加 16.4% ▲0.2% 13.7% ▲2.9% ▲2.7%

名称を見たり聞いたりしたことはある 533人 1,225人 1,854人

知らない 415人 957人 1,788人

ある 72人 173人 270人

どちらかといえばある 208人 493人 752人

どちからといえばない 274人 568人 955人

ない 470人 1,125人 1,811人

わからない 113人 250人 434人

地域で安全に暮らせていると思う割合 地域の防犯体制が整備され、安全に暮ら
せていると思いますか。

10　バリアフリーの推進 移動に関して不自由を感じる割合

【65歳以上の方、又は身体に障がいのあ
る方のみお答えください。】
買い物や通院などの移動に際し、不自由
さを感じていますか。

９　犯罪の防止と立ち直りの支援

▲5.4%▲5.9%

◎

15　地域の居場所づくり 気軽に立ち寄れる地域の居場所がある割
合

Ⅳ
　
生
き
が
い
を
感
じ
る
ま
ち
を
共
に
つ
く
る

12　健康づくり・介護予防の支援 自分が心身ともに健康であると感じている
割合 心身ともに健康であると感じていますか。

14　自殺防止に対する包括的な支援 １人で悩まずに困った時に相談できる窓
口等があることを知っている割合

11　居住環境の整備 自分が居住する住宅に関して不安を
感じている割合

ご自身が住んでいる住宅に不安を感じて
いますか。

気軽に立ち寄れる地域の居場所はありま
すか。

13　就労と生活困窮者への支援 就労支援、社会的自立の支援が充実し
ていると思う割合

高齢者・障がい者・ひとり親・生活困窮者
等を対象にした就労支援・社会的自立の
支援は充実していると思いますか。

１人で悩まず困ったときには相談できる窓
口等があることを知っていますか。

Ⅲ
　
安
全
と
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
を
共
に
つ
く
る

＋4.1%＋1.2%

◎◎
266人 21.6% ＋4.8%▲1.1%99人 16.8% ▲5.9%

547人 48.1% 増加 1,178人 45.2%

32.7% ▲0.5% 1,153人 27.3%

2,082人▲2.9%

×
86人 22.7% 減少

49.3%

◎

◎

222人 19.5% 増加 590人 22.6% ＋3.1% 932人 22.1%

770人 67.7% 増加 1,919人 73.6% ＋5.9%

378人 33.2% 減少

×◎

×

×◎
▲0.5%＋2.6%

◎ ×◎

3,092人 73.2% ▲0.4%＋5.5%

854人

◎

24.2% ▲1.3%

189人 427人 580人

× ×

◎

▲0.4%280人 24.6% 増加 666人 25.5% ＋0.9% 1,022人

◎ ××
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第5期市川市地域福祉計画　地域福祉を推進する主な取組・事業を実施した成果 ◎：目標達成　△：現状維持　×：目標未達成

回答者数 小計 割合 評価基準 回答者数 合計 割合 対基準年度 回答者数 合計 割合 対基準年度 対前年度

該当選択肢

R5(基準年度) R6

回答者数 1,137人
R6.1.9～1.22実施期間 実施期間 R7.5.15～5.28

2,609人回答者数
基本目標 施策の方向 成果指標 設問

R7

実施期間 R8.5.8～5.18

回答者数 4,222人

第１回　市川市社会福祉審議会

令和８年７月２２日（水）
資料2-①-4

そう思う 67人 243人 369人

どちらかといえばそう思う 529人 1,331人 2,089人

どちらかといえばそう思わない 236人 451人 761人

そう思わない 108人 197人 313人

わからない 197人 387人 690人

十分確保できている 67人 243人 33人

どちらかといえば確保できている 529人 1,331人 421人

どちらかといえば確保できていない 236人 451人 1,411人

確保できていない 108人 197人 834人

わからない 197人 387人 1,523人

十分確保できている 6人 19人 28人

どちらかといえば確保できている 120人 270人 561人

どちらかといえば確保できていない 340人 896人 1,181人

確保できていない 282人 578人 757人

わからない 389人 846人 1,695人

知っている 7.0% 増加 21.5% ＋14.5% 25.4% ＋18.4% ＋3.9%

一部知っている 105人 66人 107人

まったく知らない 149人 62人 75人

小計 273人 163人 244人

Ⅴ
地
域
福
祉
推
進
の
基
盤
を
共
に
つ
く
る

16　地域福祉に対する意識の啓発 他者の価値観の違いや存在を認め合えて
いると思う割合

他者の価値観の違いや存在を認め合えて
いると思いますか。

18　地域資源の有効活用 地域福祉活動の場が確保できていると思
う割合

地域福祉活動の場を確保できていると思
いますか。

19　情報共有・管理の充実 活動に必要な情報の取得方法、適切な
保管・管理方法を知っている割合

【地域福祉活動の担い手の方のみお答え
ください。】
地域福祉活動に必要な個人情報等の
取得方法、適切な保管・管理方法を知っ
ていますか。

17　地域福祉活動の担い手の確保と育成 地域福祉活動の担い手が確保できている
と思う割合

地域福祉活動※の担い手を確保できて
いると思いますか。
※地域福祉活動とは、地域住民が主体
となって、地域の多様な主体と連携しなが
ら、地域の困りごとを解決しようとする様々
な支え合い・助け合いの活動です。

596人 52.4% 増加 1,574人 60.3% ＋7.9% 2,458人 58.2% ▲2.1%＋5.8%

◎ ×◎
596人 52.4% 増加 1,574人 60.3% ＋7.9% 454人 10.8% ▲49.5%▲41.6%

◎ ××
126人 11.1% 増加 289人 11.1% ＋0.0% 589人 14.0% ＋2.9%＋2.9%

◎◎
62人

◎

△ ◎◎
19人 35人

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

①

地
域
福
祉
に
関
す
る
情
報
の
提
供

②

相
談
支
援
体
制
の
充
実

③

地
域
医
療
体
制
と
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
の
推
進

④

権
利
擁
護
と
見
守
り
体
制
の
充
実

⑤

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
虐
待
の
防
止

⑥

福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実

⑦

地
域
に
お
け
る
防
災
体
制
充
実
の
推
進

⑧

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
推
進
と
社
会
参
加

の
促
進

⑨

犯
罪
の
防
止
と
立
ち
直
り
の
支
援

⑩

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進

⑪

居
住
環
境
の
整
備

⑫

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
の
支
援

⑬

就
労
と
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援

⑭

自
殺
防
止
に
対
す
る
包
括
的
な
支
援

⑮

地
域
の
居
場
所
づ
く
り

⑯

地
域
福
祉
に
対
す
る
意
識
の
啓
発

⑰

地
域
福
祉
活
動
の
担
い
手
の
確
保
と
育
成

⑱

地
域
資
源
の
有
効
活
用

⑲

情
報
共
有
・
管
理
の
充
実

各 指 標 の 年 度 別 比 較 表

R5 R6 R7
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成果指標 ： 本市の地域福祉に関する情報を得られていると思う割合

設問 ： 地域における高齢者・障がい者・こども・生活困窮者支援等をはじめとする様々なサービスに関する情報を得られていると思いますか。

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 10人 1人 23人 0人 5人 0人 35人 2人 70人 0人 6人 5人 124人 5人 250人 0人 4人 7人 233人 11人 458人 2人 21人 17人 378人 23人 792人 2人 16人 9人 206人 9人 351人 1人 7人 27人 298人 14人 396人 1人 5人 23人 155人 21人 199人 0人 0人

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

1人 0人 1人 0人 2人 0人 4人 0人 0人 5人 0人 9人 0人 0人 7人 0人 9人 0人 0人 2人 13人 0人 21人 0人 0人 0人 9人 1人 4人 0人 0人 2人 12人 1人 12人 0人 0人 3人 13人 4人 21人
10% 0% 4% 0% 6% 0% 6% 0% 0% 4% 0% 4% 0% 0% 3% 0% 2% 0% 0% 12% 3% 0% 3% 0% 0% 0% 4% 11% 1% 0% 0% 7% 4% 7% 3% 0% 0% 13% 8% 19% 11%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

4人 0人 8人 0人 5人 0人 17人 1人 1人 42人 2人 84人 0人 3人 55人 1人 120人 0人 6人 5人 94人 7人 196人 0人 2人 2人 54人 1人 91人 1人 0人 4人 118人 2人 131人 0人 0人 11人 56人 4人 80人
40% 0% 35% 0% 14% 0% 24% 17% 20% 34% 40% 34% 0% 43% 24% 9% 26% 0% 29% 29% 25% 30% 25% 0% 13% 22% 26% 11% 26% 100% 0% 15% 40% 14% 33% 0% 0% 48% 36% 19% 40%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

1人 0人 2人 2人 14人 1人 20人 2人 1人 25人 0人 72人 3人 2人 57人 5人 169人 1人 4人 3人 131人 7人 290人 1人 6人 4人 72人 4人 127人 0人 4人 10人 91人 3人 155人 1人 3人 6人 40人 8人 56人
10% 0% 9% 40% 40% 50% 29% 33% 20% 20% 0% 29% 75% 29% 24% 45% 37% 50% 19% 18% 35% 30% 37% 50% 38% 44% 35% 44% 36% 0% 57% 37% 31% 21% 39% 100% 60% 26% 26% 38% 28%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

1人 0人 2人 0人 3人 1人 15人 2人 2人 24人 3人 40人 1人 2人 51人 4人 94人 1人 6人 5人 66人 7人 131人 1人 7人 3人 32人 2人 52人 0人 2人 9人 42人 3人 53人 0人 1人 2人 22人 4人 20人
10% 0% 9% 0% 9% 50% 21% 33% 40% 19% 60% 16% 25% 29% 22% 36% 21% 50% 29% 29% 17% 30% 17% 50% 44% 33% 16% 22% 15% 0% 29% 33% 14% 21% 13% 0% 20% 9% 14% 19% 10%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

3人 1人 10人 3人 11人 0人 14人 1人 1人 28人 0人 45人 0人 0人 63人 1人 66人 0人 5人 2人 74人 2人 154人 0人 1人 0人 39人 1人 77人 0人 1人 2人 35人 5人 45人 0人 1人 1人 24人 1人 22人
30% 100% 43% 60% 31% 0% 20% 17% 20% 23% 0% 18% 0% 0% 27% 9% 14% 0% 24% 12% 20% 9% 19% 0% 6% 0% 19% 11% 22% 0% 14% 7% 12% 36% 11% 0% 20% 4% 15% 5% 11%

※性別・障がいの有無から見た属性ごとの回答割合

１　地域福祉に関する情報の提供

年代
１９歳以下 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６４歳 ６５～７４歳 ７５歳以上

741人 398人732人 1,228人 583人39人 113人 388人

10人 24人 5人 35人 72人 255人 4人6人 129人
男 女女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

性別
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

240人 469人 23人 395人 815人 18人 215人 360人
女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

0人8人 325人 410人 6人 178人 220人
女 回答拒否・その他

障がいの有無

そ
う
思
う

2人 6人 14人 16人 36人

5人 9人 0人 7人 9人 0人1人 1人 0人 2人 4人 0人
4% 4% 0%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

41人
5% 5% 4% 2% 3% 2% 4% 10%

14人 27人

男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

14人 13人 0人 16人 25人15人 21人 0人 9人 5人 0人
3% 2% 0%10% 4% 0% 6% 6% 0% 4% 3% 0% 9% 11%4% 3% 0% 4% 1% 0%

149人 255人 151人
31% 20% 33% 25% 25% 26% 34%

12人 23人 129人 185人 304人
38%

4人 8人 0人 5人 17人 1人 43人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女

86人 0人 58人 121人
女

203人 2人 56人 92人
男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

40% 33% 0% 14% 24% 17% 33% 34% 0%
1人 122人 133人 0人 67人 84人6人 99人

38% 38%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

5人 37人 101人 238人 438人 211人

26% 26% 13% 38% 32% 0%24% 26% 26% 25% 25% 11%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

263人 110人
13% 33% 26% 33% 36% 36% 35% 28%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

26人 72人 3人 59人 174人 5人1人 2人 2人 14人 21人 2人 101人 158人 4人 46人 64人134人 297人 7人 76人 131人 4人
20% 28% 75% 25% 37% 22%10% 8% 40% 40% 29% 33% 31% 39% 67% 26% 29%34% 36% 39% 35% 36% 50%

91人 108人 48人
8% 19% 18% 22% 18% 16% 15%

3人 21人 70人 158人 217人
12%

1人 2人 0人 3人 16人 2人 26人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女

43人 1人 53人 98人
女

138人 8人 35人 54人
男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

10% 8% 0% 9% 22% 33% 20% 17% 25%
2人 51人 56人 1人 24人 24人7人 71人

13% 11%

わ
か
ら
な
い

17人 26人 74人 135人 233人 118人

16% 15% 25% 16% 14% 17%22% 21% 30% 18% 17% 44%

そ
う
思
わ
な
い

88人 48人
44% 23% 19% 18% 19% 20% 12% 12%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

29人 45人 0人 63人 67人 5人3人 11人 3人 11人 14人 1人 37人 50人 1人 25人 23人76人 156人 1人 39人 78人 1人
12% 17% 14% 10%19% 19% 6% 18% 22% 13%

回答
性     別 障がいの有無

男 女 回答拒否・その他 はい いいえ

11%22% 18% 0% 26% 14% 22%30% 46% 60% 31% 19% 17%

4%

どちらかといえばそう思う
454人 744人 10人 44人 1,164人

30% 28% 14%

そう思う
69人 87人 0人 13人 143人

5% 3% 0% 7%

24% 29%

39% 32% 33%

そう思わない
264人 431人 21人 49人 667人

17%

第５期市川市地域福祉計画　地域福祉を推進する主な取り組み・事業を実施した成果　属性別統計

19% 17% 17% 9% 18%

16% 30% 27% 17%

どちらかといえばそう思わない
457人 919人 27人 57人 1,346人

30% 35%

わからない
283人 444人 12人 17人 722人

第１回 市川市社会福祉審議会

令和８年７月２２日（水）
資料2-①-5
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成果指標 ： 福祉に関する相談が必要な場合にどこに相談すればいいかを知っている割合

設問 ： 高齢者・障がい者・こども・生活困窮者支援等をはじめとする様々なサービスに関する相談が必要な場合にどこに相談すればよいか知っていますか。

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 10人 1人 23人 0人 5人 0人 35人 2人 70人 0人 6人 5人 124人 5人 250人 0人 4人 7人 233人 11人 458人 2人 21人 17人 378人 23人 792人 2人 16人 9人 206人 9人 351人 1人 7人 27人 298人 14人 396人 1人 5人 23人 155人 21人 199人 0人 0人

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

1人 0人 1人 0人 4人 0人 4人 0人 0人 11人 0人 22人 0人 1人 20人 0人 33人 0人 0人 3人 25人 5人 66人 0人 0人 2人 18人 2人 27人 0人 0人 7人 33人 2人 57人 0人 0人 3人 23人 2人 34人
10% 0% 4% 0% 11% 0% 6% 0% 0% 9% 0% 9% 0% 14% 9% 0% 7% 0% 0% 18% 7% 22% 8% 0% 0% 22% 9% 22% 8% 0% 0% 26% 11% 14% 14% 0% 0% 13% 15% 10% 17%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

3人 0人 11人 2人 12人 1人 26人 2人 3人 47人 3人 129人 2人 4人 99人 7人 247人 2人 14人 9人 166人 10人 435人 1人 9人 6人 100人 3人 208人 1人 2人 14人 170人 9人 237人 1人 4人 16人 74人 15人 119人

30% 0% 48% 40% 34% 50% 37% 33% 60% 38% 60% 52% 50% 57% 42% 64% 54% 100% 67% 53% 44% 43% 55% 50% 56% 67% 49% 33% 59% 100% 29% 52% 57% 64% 60% 100% 80% 70% 48% 71% 60%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

6人 1人 11人 3人 19人 1人 40人 4人 2人 66人 2人 99人 2人 2人 114人 4人 178人 0人 7人 5人 187人 8人 291人 1人 7人 1人 88人 4人 116人 0人 5人 6人 95人 3人 102人 0人 1人 4人 58人 4人 46人
60% 100% 48% 60% 54% 50% 57% 67% 40% 53% 40% 40% 50% 29% 49% 36% 39% 0% 33% 29% 49% 35% 37% 50% 44% 11% 43% 44% 33% 0% 71% 22% 32% 21% 26% 0% 20% 17% 37% 19% 23%

※性別・障がいの有無から見た属性ごとの回答割合

43% 27% 38%

58% 52%

まったく知らない
653人 910人 30人 48人 1,545人

43% 35%

9%

一部知っている
723人 1,460人 40人 105人 2,118人

47% 56% 57%

知っている
151人 255人 0人 27人 379人

10% 10% 0% 15%

回答
性     別 障がいの有無

男 女 回答拒否・その他 はい いいえ

31%53% 40% 50% 48% 39% 30%60% 50% 60% 54% 57% 67% 26% 17% 35% 23%49% 37% 44% 41% 33% 63%
101人 105人 1人 62人 50人192人 299人 8人 89人 120人 5人68人 101人 2人 116人 182人 7人6人 12人 3人 19人 41人 4人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

112人
54% 57% 44% 42% 41% 37% 28% 28%

51% 61%

ま
っ

た
く
知
ら
な
い

21人 64人 171人 305人 499人 214人

49% 59% 38% 57% 60% 83%43% 54% 70% 44% 55% 56%

一
部
知
っ

て
い
る

207人

回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

30% 46% 40% 34% 38% 33% 39% 52% 50%
3人 184人 246人 5人 90人 134人16人 175人

女 回答拒否・その他 男 女
132人 2人 103人 254人

女
445人 10人 106人 211人

男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他

3人 11人 2人 12人 27人 2人 50人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

320人 435人 224人
41% 36% 47% 51% 51% 55% 59%

16人 41人 184人 373人 630人
56%

12% 14% 0% 15% 16%7% 9% 0% 9% 8% 0%9% 7% 0%10% 4% 0% 11% 6% 0%
40人 59人 0人 26人 36人28人 71人 0人 20人 29人 0人

男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

62人
5% 7% 9% 7% 8% 8% 13% 16%

49人 99人

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

女 回答拒否・その他

障がいの有無

知
っ

て
い
る

2人 8人 33人 54人 99人

11人 22人 0人 21人 33人 0人1人 1人 0人 4人 4人 0人
9% 9% 0%

女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男
0人8人 325人 410人 6人 178人 220人

男 女女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男
性別

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男
240人 469人 23人 395人 815人 18人 215人 360人10人 24人 5人 35人 72人 255人 4人6人 129人

第５期市川市地域福祉計画　地域福祉を推進する主な取り組み・事業を実施した成果　属性別統計

２　相談支援体制の充実

年代
１９歳以下 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６４歳 ６５～７４歳 ７５歳以上

741人 398人732人 1,228人 583人39人 113人 388人

2/20



成果指標 ： かかりつけ医、かかりつけ歯科医、かかりつけ薬局を持っている割合

設問 ： かかりつけ医・かかりつけ歯科医・かかりつけ薬局※を持っていますか。※かかりつけ医・かかりつけ歯科医・かかりつけ薬局とは、健康に関することを気軽に相談できる身近な医師・歯科医師・薬局です。

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 10人 1人 23人 0人 5人 0人 35人 2人 70人 0人 6人 5人 124人 5人 250人 0人 4人 7人 233人 11人 458人 2人 21人 17人 378人 23人 792人 2人 16人 9人 206人 9人 351人 1人 7人 27人 298人 14人 396人 1人 5人 23人 155人 21人 199人 0人 0人

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

3人 0人 9人 1人 3人 1人 14人 0人 0人 24人 1人 69人 0人 1人 58人 7人 119人 0人 3人 6人 98人 5人 187人 1人 2人 4人 65人 1人 92人 1人 0人 12人 112人 6人 138人 0人 1人 12人 90人 12人 114人

30% 0% 39% 20% 9% 50% 20% 0% 0% 19% 20% 28% 0% 14% 25% 64% 26% 0% 14% 35% 26% 22% 24% 50% 13% 44% 32% 11% 26% 100% 0% 44% 38% 43% 35% 0% 20% 52% 58% 57% 57%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

6人 1人 12人 1人 19人 1人 34人 5人 4人 63人 4人 148人 4人 6人 127人 4人 267人 2人 16人 8人 204人 15人 501人 0人 12人 4人 105人 8人 218人 0人 1人 15人 158人 6人 231人 1人 3人 10人 55人 9人 69人
60% 100% 52% 20% 54% 50% 49% 83% 80% 51% 80% 59% 100% 86% 55% 36% 58% 100% 76% 47% 54% 65% 63% 0% 75% 44% 51% 89% 62% 0% 14% 56% 53% 43% 58% 100% 60% 43% 35% 43% 35%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

1人 0人 2人 3人 13人 0人 22人 1人 1人 37人 0人 33人 0人 0人 48人 0人 72人 0人 2人 3人 76人 3人 104人 1人 2人 1人 36人 0人 41人 0人 6人 0人 28人 2人 27人 0人 1人 1人 10人 0人 16人
10% 0% 9% 60% 37% 0% 31% 17% 20% 30% 0% 13% 0% 0% 21% 0% 16% 0% 10% 18% 20% 13% 13% 50% 13% 11% 17% 0% 12% 0% 86% 0% 9% 14% 7% 0% 20% 4% 6% 0% 8%

※性別・障がいの有無から見た属性ごとの回答割合

23% 7% 14%

54% 56%

持っていない
255人 322人 16人 12人 581人

17% 12%

30%

一部持っている
784人 1,528人 45人 98人 2,259人

51% 58% 64%

すべて持っている
488人 775人 9人 70人 1,202人

32% 30% 13% 39%

回答
性     別 障がいの有無

男 女 回答拒否・その他 はい いいえ

9%29% 13% 0% 20% 15% 9%10% 8% 60% 37% 31% 17% 7% 17% 6% 7%20% 13% 17% 17% 11% 75%
28人 29人 1人 11人 16人79人 107人 3人 37人 41人 6人38人 33人 0人 48人 72人 2人1人 2人 3人 13人 22人 1人

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

27人
15% 32% 18% 17% 15% 14% 8% 7%

37% 35%

持
っ

て
い
な
い

6人 36人 71人 122人 189人 84人

51% 63% 13% 53% 58% 67%55% 58% 78% 54% 63% 67%

一
部
持
っ

て
い
る

58人

回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

60% 54% 20% 54% 49% 83% 52% 60% 100%
1人 173人 237人 4人 65人 78人18人 212人

女 回答拒否・その他 男 女
152人 4人 133人 271人

女
516人 12人 109人 226人

男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他

6人 13人 1人 19人 35人 5人 67人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

336人 414人 143人
51% 52% 57% 58% 60% 58% 56%

20人 59人 223人 422人 740人
36%

38% 35% 17% 57% 57%26% 24% 17% 32% 26% 13%25% 27% 13%30% 38% 20% 9% 21% 0%
124人 144人 1人 102人 126人104人 192人 3人 69人 93人 1人

男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

228人
33% 16% 24% 26% 24% 28% 36% 57%

163人 269人

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

女 回答拒否・その他

障がいの有無

す
べ
て
持
っ

て
い
る

13人 18人 94人 188人 299人

24人 70人 0人 59人 126人 3人3人 9人 1人 3人 15人 0人
19% 27% 0%

女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男
0人8人 325人 410人 6人 178人 220人

男 女女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男
性別

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男
240人 469人 23人 395人 815人 18人 215人 360人10人 24人 5人 35人 72人 255人 4人6人 129人

第５期市川市地域福祉計画　地域福祉を推進する主な取り組み・事業を実施した成果　属性別統計

３　地域医療体制と在宅医療・介護連携の推進

年代
１９歳以下 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６４歳 ６５～７４歳 ７５歳以上

741人 398人732人 1,228人 583人39人 113人 388人

3/20



成果指標 ： 成年後見制度を知っている割合

設問 ： 成年後見制度※を知っていますか。※成年後見制度とは、認知症・知的障がいその他の精神上の障がいよって物事を判断する能力が不十分な方の日常生活を法律的に支援する制度です。

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 10人 1人 23人 0人 5人 0人 35人 2人 70人 0人 6人 5人 124人 5人 250人 0人 4人 7人 233人 11人 458人 2人 21人 17人 378人 23人 792人 2人 16人 9人 206人 9人 351人 1人 7人 27人 298人 14人 396人 1人 5人 23人 155人 21人 199人 0人 0人

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

1人 0人 1人 2人 10人 2人 14人 1人 2人 43人 3人 74人 0人 3人 93人 5人 148人 2人 7人 7人 146人 9人 294人 1人 3人 4人 106人 5人 160人 1人 3人 13人 164人 8人 195人 0人 3人 10人 91人 13人 114人

10% 0% 4% 40% 29% 100% 20% 17% 40% 35% 60% 30% 0% 43% 40% 45% 32% 100% 33% 41% 39% 39% 37% 50% 19% 44% 51% 56% 46% 100% 43% 48% 55% 57% 49% 0% 60% 43% 59% 62% 57%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

3人 0人 5人 0人 13人 0人 36人 0人 2人 57人 2人 121人 3人 3人 105人 5人 251人 0人 10人 8人 188人 11人 431人 1人 10人 5人 76人 3人 173人 0人 4人 11人 115人 5人 186人 1人 2人 9人 59人 8人 76人
30% 0% 22% 0% 37% 0% 51% 0% 40% 46% 40% 48% 75% 43% 45% 45% 55% 0% 48% 47% 50% 48% 54% 50% 63% 56% 37% 33% 49% 0% 57% 41% 39% 36% 47% 100% 40% 39% 38% 38% 38%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

6人 1人 17人 3人 12人 0人 20人 5人 1人 24人 0人 55人 1人 1人 35人 1人 59人 0人 4人 2人 44人 3人 67人 0人 3人 0人 24人 1人 18人 0人 0人 3人 19人 1人 15人 0人 0人 4人 5人 0人 9人
60% 100% 74% 60% 34% 0% 29% 83% 20% 19% 0% 22% 25% 14% 15% 9% 13% 0% 19% 12% 12% 13% 8% 0% 19% 0% 12% 11% 5% 0% 0% 11% 6% 7% 4% 0% 0% 17% 3% 0% 5%

※性別・障がいの有無から見た属性ごとの回答割合

23% 10% 11%

41% 48%

知らない
180人 267人 16人 18人 445人

12% 10%

41%

名称を見たり聞いたりしたことはある
654人 1,313人 31人 74人 1,924人

43% 50% 44%

知っている（ある程度内容まで知っている）
693人 1,045人 23人 88人 1,673人

45% 40% 33% 49%

回答
性     別 障がいの有無

男 女 回答拒否・その他 はい いいえ

7%19% 22% 25% 15% 13% 17%60% 75% 60% 34% 28% 83% 4% 0% 5% 4%12% 9% 17% 11% 5% 0%
22人 16人 0人 9人 9人46人 70人 3人 24人 19人 0人25人 55人 1人 36人 60人 4人6人 18人 3人 12人 20人 5人

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

18人
69% 33% 21% 14% 10% 7% 5% 5%

38% 38%

知
ら
な
い

27人 37人 81人 100人 119人 43人

38% 49% 50% 39% 47% 50%45% 55% 43% 50% 54% 61%

名
称
を
見
た
り

聞
い
た
り
し
た
こ
と

は
あ
る

38人

回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

30% 21% 0% 37% 50% 0% 46% 48% 75%
4人 126人 191人 3人 68人 84人10人 196人

女 回答拒否・その他 男 女
123人 3人 108人 256人

女
442人 11人 81人 176人

男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他

3人 5人 0人 13人 36人 0人 59人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

261人 320人 152人
21% 43% 48% 51% 53% 45% 43%
8人 49人 185人 374人 649人

38%

54% 50% 50% 57% 58%39% 37% 22% 51% 46% 50%40% 33% 39%10% 4% 40% 29% 22% 17%
177人 203人 3人 101人 127人153人 303人 4人 110人 165人 4人

男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

228人
10% 24% 31% 35% 37% 48% 52% 57%

279人 383人

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

女 回答拒否・その他

障がいの有無

知
っ

て
い
る

（

あ
る
程
度
内
容
ま

で
知
っ

て
い
る
）

4人 27人 122人 258人 460人

45人 77人 0人 96人 153人 9人1人 1人 2人 10人 16人 1人
35% 30% 0%

女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男
0人8人 325人 410人 6人 178人 220人

男 女女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男
性別

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男
240人 469人 23人 395人 815人 18人 215人 360人10人 24人 5人 35人 72人 255人 4人6人 129人

第５期市川市地域福祉計画　地域福祉を推進する主な取り組み・事業を実施した成果　属性別統計

４　権利擁護と見守り体制の充実

年代
１９歳以下 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６４歳 ６５～７４歳 ７５歳以上

741人 398人732人 1,228人 583人39人 113人 388人

4/20



成果指標 ： 福祉サービスの質に満足している割合

設問 ： 【回答者自身又はご家族が保育園・高齢者福祉サービス・障害福祉サービス等を利用している方に伺います。】これらの福祉サービスの質に満足していますか。

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 0人 0人 9人 0人 3人 0人 9人 2人 20人 0人 2人 3人 60人 4人 127人 0人 1人 3人 109人 6人 204人 0人 11人 7人 139人 12人 357人 0人 4人 5人 88人 2人 172人 1人 4人 8人 116人 6人 190人 0人 1人 6人 42人 12人 57人 0人 0人

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

3人 0人 2人 0人 2人 0人 0人 15人 0人 44人 0人 0人 27人 0人 31人 0人 0人 27人 2人 46人 1人 2人 20人 0人 26人 0人 0人 0人 10人 1人 21人 0人 2人 7人 4人 10人
33% 0% 22% 0% 10% 0% 0% 25% 0% 35% 0% 0% 25% 0% 15% 0% 0% 19% 17% 13% 25% 40% 23% 0% 15% 0% 0% 0% 9% 17% 11% 0% 33% 17% 33% 18%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

4人 1人 6人 2人 12人 1人 0人 36人 3人 54人 0人 3人 63人 4人 123人 10人 5人 76人 7人 212人 0人 1人 49人 1人 99人 1人 1人 6人 85人 3人 137人 1人 4人 30人 4人 36人
44% 33% 67% 100% 60% 50% 0% 60% 75% 43% 0% 100% 58% 67% 60% 91% 71% 55% 58% 59% 0% 20% 56% 50% 58% 100% 25% 75% 73% 50% 72% 100% 67% 71% 33% 63%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 0人 0人 0人 1人 0人 0人 4人 0人 19人 0人 0人 9人 1人 25人 0人 1人 23人 2人 55人 3人 2人 8人 1人 34人 0人 1人 2人 10人 2人 23人 0人 0人 4人 3人 6人
0% 0% 0% 0% 5% 0% 0% 7% 0% 15% 0% 0% 8% 17% 12% 0% 14% 17% 17% 15% 75% 40% 9% 50% 20% 0% 25% 25% 9% 33% 12% 0% 0% 10% 25% 11%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 0人 0人 0人 2人 1人 1人 2人 1人 8人 1人 0人 2人 1人 8人 0人 1人 3人 1人 17人 0人 0人 2人 0人 3人 0人 0人 0人 1人 0人 3人 0人 0人 0人 1人 3人
0% 0% 0% 0% 10% 50% 33% 3% 25% 6% 100% 0% 2% 17% 4% 0% 14% 2% 8% 5% 0% 0% 2% 0% 2% 0% 0% 0% 1% 0% 2% 0% 0% 0% 8% 5%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

2人 2人 1人 0人 3人 0人 2人 3人 0人 2人 0人 0人 8人 0人 17人 1人 0人 10人 0人 27人 0人 0人 9人 0人 10人 0人 2人 0人 10人 0人 6人 0人 0人 1人 0人 2人
22% 67% 11% 0% 15% 0% 67% 5% 0% 2% 0% 0% 7% 0% 8% 9% 0% 7% 0% 8% 0% 0% 10% 0% 6% 0% 50% 0% 9% 0% 3% 0% 0% 2% 0% 4%

※性別・障がいの有無から見た属性ごとの回答割合

7% 6% 19% 3% 7%

4% 7% 8% 3%

どちらかといえば不満である
63人 172人 4人 14人 225人
11% 15%

わからない
44人 69人 5人 2人 116人

15% 18% 13%

不満である
12人 48人 2人 6人 56人

2%

17%

どちらかといえば満足している
364人 701人 15人 44人 1,036人

61% 59% 56%

満足している
112人 190人 1人 11人 292人

19% 16% 4% 14%

57% 60%

回答
性     別 障がいの有無

男 女 回答拒否・その他 はい いいえ

8%8% 2% 0% 7% 8% 9%22% 67% 11% 14% 0% 3% 0% 2% 3%7% 7% 0% 10% 6% 40%
10人 6人 0人 1人 2人10人 27人 0人 9人 10人 2人5人 2人 0人 8人 17人 1人2人 2人 1人 3人 0人

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

3人
33% 12% 4% 8% 7% 8% 5% 3%

0% 6%

わ
か
ら
な
い

4人 4人 7人 26人 37人 21人

2% 2% 0% 1% 2% 0%2% 4% 0% 3% 5% 0%

不
満
で
あ
る

16人

回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

0% 0% 0% 9% 50% 5% 7% 100%
0人 1人 3人 0人 0人 4人0人 4人

女 回答拒否・その他 男 女
9人 1人 2人 9人

女
18人 0人 2人 3人

男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他

0人 0人 0人 2人 1人 3人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

5人 4人 4人
0% 9% 7% 3% 4% 2% 1%

0人 3人 13人 11人 22人
3%

10% 13% 0% 8% 13%16% 15% 75% 11% 20% 20%6% 15% 0% 8% 12% 0%0% 0% 0% 5% 0%
12人 25人 0人 4人 9人24人 57人 3人 10人 35人 1人4人 19人 0人 9人 26人 0人0人 0人 0人 1人 0人

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

13人
0% 3% 12% 11% 16% 17% 12% 11%

71% 58%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

不
満
で
あ
る

0人 1人 23人 35人 84人 46人

54% 57% 40% 73% 71% 100%59% 60% 91% 55% 59% 0%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

満
足
し
て
い
る

37人

回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

44% 33% 67% 64% 50% 57% 44% 0%
2人 91人 140人 1人 34人 40人10人 81人

女 回答拒否・その他 男 女
57人 0人 66人 127人

女
219人 0人 50人 100人

男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他

4人 1人 6人 14人 1人 36人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

152人 232人 74人
42% 64% 48% 61% 58% 56% 72%
5人 21人 93人 203人 300人

63%

8% 11% 0% 19% 20%18% 13% 25% 24% 15% 0%24% 15% 0%33% 0% 22% 9% 0%
10人 22人 0人 9人 14人27人 48人 1人 22人 26人 0人

男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

23人
25% 12% 30% 17% 15% 18% 10% 20%

48人 32人

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

女 回答拒否・その他

障がいの有無

満
足
し
て
い
る

3人 4人 59人 58人 76人

15人 44人 0人 27人 31人 0人3人 0人 2人 2人 0人
24% 34% 0%

女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男
0人5人 124人 196人 1人 48人 69人

男 女女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男
性別

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男
112人 210人 11人 146人 369人 4人 93人 174人0人 9人 3人 9人 22人 131人 1人2人 63人

第５期市川市地域福祉計画　地域福祉を推進する主な取り組み・事業を実施した成果　属性別統計

５　福祉サービスの質の向上と虐待の防止

年代
１９歳以下 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６４歳 ６５～７４歳 ７５歳以上

321人 117人333人 519人 272人12人 33人 195人
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成果指標 ： コミュニティソーシャルワーカー（CSW）を知っている割合

設問 ： 地域の多様な主体や個人の地域福祉活動の支援を行う専門職であるコミュニティソーシャルワーカー（CSW）を知っていますか。

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 10人 1人 23人 0人 5人 0人 35人 2人 70人 0人 6人 5人 124人 5人 250人 0人 4人 7人 233人 11人 458人 2人 21人 17人 378人 23人 792人 2人 16人 9人 206人 9人 351人 1人 7人 27人 298人 14人 396人 1人 5人 23人 155人 21人 199人 0人 0人

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 0人 2人 0人 2人 1人 5人 0人 0人 14人 0人 25人 2人 0人 26人 2人 37人 0人 0人 5人 37人 0人 80人 1人 0人 1人 21人 1人 48人 0人 1人 4人 42人 2人 61人 0人 0人 3人 17人 3人 42人
0% 0% 9% 0% 6% 50% 7% 0% 0% 11% 0% 10% 50% 0% 11% 18% 8% 0% 0% 29% 10% 0% 10% 50% 0% 11% 10% 11% 14% 0% 14% 15% 14% 14% 15% 0% 0% 13% 11% 14% 21%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

2人 0人 2人 0人 13人 0人 24人 1人 3人 35人 1人 91人 0人 4人 78人 3人 185人 2人 7人 4人 149人 7人 287人 0人 6人 3人 80人 5人 124人 0人 2人 10人 115人 6人 165人 1人 2人 9人 70人 6人 76人
20% 0% 9% 0% 37% 0% 34% 17% 60% 28% 20% 36% 0% 57% 33% 27% 40% 100% 33% 24% 39% 30% 36% 0% 38% 33% 39% 56% 35% 0% 29% 37% 39% 43% 42% 100% 40% 39% 45% 29% 38%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

8人 1人 19人 5人 20人 1人 41人 5人 2人 75人 4人 134人 2人 3人 129人 6人 236人 0人 14人 8人 192人 16人 425人 1人 10人 5人 105人 3人 179人 1人 4人 13人 141人 6人 170人 0人 3人 11人 68人 12人 81人
80% 100% 83% 100% 57% 50% 59% 83% 40% 60% 80% 54% 50% 43% 55% 55% 52% 0% 67% 47% 51% 70% 54% 50% 63% 56% 51% 33% 51% 100% 57% 48% 47% 43% 43% 0% 60% 48% 44% 57% 41%

※性別・障がいの有無から見た属性ごとの回答割合

６　福祉コミュニティの充実

年代
１９歳以下 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６４歳 ６５～７４歳 ７５歳以上

741人 398人732人 1,228人 583人39人 113人 388人

10人 24人 5人 35人 72人 255人 4人6人 129人
男 女女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

性別
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

240人 469人 23人 395人 815人 18人 215人 360人
女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

0人8人 325人 410人 6人 178人 220人
女 回答拒否・その他

障がいの有無

知
っ

て
い
る

（

あ
る
程
度
内
容
ま

で
知
っ

て
い
る
）

2人 8人 41人 65人 123人

14人 25人 2人 26人 39人 0人0人 2人 0人 2人 6人 0人
11% 10% 50%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

65人
5% 7% 11% 9% 10% 12% 15% 16%

72人 109人

男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

46人 63人 0人 20人 45人42人 80人 1人 22人 49人 1人
11% 8% 0%0% 8% 0% 6% 8% 0% 14% 15% 0% 11% 20%11% 10% 6% 10% 14% 13%

214人 299人 161人
10% 34% 34% 38% 37% 37% 40%
4人 38人 130人 279人 453人

40%

2人 2人 0人 13人 24人 1人 38人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女

92人 0人 82人 188人
女

294人 6人 83人 129人
男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

20% 8% 0% 37% 33% 17% 29% 36% 0%
2人 125人 171人 3人 79人 82人9人 153人

44% 37%

知
ら
な
い

33人 67人 217人 388人 652人 297人

39% 36% 25% 38% 42% 50%34% 40% 39% 39% 36% 33%

名
称
を
見
た
り

聞
い
た
り
し
た
こ
と

は
あ
る

333人 172人
85% 59% 56% 53% 53% 51% 45% 43%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

77人 138人 2人 132人 242人 14人8人 20人 5人 20人 42人 5人 154人 176人 3人 79人 93人200人 441人 11人 110人 182人 5人
43% 50% 44% 42%51% 54% 61% 51% 51% 63%

回答
性     別 障がいの有無

男 女 回答拒否・その他 はい いいえ

47%60% 54% 50% 55% 52% 61%80% 83% 100% 57% 58% 83%

知っている（ある程度内容まで知ってい
172人 309人 4人 23人 462人

11% 12% 6% 13%
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64% 52% 51%

36% 37%

知らない
780人 1,334人 45人 93人 2,066人

51% 51%

11%

名称を見たり聞いたりしたことはある
575人 982人 21人 64人 1,514人

38% 37% 30%

6/20



成果指標 ： 地域での関係づくりなど、防災体制の整備に向けた地域活動が充実していると思う割合

設問 ： お住いの地域で平時における防災訓練を実施するなど、顔の見える関係づくりができていると思いますか。

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 10人 1人 23人 0人 5人 0人 35人 2人 70人 0人 6人 5人 124人 5人 250人 0人 4人 7人 233人 11人 458人 2人 21人 17人 378人 23人 792人 2人 16人 9人 206人 9人 351人 1人 7人 27人 298人 14人 396人 1人 5人 23人 155人 21人 199人 0人 0人

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 0人 0人 0人 0人 0人 1人 0人 0人 3人 0人 6人 0人 0人 4人 1人 13人 0人 0人 0人 7人 0人 10人 0人 0人 0人 11人 0人 5人 0人 0人 0人 14人 0人 17人 0人 0人 1人 14人 1人 10人
0% 0% 0% 0% 0% 0% 1% 0% 0% 2% 0% 2% 0% 0% 2% 9% 3% 0% 0% 0% 2% 0% 1% 0% 0% 0% 5% 0% 1% 0% 0% 0% 5% 0% 4% 0% 0% 4% 9% 5% 5%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

3人 0人 6人 0人 6人 0人 5人 1人 0人 18人 0人 31人 0人 2人 39人 3人 81人 0人 2人 6人 68人 7人 186人 0人 2人 0人 43人 4人 87人 0人 1人 6人 89人 1人 125人 0人 0人 5人 45人 3人 68人
30% 0% 26% 0% 17% 0% 7% 17% 0% 15% 0% 12% 0% 29% 17% 27% 18% 0% 10% 35% 18% 30% 23% 0% 13% 0% 21% 44% 25% 0% 14% 22% 30% 7% 32% 0% 0% 22% 29% 14% 34%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

2人 0人 3人 3人 9人 2人 17人 2人 1人 34人 4人 66人 0人 1人 69人 5人 140人 0人 4人 4人 122人 4人 239人 0人 3人 4人 58人 3人 129人 1人 1人 5人 103人 6人 123人 1人 0人 9人 49人 7人 65人
20% 0% 13% 60% 26% 100% 24% 33% 20% 27% 80% 26% 0% 14% 30% 45% 31% 0% 19% 24% 32% 17% 30% 0% 19% 44% 28% 33% 37% 100% 14% 19% 35% 43% 31% 100% 0% 39% 32% 33% 33%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

3人 0人 9人 1人 14人 0人 40人 2人 4人 57人 1人 115人 4人 4人 96人 2人 187人 2人 10人 5人 147人 9人 294人 1人 9人 5人 83人 2人 105人 0人 5人 13人 78人 5人 105人 0人 4人 4人 40人 9人 41人
30% 0% 39% 20% 40% 0% 57% 33% 80% 46% 20% 46% 100% 57% 41% 18% 41% 100% 48% 29% 39% 39% 37% 50% 56% 56% 40% 22% 30% 0% 71% 48% 26% 36% 27% 0% 80% 17% 26% 43% 21%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

2人 1人 5人 1人 6人 0人 7人 1人 0人 12人 0人 32人 0人 0人 25人 0人 37人 0人 5人 2人 34人 3人 63人 1人 2人 0人 11人 0人 25人 0人 0人 3人 14人 2人 26人 0人 1人 4人 7人 1人 15人
20% 100% 22% 20% 17% 0% 10% 17% 0% 10% 0% 13% 0% 0% 11% 0% 8% 0% 24% 12% 9% 13% 8% 50% 13% 0% 5% 0% 7% 0% 0% 11% 5% 14% 7% 0% 20% 17% 5% 5% 8%

※性別・障がいの有無から見た属性ごとの回答割合

７　地域における防災体制充実の推進

年代
１９歳以下 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６４歳 ６５～７４歳 ７５歳以上

741人 398人732人 1,228人 583人39人 113人 388人

10人 24人 5人 35人 72人 255人 4人6人 129人
男 女女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

性別
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

240人 469人 23人 395人 815人 18人 215人 360人
女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

0人8人 325人 410人 6人 178人 220人
女 回答拒否・その他

障がいの有無

そ
う
思
う

0人 1人 9人 18人 17人

3人 6人 0人 4人 14人 0人0人 0人 0人 0人 1人 0人
2% 2% 0%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

26人
0% 1% 2% 2% 1% 3% 4% 7%

16人 31人

男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

14人 17人 0人 15人 11人7人 10人 0人 11人 5人 0人
2% 3% 0%0% 0% 0% 0% 1% 0% 4% 4% 0% 8% 5%2% 1% 0% 5% 1% 0%

135人 221人 121人
23% 11% 13% 17% 22% 23% 30%
9人 12人 49人 127人 269人

30%

3人 6人 0人 6人 5人 1人 18人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女

31人 0人 41人 84人
女

193人 2人 43人 91人
男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

30% 25% 0% 17% 7% 17% 14% 12% 0%
1人 95人 126人 0人 50人 71人2人 74人

28% 32%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

8人 30人 105人 219人 372人 196人

20% 25% 13% 29% 31% 0%17% 18% 9% 19% 24% 11%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

238人 130人
21% 27% 27% 30% 30% 34% 32% 33%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

35人 70人 0人 70人 145人 4人2人 3人 3人 9人 19人 2人 108人 129人 1人 58人 72人126人 243人 3人 62人 132人 2人
27% 27% 0% 29% 31% 17%20% 13% 60% 26% 26% 33% 33% 31% 17% 33% 33%32% 30% 17% 29% 37% 25%

200人 205人 94人
33% 50% 47% 41% 38% 34% 28%

13人 56人 181人 301人 465人
24%

3人 9人 1人 14人 40人 2人 61人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女

116人 4人 100人 189人
女

303人 10人 88人 107人
男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

30% 38% 20% 40% 56% 33% 47% 45% 100%
5人 91人 110人 4人 44人 50人12人 152人

25% 23%

わ
か
ら
な
い

9人 14人 44人 67人 105人 36人

41% 30% 63% 28% 27% 67%42% 40% 52% 38% 37% 56%

そ
う
思
わ
な
い

46人 27人
23% 12% 11% 9% 9% 6% 6% 7%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

12人 32人 0人 25人 37人 5人2人 6人 1人 6人 7人 1人 17人 28人 1人 11人 16人36人 66人 3人 11人 25人 0人
7% 17% 6% 7%9% 8% 17% 5% 7% 0%

回答
性     別 障がいの有無

男 女 回答拒否・その他 はい いいえ

5%9% 13% 0% 10% 8% 22%20% 25% 20% 17% 10% 17%

3%

どちらかといえばそう思う
330人 607人 6人 37人 906人

22% 23% 9%

そう思う
54人 64人 0人 3人 115人

4% 2% 0% 2%

21% 22%

21% 32% 31%

そう思わない
553人 924人 38人 66人 1,449人

36%
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8% 8% 16% 9% 8%

35% 54% 37% 36%

どちらかといえばそう思わない
470人 813人 15人 57人 1,241人

31% 31%

わからない
120人 217人 11人 17人 331人
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成果指標 ： 地域活動等に参加している割合

設問 ： 以下の地域活動に参加していますか。（複数選択可） ※複数回答可のため、最大値の赤字表示はしておりません

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 10人 1人 23人 0人 5人 0人 35人 2人 70人 0人 6人 5人 124人 5人 250人 0人 4人 7人 233人 11人 458人 2人 21人 17人 378人 23人 792人 2人 16人 9人 206人 9人 351人 1人 7人 27人 298人 14人 396人 1人 5人 23人 155人 21人 199人 0人 0人

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

3人 0人 11人 3人 9人 0人 10人 2人 0人 47人 3人 92人 0人 3人 108人 5人 248人 2人 8人 7人 163人 11人 394人 0人 7人 6人 95人 4人 172人 1人 2人 14人 157人 5人 245人 1人 1人 11人 102人 16人 149人

30% 0% 48% 60% 26% 0% 14% 33% 0% 38% 60% 37% 0% 43% 46% 45% 54% 100% 38% 41% 43% 48% 50% 0% 44% 67% 46% 44% 49% 100% 29% 52% 53% 36% 62% 100% 20% 48% 66% 76% 75%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

3人 0人 3人 2人 3人 0人 6人 0人 0人 25人 1人 52人 0人 1人 61人 2人 132人 0人 6人 5人 108人 7人 280人 0人 7人 5人 75人 4人 141人 0人 1人 10人 128人 4人 182人 1人 1人 5人 81人 9人 117人

30% 0% 13% 40% 9% 0% 9% 0% 0% 20% 20% 21% 0% 14% 26% 18% 29% 0% 29% 29% 29% 30% 35% 0% 44% 56% 36% 44% 40% 0% 14% 37% 43% 29% 46% 100% 20% 22% 52% 43% 59%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 0人 0人 0人 0人 0人 1人 0人 0人 0人 1人 1人 0人 0人 5人 0人 5人 0人 0人 0人 3人 1人 15人 0人 0人 1人 2人 0人 7人 0人 0人 1人 14人 0人 29人 0人 0人 0人 6人 2人 18人
0% 0% 0% 0% 0% 0% 1% 0% 0% 0% 20% 0% 0% 0% 2% 0% 1% 0% 0% 0% 1% 4% 2% 0% 0% 11% 1% 0% 2% 0% 0% 4% 5% 0% 7% 0% 0% 0% 4% 10% 9%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 0人 5人 1人 2人 0人 1人 0人 0人 21人 1人 27人 0人 2人 53人 3人 138人 0人 3人 0人 36人 0人 66人 0人 1人 0人 5人 0人 4人 0人 0人 0人 8人 0人 9人 0人 0人 0人 1人 0人 1人
0% 0% 22% 20% 6% 0% 1% 0% 0% 17% 20% 11% 0% 29% 23% 27% 30% 0% 14% 0% 10% 0% 8% 0% 6% 0% 2% 0% 1% 0% 0% 0% 3% 0% 2% 0% 0% 0% 1% 0% 1%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 0人 0人 0人 2人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 4人 0人 0人 0人 2人 0人 4人 0人 0人 0人 1人 0人 2人 0人 0人 2人 15人 0人 28人 0人 0人 3人 20人 6人 35人
0% 0% 0% 0% 6% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 1% 0% 0% 0% 1% 0% 1% 0% 0% 0% 0% 0% 1% 0% 0% 7% 5% 0% 7% 0% 0% 13% 13% 29% 18%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

1人 0人 8人 1人 2人 0人 4人 1人 0人 13人 3人 38人 0人 2人 31人 1人 65人 2人 1人 2人 46人 4人 86人 0人 3人 0人 24人 0人 32人 1人 1人 1人 46人 0人 66人 0人 1人 1人 22人 5人 33人
10% 0% 35% 20% 6% 0% 6% 17% 0% 10% 60% 15% 0% 29% 13% 9% 14% 100% 5% 12% 12% 17% 11% 0% 19% 0% 12% 0% 9% 100% 14% 4% 15% 0% 17% 0% 20% 4% 14% 24% 17%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 0人 3人 1人 0人 0人 0人 0人 0人 1人 0人 3人 0人 0人 7人 0人 21人 0人 0人 1人 20人 2人 52人 0人 0人 0人 11人 0人 22人 0人 0人 3人 19人 1人 44人 0人 0人 2人 19人 2人 30人
0% 0% 13% 20% 0% 0% 0% 0% 0% 1% 0% 1% 0% 0% 3% 0% 5% 0% 0% 6% 5% 9% 7% 0% 0% 0% 5% 0% 6% 0% 0% 11% 6% 7% 11% 0% 0% 9% 12% 10% 15%

８　ボランティア・ＮＰＯ活動の推進と社会参加の促進

年代
１９歳以下 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６４歳 ６５～７４歳 ７５歳以上

男
741人 398人

性別
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

39人 113人 388人 732人 1,228人 583人

395人 815人 18人 215人 360人6人 129人 255人 4人 240人 469人
女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

10人 24人 5人 35人 72人
女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

278人
44% 19% 37% 51% 47% 48% 57% 70%

0人

障がいの有無

い
ず
れ
か
の
活
動
に

参
加
し
て
い
る
人
数

17人 21人 142人 374人 582人 280人 423人

8人 325人 410人 6人 178人 220人23人

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

30% 46% 60% 26% 14% 33%
171人 250人 2人 113人 165人170人 405人 7人 101人 176人 3人47人 95人 0人 111人 253人 10人3人 11人 3人 9人 10人 2人

53% 61% 33% 63% 75%43% 50% 39% 47% 49% 38%36% 37% 0% 46% 54% 43%

226人 326人 212人
21% 8% 20% 28% 33% 39% 44%自

治
（

町
）

会
の

活
動

8人 9人 78人 202人 407人

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

30% 13% 40% 9% 8% 0% 19% 21% 0%
113人 287人 7人 80人

男 女 回答拒否・その他

3人 3人 2人 3人 6人
女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

53%
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

1人 138人 186人 2人 86人 126人6人 145人0人 25人 53人 0人 62人 134人

地
区
社
会
福
祉
協
議

会
の
活
動

0人 1人 2人 10人 19人 10人

37% 40% 13%

0人 2人 0人 5人 5人 0人0人 0人 0人 0人 1人 0人

42% 45% 33%26% 29% 26% 29% 35% 39%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

44人 26人
0% 1% 1% 1% 2% 2% 6% 7%

48% 57%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

0% 0% 0% 0% 1% 0%
15人 29人 0人 6人 20人3人 16人 0人 3人 7人 0人

5% 7% 0% 3% 9%1% 2% 0% 1% 2% 0%0% 1% 0% 2% 1% 0%

9人 17人 2人
15% 3% 13% 27% 8% 2% 2%

P
T
A
・
子
ど
も
会

の
活
動

6人 3人 49人 199人 103人

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

0人 5人 1人 2人 1人
女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

1%
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

0% 21% 20% 6% 1% 0% 16% 11% 0%
0人 8人 9人 0人 1人 1人3人 36人 66人 1人 5人 4人0人 21人 28人 0人 55人 141人

45人 64人
0% 2% 0% 1% 0% 1% 6% 16%

1% 0%

高
齢
者
ク
ラ
ブ
・
サ

ロ
ン
の
活
動

0人 2人 0人 4人 6人 3人

2% 1% 0% 2% 2% 0%23% 30% 13% 9% 8% 6%

0人 0人 0人 2人 0人 0人
男 女 回答拒否・その他

17人 28人 0人
0%

男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

23人 41人2人 4人 0人 1人 2人 0人0人 0人 0人 0人 4人 0人
5% 7% 0% 13% 19%1% 0% 0% 1% 0%0% 0% 0% 0% 1% 0%0% 0% 0% 6% 0% 0%

男 女

6% 17%

33人

女 回答拒否・その他

22人0人 1人 3人 0人 7人

地
域
の
伝
統
行
事
や

祭
り

10人 7人 54人 102人

1人 8人 1人 2人 4人 1人
女 回答拒否・その他

10% 33% 20% 6%

15% 15%
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女

141人 58人 114人 61人
26% 6% 14% 14% 11% 10%

回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女回答拒否・その他 男
47人 66人 1人 23人 38人48人 90人 3人 24人 32人 2人13人 41人 0人 33人 66人 3人
14% 16% 17% 13% 17%12% 11% 17% 11% 9% 25%10% 16% 0% 14% 14% 13%

67人 53人
10% 0% 1% 4% 6% 6% 9%ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
団

体
・
N
P
O
団
体
に

参
画
し
て
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
活
動

4人 0人 4人 28人 75人

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

0人 3人 1人 0人 0人
女 回答拒否・その他 男 男

13%
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

0% 13% 20% 0% 0% 0% 1% 1% 0%
0人 22人 45人 0人 21人 32人0人 21人 54人 0人 11人21人

12% 15%5% 6% 0% 7% 11% 0%3% 4% 0% 5% 7% 0%
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成果指標 ： 地域活動等に参加している割合

設問 ： 以下の地域活動に参加していますか。（複数選択可）

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 0人 1人 0人 1人 0人 1人 1人 0人 2人 0人 12人 0人 1人 11人 0人 26人 0人 2人 1人 17人 2人 54人 0人 1人 0人 8人 0人 23人 0人 0人 3人 25人 0人 51人 0人 0人 1人 17人 4人 20人
0% 0% 4% 0% 3% 0% 1% 17% 0% 2% 0% 5% 0% 14% 5% 0% 6% 0% 10% 6% 4% 9% 7% 0% 6% 0% 4% 0% 7% 0% 0% 11% 8% 0% 13% 0% 0% 4% 11% 19% 10%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 0人 1人 0人 1人 0人 0人 1人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 2人 1人 1人 0人 0人 0人 3人 1人 14人 0人 0人 1人 4人 0人 4人 0人 0人 0人 6人 0人 10人 0人 0人 1人 4人 0人 1人
0% 0% 4% 0% 3% 0% 0% 17% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 1% 9% 0% 0% 0% 0% 1% 4% 2% 0% 0% 11% 2% 0% 1% 0% 0% 0% 2% 0% 3% 0% 0% 4% 3% 0% 1%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

7人 1人 12人 2人 26人 2人 60人 4人 5人 77人 2人 158人 4人 4人 125人 6人 210人 0人 13人 10人 215人 12人 398人 2人 9人 3人 111人 5人 179人 0人 5人 13人 141人 9人 151人 0人 4人 12人 53人 5人 50人
70% 100% 52% 40% 74% 100% 86% 67% 100% 62% 40% 63% 100% 57% 54% 55% 46% 0% 62% 59% 57% 52% 50% 100% 56% 33% 54% 56% 51% 0% 71% 48% 47% 64% 38% 0% 80% 52% 34% 24% 25%

※性別・障がいの有無から見た属性ごとの回答割合

回答
性     別 障がいの有無

男 女 回答拒否・その他 はい いいえ

510人 940人 18人 54人 1,414人
33% 36% 26%

いずれかの活動に参加している人数
725人 1,365人 27人 89人 2,028人

47% 52% 39% 49%

30% 35%

10% 7% 3% 9%

高齢者クラブ・サロンの活動
45人 79人 0人 11人 113人

0% 3% 3%

PTA・子ども会の活動
128人 255人 5人 6人 382人

8%

地区社会福祉協議会の活動
32人 80人 0人 6人

79人 42人
3% 3% 4% 5% 6% 5% 11% 11%

見
守
り
・
声
が
け
・

手
伝
い
な
ど
の
活
動

1人 3人 14人 40人 75人 31人

0人 1人 0人 1人 1人 1人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

28人 51人 0人 18人 24人18人 56人 1人 8人 23人 0人2人 12人 0人 12人 26人 2人
5% 7% 6% 4% 6% 0%2% 5% 0% 5% 6% 9%0% 4% 0% 3% 1% 17%

2% 2%
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女

3% 2% 0% 1% 1% 2%

８　ボランティア・ＮＰＯ活動の推進と社会参加の促進

そ
の
他

1人 2人 0人 4人 18人 9人 16人 6人

9% 12% 0% 10% 11%

1% 2%

回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

0人 1人 0人 1人 0人 1人

回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女
6人 10人 0人 5人 1人3人 15人 0人 5人 4人 0人0人 0人 0人 2人 2人 0人

0% 2% 1% 0%0% 0% 0% 1% 0% 0%

303人 318人 120人
56% 81% 63% 49% 53% 52% 43%

0% 4% 0% 3% 0% 17% 2% 2% 0% 3% 0%

い
ず
れ
に
も
参
加
し

て
い
な
い

22人 92人 246人 358人 646人

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

7人 13人 2人 26人 62人
女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

30%
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

70% 54% 40% 74% 86% 67% 64% 63% 100%
5人 154人 160人 4人 65人 55人13人 225人 410人 11人 114人 184人4人 82人 160人 4人 129人 216人

37% 25%

地域の伝統行事や祭り
191人 345人 11人 22人 525人

13%

53% 51% 63% 47% 39% 67%54% 46% 57% 57% 50% 61%

3% 3% 0% 6% 3%

106人
2% 3%

50%

自治（町）会の　活動

1% 6% 6%

見守り・声がけ・手伝いなどの活動
87人 194人 4人 12人

13% 16% 12% 13%
ボランティア団体・NPO団体に参画して
のボランティア活動

83人 180人 1人 11人 253人
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51% 50%

1%

いずれにも参加していない
802人 1,260人 43人 91人 2,014人

53% 48% 61%

その他
22人 33人 1人 4人 52人

1% 1% 1% 2%

273人
6% 7% 6% 7% 7%

5% 7%
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成果指標 ： 地域で安全に暮らせていると思う割合

設問 ： 地域の防犯体制が整備され、安全に暮らせていると思いますか。

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 10人 1人 23人 0人 5人 0人 35人 2人 70人 0人 6人 5人 124人 5人 250人 0人 4人 7人 233人 11人 458人 2人 21人 17人 378人 23人 792人 2人 16人 9人 206人 9人 351人 1人 7人 27人 298人 14人 396人 1人 5人 23人 155人 21人 199人 0人 0人

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

2人 0人 6人 0人 3人 0人 1人 0人 0人 7人 0人 11人 1人 0人 7人 0人 12人 0人 1人 1人 8人 2人 14人 0人 0人 1人 11人 0人 7人 0人 0人 1人 7人 0人 13人 0人 0人 1人 10人 0人 10人
20% 0% 26% 0% 9% 0% 1% 0% 0% 6% 0% 4% 25% 0% 3% 0% 3% 0% 5% 6% 2% 9% 2% 0% 0% 11% 5% 0% 2% 0% 0% 4% 2% 0% 3% 0% 0% 4% 6% 0% 5%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

5人 0人 12人 4人 20人 0人 38人 4人 3人 50人 2人 98人 0人 1人 98人 5人 214人 0人 8人 6人 167人 10人 372人 0人 4人 1人 99人 2人 155人 0人 1人 12人 156人 4人 184人 0人 1人 8人 83人 8人 110人

50% 0% 52% 80% 57% 0% 54% 67% 60% 40% 40% 39% 0% 14% 42% 45% 47% 0% 38% 35% 44% 43% 47% 0% 25% 11% 48% 22% 44% 0% 14% 44% 52% 29% 46% 0% 20% 35% 54% 38% 55%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 0人 2人 1人 6人 2人 18人 1人 1人 34人 1人 66人 1人 3人 72人 3人 108人 2人 5人 5人 101人 7人 200人 1人 3人 3人 53人 5人 94人 1人 3人 7人 74人 5人 115人 1人 2人 9人 33人 8人 39人
0% 0% 9% 20% 17% 100% 26% 17% 20% 27% 20% 26% 25% 43% 31% 27% 24% 100% 24% 29% 27% 30% 25% 50% 19% 33% 26% 56% 27% 100% 43% 26% 25% 36% 29% 100% 40% 39% 21% 38% 20%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

2人 0人 1人 0人 3人 0人 7人 1人 1人 14人 1人 37人 2人 2人 29人 2人 60人 0人 6人 5人 48人 2人 81人 0人 7人 3人 24人 2人 36人 0人 1人 5人 29人 1人 33人 0人 1人 1人 12人 4人 20人
20% 0% 4% 0% 9% 0% 10% 17% 20% 11% 20% 15% 50% 29% 12% 18% 13% 0% 29% 29% 13% 9% 10% 0% 44% 33% 12% 22% 10% 0% 14% 19% 10% 7% 8% 0% 20% 4% 8% 19% 10%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

1人 1人 2人 0人 3人 0人 6人 0人 0人 19人 1人 38人 0人 1人 27人 1人 64人 0人 1人 0人 54人 2人 125人 1人 2人 1人 19人 0人 59人 0人 2人 2人 32人 4人 51人 0人 1人 4人 17人 1人 20人
10% 100% 9% 0% 9% 0% 9% 0% 0% 15% 20% 15% 0% 14% 12% 9% 14% 0% 5% 0% 14% 9% 16% 50% 13% 11% 9% 0% 17% 0% 29% 7% 11% 29% 13% 0% 20% 17% 11% 5% 10%

※性別・障がいの有無から見た属性ごとの回答割合

９　犯罪の防止と立ち直りの支援

年代
１９歳以下 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６４歳 ６５～７４歳 ７５歳以上

741人 398人732人 1,228人 583人39人 113人 388人

10人 24人 5人 35人 72人 255人 4人6人 129人
男 女女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

性別
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

240人 469人
女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

0人8人 325人 410人 6人 178人 220人23人 395人 815人 18人 215人 360人
女 回答拒否・その他

障がいの有無

そ
う
思
う

8人 4人 19人 20人 25人 19人 21人

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

21人
21% 4% 5% 3% 2% 3% 3% 5%

男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

7人 11人 1人 7人 12人 1人2人 6人 0人 3人 1人 0人 8人 13人 0人 11人 10人9人 16人 0人 12人 7人 0人
5% 4% 25% 3% 3% 4%20% 25% 0% 9% 1% 0% 2% 3% 0% 6% 5%2% 2% 0% 6% 2% 0%

258人 357人 209人
54% 55% 39% 45% 46% 44% 48%

21人 62人 153人 326人 559人
53%

5人 12人 4人 20人 38人 4人 53人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女

100人 0人 99人 219人
女

382人 4人 100人 157人
男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

50% 50% 80% 57% 53% 67% 41% 39% 0%
1人 168人 188人 1人 91人 118人8人 173人

51% 54%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

3人 27人 103人 193人 317人 159人

47% 44% 13% 52% 46% 17%41% 47% 35% 44% 47% 22%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

204人 89人
8% 24% 27% 26% 26% 27% 28% 22%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

35人 67人 1人 75人 111人 7人0人 2人 1人 6人 20人 1人 81人 120人 3人 42人 47人106人 207人 4人 56人 99人 4人
27% 26% 25% 31% 24% 30%0% 8% 20% 17% 28% 17% 25% 29% 50% 24% 21%27% 25% 22% 26% 28% 50%

66人 69人 37人
8% 10% 14% 14% 12% 11% 9%

3人 11人 55人 99人 143人
9%

2人 1人 0人 3人 7人 1人 15人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女

38人 2人 31人 62人
女

83人 7人 27人 38人
男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

20% 4% 0% 9% 10% 17% 12% 15% 50%
1人 34人 34人 1人 13人 24人6人 53人

7% 11%

わ
か
ら
な
い

4人 9人 58人 94人 184人 81人

13% 11% 13% 10% 8% 17%13% 13% 26% 13% 10% 39%

そ
う
思
わ
な
い

90人 42人
10% 8% 15% 13% 15% 14% 12% 11%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

19人 39人 0人 28人 65人 1人1人 3人 0人 3人 6人 0人 34人 55人 1人 21人 21人54人 127人 3人 20人 59人 2人
13% 17% 12% 10%14% 16% 17% 9% 16% 25%

回答
性     別 障がいの有無

男 女 回答拒否・その他 はい いいえ

10%15% 15% 0% 12% 14% 4%10% 13% 0% 9% 8% 0%

3%

どちらかといえばそう思う
709人 1,214人 22人 62人 1,883人

46% 46% 31%

そう思う
59人 76人 2人 6人 131人

4% 3% 3% 3%

34% 47%

30% 36% 26%

そう思わない
178人 287人 18人 29人 454人

12%
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12% 14% 10% 11% 13%

11% 26% 16% 11%

どちらかといえばそう思わない
401人 673人 21人 64人 1,031人

26% 26%

わからない
180人 375人 7人 19人 543人
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成果指標 ： 移動に関して不自由を感じる割合

設問 ： 【65歳以上の方、又は身体に障がいのある方のみお答えください。】買い物や通院などの移動に際し、不自由さを感じていますか。

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 0人 1人 0人 0人 0人 0人 0人 2人 0人 0人 0人 5人 0人 5人 0人 0人 0人 7人 0人 11人 0人 2人 0人 17人 0人 23人 0人 2人 0人 9人 0人 9人 0人 1人 0人 27人 298人 14人 396人 1人 5人 23人 155人 21人 199人 0人 0人

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 0人 1人 0人 0人 3人 2人 4人 5人 1人 2人 1人 0人 6人 11人 1人 15人 0人 0人 2人 7人 8人 14人
0% 0% 20% 0% 0% 27% 100% 24% 22% 50% 22% 11% 0% 22% 4% 7% 4% 0% 0% 9% 5% 38% 7%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 1人 1人 3人 2人 2人 0人 2人 3人 0人 2人 3人 1人 7人 32人 1人 45人 1人 3人 8人 21人 7人 38人
0% 50% 20% 60% 29% 18% 0% 12% 13% 0% 22% 33% 100% 26% 11% 7% 11% 100% 60% 35% 14% 33% 19%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 1人 1人 1人 3人 3人 0人 4人 10人 1人 4人 3人 0人 3人 78人 2人 99人 0人 1人 6人 50人 2人 47人
0% 50% 20% 20% 43% 27% 0% 24% 43% 50% 44% 33% 0% 11% 26% 14% 25% 0% 20% 26% 32% 10% 24%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

1人 0人 1人 1人 2人 3人 0人 7人 5人 0人 1人 2人 0人 10人 175人 10人 232人 0人 1人 5人 77人 3人 98人
100% 0% 20% 20% 29% 27% 0% 41% 22% 0% 11% 22% 0% 37% 59% 71% 59% 0% 20% 22% 50% 14% 49%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 0人 1人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 1人 2人 0人 5人 0人 0人 2人 0人 1人 2人
0% 0% 20% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 4% 1% 0% 1% 0% 0% 9% 0% 5% 1%

※性別・障がいの有無から見た属性ごとの回答割合

10　バリアフリーの推進

年代
１９歳以下 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６４歳 ６５～７４歳 ７５歳以上

741人 398人20人 42人 19人1人 2人 10人

0人 1人 0人 0人 2人 5人 0人0人 5人
男 女女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

性別
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

7人 11人
女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

0人1人 325人 410人 6人 178人 220人2人 17人 23人 2人 9人 9人
女 回答拒否・その他

障がいの有無

不
自
由
さ
を
感
じ
て

い
る

0人 0人 1人 5人 10人 3人 33人

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

31人
0% 0% 10% 25% 24% 16% 4% 8%

男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

1人 0人 0人 3人 2人0人 0人 17人 16人 0人 9人 22人4人 5人 1人 2人 1人 0人
20% 0% 0% 27% 100%0% 0% 5% 4% 0% 5% 10%24% 22% 50% 22% 11% 0%

6人 89人 74人
0% 50% 40% 20% 12% 32% 12%

0人 1人 4人 4人 5人
19%

0人 1人 1人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女

3人 2人 2人
女

3人 0人 2人 3人
男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

0% 50% 20% 60%
1人 39人 46人 4人 29人 45人0人 2人

16% 20%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

不
自
由
さ
を
感
じ
て

い
な
い

0人 1人 2人 6人 15人 7人

22% 33% 100% 12% 11% 67%29% 18% 0% 12% 13% 0%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

不
自
由
さ
を
感
じ
て

い
る

183人 105人
0% 50% 20% 30% 36% 37% 25% 26%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

1人 1人 3人 3人 0人0人 1人 81人 101人 1人 56人 49人4人 10人 1人 4人 3人 0人
20% 20% 43% 27% 0%0% 50% 25% 25% 17% 31% 22%24% 43% 50% 44% 33% 0%

3人 428人 183人
100% 0% 20% 25% 29% 16% 58%
1人 0人 2人 5人 12人

46%

1人 0人 1人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女

1人 2人 3人
女

5人 0人 1人 2人
男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

100% 0% 20% 20%
0人 185人 242人 1人 82人 101人0人 7人

46% 46%

わ
か
ら
な
い

0人 0人 1人 0人 0人 0人

11% 22% 0% 57% 59% 17%29% 27% 0% 41% 22% 0%

不
自
由
さ
を
感
じ
て

い
な
い

8人 5人
0% 0% 10% 0% 0% 0% 1% 1%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

1人 0人 0人 0人 0人0人 0人 3人 5人 0人 2人 3人0人 0人 0人 0人 0人 0人
1% 0% 1% 1%0% 0% 0% 0% 0% 0%

回答
性     別 障がいの有無

男 女 回答拒否・その他 はい いいえ

1%20% 0% 0% 0% 0%0% 0%

4%

どちらかといえば不自由さを感じている
75人 103人 5人 44人 139人
14% 15% 45%

不自由さを感じている
33人 47人 3人 36人 47人

6% 7% 27% 20%

24% 13%

18% 24% 26%

不自由さを感じていない
278人 355人 1人 51人 583人

51%

第５期市川市地域福祉計画　地域福祉を推進する主な取り組み・事業を実施した成果　属性別統計

1% 1% 0% 3% 1%

52% 9% 28% 55%

どちらかといえば不自由さを感じていな
149人 168人 2人 44人 275人

28% 25%

わからない
6人 8人 0人 5人 9人
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成果指標 ： 自分が居住する住宅に関して不安を感じている割合

設問 ： ご自身が住んでいる住宅に不安を感じていますか。

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 10人 1人 23人 0人 5人 0人 35人 2人 70人 0人 6人 5人 124人 5人 250人 0人 4人 7人 233人 11人 458人 2人 21人 17人 378人 23人 792人 2人 16人 9人 206人 9人 351人 1人 7人 27人 298人 14人 396人 1人 5人 23人 155人 21人 199人 0人 0人

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

1人 0人 0人 0人 1人 0人 6人 0人 0人 7人 0人 19人 0人 0人 20人 1人 37人 0人 4人 7人 21人 3人 52人 0人 2人 1人 6人 2人 19人 0人 1人 3人 7人 1人 18人 0人 0人 1人 5人 2人 9人
10% 0% 0% 0% 3% 0% 9% 0% 0% 6% 0% 8% 0% 0% 9% 9% 8% 0% 19% 41% 6% 13% 7% 0% 13% 11% 3% 22% 5% 0% 14% 11% 2% 7% 5% 0% 0% 4% 3% 10% 5%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 0人 1人 2人 5人 1人 10人 1人 0人 26人 1人 52人 3人 1人 40人 6人 102人 2人 6人 4人 69人 7人 182人 2人 4人 2人 35人 2人 83人 0人 2人 8人 58人 4人 94人 1人 1人 4人 23人 8人 45人
0% 0% 4% 40% 14% 50% 14% 17% 0% 21% 20% 21% 75% 14% 17% 55% 22% 100% 29% 24% 18% 30% 23% 100% 25% 22% 17% 22% 24% 0% 29% 30% 19% 29% 24% 100% 20% 17% 15% 38% 23%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

3人 0人 7人 0人 12人 0人 26人 3人 3人 38人 1人 84人 0人 4人 77人 2人 160人 0人 6人 5人 113人 6人 268人 0人 3人 4人 82人 2人 117人 1人 2人 8人 101人 1人 125人 0人 2人 10人 54人 7人 69人
30% 0% 30% 0% 34% 0% 37% 50% 60% 31% 20% 34% 0% 57% 33% 18% 35% 0% 29% 29% 30% 26% 34% 0% 19% 44% 40% 22% 33% 100% 29% 30% 34% 7% 32% 0% 40% 43% 35% 33% 35%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

6人 1人 15人 3人 15人 1人 28人 2人 2人 50人 3人 83人 1人 2人 88人 2人 142人 0人 4人 1人 165人 7人 264人 0人 5人 2人 80人 3人 122人 0人 0人 8人 127人 8人 150人 0人 2人 6人 72人 4人 74人
60% 100% 65% 60% 43% 50% 40% 33% 40% 40% 60% 33% 25% 29% 38% 18% 31% 0% 19% 6% 44% 30% 33% 0% 31% 22% 39% 33% 35% 0% 0% 30% 43% 57% 38% 0% 40% 26% 46% 19% 37%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 0人 0人 0人 2人 0人 0人 0人 0人 3人 0人 12人 0人 0人 8人 0人 17人 0人 1人 0人 10人 0人 26人 0人 2人 0人 3人 0人 10人 0人 2人 0人 5人 0人 9人 0人 0人 2人 1人 0人 2人
0% 0% 0% 0% 6% 0% 0% 0% 0% 2% 0% 5% 0% 0% 3% 0% 4% 0% 5% 0% 3% 0% 3% 0% 13% 0% 1% 0% 3% 0% 29% 0% 2% 0% 2% 0% 0% 9% 1% 0% 1%

※性別・障がいの有無から見た属性ごとの回答割合

11　居住環境の整備

年代
１９歳以下 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６４歳 ６５～７４歳 ７５歳以上

741人 398人732人 1,228人 583人39人 113人 388人

10人 24人 5人 35人 72人 255人 4人6人 129人
男 女女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

性別
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

240人 469人
女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

0人8人 325人 410人 6人 178人 220人23人 395人 815人 18人 215人 360人
女 回答拒否・その他

障がいの有無

不
安
を
感
じ
て
い
る

1人 7人 26人 62人 85人 29人 29人

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

17人
3% 6% 7% 8% 7% 5% 4% 4%

男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

7人 19人 0人 20人 38人 4人1人 0人 0人 1人 6人 0人 10人 19人 0人 6人 11人28人 55人 2人 7人 21人 1人
5% 7% 0% 8% 8% 17%10% 0% 0% 3% 8% 0% 3% 5% 0% 3% 5%7% 7% 11% 3% 6% 13%

124人 166人 80人
8% 15% 21% 21% 22% 21% 22%

3人 17人 82人 157人 268人
20%

0人 1人 2人 5人 11人 1人 26人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女

53人 3人 41人 108人
女

189人 6人 37人 85人
男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

0% 4% 40% 14% 15% 17% 20% 21% 75%
2人 66人 98人 2人 27人 53人8人 73人

15% 24%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

不
安
を
感
じ
て
い
な

い

10人 41人 126人 249人 395人 208人

17% 24% 25% 20% 24% 33%17% 23% 35% 18% 23% 33%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

不
安
を
感
じ
て
い
る

237人 140人
26% 36% 32% 34% 32% 36% 32% 35%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

41人 85人 0人 81人 162人 6人3人 7人 0人 12人 26人 3人 109人 126人 2人 64人 76人118人 274人 3人 86人 119人 3人
32% 33% 0% 34% 35% 26%30% 29% 0% 34% 36% 50% 34% 31% 33% 36% 35%30% 34% 17% 40% 33% 38%

207人 295人 156人
64% 41% 36% 33% 36% 36% 40%

25人 46人 139人 238人 442人
39%

6人 16人 3人 15人 29人 2人 52人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女

86人 1人 90人 144人
女

271人 5人 82人 125人
男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

60% 67% 60% 43% 40% 33% 40% 34% 25%
0人 135人 158人 2人 78人 78人4人 166人

44% 35%

わ
か
ら
な
い

0人 2人 15人 26人 38人 15人

38% 35% 0% 42% 39% 33%38% 31% 17% 42% 33% 28%

不
安
を
感
じ
て
い
な

い

14人 5人
0% 2% 4% 4% 3% 3% 2% 1%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

3人 12人 0人 8人 17人 1人0人 0人 0人 2人 0人 0人 5人 9人 0人 3人 2人10人 26人 2人 3人 10人 2人
2% 0% 2% 1%3% 3% 11% 1% 3% 25%

回答
性     別 障がいの有無

男 女 回答拒否・その他 はい いいえ

2%2% 5% 0% 3% 4% 4%0% 0% 0% 6% 0% 0%

6%

どちらかといえば不安を感じている
275人 598人 24人 53人 844人

18% 23% 34%

不安を感じている
80人 169人 7人 21人 235人

5% 6% 10% 12%

29% 21%

24% 30% 33%

不安を感じていない
624人 907人 17人 50人 1,498人

41%

第５期市川市地域福祉計画　地域福祉を推進する主な取り組み・事業を実施した成果　属性別統計

2% 3% 7% 1% 3%

35% 24% 28% 37%

どちらかといえば不安を感じていない
514人 875人 17人 54人 1,352人

34% 33%

わからない
34人 76人 5人 2人 113人
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成果指標 ： 自分が心身ともに健康であると感じている割合

設問 ： 心身ともに健康であると感じていますか。

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 10人 1人 23人 0人 5人 0人 35人 2人 70人 0人 6人 5人 124人 5人 250人 0人 4人 7人 233人 11人 458人 2人 21人 17人 378人 23人 792人 2人 16人 9人 206人 9人 351人 1人 7人 27人 298人 14人 396人 1人 5人 23人 155人 21人 199人 0人 0人

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

3人 0人 10人 2人 11人 0人 23人 2人 0人 30人 0人 77人 0人 0人 61人 0人 104人 0人 1人 2人 82人 0人 150人 0人 2人 0人 38人 0人 49人 0人 0人 2人 58人 0人 77人 0人 0人 1人 32人 1人 40人
30% 0% 43% 40% 31% 0% 33% 33% 0% 24% 0% 31% 0% 0% 26% 0% 23% 0% 5% 12% 22% 0% 19% 0% 13% 0% 18% 0% 14% 0% 0% 7% 19% 0% 19% 0% 0% 4% 21% 5% 20%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

2人 0人 12人 1人 17人 0人 29人 2人 0人 69人 0人 122人 2人 1人 105人 3人 240人 0人 11人 1人 194人 6人 432人 0人 9人 1人 122人 4人 218人 0人 4人 7人 168人 8人 225人 0人 3人 5人 84人 9人 118人

20% 0% 52% 20% 49% 0% 41% 33% 0% 56% 0% 49% 50% 14% 45% 27% 52% 0% 52% 6% 51% 26% 55% 0% 56% 11% 59% 44% 62% 0% 57% 26% 56% 57% 57% 0% 60% 22% 54% 43% 59%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

2人 0人 1人 1人 4人 2人 8人 2人 2人 14人 1人 31人 2人 4人 35人 7人 73人 1人 8人 3人 75人 8人 133人 2人 3人 1人 26人 5人 47人 0人 2人 4人 48人 3人 62人 1人 0人 8人 28人 4人 25人
20% 0% 4% 20% 11% 100% 11% 33% 40% 11% 20% 12% 50% 57% 15% 64% 16% 50% 38% 18% 20% 35% 17% 100% 19% 11% 13% 56% 13% 0% 29% 15% 16% 21% 16% 100% 0% 35% 18% 19% 13%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

2人 0人 0人 1人 2人 0人 9人 0人 3人 8人 4人 17人 0人 2人 25人 1人 31人 1人 1人 10人 23人 9人 68人 0人 2人 6人 16人 0人 31人 1人 0人 14人 21人 3人 30人 0人 2人 7人 11人 7人 12人
20% 0% 0% 20% 6% 0% 13% 0% 60% 6% 80% 7% 0% 29% 11% 9% 7% 50% 5% 59% 6% 39% 9% 0% 13% 67% 8% 0% 9% 100% 0% 52% 7% 21% 8% 0% 40% 30% 7% 33% 6%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

1人 1人 0人 0人 1人 0人 1人 0人 0人 3人 0人 3人 0人 0人 7人 0人 10人 0人 0人 1人 4人 0人 9人 0人 0人 1人 4人 0人 6人 0人 1人 0人 3人 0人 2人 0人 0人 2人 0人 0人 4人
10% 100% 0% 0% 3% 0% 1% 0% 0% 2% 0% 1% 0% 0% 3% 0% 2% 0% 0% 6% 1% 0% 1% 0% 0% 11% 2% 0% 2% 0% 14% 0% 1% 0% 1% 0% 0% 9% 0% 0% 2%

※性別・障がいの有無から見た属性ごとの回答割合

12　健康づくり・介護予防の支援

年代
１９歳以下 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６４歳 ６５～７４歳 ７５歳以上

741人 398人732人 1,228人 583人39人 113人 388人

10人 24人 5人 35人 72人 255人 4人6人 129人
男 女女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

性別
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

240人 469人
女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

0人8人 325人 410人 6人 178人 220人23人 395人 815人 18人 215人 360人
女 回答拒否・その他

障がいの有無

そ
う
思
う

15人 36人 107人 166人 236人 87人 137人

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

74人
38% 32% 28% 23% 19% 15% 18% 19%

男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

30人 77人 0人 61人 104人 1人3人 10人 2人 11人 23人 2人 60人 77人 0人 33人 41人84人 150人 2人 38人 49人 0人
23% 30% 0% 25% 22% 4%30% 42% 40% 31% 32% 33% 18% 19% 0% 19% 19%21% 18% 11% 18% 14% 0%

349人 411人 216人
38% 42% 50% 49% 52% 60% 55%

15人 48人 193人 360人 642人
54%

2人 12人 1人 17人 29人 2人 69人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女

122人 2人 106人 243人
女

438人 9人 123人 222人
男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

20% 50% 20% 49% 40% 33% 53% 48% 50%
4人 175人 233人 3人 89人 127人11人 195人

50% 58%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

4人 16人 50人 128人 224人 81人

57% 62% 50% 54% 57% 50%44% 52% 48% 49% 54% 50%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

118人 65人
10% 14% 13% 17% 18% 14% 16% 16%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

16人 32人 2人 39人 80人 9人2人 1人 1人 4人 10人 2人 52人 65人 1人 36人 29人78人 141人 5人 27人 52人 2人
12% 13% 50% 16% 17% 39%20% 4% 20% 11% 14% 33% 16% 16% 17% 20% 13%20% 17% 28% 13% 14% 25%

54人 70人 37人
8% 10% 8% 8% 9% 9% 9%

3人 11人 32人 61人 112人
9%

2人 0人 1人 2人 9人 0人 11人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女

21人 0人 27人 32人
女

77人 2人 22人 31人
男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

20% 0% 20% 6% 13% 0% 9% 8% 0%
1人 35人 33人 2人 18人 19人2人 33人

10% 9%

わ
か
ら
な
い

2人 2人 6人 17人 14人 12人

10% 9% 13% 11% 8% 33%11% 7% 9% 8% 9% 11%

そ
う
思
わ
な
い

5人 6人
5% 2% 2% 2% 1% 2% 1% 2%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

3人 3人 0人 7人 10人 0人1人 1人 0人 1人 1人 0人 3人 2人 0人 2人 4人5人 9人 0人 5人 6人 1人
0% 0% 1% 2%1% 1% 0% 2% 2% 13%

回答
性     別 障がいの有無

男 女 回答拒否・その他 はい いいえ

1%2% 1% 0% 3% 2% 0%10% 4% 0% 3% 1% 0%

21%

どちらかといえばそう思う
776人 1,426人 32人 45人 2,189人

51% 54% 46%

そう思う
320人 531人 7人 6人 852人

21% 20% 10% 3%

25% 54%

31% 31% 16%

そう思わない
150人 222人 8人 68人 312人

10%
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2% 1% 1% 3% 1%

8% 11% 38% 8%

どちらかといえばそう思わない
254人 410人 22人 56人 630人

17% 16%

わからない
27人 36人 1人 5人 59人
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成果指標 ： 就労支援、社会的自立の支援が充実していると思う割合

設問 ： 高齢者・障がい者・ひとり親・生活困窮者等を対象にした就労支援・社会的自立の支援は充実していると思いますか。

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 10人 1人 23人 0人 5人 0人 35人 2人 70人 0人 6人 5人 124人 5人 250人 0人 4人 7人 233人 11人 458人 2人 21人 17人 378人 23人 792人 2人 16人 9人 206人 9人 351人 1人 7人 27人 298人 14人 396人 1人 5人 23人 155人 21人 199人 0人 0人

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

2人 0人 1人 0人 4人 0人 3人 0人 0人 5人 0人 7人 0人 0人 5人 0人 11人 0人 0人 1人 10人 1人 10人 0人 1人 0人 3人 0人 2人 0人 0人 0人 3人 0人 8人 0人 1人 0人 4人 0人 4人
20% 0% 4% 0% 11% 0% 4% 0% 0% 4% 0% 3% 0% 0% 2% 0% 2% 0% 0% 6% 3% 4% 1% 0% 6% 0% 1% 0% 1% 0% 0% 0% 1% 0% 2% 0% 20% 0% 3% 0% 2%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

3人 0人 10人 0人 10人 1人 16人 1人 1人 30人 0人 39人 0人 2人 45人 0人 88人 0人 2人 4人 73人 4人 155人 0人 1人 1人 52人 1人 57人 0人 0人 3人 70人 4人 74人 0人 1人 6人 39人 3人 50人
30% 0% 43% 0% 29% 50% 23% 17% 20% 24% 0% 16% 0% 29% 19% 0% 19% 0% 10% 24% 19% 17% 20% 0% 6% 11% 25% 11% 16% 0% 0% 11% 23% 29% 19% 0% 20% 26% 25% 14% 25%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

2人 0人 3人 3人 4人 0人 15人 2人 1人 25人 3人 44人 0人 0人 36人 3人 111人 0人 4人 4人 116人 11人 201人 1人 4人 1人 51人 2人 77人 0人 1人 9人 90人 3人 114人 1人 1人 7人 40人 7人 53人
20% 0% 13% 60% 11% 0% 21% 33% 20% 20% 60% 18% 0% 0% 15% 27% 24% 0% 19% 24% 31% 48% 25% 50% 25% 11% 25% 22% 22% 0% 14% 33% 30% 21% 29% 100% 20% 30% 26% 33% 27%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

1人 1人 1人 0人 2人 1人 6人 1人 1人 9人 2人 21人 2人 4人 25人 4人 42人 2人 4人 5人 41人 5人 91人 1人 3人 6人 16人 3人 37人 0人 2人 9人 36人 2人 34人 0人 1人 1人 11人 5人 22人
10% 100% 4% 0% 6% 50% 9% 17% 20% 7% 40% 8% 50% 57% 11% 36% 9% 100% 19% 29% 11% 22% 11% 50% 19% 67% 8% 33% 11% 0% 29% 33% 12% 14% 9% 0% 20% 4% 7% 24% 11%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

2人 0人 8人 2人 15人 0人 30人 2人 2人 55人 0人 139人 2人 1人 122人 4人 206人 0人 11人 3人 138人 2人 335人 0人 7人 1人 84人 3人 178人 1人 4人 6人 99人 5人 166人 0人 1人 9人 61人 6人 70人
20% 0% 35% 40% 43% 0% 43% 33% 40% 44% 0% 56% 50% 14% 52% 36% 45% 0% 52% 18% 37% 9% 42% 0% 44% 11% 41% 33% 51% 100% 57% 22% 33% 36% 42% 0% 20% 39% 39% 29% 35%

※性別・障がいの有無から見た属性ごとの回答割合

13　就労と生活困窮者への支援

年代
１９歳以下 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６４歳 ６５～７４歳 ７５歳以上

741人 398人732人 1,228人 583人39人 113人 388人

10人 24人 5人 35人 72人 255人 4人6人 129人
男 女女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

性別
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

240人 469人
女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

0人8人 325人 410人 6人 178人 220人23人 395人 815人 18人 215人 360人
女 回答拒否・その他

障がいの有無

そ
う
思
う

3人 7人 12人 16人 23人 5人 12人

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

8人
8% 6% 3% 2% 2% 1% 2% 2%

男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

5人 7人 0人 5人 11人 0人2人 1人 0人 4人 3人 0人 3人 8人 1人 4人 4人11人 11人 1人 3人 2人 0人
4% 3% 0% 2% 2% 0%20% 4% 0% 11% 4% 0% 1% 2% 17% 2% 2%3% 1% 6% 1% 1% 0%

111人 152人 98人
33% 25% 18% 19% 19% 19% 21%

13人 28人 70人 137人 237人
25%

3人 10人 0人 10人 17人 1人 31人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女

39人 0人 47人 88人
女

159人 1人 53人 58人
男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

30% 42% 0% 29% 24% 17% 24% 15% 0%
0人 73人 78人 1人 45人 53人2人 77人

25% 24%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

8人 21人 73人 154人 337人 132人

25% 16% 0% 22% 19% 17%20% 19% 9% 19% 20% 6%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

218人 107人
21% 19% 19% 21% 27% 23% 29% 27%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

26人 47人 0人 36人 114人 4人2人 3人 3人 4人 15人 2人 99人 117人 2人 47人 60人120人 212人 5人 52人 79人 1人
20% 18% 0% 15% 24% 17%20% 13% 60% 11% 21% 33% 30% 29% 33% 26% 27%30% 26% 28% 24% 22% 13%

64人 82人 39人
8% 9% 9% 11% 12% 11% 11%

3人 10人 35人 81人 146人
10%

1人 2人 0人 2人 7人 1人 10人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女

23人 2人 29人 46人
女

96人 4人 22人 40人
男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

10% 8% 0% 6% 10% 17% 8% 9% 50%
2人 45人 36人 1人 12人 27人6人 46人

7% 12%

わ
か
ら
な
い

12人 47人 198人 344人 485人 271人

10% 11% 25% 14% 9% 17%12% 10% 26% 12% 12% 22%

そ
う
思
わ
な
い

277人 146人
31% 42% 51% 47% 39% 46% 37% 37%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

57人 139人 2人 123人 210人 11人2人 8人 2人 15人 30人 2人 105人 171人 1人 70人 76人141人 337人 7人 85人 181人 5人
42% 17% 39% 35%36% 41% 39% 40% 50% 63%

回答
性     別 障がいの有無

男 女 回答拒否・その他 はい いいえ

32%44% 55% 50% 51% 45% 48%20% 33% 40% 43% 42% 33%

2%

どちらかといえばそう思う
339人 502人 5人 30人 816人

22% 19% 7%

そう思う
37人 47人 2人 2人 84人

2% 2% 3% 1%

17% 20%

24% 29% 25%

そう思わない
167人 277人 16人 52人 408人

11%
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39% 44% 43% 24% 43%

11% 23% 29% 10%

どちらかといえばそう思わない
386人 647人 17人 53人 997人

25% 25%

わからない
598人 1,152人 30人 43人 1,737人

14/20



成果指標 ： １人で悩まずに困った時に相談できる窓口等があることを知っている割合

設問 ： １人で悩まず困ったときには相談できる窓口等があることを知っていますか。

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 10人 1人 23人 0人 5人 0人 35人 2人 70人 0人 6人 5人 124人 5人 250人 0人 4人 7人 233人 11人 458人 2人 21人 17人 378人 23人 792人 2人 16人 9人 206人 9人 351人 1人 7人 27人 298人 14人 396人 1人 5人 23人 155人 21人 199人 0人 0人

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

3人 0人 5人 0人 4人 0人 5人 0人 0人 14人 1人 24人 0人 1人 27人 2人 54人 0人 2人 1人 36人 6人 113人 0人 2人 4人 16人 0人 48人 0人 1人 5人 46人 4人 73人 0人 1人 2人 23人 4人 53人
30% 0% 22% 0% 11% 0% 7% 0% 0% 11% 20% 10% 0% 14% 12% 18% 12% 0% 10% 6% 10% 26% 14% 0% 13% 44% 8% 0% 14% 0% 14% 19% 15% 29% 18% 0% 20% 9% 15% 19% 27%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

2人 0人 11人 5人 10人 1人 29人 4人 3人 42人 2人 112人 1人 1人 76人 3人 221人 0人 7人 9人 143人 10人 354人 0人 7人 1人 89人 3人 166人 1人 1人 11人 131人 6人 184人 1人 4人 10人 80人 9人 104人

20% 0% 48% 100% 29% 50% 41% 67% 60% 34% 40% 45% 25% 14% 33% 27% 48% 0% 33% 53% 38% 43% 45% 0% 44% 11% 43% 33% 47% 100% 14% 41% 44% 43% 46% 100% 80% 43% 52% 43% 52%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

5人 1人 7人 0人 21人 1人 36人 2人 2人 68人 2人 114人 3人 5人 130人 6人 183人 2人 12人 7人 199人 7人 325人 2人 7人 4人 101人 6人 137人 0人 5人 11人 121人 4人 139人 0人 0人 11人 52人 8人 42人
50% 100% 30% 0% 60% 50% 51% 33% 40% 55% 40% 46% 75% 71% 56% 55% 40% 100% 57% 41% 53% 30% 41% 100% 44% 44% 49% 67% 39% 0% 71% 41% 41% 29% 35% 0% 0% 48% 34% 38% 21%

※性別・障がいの有無から見た属性ごとの回答割合

14　自殺防止に対する包括的な支援

年代
１９歳以下 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６４歳 ６５～７４歳 ７５歳以上

741人 398人732人 1,228人 583人39人 113人 388人

10人 24人 5人 35人 72人 255人 4人6人 129人
男 女女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

性別
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

240人 469人
女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

0人8人 325人 410人 6人 178人 220人23人 395人 815人 18人 215人 360人
女 回答拒否・その他

障がいの有無

知
っ

て
い
る

（

あ
る
程
度
内
容
ま

で
知
っ

て
い
る
）

8人 9人 39人 86人 158人 69人 129人

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

82人
21% 8% 10% 12% 13% 12% 17% 21%

男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

14人 25人 0人 28人 56人 2人3人 5人 0人 4人 5人 0人 51人 77人 1人 25人 57人37人 119人 2人 20人 48人 1人
11% 10% 0% 12% 12% 9%30% 21% 0% 11% 7% 0% 16% 19% 17% 14% 26%9% 15% 11% 9% 13% 13%

261人 337人 203人
46% 39% 41% 42% 43% 45% 45%

18人 44人 160人 308人 523人
51%

2人 11人 5人 10人 30人 4人 45人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女

114人 1人 77人 224人
女

364人 7人 90人 169人
男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

20% 46% 100% 29% 42% 67% 35% 45% 25%
2人 142人 190人 5人 90人 113人7人 152人

51% 51%

知
ら
な
い

13人 60人 189人 338人 547人 253人

42% 47% 25% 44% 46% 83%32% 48% 30% 38% 45% 39%

名
称
を
見
た
り

聞
い
た
り
し
た
こ
と

は
あ
る

275人 113人
33% 53% 49% 46% 45% 43% 37% 28%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

70人 116人 3人 135人 189人 14人5人 8人 0人 21人 37人 2人 132人 143人 0人 63人 50人206人 332人 9人 105人 143人 5人
35% 0% 35% 23%52% 41% 50% 49% 40% 63%

回答
性     別 障がいの有無

男 女 回答拒否・その他 はい いいえ

41%54% 45% 75% 56% 40% 61%50% 33% 0% 60% 51% 33%

知っている（ある程度内容まで知ってい
182人 392人 6人 30人 550人

12% 15% 9% 17%
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47% 44% 42%

39% 44%

知らない
737人 1,018人 33人 79人 1,709人

48% 39%

14%

名称を見たり聞いたりしたことはある
608人 1,215人 31人 71人 1,783人

40% 46% 44%
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成果指標 ： 気軽に立ち寄れる地域の居場所がある割合

設問 ： 気軽に立ち寄れる地域の居場所はありますか。

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 10人 1人 23人 0人 5人 0人 35人 2人 70人 0人 6人 5人 124人 5人 250人 0人 4人 7人 233人 11人 458人 2人 21人 17人 378人 23人 792人 2人 16人 9人 206人 9人 351人 1人 7人 27人 298人 14人 396人 1人 5人 23人 155人 21人 199人 0人 0人

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

3人 0人 5人 0人 4人 1人 5人 1人 1人 11人 0人 22人 0人 1人 17人 0人 30人 0人 0人 0人 26人 2人 30人 0人 2人 1人 15人 0人 15人 0人 0人 1人 18人 1人 20人 0人 0人 0人 14人 1人 23人
30% 0% 22% 0% 11% 50% 7% 17% 20% 9% 0% 9% 0% 14% 7% 0% 7% 0% 0% 0% 7% 9% 4% 0% 13% 11% 7% 0% 4% 0% 0% 4% 6% 7% 5% 0% 0% 0% 9% 5% 12%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

1人 0人 11人 1人 7人 0人 15人 0人 0人 20人 0人 64人 0人 0人 44人 0人 77人 0人 3人 4人 57人 2人 110人 0人 1人 1人 35人 1人 55人 1人 1人 4人 54人 1人 87人 0人 1人 4人 38人 5人 47人
10% 0% 48% 20% 20% 0% 21% 0% 0% 16% 0% 26% 0% 0% 19% 0% 17% 0% 14% 24% 15% 9% 14% 0% 6% 11% 17% 11% 16% 100% 14% 15% 18% 7% 22% 0% 20% 17% 25% 24% 24%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

3人 0人 1人 2人 4人 1人 10人 0人 0人 27人 3人 46人 0人 1人 38人 1人 104人 0人 3人 3人 81人 6人 185人 1人 1人 2人 41人 1人 78人 0人 2人 6人 85人 2人 96人 1人 2人 10人 45人 8人 55人
30% 0% 4% 40% 11% 50% 14% 0% 0% 22% 60% 18% 0% 14% 16% 9% 23% 0% 14% 18% 21% 26% 23% 50% 6% 22% 20% 11% 22% 0% 29% 22% 29% 14% 24% 100% 40% 43% 29% 38% 28%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

3人 1人 3人 2人 19人 0人 30人 3人 4人 56人 2人 98人 4人 5人 110人 8人 203人 2人 15人 9人 179人 9人 382人 0人 9人 5人 92人 5人 156人 0人 4人 15人 116人 7人 144人 0人 2人 7人 45人 5人 52人
30% 100% 13% 40% 54% 0% 43% 50% 80% 45% 40% 39% 100% 71% 47% 73% 44% 100% 71% 53% 47% 39% 48% 0% 56% 56% 45% 56% 44% 0% 57% 56% 39% 50% 36% 0% 40% 30% 29% 24% 26%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 0人 3人 0人 1人 0人 10人 2人 0人 10人 0人 20人 0人 0人 24人 2人 44人 0人 0人 1人 35人 4人 85人 1人 3人 0人 23人 2人 47人 0人 0人 1人 25人 3人 49人 0人 0人 2人 13人 2人 22人
0% 0% 13% 0% 3% 0% 14% 33% 0% 8% 0% 8% 0% 0% 10% 18% 10% 0% 0% 6% 9% 17% 11% 50% 19% 0% 11% 22% 13% 0% 0% 4% 8% 21% 12% 0% 0% 9% 8% 10% 11%

※性別・障がいの有無から見た属性ごとの回答割合

15　地域の居場所づくり

年代
１９歳以下 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６４歳 ６５～７４歳 ７５歳以上

741人 398人732人 1,228人 583人39人 113人 388人

10人 24人 5人 35人 72人 255人 4人6人 129人
男 女女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

性別
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

240人 469人
女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

0人8人 325人 410人 6人 178人 220人23人 395人 815人 18人 215人 360人
女 回答拒否・その他

障がいの有無

あ
る

8人 11人 34人 48人 60人 31人 40人

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

38人
21% 10% 9% 7% 5% 5% 5% 10%

男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

12人 22人 0人 18人 30人 0人3人 5人 0人 4人 6人 1人 19人 21人 0人 14人 24人26人 32人 2人 16人 15人 0人
9% 9% 0% 8% 6% 0%30% 21% 0% 11% 8% 17% 6% 5% 0% 8% 11%7% 4% 11% 7% 4% 0%

94人 147人 94人
33% 19% 22% 17% 14% 16% 20%

13人 22人 84人 124人 174人
24%

1人 11人 1人 7人 15人 0人 20人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女

64人 0人 44人 77人
女

112人 1人 36人 56人
男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

10% 46% 20% 20% 21% 0% 16% 25% 0%
2人 58人 88人 1人 42人 52人3人 61人

24% 24%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

な
い

6人 15人 76人 147人 277人 124人

17% 16% 25% 18% 21% 17%18% 16% 13% 15% 14% 6%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

あ
る

192人 118人
15% 13% 20% 20% 23% 21% 26% 30%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

27人 49人 0人 39人 105人 3人3人 1人 2人 4人 11人 0人 91人 98人 3人 55人 63人84人 191人 2人 43人 79人 2人
21% 19% 0% 16% 22% 13%30% 4% 40% 11% 15% 0% 28% 24% 50% 31% 29%21% 23% 11% 20% 22% 25%

262人 284人 109人
23% 46% 42% 47% 48% 45% 38%
9人 52人 164人 343人 588人

27%

3人 4人 2人 19人 30人 3人 60人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女

100人 4人 115人 211人
女

391人 9人 97人 161人
男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

30% 17% 40% 54% 42% 50% 47% 39% 100%
4人 131人 151人 2人 52人 57人17人 188人

29% 26%

わ
か
ら
な
い

3人 13人 30人 70人 129人 72人

45% 45% 50% 40% 37% 33%48% 45% 74% 48% 48% 50%
な
い

78人 39人
8% 12% 8% 10% 11% 12% 11% 10%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

10人 20人 0人 24人 46人 0人0人 3人 0人 1人 10人 2人 26人 52人 0人 15人 24人36人 89人 4人 23人 49人 0人
13% 0% 8% 11%9% 11% 22% 11% 14% 0%

回答
性     別 障がいの有無

男 女 回答拒否・その他 はい いいえ

8%8% 8% 0% 10% 10% 0%0% 13% 0% 3% 14% 33%

6%

どちらかといえばある
269人 475人 8人 23人 729人

18% 18% 11%

ある
112人 155人 3人 9人 261人

7% 6% 4% 5%

13% 18%

17% 26% 22%

ない
665人 1,105人 41人 84人 1,727人

44%
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9% 11% 9% 10% 10%

42% 59% 47% 43%

どちらかといえばない
346人 597人 12人 46人 909人

23% 23%

わからない
135人 293人 6人 18人 416人
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成果指標 ： 他者の価値観の違いや存在を認め合えていると思う割合

設問 ： 他者の価値観の違いや存在を認め合えていると思いますか。

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 10人 1人 23人 0人 5人 0人 35人 2人 70人 0人 6人 5人 124人 5人 250人 0人 4人 7人 233人 11人 458人 2人 21人 17人 378人 23人 792人 2人 16人 9人 206人 9人 351人 1人 7人 27人 298人 14人 396人 1人 5人 23人 155人 21人 199人 0人 0人

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

2人 0人 6人 0人 5人 1人 17人 1人 1人 18人 0人 27人 0人 0人 20人 0人 39人 0人 1人 2人 33人 0人 48人 0人 1人 0人 18人 0人 22人 0人 0人 2人 23人 0人 33人 0人 0人 2人 18人 2人 27人
20% 0% 26% 0% 14% 50% 24% 17% 20% 15% 0% 11% 0% 0% 9% 0% 9% 0% 5% 12% 9% 0% 6% 0% 6% 0% 9% 0% 6% 0% 0% 7% 8% 0% 8% 0% 0% 9% 12% 10% 14%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

5人 0人 12人 4人 18人 0人 33人 3人 2人 57人 1人 139人 0人 1人 102人 4人 229人 0人 9人 4人 166人 9人 399人 0人 6人 2人 104人 2人 181人 0人 2人 11人 143人 9人 223人 0人 2人 8人 77人 13人 109人

50% 0% 52% 80% 51% 0% 47% 50% 40% 46% 20% 56% 0% 14% 44% 36% 50% 0% 43% 24% 44% 39% 50% 0% 38% 22% 50% 22% 52% 0% 29% 41% 48% 64% 56% 0% 40% 35% 50% 62% 55%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

1人 0人 1人 1人 7人 1人 8人 2人 1人 17人 1人 34人 1人 1人 41人 4人 93人 2人 7人 5人 84人 4人 145人 0人 6人 2人 43人 3人 58人 1人 0人 7人 61人 2人 56人 1人 2人 5人 22人 2人 29人
10% 0% 4% 20% 20% 50% 11% 33% 20% 14% 20% 14% 25% 14% 18% 36% 20% 100% 33% 29% 22% 17% 18% 0% 38% 22% 21% 33% 17% 100% 0% 26% 20% 14% 14% 100% 40% 22% 14% 10% 15%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

1人 0人 0人 0人 2人 0人 3人 0人 0人 10人 3人 10人 2人 4人 25人 1人 29人 0人 2人 4人 35人 5人 51人 2人 0人 2人 17人 1人 15人 0人 3人 4人 28人 0人 23人 0人 1人 5人 10人 3人 12人
10% 0% 0% 0% 6% 0% 4% 0% 0% 8% 60% 4% 50% 57% 11% 9% 6% 0% 10% 24% 9% 22% 6% 100% 0% 22% 8% 11% 4% 0% 43% 15% 9% 0% 6% 0% 20% 22% 6% 14% 6%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

1人 1人 4人 0人 3人 0人 9人 0人 1人 22人 0人 40人 1人 1人 45人 2人 68人 0人 2人 2人 60人 5人 149人 0人 3人 3人 24人 3人 75人 0人 2人 3人 43人 3人 61人 0人 0人 3人 28人 1人 22人
10% 100% 17% 0% 9% 0% 13% 0% 20% 18% 0% 16% 25% 14% 19% 18% 15% 0% 10% 12% 16% 22% 19% 0% 19% 33% 12% 33% 21% 0% 29% 11% 14% 21% 15% 0% 0% 13% 18% 5% 11%

※性別・障がいの有無から見た属性ごとの回答割合

16　地域福祉に対する意識の啓発

年代
１９歳以下 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６４歳 ６５～７４歳 ７５歳以上

741人 398人732人 1,228人 583人39人 113人 388人

10人 24人 5人 35人 72人 255人 4人6人 129人
男 女女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

性別
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

240人 469人
女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

0人8人 325人 410人 6人 178人 220人23人 395人 815人 18人 215人 360人
女 回答拒否・その他

障がいの有無

そ
う
思
う

8人 24人 46人 60人 84人 40人 58人

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

49人
21% 21% 12% 8% 7% 7% 8% 12%

男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

19人 27人 0人 20人 39人 1人2人 6人 0人 5人 18人 1人 25人 33人 0人 20人 29人35人 48人 1人 18人 22人 0人
15% 11% 0% 8% 8% 4%20% 25% 0% 14% 25% 17% 8% 8% 0% 11% 13%9% 6% 6% 8% 6% 0%

291人 388人 207人
54% 48% 51% 47% 48% 50% 52%

21人 54人 199人 345人 584人
52%

5人 12人 4人 18人 33人 3人 59人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女

140人 0人 103人 233人
女

408人 6人 106人 183人
男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

50% 50% 80% 51% 46% 50% 46% 55% 0%
2人 154人 232人 2人 85人 122人9人 170人

48% 55%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

3人 18人 54人 148人 244人 107人

49% 51% 25% 47% 57% 33%43% 50% 39% 43% 50% 33%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

129人 58人
8% 16% 14% 20% 20% 18% 17% 15%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

18人 35人 1人 42人 97人 9人1人 1人 1人 7人 9人 2人 68人 58人 3人 27人 31人89人 149人 6人 45人 61人 1人
14% 14% 25% 18% 21% 39%10% 4% 20% 20% 13% 33% 21% 14% 50% 15% 14%23% 18% 33% 21% 17% 13%

38人 56人 30人
3% 4% 6% 8% 8% 7% 8%

1人 5人 25人 61人 97人
8%

1人 0人 0人 2人 3人 0人 10人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女

13人 2人 29人 30人
女

56人 2人 19人 16人
男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

10% 0% 0% 6% 4% 0% 8% 5% 50%
3人 32人 23人 1人 15人 15人2人 39人

8% 7%

わ
か
ら
な
い

6人 12人 64人 118人 219人 107人

9% 4% 38% 10% 6% 17%12% 6% 9% 10% 7% 11%

そ
う
思
わ
な
い

110人 54人
15% 11% 16% 16% 18% 18% 15% 14%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

23人 40人 1人 46人 70人 2人1人 5人 0人 3人 9人 0人 46人 64人 0人 31人 23人62人 154人 3人 27人 78人 2人
16% 0% 17% 10%16% 19% 17% 13% 22% 25%

回答
性     別 障がいの有無

男 女 回答拒否・その他 はい いいえ

14%18% 16% 25% 19% 15% 9%10% 21% 0% 9% 13% 0%

9%

どちらかといえばそう思う
700人 1,363人 26人 66人 2,023人

46% 52% 37%

そう思う
144人 222人 3人 10人 359人

9% 8% 4% 6%

37% 50%

33% 23% 18%

そう思わない
147人 156人 10人 34人 279人

10%

第５期市川市地域福祉計画　地域福祉を推進する主な取り組み・事業を実施した成果　属性別統計

16% 17% 11% 16% 16%

6% 14% 19% 7%

どちらかといえばそう思わない
297人 441人 23人 42人 719人

19% 17%

わからない
239人 443人 8人 28人 662人
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成果指標 ： 地域福祉活動の担い手が確保できていると思う割合

設問 ： 地域福祉活動※の担い手を確保できていると思いますか。※地域福祉活動とは、地域住民が主体となって、地域の多様な主体と連携しながら、地域の困りごとを解決しようとする様々な支え合い・助け合いの活動です。

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 10人 1人 23人 0人 5人 0人 35人 2人 70人 0人 6人 5人 124人 5人 250人 0人 4人 7人 233人 11人 458人 2人 21人 17人 378人 23人 792人 2人 16人 9人 206人 9人 351人 1人 7人 27人 298人 14人 396人 1人 5人 23人 155人 21人 199人 0人 0人

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 0人 1人 0人 1人 0人 0人 0人 0人 2人 0人 2人 0人 0人 3人 0人 5人 0人 0人 0人 6人 0人 0人 0人 0人 0人 2人 0人 1人 0人 0人 1人 2人 0人 0人 0人 0人 0人 2人 1人 4人
0% 0% 4% 0% 3% 0% 0% 0% 0% 2% 0% 1% 0% 0% 1% 0% 1% 0% 0% 0% 2% 0% 0% 0% 0% 0% 1% 0% 0% 0% 0% 4% 1% 0% 0% 0% 0% 0% 1% 5% 2%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

1人 0人 5人 1人 9人 0人 6人 0人 0人 15人 0人 19人 0人 1人 27人 0人 29人 0人 3人 2人 39人 1人 57人 0人 0人 0人 25人 0人 22人 0人 0人 2人 43人 2人 45人 0人 0人 2人 22人 1人 42人
10% 0% 22% 20% 26% 0% 9% 0% 0% 12% 0% 8% 0% 14% 12% 0% 6% 0% 14% 12% 10% 4% 7% 0% 0% 0% 12% 0% 6% 0% 0% 7% 14% 14% 11% 0% 0% 9% 14% 5% 21%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

4人 0人 7人 2人 10人 1人 16人 2人 2人 28人 1人 69人 0人 2人 54人 3人 144人 0人 5人 6人 140人 11人 274人 0人 3人 4人 77人 4人 117人 0人 2人 11人 107人 2人 146人 1人 3人 10人 64人 5人 74人
40% 0% 30% 40% 29% 50% 23% 33% 40% 23% 20% 28% 0% 29% 23% 27% 31% 0% 24% 35% 37% 48% 35% 0% 19% 44% 37% 44% 33% 0% 29% 41% 36% 14% 37% 100% 60% 43% 41% 24% 37%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

2人 0人 2人 1人 3人 1人 15人 1人 2人 22人 2人 42人 2人 3人 54人 4人 106人 2人 4人 7人 80人 6人 171人 1人 6人 3人 33人 0人 57人 1人 3人 11人 48人 3人 73人 0人 1人 5人 22人 7人 28人
20% 0% 9% 20% 9% 50% 21% 17% 40% 18% 40% 17% 50% 43% 23% 36% 23% 100% 19% 41% 21% 26% 22% 50% 38% 33% 16% 0% 16% 100% 43% 41% 16% 21% 18% 0% 20% 22% 14% 33% 14%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

3人 1人 8人 1人 12人 0人 33人 3人 1人 57人 2人 118人 2人 1人 95人 4人 174人 0人 9人 2人 113人 5人 290人 1人 7人 2人 69人 5人 154人 0人 2人 2人 98人 7人 132人 0人 1人 6人 45人 7人 51人
30% 100% 35% 20% 34% 0% 47% 50% 20% 46% 40% 47% 50% 14% 41% 36% 38% 0% 43% 12% 30% 22% 37% 50% 44% 22% 33% 56% 44% 0% 29% 7% 33% 50% 33% 0% 20% 26% 29% 33% 26%

※性別・障がいの有無から見た属性ごとの回答割合

17　地域福祉活動の担い手の確保と育成

年代
１９歳以下 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６４歳 ６５～７４歳 ７５歳以上

741人 398人732人 1,228人 583人39人 113人 388人

10人 24人 5人 35人 72人 255人 4人6人 129人
男 女女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

性別
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

240人 469人
女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

0人8人 325人 410人 6人 178人 220人23人 395人 815人 18人 215人 360人
女 回答拒否・その他

障がいの有無

十
分
確
保
で
き
て
い
る

1人 1人 4人 8人 6人 3人 3人

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

7人
3% 1% 1% 1% 0% 1% 0% 2%

男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

2人 2人 0人 3人 5人 0人0人 1人 0人 1人 0人 0人 3人 0人 0人 2人 5人6人 0人 0人 2人 1人 0人
2% 1% 0% 1% 1% 0%0% 4% 0% 3% 0% 0% 1% 0% 0% 1% 2%2% 0% 0% 1% 0% 0%

47人 92人 67人
18% 13% 9% 8% 8% 8% 12%
7人 15人 34人 60人 99人

17%

1人 5人 1人 9人 6人 0人 15人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女

19人 0人 28人 29人
女

58人 0人 25人 22人
男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

10% 21% 20% 26% 8% 0% 12% 7% 0%
0人 45人 47人 0人 24人 43人3人 41人

13% 20%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

確
保
で
き
て
い
な
い

13人 29人 100人 208人 434人 204人

12% 6% 0% 14% 11% 0%12% 6% 13% 10% 7% 0%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

確
保
で
き
て
い
る

270人 153人
33% 26% 26% 28% 35% 35% 36% 38%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

30人 70人 0人 56人 147人 5人4人 7人 2人 10人 17人 2人 118人 148人 4人 74人 79人146人 285人 3人 81人 121人 2人
23% 27% 0% 23% 31% 22%40% 29% 40% 29% 24% 33% 36% 36% 67% 42% 36%37% 35% 17% 38% 34% 25%

97人 136人 62人
13% 18% 18% 24% 22% 17% 18%
5人 20人 70人 173人 271人

16%

2人 2人 1人 3人 16人 1人 24人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女

44人 2人 57人 110人
女

177人 7人 36人 57人
男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

20% 8% 20% 9% 22% 17% 19% 17% 50%
4人 59人 76人 1人 27人 35人6人 87人

15% 16%

わ
か
ら
な
い

13人 48人 180人 283人 418人 232人

17% 16% 50% 18% 19% 17%24% 23% 26% 22% 22% 39%

確
保
で
き
て
い
な
い

240人 109人
33% 42% 46% 39% 34% 40% 32% 27%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

58人 120人 2人 96人 178人 9人3人 9人 1人 12人 33人 3人 100人 139人 1人 51人 58人115人 295人 8人 71人 159人 2人
34% 17% 29% 26%29% 36% 44% 33% 44% 25%

回答
性     別 障がいの有無

男 女 回答拒否・その他 はい いいえ

31%45% 47% 50% 40% 38% 39%30% 38% 20% 34% 46% 50%

1%

どちらかといえば確保できている
188人 229人 4人 11人 410人

12% 9% 6%

十分確保できている
19人 14人 0人 2人 31人

1% 1% 0% 1%

6% 10%

26% 35% 33%

確保できていない
295人 517人 22人 58人 776人

19%
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33% 38% 37% 26% 37%

20% 31% 32% 19%

どちらかといえば確保できていない
519人 874人 18人 63人 1,348人

34% 33%

わからない
506人 991人 26人 46人 1,477人
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成果指標 ： 地域福祉活動の場が確保できていると思う割合

設問 ： 地域福祉活動の場を確保できていると思いますか。

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 10人 1人 23人 0人 5人 0人 35人 2人 70人 0人 6人 5人 124人 5人 250人 0人 4人 7人 233人 11人 458人 2人 21人 17人 378人 23人 792人 2人 16人 9人 206人 9人 351人 1人 7人 27人 298人 14人 396人 1人 5人 23人 155人 21人 199人 0人 0人

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 3人 0人 2人 0人 0人 2人 0人 4人 0人 0人 0人 4人 0人 1人 0人 0人 0人 2人 0人 2人 0人 0人 1人 1人 0人 0人 0人 0人 0人 2人 1人 3人
0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 2% 0% 1% 0% 0% 1% 0% 1% 0% 0% 0% 1% 0% 0% 0% 0% 0% 1% 0% 1% 0% 0% 4% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 1% 5% 2%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

2人 0人 6人 1人 11人 1人 6人 0人 0人 20人 0人 31人 0人 1人 31人 0人 60人 0人 2人 4人 44人 0人 75人 0人 1人 1人 36人 0人 21人 0人 0人 2人 55人 2人 59人 0人 1人 3人 34人 1人 50人
20% 0% 26% 20% 31% 50% 9% 0% 0% 16% 0% 12% 0% 14% 13% 0% 13% 0% 10% 24% 12% 0% 9% 0% 6% 11% 17% 0% 6% 0% 0% 7% 18% 14% 15% 0% 20% 13% 22% 5% 25%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

3人 0人 5人 2人 4人 0人 14人 1人 1人 27人 1人 53人 0人 3人 54人 1人 111人 1人 4人 6人 120人 9人 235人 0人 5人 2人 58人 4人 96人 1人 2人 12人 97人 1人 119人 1人 2人 9人 48人 6人 63人
30% 0% 22% 40% 11% 0% 20% 17% 20% 22% 20% 21% 0% 43% 23% 9% 24% 50% 19% 35% 32% 39% 30% 0% 31% 22% 28% 44% 27% 100% 29% 44% 33% 7% 30% 100% 40% 39% 31% 29% 32%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

1人 0人 3人 1人 9人 1人 14人 1人 2人 18人 1人 41人 2人 2人 46人 5人 82人 1人 3人 3人 74人 4人 162人 1人 3人 4人 33人 0人 52人 0人 2人 10人 44人 2人 67人 0人 1人 4人 24人 5人 29人
10% 0% 13% 20% 26% 50% 20% 17% 40% 15% 20% 16% 50% 29% 20% 45% 18% 50% 14% 18% 20% 17% 20% 50% 19% 44% 16% 0% 15% 0% 29% 37% 15% 14% 17% 0% 20% 17% 15% 24% 15%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

4人 1人 9人 1人 11人 0人 36人 4人 2人 56人 3人 123人 2人 1人 100人 5人 201人 0人 12人 4人 136人 10人 319人 1人 7人 2人 77人 5人 180人 0人 3人 2人 101人 9人 151人 0人 1人 7人 47人 8人 54人
40% 100% 39% 20% 31% 0% 51% 67% 40% 45% 60% 49% 50% 14% 43% 45% 44% 0% 57% 24% 36% 43% 40% 50% 44% 22% 37% 56% 51% 0% 43% 7% 34% 64% 38% 0% 20% 30% 30% 38% 27%

※性別・障がいの有無から見た属性ごとの回答割合

18　地域資源の有効活用

年代
１９歳以下 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６４歳 ６５～７４歳 ７５歳以上

741人 398人732人 1,228人 583人39人 113人 388人

10人 24人 5人 35人 72人 255人 4人6人 129人
男 女女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

性別
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

240人 469人
女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

0人8人 325人 410人 6人 178人 220人23人 395人 815人 18人 215人 360人
女 回答拒否・その他

障がいの有無

十
分
確
保
で
き
て
い
る

0人 0人 5人 6人 5人 4人 2人

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

6人
0% 0% 1% 1% 0% 1% 0% 2%

男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

3人 2人 0人 2人 4人 0人0人 0人 0人 0人 0人 0人 2人 0人 0人 2人 4人4人 1人 0人 2人 2人 0人
2% 1% 0% 1% 1% 0%0% 0% 0% 0% 0% 0% 1% 0% 0% 1% 2%1% 0% 0% 1% 1% 0%

58人 119人 88人
23% 16% 13% 13% 10% 10% 16%
9人 18人 51人 94人 124人

22%

2人 6人 1人 11人 7人 0人 20人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女

31人 0人 32人 60人
女

75人 1人 37人 21人
男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

20% 25% 20% 31% 10% 0% 16% 12% 0%
0人 57人 61人 1人 37人 51人2人 48人

21% 23%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

確
保
で
き
て
い
な
い

10人 19人 82人 174人 375人 163人

17% 6% 0% 18% 15% 17%13% 13% 9% 12% 9% 6%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

確
保
で
き
て
い
る

232人 126人
26% 17% 21% 24% 31% 28% 31% 32%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

28人 54人 0人 57人 112人 5人3人 5人 2人 4人 14人 1人 109人 120人 3人 57人 69人126人 244人 5人 60人 100人 3人
22% 21% 0% 24% 24% 22%30% 21% 40% 11% 19% 17% 34% 29% 50% 32% 31%32% 30% 28% 28% 28% 38%

91人 124人 62人
13% 22% 16% 19% 20% 16% 17%
5人 25人 64人 139人 247人

16%

1人 3人 1人 9人 15人 1人 20人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女

42人 2人 48人 87人
女

166人 4人 37人 52人
男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

10% 13% 20% 26% 21% 17% 16% 16% 50%
2人 54人 69人 1人 28人 34人4人 77人

16% 15%

わ
か
ら
な
い

15人 51人 186人 319人 477人 267人

17% 14% 25% 17% 17% 17%20% 19% 17% 19% 20% 22%

確
保
で
き
て
い
な
い

264人 116人
38% 45% 48% 44% 39% 46% 36% 29%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

58人 126人 2人 101人 206人 12人4人 10人 1人 11人 36人 4人 103人 160人 1人 54人 62人140人 329人 8人 79人 185人 3人
39% 17% 30% 28%35% 40% 44% 37% 51% 38%

回答
性     別 障がいの有無

男 女 回答拒否・その他 はい いいえ

32%45% 49% 50% 42% 44% 52%40% 42% 20% 31% 50% 67%

1%

どちらかといえば確保できている
244人 312人 5人 15人 546人

16% 12% 7%

十分確保できている
15人 13人 0人 2人 26人

1% 0% 0% 1%

8% 14%

27% 32% 28%

確保できていない
274人 468人 15人 45人 712人

18%

第５期市川市地域福祉計画　地域福祉を推進する主な取り組み・事業を実施した成果　属性別統計

36% 42% 44% 33% 40%

18% 21% 25% 18%

どちらかといえば確保できていない
444人 718人 19人 58人 1,123人

29% 27%

わからない
550人 1,114人 31人 60人 1,635人
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成果指標 ： 活動に必要な情報の取得方法、適切な保管・管理方法を知っている割合

設問 ： 【地域福祉活動の担い手の方のみお答えください。】地域福祉活動に必要な個人情報等の取得方法、適切な保管・管理方法を知っていますか。

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 0人 0人 1人 0人 0人 0人 2人 0人 1人 0人 0人 0人 2人 0人 5人 0人 0人 0人 8人 1人 24人 0人 0人 3人 19人 1人 46人 0人 0人 1人 11人 0人 24人 0人 0人 3人 29人 2人 30人 0人 0人 0人 11人 1人 19人 0人 0人

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 0人 0人 1人 2人 1人 0人 3人 1人 4人 1人 6人 0人 3人 5人 1人 13人 0人 10人 5人 0人 6人
0% 0% 0% 50% 40% 13% 0% 13% 33% 21% 100% 13% 0% 27% 21% 33% 45% 0% 33% 45% 0% 32%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

0人 2人 0人 0人 1人 3人 1人 8人 1人 8人 0人 23人 0人 5人 11人 1人 9人 1人 17人 5人 1人 10人
0% 100% 0% 0% 20% 38% 100% 33% 33% 42% 0% 50% 0% 45% 46% 33% 31% 50% 57% 45% 100% 53%

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

1人 0人 1人 1人 2人 4人 0人 13人 1人 7人 0人 17人 1人 3人 8人 1人 7人 1人 3人 1人 0人 3人
100% 0% 100% 50% 40% 50% 0% 54% 33% 37% 0% 37% 100% 27% 33% 33% 24% 50% 10% 9% 0% 16%

※性別・障がいの有無から見た属性ごとの回答割合

19　情報共有・管理の充実

年代
１９歳以下 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６４歳 ６５～７４歳 ７５歳以上

64人 31人33人 69人 36人1人 3人 7人

0人 1人 0人 2人 1人 5人 0人0人 2人
男 女女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

性別
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男

8人 25人
女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

0人0人 32人 32人 0人 11人 20人0人 22人 47人 0人 12人 24人
女 回答拒否・その他

障がいの有無

知
っ

て
い
る

0人 0人 3人 4人 12人 8人 24人

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

11人
0% 0% 43% 12% 17% 22% 38% 35%

男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

1人 2人 1人 3人0人 0人 0人 14人 10人 5人 6人5人 7人 3人 5人
50% 40% 13% 12%0% 0% 0% 44% 31% 45% 30%23% 15% 25% 21%

16人 28人 16人
0% 67% 14% 36% 46% 44% 44%

0人 2人 1人 12人 32人
52%

0人 2人 0人 0人
男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女

1人 3人 9人
女

23人 5人 11人
男 女 回答拒否・その他 男女 回答拒否・その他 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他回答拒否・その他 男

0% 100% 0% 0% 20%
10人 18人 5人 11人9人

45% 55%

ま
っ

た
く
知
ら
な
い

1人 1人 3人 17人 25人 12人

42% 46% 31% 56%38% 36% 41% 49%

一
部
知
っ

て
い
る

12人 4人
100% 33% 43% 52% 36% 33% 19% 13%

男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他男 女 回答拒否・その他 男 女 回答拒否・その他

1人 2人 4人 13人1人 0人 1人 8人 4人 1人 3人8人 17人 4人 8人
13% 9% 15%36% 36% 33% 33%

回答
性     別 障がいの有無

男 女 回答拒否・その他 はい いいえ

25%50% 40% 50% 52%100% 0% 100%

知っている
29人 33人 3人 59人
33% 21% 25%

第５期市川市地域福祉計画　地域福祉を推進する主な取り組み・事業を実施した成果　属性別統計

33% 31%

42% 44%

まったく知らない
26人 49人 4人 71人
29% 32%

25%

一部知っている
34人 73人 5人 102人
38% 47%
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第 1回市川市社会福祉審議会 
資料 2-①-6  

令和８年７月 22日（水） 

 

 市川市成年後見制度利用促進基本計画の進捗状況報告について 
 

 

市川市成年後見制度利用促進基本計画は、地域共生社会の実現に向け、尊厳のあ
る本人らしい生活を継続し、地域社会に参加できるようにすることを目的として、これを実現
させるため３つの施策目標を設定しています。 
本計画については、成年後見制度の利用促進に関する施策を総合的かつ計画的に推

進するため、進行管理及び評価を行うものとなっており、今回は、令和 7年度の評価につい
て、ご報告するものです。 
 評価は、実施した事業内容について、A～D を用いて評価し、A評価は達成率が 75%
以上、B評価は達成率が 50%以上 75%未満、C評価は 25%以上 50%未満、D評
価は 25%未満として評価しています。 
 目標達成度は、それぞれの施策目標において設定した事業におけるA～Dの評価を、そ
れぞれ 100点、75点、50点、25点で配点し、その合計点を満点の数値で除し、これに
100 を乗じて得た数値を、「目標達成度」としています。（小数点以下は四捨五入） 

 

 

今回の報告資料の構成は次のとおりです。 
資料 資料番号 

市川市成年後見制度利用促進基本計画 取組内容 
令和７年度進捗状況について 

2-①-7 

市川市成年後見制度利用促進基本計画  
各進捗状況詳細資料（個票） 

2-①-8 

 

 



市川市成年後見制度利用促進基本計画 取組内容 令和７年度進捗状況について
各事業の評価方法(A評価を100点満点とし、以下、B評価75点、C評価50点、D評価25点として配点)※施策目標達成度は基本目標ごとに点数の合計を満点数で除し、100を乗じて得た割合(小数点以下、四捨五入)
A 十分達成できた(75%以上) B 概ね達成できた(50%以上75%未満) C やや不十分だった（25%以上50%未満) D 不十分だった(25%未満)

施策目標Ⅰ 制度への理解の促進

【目標達成度】 講演会等の開催、パンフレットの配布
等を行い、市民・関係機関へ向けて成
年後見制度の周知・啓発を図ることが
できた。100％

取組内容 評
価 評価理由等

1 成年後見制度の
普及啓発 A

市民に向けた講演会、出前講座
を開催し、制度の普及啓発を
図ることができた。

2 関係機関への周
知・啓発 A

福祉関係者に向けた研修会を開
催し、制度の周知・啓発を図る
ことができた。

3 成年後見制度の
相談支援 A 成年後見制度の周知が図られ、

前年度より相談件数が増加した。

4 任意後見制度の
利用促進 A

利用促進を目的とした講演会を
開催し、周知・啓発を行うこと
ができた。

第１回市川市社会福祉審議会
資料2-①-7

令和７年７月22日（水）

施策目標Ⅱ 安心して利用できる制度の運用

【目標達成度】 市長申立制度、報酬費用助成制度の活
用等により、身寄りのいない方や費用
負担が困難な方でも成年後見制度を利
用できるよう支援を行った。100％

取組内容 評
価 評価理由等

1 親族後見人への
定期的支援 A

研修会の実施に加え、家庭裁判
所の審判書に中核機関の案内を
同封し、広報にも努めた。

2
市長による審判
請求手続き(市
長申立て事務)

A 審判請求件数が減少したが、手
続きは適切に行うことができた。

3 受任調整会議の
開催 A

会議でまとめられた意見が活用
され、適切な後見人の選任につ
ながった。

4 報酬費用の助成 A 制度の周知が図られ、適切な
報酬を助成することができた。

施策目標Ⅲ 中核機関の機能の充実と
地域連携ネットワークの仕組みづくり

【目標達成度】 市川市成年後見制度等地域連携ネット
ワーク会議を開催することで、本市に
おける地域連携ネットワークを構築し、
支援体制を強化することができた。100％

取組内容 評
価 評価理由等

1
地域連携ネット
ワークの体制整
備

A
市川市成年後見制度等地域連携
ネットワーク会議を2回開催し、
支援体制の基盤を強化した。

2
市民後見人の養
成および活動支
援

A
市民後見人養成講座の実施、お
よび講座修了者に対する育成を
行い、体制整備を強化した。

【目標達成度】

100％

令和７年度の達成度は、100%となった。

これまで取り組んでいた講演会等を引き続き開催し、制度の周知・啓発を図った。
また、市民後見人養成講座を開催し、支援体制の基盤強化を行った。
今回、強化した体制を基に、他の施策目標における取組内容についても、一層の強化を行っていきたい。

100

100100

0

20

40

60

80

100
施策目標Ⅰ

施策目標Ⅱ施策目標Ⅲ

計  画  全  体



第１回市川市社会福祉審議会
令和8年7月22日（水） 資料2-①-8

市川市成年後見制度利用促進基本計画
各進捗状況詳細資料（個票）

（令和7年度分）





市川市成年後見制度利用促進基本計画　自己評価シート

①成年後見制度の普及啓発 担当課 地域包括支援課、障がい者支援課

令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映

適切な回数の市民に向けた講演会、出前講座
を開催し、制度の普及啓発を図ることができたた
め。

適切な回数の市民に向けた講演会、出前講
座を開催し、制度の普及啓発を図ることができ
たため。

A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

・周知・啓発の回数のみならず、発信する情報
の質向上を図る。
・金融機関・スーパー・コンビニ、その他困りごとの
ある方を発見する可能性のある場所への広報、
啓蒙の取り組みの企画・実施を行う。

・周知・啓発の回数のみならず、発信する情報
の質向上を図る。
・金融機関・スーパー・コンビニ、その他困りごと
のある方を発見する可能性のある場所への広
報、啓蒙の取り組みの企画・実施を行う。

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

成年後見制度の周知を実施したか。

A A

施策目標１　制度への理解の促進

・市民・関係者向けの講演会：3回
・成年後見制度個別相談会：12回
・出前講座：10回
・成年後見制度の概要についてまとめた
パンフレットを市民や福祉関係者に配布。

・市民・関係者向けの講演会：3回
・成年後見制度個別相談会：12回
・出前講座：13回
・成年後見制度の概要についてまとめた
パンフレットを市民や福祉関係者に配布。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

P
L
A
N
（
計
画
）

広く地域住⺠に成年後⾒制度の周知を図るため、パンフレットの配布やホームページ、講演会、出前講座等を実施します。

・成年後見制度の周知を目的とした研修会等
の開催。
・パンフレットの配布

・成年後見制度の周知を目的とした研修会等
の開催。
・パンフレットの配布

・成年後見制度の周知を目的とした研修会等の開
催。
・パンフレットの配布



市川市成年後見制度利用促進基本計画　自己評価シート

②関係機関への周知・啓発 担当課 地域包括支援課、障がい者支援課

令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映
A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

特に障がい分野について、研修会の周知・広報
方法を検討する必要がある。

広く福祉関係者、関係機関への研修会の周知
を行っていく。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

福祉関係者・関係機関を対象研修会：３回 福祉関係者・関係機関を対象研修会：３回

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

成年後見制度の周知を実施したか。

A A

適切な回数の福祉関係者に向けた研修会を開
催し、制度の周知・啓発を図ることができたため。

適切な回数の福祉関係者に向けた研修会を開
催し、制度の周知・啓発を図ることができたため。
また、昨年度課題としていた障がい分野への研修
会の周知、広報についても、障がい者権利擁護
団体に協力を依頼し、研修会の開催ができたた
め。

施策目標１　制度への理解の促進

P
L
A
N
（
計
画
）

高齢者サポートセンター、基幹相談支援センターなどの相談機関やケアマネジャー、生活保護、生活困窮者の相談を受ける支援者等を対象とした研修
会を開催し、制度の周知・啓発を進めます。

福祉関係者・関係機関への研修会を開催する。 福祉関係者・関係機関への研修会を開催する。 福祉関係者・関係機関への研修会を開催する。



市川市成年後見制度利用促進基本計画　自己評価シート

③制度への理解の促進 担当課 地域包括支援課、障がい者支援課

令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

相談件数が増加しているため、更なる相談体
制の整備、関係機関へ周知、共有及び連携
が必要とされる。中核機関の各会議を活用し、
広報・周知を行う。

相談件数が増加しているため、更なる相談体
制の整備、関係機関へ周知、共有及び連携
が必要とされる。中核機関の各会議を活用し、
広報・周知を行う。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

相談件数：3,069件
（内訳）
・市川市社会福祉協議会　　　：　 648件
・市川市高齢者サポートセンター：2,222件
・基幹相談支援センターえくる　 ：　 199件

相談件数：3,985件
（内訳）
・市川市社会福祉協議会　　　：　 832件
・市川市高齢者サポートセンター：2,921件
・基幹相談支援センターえくる　 ：　 232件

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

成年後見制度の相談・支援を推進できたか。

A A

成年後見制度の周知が図られ、前年度より相
談件数が増加したため。

成年後見制度の周知が図られ、前年度より相
談件数が増加したため。

施策目標１　制度への理解の促進

P
L
A
N
（
計
画
）

判断能⼒が低下した⾼齢者や障がい者の⽣命・財産を守り、地域での⽣活を継続できるよう、窓⼝や電話相談のほかに訪問による相談、申⽴てに
関する⽀援などを実施します。

市川市社会福祉協議会、市川市高齢者サ
ポートセンター、基幹相談支援センターえくるが
相談窓口であることを周知し、申立てに関する
支援等に繋げる。

市川市社会福祉協議会、市川市高齢者サ
ポートセンター、基幹相談支援センターえくるが
相談窓口であることを周知し、申立てに関する
支援等に繋げる。

市川市社会福祉協議会、市川市高齢者サポートセ
ンター、基幹相談支援センターえくるが相談窓口であ
ることを周知し、申立てに関する支援等に繋げる。



市川市成年後見制度利用促進基本計画　自己評価シート

④任意後見制度の利用促進 担当課 地域包括支援課、障がい者支援課

令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映
A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

引き続き、周知・啓発になるような講演会の内
容やあり方を精査していくとともに、身寄りのな
い方の相談の対応についても体制づくりを関係
者間で協議を進めていく。

引き続き、周知・啓発になるような講演会の内
容やあり方を精査していくとともに、身寄りのな
い方の相談の対応についても体制づくりを関係
者間で協議を進めていく。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

市民・関係者向けに終活についての講演会を
1回行い、その中で、任意後見制度について周
知した。

市民・関係者向けの講演会において、任意後
見制度について周知した。

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

任意後見制度の周知を実施したか。

A A

利用促進を目的とした講演会を開催し、制度
の周知・啓発を行うことができたため。

利用促進を目的とした講演会を開催し、制度
の周知・啓発を行うことができたため。

施策目標１　制度への理解の促進

P
L
A
N
（
計
画
）

利用者の自発的意思を尊重する任意後見制度について正しく理解し、適切に安心して利用できるよう周知していきます。

任意後見制度の周知を目的とした講演会を
開催する。

任意後見制度の周知を目的とした講演会を
開催する。

任意後見制度の周知を目的とした講演会を開催す
る。



市川市成年後見制度利用促進基本計画　自己評価シート

①親族後見人への定期的支援 担当課 地域包括支援課、障がい者支援課

令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映
A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

家庭裁判所等と協議を重ね、より一層の周
知・啓発に向けて取り組む。

家庭裁判所等と協議を重ね、より一層の周
知・啓発に向けて取り組む。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

後見人のつどいを１回開催した 後見人のつどいを１回開催した

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

親族後見人を支援する体制整備を実施したか。

A A

研修会の実施に加え、家庭裁判所の審判書
に中核機関の案内を同封し、広報にも努めた
ため。

研修会の実施に加え、家庭裁判所の審判書
に中核機関の案内を同封し、広報にも努めた
ため。

施策目標２　安心して利用できる制度の運用

P
L
A
N
（
計
画
）

親族後見人が適切に後見人業務に取り組むことができるよう、家庭裁判所と連携し、活動を支援する体制を整備します。

親族後見人を対象とする研修会を開催する。 親族後見人を対象とする研修会を開催する。 親族後見人を対象とする研修会を開催する。



市川市成年後見制度利用促進基本計画　自己評価シート

担当課 地域包括支援課、障がい者支援課

令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映
A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

・対象者の状況を関係機関と連携し早急に把
握する。
・市長申立てが必要と判断した場合は迅速な
手続きを実施する。

・対象者の状況を関係機関と連携し早急に把
握する。
・市長申立てが必要と判断した場合は迅速な
手続きを実施する。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

審判請求件数：34件
高齢者：　28件
障がい者：６件

審判請求件数：30件
高齢者：23件
障がい者：７件

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

市長による審判請求手続きを適切に行うことができたか。

A A

制度の周知が図られ、前年度より審判請求件
数が増加したため。

審判請求前に亡くなられた方がいたため、前年
度より審判請求件数は減少したが、手続きは
適切に行うことができたため。

施策目標２　安心して利用できる制度の運用

P
L
A
N
（
計
画
）

成年後見制度の利用が必要と認められる方で本人、家族や親族等による申立てが期待できない場合に、市長が家庭裁判所に後見等開始の審判
請求手続きを行います。

対象者の状況を精査し、市長申立てに係る手
続きを行う。

対象者の状況を精査し、市長申立てに係る手
続きを行う。

対象者の状況を精査し、市長申立てに係る手続き
を行う。

②市長による審判請求手続き
（市長申立て事務）



市川市成年後見制度利用促進基本計画　自己評価シート

担当課 地域包括支援課、障がい者支援課

令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映
A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

後見人等の交代について、国の動向等を踏ま
え、家庭裁判所・各関係団体とともに連携し、
協議を重ねていく。

後見人等の交代について、国の動向等を踏ま
え、家庭裁判所・各関係団体とともに連携し、
協議を重ねていく。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

受任調整会議：12回（月1回） 受任調整会議：10回

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

受任調整会議を定期的に行うことができたか。

A A

受任調整会議で纏められた意見を「申立事情
説明書」に記載することで、適切な後見人の選
任に繋がったため。

月1回の開催を目標としていたが、議案ケース
がないため、中止した会議が2回生じた。
受任調整会議で纏められた意見を「申立事情
説明書」に記載することで、適切な後見人の選
任に繋がったため。

施策目標２　安心して利用できる制度の運用 ③受任調整会議の開催

P
L
A
N
（
計
画
）

本人にあった成年後見人等（団体等）を推薦できるように会議を開催し、調整を行います。

権利擁護相談における「後見人等選任後の
支援方針」および「適切な後見人等候補者」
について、専門職を交え協議する受任調整会
議を開催する。

権利擁護相談における「後見人等選任後の
支援方針」および「適切な後見人等候補者」
について、専門職を交え協議する受任調整会
議を開催する。

権利擁護相談における「後見人等選任後の支援方
針」および「適切な後見人等候補者」について、専門
職を交え協議する受任調整会議を開催する。



市川市成年後見制度利用促進基本計画　自己評価シート

担当課 地域包括支援課、障がい者支援課

令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映
A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

現行の制度内容を精査し、必要な方に制度
が行き届くよう体制作りを進めていく。

引き続き、現行の制度内容を精査し、必要な
方に制度が行き届くよう体制作りを進めていく。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

報酬助成件数：117件
高齢者：63件
障がい者：54件

報酬助成件数：126件
高齢者：72件
障がい者：54件

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

成年後見人等に対し、報酬を適切に助成できたか。

A A

成年後見制度の周知が図られ、予算内で適
切な報酬助成を行ったたため。

成年後見制度の周知が図られ、予算内で適
切な報酬助成を行ったたため。

施策目標２　安心して利用できる制度の運用 ④報酬費用の助成

P
L
A
N
（
計
画
）

成年後見制度を利用している方で、低所得や資産等の事情により、成年後見人等への報酬を負担することが困難な方に市が報酬の一部を助成し
ます。

報酬の一部助成等、成年後見制度を安心し
て利用できるよう支援し、制度の利用促進に
繋げる。

報酬の一部助成等、成年後見制度を安心し
て利用できるよう支援し、制度の利用促進に
繋げる。

報酬の一部助成等、成年後見制度を安心して利用
できるよう支援し、制度の利用促進に繋げる。



市川市成年後見制度利用促進基本計画　自己評価シート

担当課 地域包括支援課、障がい者支援課

令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映
A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

出席者を見直し、より綿密な地域連携ネット
ワークを構築していく。

課題を整理し、民法改正による成年後見制度の
見直しを見据えた体制づくりを検討していく。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

開催回数：2回 開催回数：2回

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

地域連携ネットワークの体制整備を実施したか。

A A

市川市成年後見制度等地域連携ネットワーク
会議の開催を前年度1回から2回に増やし、支
援体制の基盤強化を行ったため。

前年に引き続き、市川市成年後見制度等地域
連携ネットワーク会議を2回開催し、支援体制の
基盤を強化できたため。

施策目標３
中核機関の機能の充実と地域連携ネットワークの仕組みづくり ①地域連携ネットワークの体制整備

P
L
A
N
（
計
画
）

市民及び地域とともに、行政、家庭裁判所、民間の団体等が一体的に連携・協力し、支援を必要とする方を、早期に発見し、適切な支援につなげるた
めの体制づくりを行います。

市川市成年後見制度等地域連携ネットワーク
会議を開催する。

市川市成年後見制度等地域連携ネットワーク会
議を開催する。

市川市成年後見制度等地域連携ネットワーク会議
を開催する。



市川市成年後見制度利用促進基本計画　自己評価シート

担当課 地域包括支援課、障がい者支援課

令和6年度～令和8年度の計画

令和6年度の計画 令和7年度の計画 令和8年度の計画

令和6年度の成果 令和7年度の成果 令和8年度の成果

評価視点

令和6年度評価 令和7年度評価 令和8年度評価

評価理由 評価理由 評価理由

令和７年度への反映 令和8年度への反映 令和9年度への反映A
C
T
I
O
N
（
改
善
）

市民後見人養成講座の修了者の育成と併せ
て、第3期市民後見人養成講座を行う。

市民後見人養成講座の修了者の育成と、適
宜、相談支援等を行う。

D
O
（
実
行
・
実
績
）

・養成講座修了者に対する定期研修：３回
・市民後見人６名の相談支援を実施

・養成講座修了者に対する定期研修：３回
・養成講座修了者　第1期修了者　18名

第2期修了者　14名
・市民後見人６名の相談支援を実施
・第3期市民後見人養成講座を実施
・第3期修了者　13名

C
H
E
C
K

（
評
価
・
分
析
）

市民後見人の養成に向けた施策を実施したか。

A A

市民後見人養成講座の修了者に対して、育成
を目的とした研修等を適切な回数実施したた
め。

市民後見人養成講座の修了者に対して、育成
を目的とした研修等を適切な回数実施したため。
第3期市民後見人養成講座を実施し、新たに
市民後見人になりうる候補者を養成したため。

施策目標３
中核機関の機能の充実と地域連携ネットワークの仕組みづくり ②市民後見人の養成及び活動支援

P
L
A
N
（
計
画
）

権利擁護を支援する体制の確保、地域共生社会の実現へ向けた人材育成や参加支援を目指した市民後見人の養成を継続していきます。

市川市後見支援センターにおいて、市民後見
人候補者を養成、育成することで、成年後見制
度の担い手の体制整備を行う。

市川市後見支援センターにおいて、市民後見人
候補者を養成、育成することで、成年後見制度
の担い手の体制整備を行う。

市川市後見支援センターにおいて、市民後見人候
補者を養成、育成することで、成年後見制度の担い
手の体制整備を行う。
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第９期 市川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画 
の進捗状況報告について 

  

 

「市川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画」の基本理念の実現に向けて、施策ごとに事業・取組みの進行
管理のための評価指標を設定しています。 

 

「第９期 市川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画」における記載ページ 

○施策体系 p.44 

○施策及び進行管理事業 p.100-101 

 

 

▶今回の報告資料の構成は次のとおりです。 
 

資料名 資料番号 

事業実績及び評価 

第９期市川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画 進行管理事業 令和７年度進捗状況について 資料 2-②-2 

第９期市川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画 各年度の進捗状況 資料 2-②-3 

第９期市川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画 事業別個票（令和７年度分） 資料 2-②-4 

 



第９期市川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画　進捗管理事業　令和７年度進捗状況について

目標達成度 ・・・A評価＝100点、B評価＝75点、C評価＝50点、D評価＝25点として配点し、基本目標ごとに、評価の合計点数を満点数で除して得た割合（小数点以下、四捨五入）

基本目標３ 安心と共生の基盤をつくる

「認知症にやさしいお店・事業所」の認定は、認知症地域支援推進員の活動により、認定
事業所数を増やした。また、介護に関する入門的研修は、修了認定の工夫や周知先の
拡大により、多くの参加があった。

計 画 全 体 の 総 括

第9期計画の２年目にあたる令和７年度は、
ほとんどの施策において目標を達成した。

特に、地域の居場所づくりや認知症施策が
進んだ背景として、15圏域に完全配置した「生
活支援コーディネーター兼認知症地域支援推
進員」が、活動２年目を迎え、地域での活動
が円滑になったことも一因と考えられる。

引き続き、地域の多様な主体との連携を進
め、安心して暮らし続けられる体制の整備を
図っていく。

基本目標1 自分らしく「自立」した生活を送る

通いの場やフレイル予防に関する情報提供は、SNSでの配信が順調に増加している。また、
自由に参加できる居場所づくりや、参加型の情報配信に取り組み、内容の充実を図った。
地域見守り活動に関する協定は、協定団体は増加したが周知が不十分であった。

基本目標2 尊厳ある暮らしを最期まで支える

介護が必要な方やその家族が安心して暮らすことのできる地域づくりのため、各種会議
を開催し、関係者のネットワークの維持・構築に努めた。また、認知症地域支援推進
員の訪問活動により、認知症ガイドブックの配架窓口が大きく増加した。

0%

25%

50%

75%

100%

基本目標
１

基本目標
２

基本目標
３

R６ R７ R８

目標達成度

96%
（前年度 96％）

目標達成度

100%

（前年度 100％）

目標達成度

100%

（前年度 100％）

個票№ 進行管理事業 評価

1 社会参加に関する情報提供 A

2 いきいきセンターの運営 A

3 いちわかプログラム(短期集中予防サービス事業） A

4 わっしょいフレイル予防（介護予防普及啓発事業） A

(3) 生活支援や見守りの充実 5 市川市地域見守り活動に関する協定 B

(4) 認知症への理解の推進 6 認知症サポーター養成講座の開催 A

(2) 介護予防の健康づくりの推進

施策

(1) 介護多様な社会参加の推進

個票№ 進行管理事業 評価

(1) 高齢者サポートセンターの機能
強化とケアマネジメント支援 7 地域ケア個別会議 A

(2) 在宅医療・介護連携の推進 8 在宅医療と介護の切れ目のない提供体制の構築 A

(3) 連携による認知症への支援 9 認知症地域支援推進員の配置 A

(4) 介護者の負担軽減 10 「家族介護教室」や「認知症カフェ」による介護者の支援 A

(5) 権利擁護の支援 11 高齢者虐待を未然に防ぐ取組み A

施策

目標達成度

98%

（前年度 98％）

個票№ 進行管理事業 評価

(1) 誰もが共に暮らす地域へ 12 「認知症にやさしいお店・事業所」の認定 A

(2) 安心して暮らし続ける住まいに
向けて 13 住宅確保要配慮者等民間賃貸住宅あっせん制度 A

(3) 介護人材の確保と業務効率化
の支援 14 介護に関する入門的研修 A

(4) 保険者機能の強化に向けて 15 地域ケア推進会議 A

施策

第１回 市川市社会福祉審議会
資料2-②-2

令和８年７月22日（水）



第９期市川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画　各年度の進捗状況

目標値 実績値 評価 達成度 目標値 実績値 評価 達成度 目標値 実績値 評価 達成度

1 社会参加に関する情報提供 市公式LINE「通いの場」登録者数 1,200人 2,508人 A 前年より増 6,240人 A

2 いきいきセンターの運営 新規登録人数 400人 486人 A 400人 536人 A

3 いちわかプログラム(短期集中予防サービス事業） プログラム参加人数 40人 51人 A 前年より増 62人 A

4 わっしょいフレイル予防（介護予防普及啓発事業） 市公式LINE「健康寿命」の登録者数 2,100人 4,827人 A 前年より増 8,330人 A

(3) 生活支援や見守りの充実 5 市川市地域見守り活動に関する協定 協定締結団体数 32団体 36団体 A 前年より増 38団体 B

(4) 認知症への理解の推進 6 認知症サポーター養成講座の開催 学校や職域における養成講座開催団体数 15団体 13団体 B 前年より増 20団体 A

目標値 実績値 評価 達成度 目標値 実績値 評価 達成度 目標値 実績値 評価 達成度

(1) 高齢者サポートセンターの機能強化とケアマネジメント支援 7 地域ケア個別会議 地域ケア個別会議の事例数 60事例 60事例 A 60事例 60事例 A

(2) 在宅医療・介護連携の推進 8 在宅医療と介護の切れ目のない提供体制の構築 在宅医療・介護連携の推進に関する会議の
開催回数 3回 ３回 A 3回 ３回 A

(3) 連携による認知症への支援 9 認知症地域支援推進員の配置 認知症ガイドブック（概要版）配架窓口 88カ所 159カ所 A 前年より増 212カ所 A

(4) 介護者の負担軽減 10 「家族介護教室」や「認知症カフェ」による介護者の支援 家族介護教室の開催回数 45回 45回 A 45回 45回 A

(5) 権利擁護の支援 11 高齢者虐待を未然に防ぐ取組み 市川市高齢者虐待の防止に関する会議の
開催回数 1回 1回 A 1回 1回 A

目標値 実績値 評価 達成度 目標値 実績値 評価 達成度 目標値 実績値 評価 達成度

(1) 誰もが共に暮らす地域へ 12 「認知症にやさしいお店・事業所」の認定 認定事業所数 25事業所 44事業所 A 前年より増 52事業所 A

(2) 安心して暮らし続ける住まいに向けて 13 住宅確保要配慮者等民間賃貸住宅あっせん制度 あっせん制度の申込件数 45件 68件 A 45件 77件 A

(3) 介護人材の確保と業務効率化の支援 14 介護に関する入門的研修 入門的研修の参加人数 45人 51人 A 50人 69人 A

(4) 保険者機能の強化に向けて 15 地域ケア推進会議 地域ケア推進会議の開催回数 ２回 ２回 A 2回 2回 A

R７

R８R６
施策 個票№ 進行管理事業 指標

R８

R６ R７ R８

R６

(1)

施策 個票№ 進行管理事業 指標

多様な社会参加の推進

(2) 介護予防の健康づくりの推進

推進体制 施策 個票№ 進行管理事業 進行管理の指標

基本目標　３
 

安心と共生の
基盤をつくる

100%

96%

100%

100%

R７

基本目標　１

自分らしく「自立」した
生活を送る

96%

基本目標　２
 

尊厳ある暮らしを
最期まで支える

100%

推進体制

推進体制

第1回 市川市社会福祉審議会
資料2-②-3

令和８年７月22日（水）



資料2-②-4

第9期　市川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画　事業別個票
（令和７年度分）

第１回 市川市社会福祉審議会

令和８年７月22日（水）



多様な社会参加の促進① No.1

【地域共生課】

令和６年度 令和７年度 令和８年度

市公式LINE「通いの場」登録者数：
前年度実績より増加

市公式LINE「通いの場」登録者数：
前年度実績より増加

市公式LINE「通いの場」登録者数：
前年度実績より増加

高齢者のSNS利用率が年々増加する中、配信の
実施により、高齢者の社会参加の促進を図りた
い。令和6年度も引き続き、登録者の獲得に取り
組む。

高齢者のSNS利用率が年々増加する中、配信の
実施により、高齢者の社会参加の促進を図りた
い。令和７年度も引き続き、登録者の獲得に取り
組む。

高齢者のSNS利用率が年々増加する中、配信の
実施により、高齢者の社会参加の促進を図りた
い。令和８年度も引き続き、「通いの場」登録者の
獲得に取り組む。

D
O

「通いの場」の配信（4月～） 「通いの場」の配信（4月～）

実績
2,508人

「通いの場」の登録者数（令和7年3月1日時点）
6,240人

（令和8年3月1日時点）

自己評価
（事業全体）

A A

配信の登録者数について前年度より増加させ
ることができた。

前年度よりも「通いの場」登録者数が増加した
ため。

A
C
T
I
O
N

代表的な「通いの場」である高齢者クラブ情報
の配信や「てるぼサロン」情報の配信を継続す
る。

代表的な「通いの場」である高齢者クラブ情報
の配信や「てるぼサロン」情報の配信を継続す
る。

CHECK内容を踏まえた
次年度の留意点・改善点

P
L
A
N

指標

具体的な
行動計画

実行内容
（年度末時点）

C
H
E
C
K

目標達成
自己評価

自己評価の理由

年度

基本目標１・施策（１）

　住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために、社会とつながりを持つことができる居場所や、生きがいを持って活躍できる機会が必要です。高齢者をはじめとする住⺠が、

地域の支え手として活躍することや、興味・関心に応じて参加できる機会が拡充するよう、基盤となる団体への支援を継続するほか、情報提供やマッチングによって多様な社会
参加の促進を図ります。

社会参加に関する情報提供
（計画書P.49）

　市公式LINE の情報配信サービスでは、登録者の希望する分野の情報を受信することができます。「通いの場」は、地域住民が集う活動の場な
どの紹介を行っています。



多様な社会参加の促進② No.２

【地域共生課】

令和６年度 令和７年度 令和８年度

新規登録者数：400人 新規登録者数：400人 新規登録者数：400人

いきいきセンターの新規登録は、市主催教養講座
「シニアカレッジ」の受講をきっかけとする場合が
多い。引き続き、シニアカレッジを開催し、新たな
利用者の獲得に取り組む。

「シニアカレッジ」に新たな講座を追加することや
居場所づくりの取り組みを推進することで新たな
利用者の獲得に取り組む。

「シニアカレッジ」、「居場所づくり」ともに内容の
拡充に取り組み、また、その周知についても力を
入れる。

D
O

・シニアカレッジの実施
（①５月～、②11月～）

・シニアカレッジで多種多様な講座の実施
・地域包括支援課と連携し、体操動画の放映（居
場所づくり）

実績 486人 ５３６人

自己評価
（事業全体）

A A

市主催教養講座「シニアカレッジ」やモデルケー
スとして開始した居場所づくりの取り組みによ
り指標を大きく上回ることができたため。

市主催教養講座「シニアカレッジ」の実施や、昨
年度開始した「居場所づくり」の実施施設を増
やすことで、指標を大きく上回ることができた
ため。

A
C
T
I
O
N

市主催教養講座「シニアカレッジ」について、新
たなの講座メニューを増やすことなどを検討と
ともに、居場所づくりの取り組みを展開するこ
とで、新たな利用者の参加を推進する。

市民にとって魅力に感じる「シニアカレッジ」の
講座内容の企画や、「居場所づくり」の実施施設
数や内容の充実により、新たな利用者にとって
足を運びやすい通いの場を目指す。

CHECK内容を踏まえた
次年度の留意点・改善点

P
L
A
N

指標

具体的な
行動計画

実行内容
（年度末時点）

C
H
E
C
K

目標達成
自己評価

自己評価の理由

年度

基本目標１・施策（１）

　住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために、社会とつながりを持つことができる居場所や、生きがいを持って活躍できる機会が必要です。高齢者をはじめとする住民が、
地域の支え手として活躍することや、興味・関心に応じて参加できる機会が拡充するよう、基盤となる団体への⽀援を継続するほか、情報提供やマッチングによって多様な社会

参加の促進を図ります。

いきいきセンターの運営
（計画書P.50）

　高齢者の自主的な社会参加・学習活動を行う場であるいきいきセンター（老人福祉センター、老人いこいの家および地域共生センター）などの
公共施設を活用し、余暇時間の充足や交流機会の充実を図るとともに、仲間づくりや健康づくりを推進します。老人福祉センターは1施設、老人
いこいの家は11施設、地域共生センター１施設を運営しています。



介護予防と健康づくりの推進① No.３

【地域包括支援課】

令和６年度 令和７年度 令和８年度

プログラム参加人数：
前年度実績（40人）より増加

プログラム参加人数：前年度実績より増加 プログラム参加人数：前年度実績より増加

・新規の事業対象者および要支援認定者の決定通知に
事業のチラシを同封する。
・地区社協の相談員会議など地域住民の集う場にて周
知を行う。

・新規の事業対象者および要支援認定者の決定通知に
事業のチラシを同封する。
・地区社協の相談員会議など地域住民の集う場にて周
知を行う。
・高齢者サポートセンターへの事業説明を強化。

・引き続き、被保険者証に事業チラシを同封するととも
に、地域の集まりの場にて周知を行う.
・高齢者サポートセンターの事業理解が肝要であるた
め、説明を強化する。

D
O

・令和６年度新規事業対象者および要支援認定者の決
定通知にチラシを同封：2,388通
・地区社協相談員会議（５会場）で周知及びチラシ配架

令和７年度新規事業対象者および要支援認定者の決定通
知に同封した数：2,320通。
訪問型サービスを開始。委託事業所：７事業所。（2事業所
増加）
サービス利用者の少ない圏域の高齢者サポートセンター
へ事業利用勧奨協力依頼と事業概要の再周知を実施。

実績 ５１人 ６２人

自己評価
（事業全体）

A A

事業チラシの同封や地域住民の集う場にて周知
を行った結果、事業利用者の増加に繋がった。ま
た、事業利用者の８割以上がセルフマネジメント
獲得や地域・趣味活動に事業の目的であるリエイ
ブルメントに繋がった。

訪問によるサービス提供を開始したことや相談窓
口となる高齢者サポートセンターでの事業説明や
周知の継続で利用者数増に繋がった。また、事業
利用者の9割以上が地域活動やセルフマネジメン
トの獲得に至った。

A
C
T
I
O
N

一定の利用者数増は見られたが、大幅な増加には
至らなかったことから、事業のメインターゲットが
フレイルの相談をする高齢者サポートセンターに
対して事業説明を強化することで一層の事業参
加を促す。

医療機関等へのチラシ配架や地域の生活支援
コーディネーターとの連携により、幅広く周知して
いく。
また、利用時のプラン作成の負担軽減に取り組
み、高齢者サポートセンターや関連事業と連携
し利用促進を図っていく。

CHECK内容を踏まえた
次年度の留意点・改善点

P
L
A
N

指標

具体的な
行動計画

実行内容
（年度末時点）

C
H
E
C
K

目標達成
自己評価

自己評価の理由

年度

基本目標１・施策（２）

　健康寿命の延伸に向けて、誰もが自らの健康に関心を持ち、主体的に健康づくりに取り組むことが重要です。多くの市民が、なるべく早期から健康づくりや介護予防に取り組
むよう、様々な方法で普及啓発を行います。また、介護予防に資する「通いの場」の充実を図るとともに、心身機能の低下があった場合に、集中的に取り組むことを支援し、介護
予防・重度化防止に努めます。

いちわかプログラム(通所型短
期集中予防サービス事業）

（計画書P.53）

　フレイルの状態（心身の活力が低下した状態）にある方を対象とした、生活機能の向上を目的として短期間集中的に取り組む介護予防プログラ
ムです。事業所に通い、リハビリ専門職の助言のもとで個別のプログラムを実施することで、“元気な生活”を取り戻し（リエイブルメント）、社会参
加を目指します。



介護予防と健康づくりの推進② No.４

【地域包括支援課】

令和６年度 令和７年度 令和８年度

市公式LINE「健康長寿」の登録者数：
前年度実績（2,100人）より増加

市公式LINE「健康長寿」の登録者数：
前年度実績より増加

市公式LINE「健康長寿」の登録者数：
前年度実績より増加

ポスター掲示、チラシ配架、講座参加者や通い
の場等で周知しＬＩＮＥ登録者数の増を目指す。

定期的な配信の継続および周知、さらに参加型
のコミュニケーション等により、登録者数の増
を目指す。

定期的な配信の継続および周知の他、クイズや
セルフチェックを取り入れた参加型の配信等の
工夫を行い、登録者数の増を目指す。

D
O

ポスター掲示や講座等で市民へLINE登録を周
知・案内している。また、登録者の年代を任意回
答で把握に努めている。

ポスター掲示やチラシ配架等で市民へ周知し、
登録を促進している。毎月情報配信を行い、登
録者の年代の他、食生活や生活習慣の実態把
握を集計、分析した。

実績 4,827人（R7年3月28日時点） 8,330人（R8年3月末）

自己評価
（事業全体）

A A

登録者数が前年度実績を上回ったため、指標
達成とした。

登録者数が前年度実績を大きく上回ったため、
指標達成とした。

A
C
T
I
O
N

登録者数の増加に伴い、情報配信に留まらず、
介護予防に関する知識や認知度の確認やニー
ズ把握等も可能と考えられるため、効果的な活
用策を検討していきたい。

登録者数の増加に伴い、介護予防に関する知
識や情報の配信のみに留まらず、認知度の確認
や実態把握の結果等を活かし、より効果的な周
知啓発内容を検討していく。

CHECK内容を踏まえた
次年度の留意点・改善点

P
L
A
N

指標

具体的な
行動計画

実行内容
（年度末時点）

C
H
E
C
K

目標達成
自己評価

自己評価の理由

年度

基本目標１・施策（２）

　健康寿命の延伸に向けて、誰もが自らの健康に関心を持ち、主体的に健康づくりに取り組むことが重要です。多くの市民が、なるべく早期から健康づくりや介護予防に取り組
むよう、様々な方法で普及啓発を行います。また、介護予防に資する「通いの場」の充実を図るとともに、心身機能の低下があった場合に、集中的に取り組むことを支援し、介護
予防・重度化防止に努めます。

わっしょいフレイル予防（介護
予防普及啓発事業）

（計画書P.54）

　加齢に伴い、心身の機能や社会とのつながりが弱くなった状態を“フレイル”と言います。早めにフレイルに気づき社会参加や介護予防を心がけ
ることで、フレイルの進行を防ぎ、健康な状態に戻ることができます。市は、情報発信や講座開催などを通じフレイル予防の意識付けに努めます。



生活支援や見守りの充実 No.5

【地域包括支援課】

令和６年度 令和７年度 令和８年度

登録団体：32団体 登録団体：前年度実績から増加 登録団体：前年度実績から増加

・チラシ等による協定の周知
・事業者への周知方法の拡大

・チラシ等による協定の周知
・事業と連携し、登録団体の増加を図る

・チラシとwebページによる協定の周知
・他事業と連携し、周知の拡大を行うことで、登
録団体の増加を図る

D
O

チラシ作成 チラシを活用し、事業者へ説明

実績 36団体 38団体

自己評価
（事業全体）

A B

登録団体数が指標を上回ったため。
登録団体数が指標を上回ったが、周知活動が
不十分だったため。

A
C
T
I
O
N

チラシ等による周知を行うとともに、周知方法
の拡大として他事業との連携を図る。

チラシのほかwebページの更新による周知を
行うとともに、他事業の周知方法を参考する
等、締結事業者の増加を図る。

CHECK内容を踏まえた
次年度の留意点・改善点

P
L
A
N

指標

具体的な
行動計画

実行内容
（年度末時点）

C
H
E
C
K

目標達成
自己評価

自己評価の理由

年度

基本目標１・施策（３）

　年齢を重ねても、できることはなるべく自分で、できない部分は周囲の手助けやサービスを利用して、その人らしい、「自立」した生活を送ることができるよう、市は、高齢者の
日常生活上のニーズや課題、必要な地域資源を把握し、地域の多様な主体と連携して、生活支援体制の充実に努めます。

市川市地域見守り活動
に関する協定

（計画書P.59）

　市内新聞販売所や宅配業者などの事業者と、地域の見守り活動に関する協定を締結しています。事業者が日常業務を行う中で高齢者の異変な
どを発見した場合は通報し、市と連携を図りながら、安否などを見守り、適切な対応を行っていきます。



認知症への理解の促進 No.６

【地域包括支援課】

令和６年度 令和７年度 令和８年度

学校や職域における認知症サポーター養成
講座開催団体数：前年度実績（15団体）より増加

学校や職域における認知症サポーター養成
講座開催団体数：前年度実績より増加

学校や職域における認知症サポーター養成
講座開催団体数：前年度実績より増加

認知症地域支援推進員等を通じた周知活動を
実施し、学校や職域における講座の開催数の増
加を図る。

周知先を拡大し、学校や職域における講座の開
催数の増加を図る。

周知先を拡大し、学校や職域における講座の開
催数の増加を図る。

D
O

学校や職域における認知症サポーター養成講
座の実施。

学校や職域における認知症サポーター養成講
座の実施。

実績 13団体 20団体

自己評価
（事業全体）

B A

職域は９団体受講したが、学校は４団体の受講
にとどまり、講座の開催が前年度実績を下回っ
たため。

学校での受講数が14団体となり、前年度の開
催実績を大幅に上回ったため。

A
C
T
I
O
N

学校における講座の開催数が少なかったこと
から、私立の小・中学校等を含めた学校への周
知活動を強化する。

引き続き学校への周知活動を行い、継続的な
講座の開催につなげる。

基本目標１・施策（４）

　認知症は、「誰もがなりうるもの」であり、家族や身近な人が認知症になることなどを含め、多くの人にとって身近なものです。認知症の人が尊厳を保持しつつ社会の一員とし
て尊重される地域の実現をめざし、常に認知症の人の立場に立ち、認知症の人およびその家族の意向尊重への配慮に向けて、認知症に関する知識と理解が市民に深められるよ
う、様々な機会を活用して認知症に関する啓発の推進を図ります

認知症サポーター養成
講座の開催

（計画書P.60）

　「認知症サポーター」は認知症について正しく理解し、認知症の人や家族を応援する人です。地域住民をはじめ、高齢者と接する様々な職種の
方々や学生など、幅広く養成講座への参加を呼びかけ、認知症の人を地域全体で支え合う体制を整えていきます。

C
H
E
C
K

目標達成
自己評価

自己評価の理由

CHECK内容を踏まえた
次年度の留意点・改善点

実行内容
（年度末時点）

年度

P
L
A
N

指標

具体的な
行動計画



高齢者サポートセンターの機能強化とケアマネジメント支援 No.７

【地域包括支援課】

令和６年度 令和７年度 令和８年度

地域ケア個別会議の開催：60事例 地域ケア個別会議の開催：60事例 地域ケア個別会議の開催：60事例

①処遇困難事例についての地域ケア個別会議
（高齢者サポートセンター主催）
②自立支援、ケアマネジメント支援を目的とし
た地域ケア個別会議（市主催・４エリアごとに実
施）

①処遇困難事例についての地域ケア個別会議
（高齢者サポートセンター主催）
②自立支援、ケアマネジメント支援を目的とし
た地域ケア個別会議（市主催・４エリアごとに実
施）

①処遇困難事例についての地域ケア個別会議
（高齢者サポートセンター主催）
②自立支援、ケアマネジメント支援を目的とし
た地域ケア個別会議（市主催・４エリアごとに実
施）

D
O

市主催（6回）30事例を検討。
センター主催（30回）30事例を検討。

市主催（6回）30事例を検討。
センター主催（30回）30事例を検討。

実績 ６０事例 ６０事例

自己評価
（事業全体）

A A

指標の回数を達成したため。 指標の回数を達成したため。

A
C
T
I
O
N

地域ケア会議について、関係機関に周知すると
ともに、高齢者サポートセンターの業務負担（記
録の簡素化等）について検討を行っていく。

地域ケア会議について、関係機関に周知すると
ともに、高齢者サポートセンターの業務負担（記
録の簡素化等）について令和８年度より実施し
ていくこととした。

年度

基本目標２・施策（１）

　介護が必要になっても、可能な限り在宅で生活を送れるよう、身近な相談窓口の周知を図り、個々の状況に応じた適切なケアマネジメントを推進します。 また、高齢者サポート
センター（地域包括支援センター）を拠点に、医療や地域の関係団体・機関による各種ネットワークを結びつけ、効果的な支援が可能となるネットワークの構築を図ります。

地域ケア個別会議
（計画書P.66）

　「地域ケア個別会議」は、医療・介護などの専門職をはじめ、地域の多様な関係者が協働し、介護支援専門員のケアマネジメント支援を通じて、
高齢者の生活を地域全体で支援することを目的として実施します。高齢者サポートセンターおよび市は、積極的に「地域ケア個別会議」を開催し
ます。

P
L
A
N

指標

具体的な
行動計画

実行内容
（年度末時点）

C
H
E
C
K

目標達成
自己評価

自己評価の理由

CHECK内容を踏まえた
次年度の留意点・改善点



在宅医療・介護連携の推進 No.８

【地域包括支援課】

令和６年度 令和７年度 令和８年度

在宅医療・介護連携の推進に関する会議の開催
回数：３回

在宅医療・介護連携の推進に関する会議の開催
回数：３回

在宅医療・介護連携の推進に関する会議の開催
回数：３回

会議を開催し、地域の医療・介護関係者と協議を
重ね、ＰＤＣＡサイクルに沿って、在宅医療と在宅
介護が一体的に提供される体制の構築に取り組
む。

会議を開催し、地域の医療・介護関係者と協議を
重ね、ＰＤＣＡサイクルに沿って、４つの場面におけ
る連携構築を強化するとともに、多職種連携情報
共有システムの活用方法の検討を協議する等在
宅医療と在宅介護が一体的に提供される体制の
構築に取り組む。

会議を開催し、地域の医療・介護関係者と協議を
重ね、ＰＤＣＡサイクルに沿って、４つの場面におけ
る連携構築を強化するとともに、多職種連携情報
共有システムの活用方法の検討を協議する等、在
宅医療と在宅介護が一体的に提供される体制の
構築に取り組む。

D
O

６月２７日　R6年度事業計画について
１０月３１日　認知症施策推進計画について
令和７年１月28日　R6年度実績評価と評価

【第1回】R7年度事業計画について
【第2回】認知症支援に関する検討
【第3回】R7年度事業評価及び多職種連携情報共
有システムに関する検討

実績 3回 3回

自己評価
（事業全体）

A A

指標の開催回数を達成したため。

指標の開催回数を達成するとともに、多職種連携
情報共有連携システムの活用方法の検討を協議
し、円滑なシステム導入につなげることができた
ため。

A
C
T
I
O
N

充実した協議内容となるよう、日頃から医療・介
護関係者の声に耳を傾け、会議当日に向けての準
備を丁寧に行う。次年度は多職種連携情報共有シ
ステムの活用方法の検討などを中心に予定して
いる。

充実した協議内容となるよう、日頃から医療・介
護関係者の声に耳を傾け、会議当日に向けての準
備を丁寧に行う。次年度は、多職種連携情報共有
システムの活用状況を評価し、活用拡大に向けた
効果的な方法を検討する。

基本目標２・施策（２）

　医療と介護の両方を必要とする状態の高齢者が、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができるよう、切れ目のない在宅医療と介護の提供体制を
構築するために、住民や地域の医療・介護関係者と地域の目指すべき姿を共有しつつ、医療機関と介護事業所などの関係者の連携を推進します。

在宅医療と介護の切れ目の
ない提供体制の構築

（計画書P.69）

　医療と介護の連携した対応が求められる４つの場面（日常の療養支援・入退院支援・急変時の対応・看取り）において、切れ目なく在宅医療と在
宅介護が一体的に提供される体制の構築に向けて、地域の医療・介護関係者の協力を得ながら、PDCAサイクル（①課題抽出と対応策の検討、
②対応策の実施、③対応策の評価、④改善の取組み）に取り組みます。

P
L
A
N

指標

具体的な
行動計画

実行内容
（年度末時点）

年度

C
H
E
C
K

目標達成
自己評価

自己評価の理由

CHECK内容を踏まえた
次年度の留意点・改善点



連携による認知症への支援 No.９

【地域包括支援課】

令和６年度 令和７年度 令和８年度

認知症ガイドブック（概要版）配架窓口
：前年度実績（88カ所）より増加

認知症ガイドブック（概要版）配架窓口
：前年度実績より増加

認知症ガイドブック（概要版）配架窓口
：前年度実績より増加

認知症地域支援推進員の訪問活動により、認
知症に理解のある店舗等を増やすことで、認知
症ガイドブックの新規設置場所を増やす。

認知症地域支援推進員が訪問活動を行い、認
知症に理解のある店舗等を増やすことで、市内
全域に幅広く認知症ガイドブックの新規設置場
所を増やす。

認知症地域支援推進員が訪問活動を行い、認
知症に理解のある店舗等を増やすことで、市内
全域に幅広く認知症ガイドブックの新規設置場
所を増やす。

D
O

認知症ガイドブックを新たに病院・薬局・飲食
店・コンビニ・銀行などに設置した。
（新規設置７１カ所）

認知症ガイドブックを新たに病院・薬局・飲食
店・コンビニ・銀行などに設置した。
（新規設置53カ所）

実績 159カ所 212カ所

自己評価
（事業全体）

A A

・認知症地域支援推進員の活動を通して、銀行や
郵便局、薬局など市民が目にしやすい場所で、認
知症ガイドブックを配架することができた。

・認知症地域支援推進員の活動を通して、銀行や
郵便局、薬局など市民が目にしやすい場所で、認
知症ガイドブックを配架することができた。

A
C
T
I
O
N

配架地域に偏りがあるため、配架されていない
地域に、より訪問活動を通し周知を行う。

市民が目にしやすい場所に配架しているが、数
が減っておらず手に取ってもらえていない場所
もある。配架場所を増やすとともに、より多く
の人に手に取ってもらえるようガイドブックの
周知を行う。

年度

基本目標２・施策（３）

　認知症の人の尊厳が保たれ、最期までその人らしく暮らし続けるために、認知症の人の意思決定の支援が適切に行われ、その意向を十分に尊重し、尊厳を保持しつつ切れ目な
く保健医療サービス、福祉サービスその他のサービスが提供されるよう支援します。

認知症地域支援推進員の配置
（計画書P.71）

　認知症地域支援推進員を高齢者サポートセンターに配置し、認知症の人に対し、状態に応じた適切な支援が行われるよう、医療・介護および地
域の多世代の様々な人たちや生活関連領域に係る関係者の連携を図る取組を行い、周囲からの認知症の人やその家族への理解や協力を深め、
認知症の人やその家族が安心して暮らすことのできる地域づくりを推進します。

P
L
A
N

指標

具体的な
行動計画

実行内容
（年度末時点）

C
H
E
C
K

目標達成
自己評価

自己評価の理由

CHECK内容を踏まえた
次年度の留意点・改善点



介護者の負担軽減 No.10

【地域包括支援課】

令和６年度 令和７年度 令和８年度

家族介護教室の開催数：45回 家族介護教室の開催数：45回 家族介護教室の開催数：45回

要介護被保険者の状態の維持・改善を目的とし
た、適切な介護知識・技術の学習や、外部サービス
の適切な利用方法の習得等を内容とした教室を
開催する。

要介護被保険者の状態の維持・改善を目的とし
た、適切な介護知識・技術の学習や、外部サービス
の適切な利用方法の習得等を内容とした教室を
開催し、関係機関等の研修会や広報で周知する。

高齢者サポートセンターにおいて家族介護教室を
開催し、家族介護者への支援を行う。過去の開催
事例等を精査し、高齢者サポートセンターへ共有
することで、教室開催にかかる支援を行う。

D
O

要介護被保険者の状態の維持・改善を目的とし
た、適切な介護知識・技術の学習や、外部サービス
の適切な利用方法の取得等をテーマとした介護
予防教室を開催した。

15か所の高齢者サポートセンターにおいて、家族
介護教室を開催した。
広報や関係機関等の研修会の場を活用し、周知を
行った。

実績 45回 45回

自己評価
（事業全体）

A A

指標の回数、会議を開催し、家族介護者への支
援を行うことができた。（参加人数は延べ５７８
名）

指標の回数、会議を開催し、家族介護者への支
援を行うことができた。（参加人数は延べ６８８
名）

A
C
T
I
O
N

より多くの、支援が必要な家族介護者の参加を
促すため、関係機関等の研修会や広報といった
周知方法を検討する。

より多くの、支援が必要な家族介護者の参加を
促すため、引き続き周知方法を検討する。
過去の開催事例や記録を高齢者サポートセン
ターと共有するなど、教室開催にかかる支援を
検討する。

年度

基本目標２・施策（４）

　介護を必要とする高齢者の主な介護は、子や配偶者など家族が担っており、介護サービスの利用の有無にかかわらず、身体的・精神的・経済的な負担感や孤立感を有している
人もいると考えられます。必要な介護サービスの確保を図るとともに、働く人が家族の介護のために離職せざるを得ない状況を防ぎ、ヤングケアラーを含めた家族における介護
の負担軽減のための取り組みを推進します。

「家族介護教室」や「認知症カ
フェ」による介護者の支援

（計画書P.73）

　高齢者サポートセンターでは、介護者の健康や介護に関する個別相談に応じ、必要な指導・助言を行うほか、介護技術の講習や介護者同士の交
流を目的とした教室を開催します。

P
L
A
N

指標

具体的な
行動計画

実行内容
（年度末時点）

C
H
E
C
K

目標達成
自己評価

自己評価の理由

CHECK内容を踏まえた
次年度の留意点・改善点



権利擁護の支援 No.１１

【地域包括支援課】

令和６年度 令和７年度 令和８年度

市川市高齢者虐待の防止に関する会議の開催
回数：１回

市川市高齢者虐待の防止に関する会議の開催
回数：１回

市川市高齢者虐待の防止に関する会議の開催
回数：１回

「市川市高齢者虐待の防止に関する会議」を開催
し、本市における高齢者虐待の現状及び課題に関
すること等の情報交換を行う。

「市川市高齢者虐待の防止に関する会議」を開催
し、本市における高齢者虐待の現状及び課題に関
すること等の情報交換を行う。今年度は、複合化
した問題に対する対応についてをテーマに開催予
定。

「市川市高齢者虐待の防止に関する会議」を開催
し、本市における高齢者虐待の現状及び課題に関
すること等の情報交換を行う。引き続き、複合化
した問題に対する対応についてをテーマに開催予
定。

D
O

令和6年11月26日に市川市高齢者虐待の防
止に関する会議を開催。

令和７年11月21日に市川市高齢者虐待の防止
に関する会議を開催。

実績 １回 １回

自己評価
（事業全体）

A A

本市の高齢者虐待の状況をテーマとする会議
を開催し、個別の事例を通して、各支援機関の
事業内容や付随する状況や情報の共有を進め
ることができた。

本市の高齢者虐待の状況をテーマとする会議
を開催し、個別の事例を通して、各支援機関の
事業内容や付随する状況や情報の共有を進め
ることができた。

A
C
T
I
O
N

関係機関と迅速な情報交換ができるよう体制
を強化していく。特に近年、養護者が障がいを
抱えていたり、生活困窮状態にあるなど、他領
域の問題を複合化しているケースが多くなって
いるため、関係機関との連携を強化していく。

前年に引き続き、養護者が障がいを抱えてい
る、生活困窮状態にあるなど、他領域の問題を
複合化しているケースが多い現状から、関係機
関との連携を強化していく。

年度

基本目標２・施策（５）

　認知症などにより判断能力が不十分な人や、生活上に何らかの問題を抱え、解決できず困難な状況にある高齢者に対し、地域や入所施設において尊厳のある生活を維持し安心して生
活を送ることができるように支援します。地域の関係者や事業者との協力・連携体制の構築を図り、高齢者虐待の早期発見を図るとともに、関係機関と連携して対応を行います。また、高
齢者を狙う振り込め詐欺や悪質商法などの犯罪に関する注意喚起や相談活動などを進めていくことで、広く地域の高齢者の権利を守ります。

高齢者虐待を
未然に防ぐ取組み

（計画書P.76）

　高齢者虐待を発見した場合の通報先や相談窓口の周知を図るとともに、高齢者虐待を未然に防止するための啓発として、市民、介護支援専門
員（ケアマネジャー）、高齢者サポートセンター（地域包括支援センター）職員、介護サービス事業所および施設の職員を対象とした「高齢者虐待防
止研修会」を引き続き開催します。

P
L
A
N

指標

具体的な
行動計画

実行内容
（年度末時点）

C
H
E
C
K

目標達成
自己評価

自己評価の理由

CHECK内容を踏まえた
次年度の留意点・改善点



誰もが共に暮らす地域へ No.1２

【地域包括支援課】

令和６年度 令和７年度 令和８年度

認定事業所数：
前年度（２５事業所）実績より増加

認定事業所数：
前年度実績より増加

認定事業所数：
前年度実績より増加

周知活動を充実させ、認定事業所数の増加を
図る。

認知症サポーター養成講座と併せて周知し、認
定事業所数の増加を図る。

認知症サポーター養成講座と併せて周知し、認
定事業所数の増加を図る。

D
O

認知症地域支援推進委員が中心となり、地域で
認知症の人にやさしい取り組みを実施してい
る事業所等へ周知を行った。

認知症地域支援推進委員が中心となり、地域で
認知症の人にやさしい取り組みを実施してい
る事業所等へ周知を行った。

実績 44事業所 52事業所

自己評価
（事業全体）

A A

法律事務所や認知症カフェが新たに加わり、前
年度実績より増加したため。

運送サービス事業所や小規模保育事業所が新
たに加わり、前年度実績より増加したため。

A
C
T
I
O
N

認知症の人にやさしい取組みを行っている事
業所であっても、認定要件の１つである認知症
サポーターの配置を満たしていない場合があ
るため、やさしいお店・事業所の周知と並行し
て認知症サポーター養成講座の周知活動を実
施する。

認知症の人にやさしい取組みを行っている事
業所であっても、認定要件の１つである認知症
サポーターの配置を満たしていない場合があ
るため、やさしいお店・事業所の周知と並行し
て認知症サポーター養成講座の周知活動を実
施する。

P
L
A
N

指標

具体的な
行動計画

実行内容
（年度末時点）

C
H
E
C
K

目標達成
自己評価

自己評価の理由

CHECK内容を踏まえた
次年度の留意点・改善点

年度

基本目標3・施策（2）

　誰もが社会から孤立せず、世代や背景を超えて相互に支えあう「地域共生社会」の実現に向けて、お互いに理解し、偏見をなくすことが重要です。本計画では、認知症に関する地域の理
解が深められ、認知症の人とその家族が日常生活および社会生活を円滑に送ることができ、認知症の人が尊厳を保持しつつ他の人々と共生できる地域の実現を目指します。また、様々
な困難を抱えたとしても、安心してその人らしい生活を送ることができるよう、制度の壁を越えた柔軟な支援に取り組みます。

「認知症の人にやさしい
お店・事業所」の認定

（計画書P.83）

　認知症の人にやさしい取組みを行っている店舗および事業所を、「認知症の人にやさしいお店・事業所」として認定し、広く市民に周知すること
により、認知症の人や家族が不自由なく生活できる環境を整えます。



安心して暮らし続けられる住まいへ No.1３

【市営住宅課】

令和６年度 令和７年度 令和８年度

あっせん制度の申込件数：４５件 あっせん制度の申込件数：４５件 あっせん制度の申込件数：４５件

本制度を周知するため、広報いちかわに掲載す
るとともに、チラシによる案内を行う。

本制度を周知するため、広報いちかわに掲載す
るとともに、チラシによる案内を行う。

本制度を周知するため、広報いちかわに掲載す
るとともに、チラシによる案内を行う。

D
O

広報いちかわへの掲載とチラシによる本制度
を周知。

広報いちかわへの掲載とチラシによる本制度
を周知。

広報いちかわへの掲載とチラシによる本制度
を周知。

実績 ６８件 77件

自己評価
（事業全体）

A A

令和６年度計画の目途とした申請件数を上回
る申請があり、民間賃貸住宅のあっせんを行え
たため。

令和７年度に掲げた指標を大幅に超える実績
だったため。

A
C
T
I
O
N

引続き、広報いちかわへの掲載とチラシにより
本制度の周知を図る。

引続き、広報いちかわへの掲載とチラシにより
本制度の周知を図る。

年度

基本目標3・施策（2）

　「住まい」は地域における生活の基盤となるものです。年齢や家庭事情、生活困窮などにより住宅の確保が困難とならないよう、円滑な入居を支援するとともに、安全・安心な
生活環境の実現を目指します。また、介護が必要になっても住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、ニーズに応じた住まいの充実に努めるとともに、自然災害などに対する備
えを推進します。

住宅確保要配慮者等民間
賃貸住宅あっせん制度

（計画書P.８６）

　市と一般社団法人千葉県宅地建物取引業協会市川支部が共同で、住宅の確保に配慮を要する高齢者などに対して、民間賃貸住宅のあっせん
を行います。必要とする人に制度が利用されるよう、高齢者およびその支援者などに対する情報提供に努めます。

P
L
A
N

指標

具体的な
行動計画

実行内容
（年度末時点）

C
H
E
C
K

目標達成
自己評価

自己評価の理由

CHECK内容を踏まえた
次年度の留意点・改善点



介護人材確保と業務効率化の支援 No.1４

【介護保険課】

令和６年度 令和７年度 令和８年度

入門的研修の参加人数：４５人 入門的研修の参加人数：50人 入門的研修の参加人数：55人

参加者が介護に対して正しい理解を持ち、不安
を払拭していけるような研修を開催する。

より多くの方が研修に参加出来るよう、周知方
法や受講方法を見直す。

様々な方に介護への興味・関心を持ってもらえ
るよう、情報発信を行う。

D
O

8月、11月、2月にそれぞれ市内で開催した。 8月、11月、2月にそれぞれ市内で開催した。

実績 入門的研修の参加人数：51人 入門的研修の参加人数：69人

自己評価
（事業全体）

A A

・令和6年度から受講定員数を拡大するとともに、
研修会場を３か所に増やし、より多くの方が研修
に参加できるよう取り組んだ。
・申込者のうち落選者に対しては、キャンセル待ち
の枠を設ける等の工夫をし、指標を達成した。

・全日程を修了出来なかった方に、次回研修を受
講することで修了を認める等、参加者が無理なく
課程を修了できるようにした。
・社協やイオン店舗（包括協定先）へチラシ等の配
架を依頼し、積極的に広報活動に努めた。

A
C
T
I
O
N

周知活動については、研修終了後のアンケートを
基に、どのようなメディアや媒体が有効か検討す
る。また、2回目（南部）以降は申込者数が少ない
ため、1回目（北部）の定員数を多めに設定する
等、より多くの方へ介護に触れる機会を提供でき
るよう、取り組む。

在宅介護を行うことを見越した家族などが研修を
受講するケースも多かったため、さらに様々な年
齢層の方に向けて情報提供が出来るよう、取り組
む。また職場体験及びマッチング支援の実績が伸
びるよう取り組む。

年度

基本目標３・施策（３）

　介護を必要とする高齢者が増加する中で、介護の担い手となる世代の人口減少や高齢化が進むと見込まれ、人材確保は喫緊の課題となっていることから、福祉・介護分野の人
材確保および定着に向けた取組みを進めます。また、提供されるサービスの質の確保のため、介護事業所の業務の効率化や従事者の資質向上に向けて支援します。

介護に関する入門的研修
（計画書P.90）

　介護の基本的知識を学び、介護分野への就労のきっかけとして、介護に関する入門的研修を実施します。さらに、職場体験や介護事業所への
マッチング支援により、介護業務の不安を払拭し、多様な人材の参入促進として介護資格の取得希望者や就業者などの増加に努めます。
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指標

具体的な
行動計画

実行内容
（年度末時点）
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E
C
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目標達成
自己評価

自己評価の理由

CHECK内容を踏まえた
次年度の留意点・改善点



保険者機能の強化に向けて No.1５

【地域包括支援課】

令和６年度 令和７年度 令和８年度

地域ケア推進会議の開催：２回 地域ケア推進会議の開催：２回 地域ケア推進会議の開催：２回

【第１回】昨年度テーマ「居場所」への「移動支援」に
ついて
【第２回】市主催及び高サポ主催の地域ケア会議
から見える課題の共有、次回議題の提案

【第１回】生活支援コーディネーターが把握した地
域課題の検討
【第２回】地域ケア個別会議にて把握した地域課題
の検討

高齢化の進展とともに、独居高齢者に関する地域
課題の増加が見込まれることから、独居高齢者を
取り巻く地域課題にフォーカスし検討を行う。

D
O

【第１回】「居場所」への「移動支援」について、地域
課題の共有、課題解決の方法を検討。
【第２回】地域ケア個別会議で多く課題として挙げ
られた「見守り体制」「認知症」についてのグルー
プワークを実施。

下記課題の解決策を検討。
【第１回】①高齢者のデジタルツールの利用促進
②買い物に不便や苦労を感じる方への支援
【第２回】独居高齢者の見守り、閉じこもり、孤立
予防

実績 2回 2回

自己評価
（事業全体）

A A

当該年度内において２回地域ケア推進会議を実
施したため。

当該年度内において２回地域ケア推進会議を
実施したため。

A
C
T
I
O
N

当該会議は第一層の協議体として、多様な主体の
強みや資源を活かした役割を担うように整理する
場と位置付けられているが、現状そこまでの議論
に至っていない。次年度は地域課題を会議に参加
する各団体・委員と共有するとともに、具体的解
決策についての協議を行う場としていく。

会議に参加する各団体・委員と地域課題を共有す
るとともに、解決策についての協議を行う場と
し、各団体がそれぞれの強みや資源を活かした役
割を担うことで、地域課題の具体的解決策を提案
しつなげていく場とする。また、高齢化の進展が
波及する地域課題に目を向けていく。

年度

基本目標３・施策（４）

　本市では今後も中長期にわたり、介護保険サービスの利用者が増加すると見込まれていることから、介護保険事業の円滑な運営と持続可能な制度運用のため、現状分析に基づく適切
な介護サービス確保および介護給付の適正化や公正な介護認定に努めます。また、介護サービス事業者に対する指導・監査により、サービスの質を高めるとともに、災害や感染症の発生
時のサービスを継続に対する備えを確認するなど、介護を必要とする方が安心して利用できる環境の整備に努めます。

地域ケア推進会議
（計画書P.95）

　「地域ケア個別会議」（P.66参照）において検討された課題のうち、多くの事例に共通する課題は、地域課題として整理し、地域の多様な主体が
参加する「地域ケア推進会議」をはじめ、関連の深い会議体において検討し、課題解決を図ります。

P
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自己評価

自己評価の理由

CHECK内容を踏まえた
次年度の留意点・改善点



 

第 1回 市川市社会福祉審議会 資料 2-③-1 
令和 8年 7月 22日 (水) 

 

 

第５次いちかわハートフルプランの進捗状況について 
(障がい者支援課) 

 

 

第５次いちかわハートフルプランは、令和６年度から令和８年度までの 3年間を計

画期間としており、今回は令和７年度の進捗状況の報告となります。 

 

 

○障害者基本法に基づく「市町村障害者計画」 

○障害者総合支援法に基づく「市町村障害福祉計画」 

○児童福祉法に基づく「市町村障害児福祉計画」 

 

 

今回の報告資料の構成は次のとおりです。 

  
資料 2-③-2 市川市障害者計画 

○具体的な施策に係る進捗状況について 
資料 2-③-3 ○重点施策について 
資料 2-③-4 ○重点事業の進捗状況について 
資料 2-③-5 ○重点事業(個票) 
資料 2-③-6 ○その他の事業の進捗状況について 
資料 2-③-7 第７期市川市障害福祉計画・第３期市川市障害児福祉計画 

○第 2章 成果目標と活動指標について 
資料 2-③-8 ○第 3章 障害者総合支援法に係るサービス等について 
資料 2-③-9 ○第 4章 児童福祉法に係るサービスについて 

 

第５次いちかわハートフルプランの構成 



第5次いちかわハートフルプラン　令和7年度進捗状況報告　(市川市 障がい者支援課)

市川市障害者計画の具体的な施策に係る進捗状況について(p.66～115)

《目標達成度100％》 《目標達成度100％》
障がい児支援 重点事業 保育園巡回相談事業 災害や感染症の対策 重点事業 避難行動要支援者対策事業

その他の事業 乳幼児健康診査事業 その他の事業 福祉避難所
地域職員への研修事業 災害時における福祉用具等物資の供給等協力に関する協定
ライフサポートファイル活用事業 総合防災訓練の実施
ペアレントプログラム NET119

学校教育 重点事業 特別支援教育推進事業 重点事業 人にやさしい道づくり重点地区整備事業
その他の事業 市川市特別支援連携協議会 グループホームの開設・運営、⼊居者の家賃負担に対する⽀援

その他の事業 公園施設のバリアフリー等
あんしん住宅助成事業

《目標達成度100％》
就労支援・雇用促進 重点事業 障がい者就労⽀援事業

その他の事業 優先調達推進事業 《目標達成度100％》
障がい者雇用事業 重点事業 障がいに関する理解啓発事業
雇用促進事業(障がい者就労支援) ・雇用促進奨励金 福祉の店運営支援事業

・職場実習奨励金 その他の事業 市新規採用職員に対する研修
・障がい者就職面接会 市職員に対する研修・啓発

重点事業 障がい者スポーツ事業 福祉教育の推進
その他の事業 障がい者等の読書環境の整備事業 地域ケアシステム推進事業

障がい者文化講座
パラスポーツ普及促進事業

《目標達成度100％》
重点事業 地域生活支援拠点等コーディネーターの配置

地域活動支援センター運営費補助金事業 《目標達成度98.5％》
重点事業 手話奉仕員養成講座及び市民手話教室運営業務委託
その他の事業 手話通訳者・要約筆記者の設置・派遣

市公式Webサイトのアクセシビリティの確保・維持 第1節 第2節 第3節 第4節 第5節 第6節

保健・医療 重点事業 身体障害者地域リハビリテーション体制整備事業 100% 100% 100% 75% 100% 100%

その他の事業 重度心身障害者医療費助成

《目標達成度75％》
相談 重点事業 相談支援体制の整備
権利擁護 重点事業 成年後見制度利用支援事業

その他の事業 市川市障害者虐待防止センター
障害者虐待の防止及び障害を理由とする差別の解消に関する会議

特別支援教育推進事業は、学校教職員に対し、研修会等を通して、市川スマ
イルプランと個別の指導計画の作成と活用について周知した。

障がい者就労⽀援事業は、令和７年度に新たにスタートした就労選択支援にお
いても、関係機関と連携しながら、適切な支援を行う体制を整えた。

身体障害者地域リハビリテーション体制整備事業は、通所施設の要望に応じて、
地域リハビリテーションのネットワークづくりのために情報交換会を実施した。

A
A
A

A

A

A

B

A
A

A

成年後見制度利用支援事業は、「後見制度個別相談会」を毎月1回開催し、
合計12件(高齢者を含む）の相談に応じた。

情報アクセシビリティ・意
思疎通支援

地域生活の支援
A

A
A

生涯学習・文化・スポー
ツ

A

A
A
A
A

B
A
A

A

A
A

A

第1回　市川市社会福祉審議会 資料2-③-2令和8年7月22日 (水)

A

A

A
A

人にやさしい道づくり重点地区整備事業において、歩道のバリアフリー
化工事を1箇所実施。

A

A

まちづくり・居住環境
整備

A

A

A

A

A

A

市川市自立支援協議会との協働による研修については、相談支援部会と協働
して２回、生活支援部会と協働して２回、計４回の研修を実施した。

A
A

A

A

A
A 令和7年度は、各項目でC評価がなく、進捗度も比較的良好

であった。第4節以外の重点事業については、100％の目標
達成となった。また、Bの事業については、引き続き事業の整備
等に取り組んでいく。

支援人材の確保と質の
向上

重点事業 市川市自立支援協議会との協働による研修

連携強化、支援体制
整備

重点事業 市川市自立支援協議会の開催

A

A

障がいに対する理解の
促進、合理的配慮の
提供

※ 事業の進捗度評価：A…十分達成できた(75%≦x) B…概ね達成できた(50%≦x＜75%) C…やや不十分だった(25%≦x＜50%) D…不十分だった(x＜25%)
※ 《%》 は、A＝100、B＝75、C＝50、D＝25 として、重点事業 (薄い網掛けをした事業) について、平均値を算出したもの。

第1節 子育て・教育の充実

第2節 就労・社会参加の促進

第3節 生活支援の充実

第4節 相談・権利擁護体制の確立

第5節 誰にとっても暮らしやすいまちづくりの推進

第6節 地域の理解・支援の促進

100%

100%

100%

75%

100%

100%
0%

20%
40%
60%
80%

100%
第1節

第2節

第3節

第4節

第5節

第6節

計画全体



第５次いちかわハートフルプラン　令和7年度進捗状況報告　(市川市 障がい者支援課)

1 障がい児⽀援 ○

○

2 就労の⽀援 ○

3 地域⽣活の⽀援 ○

○
○

○

4 相談⽀援体制の整備 ○

5 災害や感染症の対策 ○

○

6 ○

○

7 ⽀援⼈材の確保と質の向上 ○

○

第1回　市川市社会福祉審議会 資料2-③-3令和8年7月22日 (水)

福祉の店の市役所第1庁舎販売、大柏出張所販売、道の駅常設は定着してきた。障害者週間販売会やサ
マーフェスティバル販売をコルトンプラザで開催し、多くのお客様と活発な交流ができた。新たに行徳支所での販
売も開始した。

市川スマイルプランは、中学校の作成割合が目標値を下回っているため、中学校でのスマイルプラン活用をさら
に進めるとともに、スマイルプラン作成のメリットを保護者へ伝えていく必要がある。
障がい者就労⽀援は、就職、その他の相談（支援）、就職活動相談（支援）、就職後相談（支援）、会
社からの相談（支援）、チャレンジド相談（支援）を実施した。

基幹相談⽀援センターえくるは、福祉サービスの利用援助、社会資源の活用や社会生活力を高めるための支
援など、多様な相談支援を実施した。

地域⽣活⽀援拠点等コーディネーターは、障がいの特性に起因して⽣じる緊急の事態等に対処し⼜は備える
ため、事前登録者の受付・相談を行ったほか、体験の場の実施や短期入所先の見学を行った。

障害者基本法に定める障害者週間の趣旨をふまえ、毎年、「I♥あいフェスタ」を開催。令和7年度は全日警
ホールにて講演会「こころのケガ」を知っていますか？のほか、第1庁舎ファンクションルームにてI♥1グランプリの作
品展示やニッケコルトンプラザにて、福祉の店を実施した。

地域活動⽀援センターを経営する事業を⾏う者の経営の⽀援を図るため、運営費補助⾦を交付した。
聴覚障がい者及び⾔語機能障がい者が健聴者等との円滑な意思の疎通を図る上で必要な⼿話通訳者等の
⼈材を育成し、市⺠向けに⼿話を知っていただくための講習会を開催した。
理学療法士・作業療法士が地域の障害福祉サービス通所施設に巡回し、リハビリテーションの視点で通所利
用者に関する相談・助言を行った。

避難行動要支援者対策は、個別避難計画の作成に向けて、本人やそのご家族、避難支援等関係者にあた
る自治町会や民生委員、市職員などが顔を合わせて計画を作成する方法に加えて、申請書を市に直接提出
する方法にて計画を作成した。

障がいに対する理解の促進、合理的配慮の
提供

市川市⾃⽴⽀援協議会は、各部会と協働して研修を実施し、障がい者福祉に従事する⽅の育成・定着や質
の向上に資することができた。
市川市⾃⽴⽀援協議会及び各専⾨部会を定期的に開催することで、地域における課題を共有し、検討し
た。

人にやさしい道づくり重点地区整備は、「市川市交通バリアフリー基本構想」に基づき、主要駅周辺の半径
500m以内を重点整備地区とし、歩道の段差解消、平坦性の確保等のバリアフリー化を進めた。

保育園巡回は、保育園にて行動観察を行った後、各対象児について、対面でカンファレンスを実施した。具体
的な支援の方法を写真入りの巡回資料で提示し、助言を行った。

市川市障害者計画 具体的な施策
重点施策について(令和７年度)



第5次いちかわハートフルプラン　令和7年度進捗状況報告　(市川市 障がい者支援課)

第1節　子育て・教育の充実　～のびのびと育つ～
第1項　障がい児支援

第2項　学校教育

第2節　就労・社会参加の促進　～地域で活動する～
第1項　就労支援・雇用促進

第2項　生涯学習・文化・スポーツ

p.76 4 障がい者スポーツ事業 スポーツ部 スポーツ推進課 障がい者軽スポーツ教室への参加人数 38人 50人 32人

事業名 担当課 指標等 R5年度 R6年度
実績 計画値 実績 評価

B

p.73 3 障がい者就労⽀援事業 福祉部 障がい者支援課 相談件数

保育園巡回件数発達支援課こども部

事業名 担当課 指標等

p.70 2 特別支援教育推進事業 学校教育部 指導課

事業名 担当課 指標等

通常学級に在籍している幼児・児童・⽣徒の
うち、市川スマイルプラン（個別の教育⽀援
計画）を作成している者の割合

100回

R8年度
計画値 実績

1 保育園巡回相談事業 Ap.67

指標等担当課事業名 R7年度
評価

R5年度

89回 100回 95回 100回 114回A

R5年度 R6年度

実績 計画値 実績 計画値 実績
R6年度

評価 評価

6% 6% 6.8% A

評価
R7年度

R7年度

実績 計画値 実績 評価 計画値 実績

計画値 実績
2,300件

R8年度
評価

R8年度

R8年度
評価

A

評価 計画値 実績
R5年度 R6年度 R7年度

3,027件 2,300件 2,666件

計画値 実績 評価

第1回　市川市社会福祉審議会 資料2-③-4令和8年7月22日 (水)
市川市障害者計画　具体的な施策　重点事業の進捗状況について

6% 10.0% A 7%

実績 計画値 実績 評価 計画値 実績

50人
計画値 実績

50人 60人
評価

A 2,300件 4,235 A

※ 事業の進捗度評価：A…十分達成できた(75%≦x) B…概ね達成できた(50%≦x＜75%) C…やや不十分だった(25%≦x＜50%) D…不十分だった(x＜25%)
※ 《%》 は、A＝100、B＝75、C＝50、D＝25 として、節ごとに平均値を算出したもの。



第5次いちかわハートフルプラン　令和7年度進捗状況報告　(市川市 障がい者支援課)
第1回　市川市社会福祉審議会 資料2-③-4令和8年7月22日 (水)

市川市障害者計画　具体的な施策　重点事業の進捗状況について

※ 事業の進捗度評価：A…十分達成できた(75%≦x) B…概ね達成できた(50%≦x＜75%) C…やや不十分だった(25%≦x＜50%) D…不十分だった(x＜25%)
※ 《%》 は、A＝100、B＝75、C＝50、D＝25 として、節ごとに平均値を算出したもの。

第3節　生活支援の充実　～地域で暮らす～
第1項　地域生活の支援

第2項　情報アクセシビリティ・意思疎通支援

第3項　保険・医療

第4節　相談・権利擁護体制の確立　～自分で決める～
第1項　相談

第2項　権利擁護

p.87 7 ⼿話奉仕員養成講座及び市⺠⼿話教室運営業務委託 福祉部

10 成年後見制度利用支援事業 福祉部 相談実件数 (障がい分) 43件 60件 59件
啓発回数 27回 20回 28回

事業名 担当課 指標等

A

A

事業名 担当課 指標等 R5年度 R6年度
実績 計画値 実績 評価

基幹相談⽀援センターえくるの相談員の数（1 未満の端数は0.5単位に整理） 7.0人工 11.5人工 9.0人工

障がい者支援課 養成講座修了者数 18名 16名 16名 A

障がい者支援課 地域⽣活⽀援拠点等コーディネーターへの事前登録者数 216人 160人 233人 170人 258人Ap.81 5 地域⽣活⽀援拠点等コーディネーターの配置 福祉部

実績 評価 計画値 実績 評価
A

R6年度R5年度 R7年度

R8年度

180人

13.5人工

16名

実績 評価
R8年度

計画値

9件

計画値

R7年度

12.5人工 9.0人工 B

21回

実績計画値 実績 評価 計画値 評価

実績 評価

評価

31回 22回

計画値 実績 評価 計画値 実績実績
R6年度 R7年度 R8年度

評価

R8年度
計画値

事業名 担当課 指標等 R5年度 R6年度 R7年度
実績 計画値 実績 評価 計画値 実績 評価

65件 65件 70件

事業名 担当課 指標等 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
実績 計画値 実績 評価

事業名 担当課 指標等 R5年度

9 相談支援体制の整備 福祉部 障がい者支援課

p.99 障がい者支援課
地域包括支援課

p.92

560件 682件 A 570件550件 552件 A

A

541件
評価 計画値 実績実績

16名 14名

9件 A 9件

計画値 実績 評価

A

実績 計画値

p.81 6 地域活動⽀援センター運営費補助⾦事業 福祉部 障がい者支援課 補助を⾏った市内施設数 8件 9件 ８件 A

p.89 8 身体障害者地域リハビリテーション体制整備事業 福祉部 障がい者支援課 個別支援件数



第5次いちかわハートフルプラン　令和7年度進捗状況報告　(市川市 障がい者支援課)
第1回　市川市社会福祉審議会 資料2-③-4令和8年7月22日 (水)

市川市障害者計画　具体的な施策　重点事業の進捗状況について

※ 事業の進捗度評価：A…十分達成できた(75%≦x) B…概ね達成できた(50%≦x＜75%) C…やや不十分だった(25%≦x＜50%) D…不十分だった(x＜25%)
※ 《%》 は、A＝100、B＝75、C＝50、D＝25 として、節ごとに平均値を算出したもの。

第5節　誰にとっても暮らしやすいまちづくりの推進　～安心して暮らす～
第1項　災害や感染症の対策

第2項　まちづくり・居住環境整備

第6節　地域の理解・支援の促進　～地域で支え合う～
第1項　障がいに対する理解の促進、合理的配慮の提供

第2項　支援人材の確保と質の向上

第3項　連携強化、支援体制整備

市川市⾃⽴⽀援協議会の開催

事業名 R7年度

福祉部 障がい者支援課 A

担当課 指標等

開催 開催 開催 開催 開催17 市川市⾃⽴⽀援協議会の開催 開催
実績

評価

実績 計画値 実績
A

実施

R6年度

A実施 実施

計画値 実績 評価

評価 計画値
R8年度

実績
実施 A 実施

R6年度
実績 計画値 実績 評価事業名 指標等 R5年度

評価

R7年度 R8年度
評価

計画値 実績 評価

評価計画値

R7年度

1箇所A

63件 67件

計画値
実施 実施

計画値

A

R7年度 R8年度

R8年度

実績 実績
R7年度 R8年度

指標等

30回 25回 A

計画値
1箇所 1箇所

評価
A

実績 評価 実績
1箇所 1箇所

40回 1,876回 A 50回

p.115

実績

道路交通部

担当課

実績
実施

R5年度

p.101 11 避難行動要支援者対策事業 福祉部

事業名

担当課

14 障がいに関する理解啓発事業 福祉部 障がい者支援課p.108

事業名

65件

実施
293回 338回 A

実績

293回

計画値 実績 評価

評価

地域共生課 個別避難計画の作成数 11回

計画値

障がい者支援課 相談⽀援部会、⽣活⽀援部会、就労⽀援部会、こども部会と協働した研修の実施

評価 計画値 実績

実施の有無

実施 実施 実施 A

R5年度 R6年度

R6年度

実績 評価
R6年度

道路建設課

p.112 16 市川市⾃⽴⽀援協議会との協働による研修 福祉部

p.105 13 グループホームの開設・運営、⼊居者の家賃負担に対する⽀援 福祉部 障がい者支援課
開設時の補助の実施

被助成者数

p.109 15 福祉の店運営支援事業 福祉部 障がい者施設課 出店回数

事業名 担当課 指標等

担当課 指標等

実績 評価 計画値

実施 実施 実施
A

実施

467人 300人 345人 320人 371人 340人
51件 63件 52件

231回 293回 241回

実施
A

R5年度

実施

計画値

計画値
p.105 12 人にやさしい道づくり重点地区整備事業

A

R5年度
実績

歩道のバリアフリー化箇所数 ２箇所

運営費の補助の件数（事業所数）



第5次いちかわハートフルプラン　
第2部 市川市障害者計画　>　第2章 具体的な施策　>　第1節 ⼦育て・教育の充実 〜のびのびと育つ〜　>　第1項 障がい児⽀援
<重点事業>

＊評価の⽬安 … A＝⼗分達成できた(75％以上)、　B＝概ね達成できた(50％以上75％未満)、　C＝やや不⼗分だった(25％以上50％未満)、　D＝不⼗分だった(25％未満)。

今後の課題と
対応

保育園にて⾏動観察を⾏った後、各対象児について、対
⾯でカンファレンスを実施した。具体的な⽀援の⽅法を写
真⼊りの巡回資料で提⽰し、助⾔を⾏った。

２名の職員で保育園にて⾏動観察を⾏った後、各対象
児について、対⾯でカンファレンスを実施した。助⾔と共に、
具体的な⽀援の⽅法を写真⼊りのファイルにし、必要なも
のを印刷して利⽤してもらった。

インクルーシブ保育の観点からの巡回の充実が求められており、今後の課
題は専⾨知識を持つ保育⼠の育成や、巡回回数の増加である。園児と
保育⼠に寄り添った具体的な助⾔を⾏うことで現場の対応⼒を⾼められ
るようにする。

実績の概要

評価の理由 評価の⽬安通りAとした。 ⽬標を超えて達成できたためAとした。

100回

令和6年度 令和7年度 令和8年度

評価(＊) A A

実績 95回 114回

年度

⽬標 100回 100回

市川市障害者計画　具体的な施策　重点事業(個票) 第1回　市川市社会福祉審議会 資料2-③-5令和8年7⽉22⽇ (⽔)

保育園巡回件数指標等

保育園巡回相談事業 担当課 こども部 発達⽀援課（令和7年度よりこども家庭部幼保施設管理課）事業名

事業概要 ⺠間の保育園を巡回し、障がい児に対しての適切な⽀援について職員に対して助⾔を⾏います。

67ページ



第5次いちかわハートフルプラン　
第2部 市川市障害者計画　>　第2章 具体的な施策　>　第1節 ⼦育て・教育の充実 〜のびのびと育つ〜　>　第2項 学校教育
<重点事業>

＊評価の⽬安 … A＝⼗分達成できた(75％以上)、　B＝概ね達成できた(50％以上75％未満)、　C＝やや不⼗分だった(25％以上50％未満)、　D＝不⼗分だった(25％未満)。

通常学級に在籍している幼児・児童・⽣徒のうち、市川スマイルプラン（個別の教育⽀援計画）を作成している者の割合指標等

特別⽀援教育推進事業 担当課 学校教育部 指導課事業名

事業概要 市川市特別⽀援教育推進計画（第３期）に則り、全ての幼稚園・学校において、特別な教育的ニーズのある幼児・児童・⽣徒の市川スマイルプラン（個別の教育⽀援計画）
を作成し、家庭、教育、福祉等の関係機関との連携を図りながら、⼀貫した⽀援を⽬指します。
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評価(＊) A A

評価の理由 評価の⽬安通りでAとした。 評価の⽬安通りでAとした。

今後の課題と
対応

令和4年に⽂科省が⾏った調査で、通常の学級に在籍す
る特別な教育的⽀援を必要とする児童⽣徒は、⼩中学
校で8.8％いることが明らかになった。令和6年度末に各校
の特別⽀援教育コーディネーターに⾏ったアンケートを基に
算出したところ、市川スマイルプランの作成率は幼稚園
11.9％、⼩学校7.8％、中学校4.3％であった。

令和7年度末に各園・学校の特別⽀援教育コーディネー
ターに⾏ったアンケートを基に算出したところ、市川スマイル
プランの作成率は幼稚園４．２％、⼩学校１２．
０％、中学校４．８％であった。

中学校の作成割合が⽬標値を下回っている。中学校での
スマイルプラン活⽤をさらに進める。

この実績の数値は１０．０％ではあるが、通常学級でス
マイルプランの作成が必要だと思う数と作成数を⽐較する
と、幼稚園２７．２％、⼩学校１０５．１％、中学校
７２．３％であり、⼩学校が作成数が上回っている。今
後は幼稚園でのスマイルプランの周知、⼩学校での活⽤の
推進を図り、中学校での活⽤につなげていく。

実績の概要

実績 6.8% 10.00%

6% 6% 7%
令和6年度 令和7年度 令和8年度年度

⽬標



第5次いちかわハートフルプラン　
第2部 市川市障害者計画　>　第2章 具体的な施策　>　第2節 就労・社会参加の促進 〜地域で活動する〜　>　第1項 就労⽀援・雇⽤促進
<重点事業>

＊評価の⽬安 … A＝⼗分達成できた(75％以上)、　B＝概ね達成できた(50％以上75％未満)、　C＝やや不⼗分だった(25％以上50％未満)、　D＝不⼗分だった(25％未満)。

相談件数指標等

障がい者就労⽀援事業 担当課 福祉部 障がい者⽀援課事業名

事業概要
市川市障がい者就労⽀援センターアクセスを設置し、アクセスにおいて、障がい者からの就労に関係する相談に応じ、必要な情報の提供及び助⾔、関係機関との連絡調整等を
⾏うとともに、障がい者の⼀般企業での就労に向けての各種⽀援や、就労系の障害福祉サービスの利⽤に向けての⽀援等を⾏います。また、就労定着⽀援による⽀援が終了した
障がい者に対し、必要な⽀援を⾏っていきます。
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評価(＊) A A

評価の理由 ⽬標の相談件数を上回り、障がい者からの就労に関する
相談ニーズに応え、適切な⽀援を⾏うことができたため。

⽬標の相談件数を上回り、障がい者からの就労に関する
相談ニーズに応え、適切な⽀援を⾏うことができたため。

今後の課題と
対応

就職、その他の相談（⽀援）、就職活動相談（⽀
援）、就職後相談（⽀援）、会社からの相談（⽀
援）、チャレンジド相談（⽀援）を実施した。

就職、その他の相談（⽀援）、就職活動相談（⽀
援）、就職後相談（⽀援）、会社からの相談（⽀
援）、チャレンジド相談（⽀援）を実施した。

令和７年度に新たにスタートする就労選択⽀援において
も、関係機関と連携しながら、適切な⽀援を⾏う体制を整
える。

増加する相談件数に対して適切に⽀援を実施するため、
必要な情報の提供及び助⾔、関係機関との連絡調整等
を⾏う。

実績の概要

実績 2,666件 4,235件

2,300件 2,300件 2,300件

令和6年度 令和7年度 令和8年度年度

⽬標



第5次いちかわハートフルプラン　
第2部 市川市障害者計画　>　第2章 具体的な施策　>　第2節 就労・社会参加の促進 〜地域で活動する〜　>　第2項 ⽣涯学習・⽂化・スポーツ
<重点事業>

＊評価の⽬安 … A＝⼗分達成できた(75％以上)、　B＝概ね達成できた(50％以上75％未満)、　C＝やや不⼗分だった(25％以上50％未満)、　D＝不⼗分だった(25％未満)。

令和6年度 令和7年度 令和8年度年度

⽬標

実績 32⼈ 60⼈

50⼈ 50⼈ 50⼈

今後の課題と
対応

第1回（令和6年6⽉15⽇）︓4⼈
第2回（令和6年7⽉20⽇）︓4⼈
第3回（令和6年9⽉21⽇）︓10⼈
第4回（令和6年10⽉19⽇）︓6⼈
第5回（令和6年11⽉16⽇）︓7⼈
第6回（令和6年12⽉21⽇）︓1⼈
ボッチャやモルック等の軽スポーツを実施し、「障がい者に軽
スポーツを⾏う機会を提供し、スポーツの楽しさを伝える」と
いう⽬的を達成した。

第1回（令和7年6⽉21⽇） ︓6⼈
第2回（令和7年7⽉19⽇） ︓10⼈
第3回（令和7年9⽉20⽇） ︓6⼈
第4回（令和7年10⽉18⽇）︓7⼈
第5回（令和7年11⽉15⽇）︓20⼈
第6回（令和7年12⽉20⽇）︓11⼈
ボッチャやモルック等の軽スポーツを実施し、「障がい者に軽
スポーツを⾏う機会を提供し、スポーツの楽しさを伝える」と
いう⽬的を達成した。

・新種⽬1つに絞って開催した⽅が時間配分的にやりやす
いのではないか、と委員から意⾒があった。
・参加された⽅の障がいの状況を⾒て補助の仕⽅などを考
える必要がある。

・参加者が昨年より急激に増えたため、スポーツ推進
 委員6⼈では参加者の安全確保が難しい。
・参加⽅法を当⽇受付ではなく、事前に抽選を⾏い、
　1回につき10⼈までの参加者とする。

実績の概要

評価(＊) B A

評価の理由 評価の⽬安通りBとした。 ⽬標⼈数を超えたため。

障がい者軽スポーツ教室への参加⼈数指標等

障がい者スポーツ事業 担当課 スポーツ部 スポーツ推進課事業名

事業概要 障がいのある⽅にスポーツに親しむ機会を提供するとともに、健康・体⼒の保持と増進をはかります。
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第5次いちかわハートフルプラン　
第2部 市川市障害者計画　>　第2章 具体的な施策　>　第3節 ⽣活⽀援の充実 〜地域で暮らす〜　>　第1項 地域⽣活の⽀援
<重点事業>

＊評価の⽬安 … A＝⼗分達成できた(75％以上)、　B＝概ね達成できた(50％以上75％未満)、　C＝やや不⼗分だった(25％以上50％未満)、　D＝不⼗分だった(25％未満)。

地域⽣活⽀援拠点等コーディネーターへの事前登録者数指標等

地域⽣活⽀援拠点等コーディネーターの配置 担当課 福祉部 障がい者⽀援課事業名

事業概要 障がいの特性に起因して⽣じる緊急の事態等に対処し⼜は備えるため、相談その他必要な⽀援を⾏います。
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評価(＊) A A

評価の理由 評価の⽬安通りAとした。 評価の⽬安通りAとした。

今後の課題と
対応

事前登録者の受付・相談を⾏っているほか、体験の場の
実施や短期⼊所先の⾒学を⾏っている。

事前登録者の受付・相談を⾏っているほか、体験の場の
実施や短期⼊所先の⾒学を⾏っている。

事前登録者数をさらに増加させるため、広報にて本事業の
周知を図る。

事前登録者数をさらに増加させるため、広報にて本事業の
周知を図る。

実績の概要

実績 233⼈ 258⼈

160⼈ 170⼈ 180⼈

令和6年度 令和7年度 令和8年度年度

⽬標



第5次いちかわハートフルプラン　
第2部 市川市障害者計画　>　第2章 具体的な施策　>　第3節 ⽣活⽀援の充実 〜地域で暮らす〜　>　第1項 地域⽣活の⽀援
<重点事業>

＊評価の⽬安 … A＝⼗分達成できた(75％以上)、　B＝概ね達成できた(50％以上75％未満)、　C＝やや不⼗分だった(25％以上50％未満)、　D＝不⼗分だった(25％未満)。

補助を⾏った市内施設数指標等

地域活動⽀援センター運営費補助⾦事業 担当課 福祉部 障がい者⽀援課事業名

事業概要 地域活動⽀援センターを経営する事業を⾏う者の経営の⽀援を図るため、市川市地域活動⽀援センター運営費補助⾦を交付します。
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評価(＊) A A

評価の理由 評価の⽬安通りAとした。 評価の⽬安通りAとした。

今後の課題と
対応

市内実績
８事業所
121,598,354円

市内実績
９事業所
124,663,369円

令和７年度は新規開設事業所１件を⾒込んでいる。
地域活動⽀援センターは、障害福祉サービスではないた
め、経営者は報酬を受けることができず、独⾃の収⼊がな
いことから、今後も市町村は運営⽀援を⾏っていく必要が
ある。

今年度は⽬標である、９件の実績があった。
地域活動⽀援センターは、障害福祉サービスではないた
め、経営者は報酬を受けることができず、独⾃の収⼊がな
いことから、今後も市町村は運営⽀援を⾏っていく必要が
ある。

実績の概要

実績 8件 9件

9件 9件 9件

令和6年度 令和7年度 令和8年度年度

⽬標



第5次いちかわハートフルプラン　
第2部 市川市障害者計画　>　第2章 具体的な施策　>　第3節 ⽣活⽀援の充実 〜地域で暮らす〜　>　第2項 情報アクセシビリティ・意思疎通⽀援
<重点事業>

＊評価の⽬安 … A＝⼗分達成できた(75％以上)、　B＝概ね達成できた(50％以上75％未満)、　C＝やや不⼗分だった(25％以上50％未満)、　D＝不⼗分だった(25％未満)。

令和6年度 令和7年度 令和8年度年度

⽬標

実績 16名 14名

16名 16名 16名

今後の課題と
対応

定員以上の申込みの中から16名の受講者を決定、養成
講座を実施した。

令和6年度前期養成講座を修了者16名を対象に後期
講座を実施。

今後も養成講座を継続する。 今後も養成講座を継続する。

実績の概要

評価(＊) A A

評価の理由 評価の⽬安どおりAとした。 評価の⽬安どおりAとした。

養成講座修了者数指標等

⼿話奉仕員養成講座及び市⺠⼿話教室運営業務委託 担当課 福祉部 障がい者⽀援課事業名

事業概要 聴覚障がい者及び⾔語機能障がい者が健聴者等との円滑な意思の疎通を図る上で必要な⼿話通訳者等の⼈材を育成します。また、市⺠向けに⼿話を知っていただくための講
習会を開催します。
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第5次いちかわハートフルプラン　
第2部 市川市障害者計画　>　第2章 具体的な施策　>　第3節 ⽣活⽀援の充実 〜地域で暮らす〜　>　第3項 保険・医療
<重点事業>

＊評価の⽬安 … A＝⼗分達成できた(75％以上)、　B＝概ね達成できた(50％以上75％未満)、　C＝やや不⼗分だった(25％以上50％未満)、　D＝不⼗分だった(25％未満)。

令和6年度 令和7年度 令和8年度年度

⽬標

実績 552件 682件

550件 560件 570件

今後の課題と
対応

理学療法⼠・作業療法⼠が地域の障害福祉サービス事
業所に巡回し、リハビリテーションの視点で通所利⽤者に関
する相談・助⾔を⾏った。

理学療法⼠・作業療法⼠が地域の障害福祉サービス事
業所に巡回し、リハビリテーションの視点で通所利⽤者に関
する相談・助⾔を⾏った。令和７年度より会計年度任⽤
職員の専任者を設置した。

事業所の要望に応じて、地域リハビリテーションのネットワー
クづくりのために情報交換会を実施する。

事業所の要望に応じて、地域リハビリテーションに関する情
報交換会・研修会を実施する。

実績の概要

評価(＊) A A

評価の理由 評価の⽬安通りＡとした。 評価の⽬安通りＡとした。

個別⽀援件数指標等

⾝体障害者地域リハビリテーション体制整備事業 担当課 福祉部 障がい者⽀援課事業名

事業概要
障がいのある⽅の⾝体機能及び⽣活機能を維持するために、理学療法⼠・作業療法⼠が、地域の通所施設等への巡回などにより相談・助⾔を⾏い、地域におけるリハビリテー
ション体制の整備を進めます。また、本市における地域リハビリテーションのネットワークづくりを進めるために、地域⽣活⽀援に関わる関係者とリハビリテーション情報交換会を開催し、
地域におけるニーズや課題について検討します。
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第5次いちかわハートフルプラン　
第2部 市川市障害者計画　>　第2章 具体的な施策　>　第4節 相談・権利擁護体制の確率 〜⾃分で決める〜　>　第1項 相談
<重点事業>

＊評価の⽬安 … A＝⼗分達成できた(75％以上)、　B＝概ね達成できた(50％以上75％未満)、　C＝やや不⼗分だった(25％以上50％未満)、　D＝不⼗分だった(25％未満)。

令和6年度 令和7年度 令和8年度年度

⽬標

実績 9.0⼈⼯ 9.0⼈⼯

11.5⼈⼯ 12.5⼈⼯ 13.5⼈⼯

今後の課題と
対応

⽬標の⼈⼯には届かなかったものの、福祉サービスの利⽤
援助、社会資源の活⽤や社会⽣活⼒を⾼めるための⽀
援など、多様な相談⽀援を実施した。

⽬標の⼈⼯には届かなかったものの、福祉サービスの利⽤
援助、社会資源の活⽤や社会⽣活⼒を⾼めるための⽀
援など、多様な相談⽀援を実施した。

引き続き相談員の拡充に努め、多種多様な相談ニーズに
応えられる相談⽀援体制の整備を図る。

引き続き相談員の拡充に努め、多種多様な相談ニーズに
応えられる相談⽀援体制の整備を図る。

実績の概要

評価(＊) A B

評価の理由 評価の⽬安に従いAとした。 評価の⽬安に従いBとした。

基幹相談⽀援センターえくるの相談員の数（1 未満の端数は0.5単位に整理）指標等

相談⽀援体制の整備 担当課 福祉部　障がい者⽀援課事業名

事業概要 関係各課と協働し、市川市⾃⽴⽀援協議会を活⽤しながら、市川市全体としての相談⽀援体制の整備を進めます。具体的には、えくるの規模拡充、関係機関の役割分担の整
理、より⼀層の機関間の連携強化等に取り組みます。
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第5次いちかわハートフルプラン　
第2部 市川市障害者計画　>　第2章 具体的な施策　>　第4節 相談・権利擁護体制の確⽴ 〜⾃分で決める〜　>　第2項 権利擁護
<重点事業>

＊評価の⽬安 … A＝⼗分達成できた(75％以上)、　B＝概ね達成できた(50％以上75％未満)、　C＝やや不⼗分だった(25％以上50％未満)、　D＝不⼗分だった(25％未満)。

令和6年度 令和7年度 令和8年度年度

⽬標

実績 59件／28回 65件/31回

60件・20回 65件・21回 70件・22回

今後の課題と
対応

・更なる制度の利⽤促進に向けた周知・啓発活動を実
施。
・新規相談239件（⾼齢者169件、知的32件、精神
26件、その他12件）、継続相談382件、延べ621件
・「後⾒制度個別相談会」を毎⽉1回開催し、合計12件
(⾼齢者を含む）の相談に応じた。

・更なる制度の利⽤促進に向け、講演会や出前講座等の
周知・啓発活動を実施。
・新規相談253件（⾼齢者183件、知的19件、精神
46件、その他5件）、継続相談548件、延べ832件

今後も当事者及び当事者家族の成年後⾒制度への理
解、利⽤促進を図るとともに、相談及び申⽴て⽀援の充
実を図っていく。

今後も当事者及び当事者家族の成年後⾒制度への理
解、利⽤促進を図るとともに、相談及び申⽴て⽀援の充
実を図っていく。

実績の概要

評価(＊) A A

評価の理由 評価の⽬安どおりAとした。 評価の⽬安どおりAとした。

相談実件数（障がい分）／啓発回数指標等

成年後⾒制度利⽤⽀援事業 担当課 福祉部 地域包括⽀援課、障がい者⽀援課事業名

事業概要 知的障がい、精神障がい、認知症等の理由で判断能⼒が⼗分でない⽅が成年後⾒制度を活⽤するための啓発活動や相談等の業務を市川市社会福祉協議会に委託して⾏
います。
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第5次いちかわハートフルプラン　
第2部 市川市障害者計画　>　第2章 具体的な施策　>　第5節 誰にとっても暮らしやすいまちづくりの推進 〜安⼼して暮らす〜　>　第1項 災害や感染症の対策
<重点事業>

＊評価の⽬安 … A＝⼗分達成できた(75％以上)、　B＝概ね達成できた(50％以上75％未満)、　C＝やや不⼗分だった(25％以上50％未満)、　D＝不⼗分だった(25％未満)。

個別避難計画の作成数指標等

避難⾏動要⽀援者対策事業 担当課 福祉部 地域共⽣課事業名

事業概要

災害の発⽣、⼜はそのおそれがある場合に⾃ら避難することが困難な⽅の円滑かつ迅速な避難の確保を図るため、特に⽀援を要する「避難⾏動要⽀援者」を把握し、避難の⽀
援等を実施するための名簿を作成します。
また、「地域全体で助け合う『共助意識』」、「⽀援を受けるため⾃ら地域とつながりを持つ『⾃助意識』」の向上を推進し、「避難⾏動要⽀援者名簿」を活⽤したいと考える避難⽀
援等関係者へ提供する体制を整備します。さらに、平時における地域のつながりを促進します。
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評価(＊) A A

評価の理由 ⽬標には届かなかったが、評価の⽬安通りAとした。 評価の⽬安どおりAとした。

今後の課題と
対応

個別避難計画の作成に向けて、本⼈やそのご家族、避難
⽀援等関係者にあたる⾃治町会や⺠⽣委員、市職員な
どが顔を合わせて計画を作成する⽅法に加えて、申請書を
市に直接提出する⽅法にて計画を作成した。

過去に避難⾏動要⽀援者名簿登録申請書兼情報提供
同意書の提出があった⽅に対し、個別避難計画の作成に
ついて案内を郵送したところ、多くの個別避難計画書の提
出があった。

個別避難計画策定を推進するためにも、ご本⼈やご家族
⾃らが作成する計画づくりに取り組むため、避難⽀援等関
係者への情報提供に同意している約３,３００⼈を対象
に、個別⽀援シートを郵送する計画を進める。

個別避難計画の作成に向けて、ご本⼈やご家族⾃らが計
画を作成する取組を推進するため、周知啓発を進めてい
く。

実績の概要

実績 25 1,876

30 40 50

令和6年度 令和7年度 令和8年度年度

⽬標



第5次いちかわハートフルプラン　
第2部 市川市障害者計画　>　第2章 具体的な施策　>　第5節 誰にとっても暮らしやすいまちづくりの推進 〜安⼼して暮らす〜　>　第2項 まちづくり・居住環境整備
<重点事業>

＊評価の⽬安 … A＝⼗分達成できた(75％以上)、　B＝概ね達成できた(50％以上75％未満)、　C＝やや不⼗分だった(25％以上50％未満)、　D＝不⼗分だった(25％未満)。

歩道のバリアフリー化箇所数指標等

⼈にやさしい道づくり重点地区整備事業 担当課 道路交通部 道路建設課事業名

事業概要 「市川市交通バリアフリー基本構想」に基づき、主要駅周辺の半径500m以内を重点整備地区とし、歩道の段差解消、平坦性の確保等のバリアフリー化を進めます。
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評価(＊) A A

評価の理由 ⽬標どおり1箇所の⼯事を実施したため、Aとした。
市の施⼯実績としては0箇所であったが、京成電鉄
（株）への委託により、踏切道内のバリアフリー化を⾏っ
たため、Aとした。

今後の課題
と対応

・歩道のバリアフリー化　１箇所
　市道0107号
　　⾏徳駅前4丁⽬22番〜6番地先　Ｌ＝196ｍ

※委託
・踏切道内のバリアフリー化（視覚障がい者誘導⽤ブロッ
ク設置）　1箇所
　京成⼋幡第9号踏切（市道0223号）
　北⽅1丁⽬9番12号地先

整備した箇所も⽼朽化が進んでいることから、今後の整備
箇所は、整備済の箇所も含めて選定することが必要と思
われる。

市川市交通バリアフリー基本構想に位置づけられた主要
駅における経路の整備が進んできていることから、今後は、
国がバリアフリー法に基づき指定した主要駅周辺の経路
や⽼朽化した整備済みの箇所を含めて、整備箇所を選
定することが必要である。

実績の概要

実績 1箇所 1箇所

1箇所 1箇所 1箇所

令和6年度 令和7年度 令和8年度年度

⽬標



第5次いちかわハートフルプラン　
第2部 市川市障害者計画　>　第2章 具体的な施策　>　第5節 誰にとっても暮らしやすいまちづくりの推進 〜安⼼して暮らす〜　>　第3項 まちづくり・居住環境の整備
<重点事業>

＊評価の⽬安 … A＝⼗分達成できた(75％以上)、　B＝概ね達成できた(50％以上75％未満)、　C＝やや不⼗分だった(25％以上50％未満)、　D＝不⼗分だった(25％未満)。

令和6年度 令和7年度 令和8年度年度

⽬標

実績 実施／52件／345⼈ 実施／63件／371⼈

実施／63件／300⼈ 実施／65件／320⼈ 実施／67件／340⼈

今後の課題と
対応

開設時補助︓　4件
運営費補助︓52件（46法⼈）
被助成者数︓345⼈

開設時補助︓　1件
運営費補助︓63件（58法⼈）
被助成者数︓371⼈

引き続きニーズに応じた必要な補助を実施する。 引き続きニーズに応じた必要な補助を実施する。

実績の概要

評価(＊) A A

評価の理由 被助成者数が⽬標を越えており、申請に基づいて補助を
⾏っているため、Aとした。

被助成者数が⽬標を越えており、申請に基づいて補助を
⾏っているため、Aとした。

開設時の補助の実施／運営費の補助の件数（事業所数）／被助成者数指標等

グループホームの開設・運営、⼊居者の家賃負担に対する⽀援 担当課 福祉部 障がい者⽀援課事業名

事業概要 障害者グループホームの新規開設や運営をする事業者に対し、その経費について補助を⾏います。また、⼊居する障がい者に対して、家賃負担の⼀部を助成します。
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第5次いちかわハートフルプラン　
第2部 市川市障害者計画　>　第2章 具体的な施策　>　第6節 地域の理解・⽀援の促進 〜地域で⽀え合う〜　>　第1項 障がいに対する理解の促進、合理的配慮の提供
<重点事業>

＊評価の⽬安 … A＝⼗分達成できた(75％以上)、　B＝概ね達成できた(50％以上75％未満)、　C＝やや不⼗分だった(25％以上50％未満)、　D＝不⼗分だった(25％未満)。

実施の有無指標等

障がいに関する理解啓発事業 担当課 福祉部 障がい者⽀援課事業名

事業概要 障害者基本法第9条に定める障害者週間の趣旨にふさわしい事業を実施し、障がいに関する理解促進を図ります。
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評価(＊) A A

評価の理由 評価の⽬安どおりAとした。 評価の⽬安どおりAとした。

今後の課題と
対応

①市内13事業所が出店
②来場者数318⼈

①市内16団体が出店
②来場者数385⼈

より多くの⽅が来場、参加できるイベントを検討する。 より多くの⽅が来場、参加できるイベントを検討する。

実績の概要

実績

障害者週間イベント「I♥あいフェスタ」の開催
① 福祉の店・パリ2024パラリンピック⾞いすラグビー⾦メダ
リスト⽻賀選⼿講演会
（12⽉8⽇、ニッケコルトンプラザタワーコート）
②展⽰・体験企画
（12⽉2⽇〜6⽇第1庁舎ファンクションルーム）
③Web企画（福祉の店・動画公開）

障害者週間イベント「I♥あいフェスタ」の開催
① 福祉の店
（12⽉7⽇、ニッケコルトンプラザタワーコート）
②展⽰・体験企画
（12⽉1⽇〜5⽇、第1庁舎ファンクションルーム）
③講演会『「こころのケガ」を知っていますか︖』
（12⽉5⽇、全⽇警ホール２階　第３会議室）

実施 実施 実施

令和6年度 令和7年度 令和8年度年度

⽬標



第5次いちかわハートフルプラン　
第2部 市川市障害者計画　>　第2章 具体的な施策　>　第6節 地域の理解・⽀援の促進 〜地域で⽀え合う〜　>　第1項 障がいに対する理解の促進、合理的配慮の提供
<重点事業>

＊評価の⽬安 … A＝⼗分達成できた(75％以上)、　B＝概ね達成できた(50％以上75％未満)、　C＝やや不⼗分だった(25％以上50％未満)、　D＝不⼗分だった(25％未満)。

令和6年度 令和7年度 令和8年度年度

⽬標

実績 241回 338回

293回 293回 293回

今後の課題と
対応

市役所第1庁舎販売、⼤柏出張所販売、道の駅常設は
定着してきた。障害者週間販売会やサマーフェスティバル
販売をコルトンプラザで開催し、多くのお客様と活発な交流
ができた。

市役所第1庁舎販売、⼤柏出張所販売、道の駅常設、
障害者週間販売会やサマーフェスティバル販売のコルトンプ
ラザ開催は定着し、多くのお客様と活発な交流ができた。
新たに⾏徳⽀所販売も開催できた。

障害者週間販売会やサマーフェスティバル販売をコルトンプ
ラザで開催する。また、新たに⾏徳⽀所での販売も予定し
ている。多くのお客様との交流・収益の増加を⽬指す。

⾏徳⽀所販売の定着を進め、多くのお客様との交流・収
益の増加を⽬指す。

実績の概要

評価(＊) A A

評価の理由
市役所第1庁舎販売や新たに計画したサマーフェスティバ
ル等が予定通り開催できた。実績の回復が⾒込めたため、
⽬安どおりAとした。

⾏徳⽀所での販売会を新たに開催し、実績が⽬標を上
回ったため、⽬安どおりAとした。

出店回数指標等

福祉の店運営⽀援事業 担当課 福祉部 障がい者施設課事業名

事業概要 障がい者の社会参加と⼯賃向上を⽬的に、障害者施設等の障がい者が製作する物品を販売する「福祉の店」の運営を⽀援します。
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第5次いちかわハートフルプラン　
第2部 市川市障害者計画　>　第2章 具体的な施策　>　第6節 地域の理解・⽀援の促進 〜地域で⽀え合う〜　>　第2項 ⽀援⼈材の確保と質の向上
<重点事業>

＊評価の⽬安 … A＝⼗分達成できた(75％以上)、　B＝概ね達成できた(50％以上75％未満)、　C＝やや不⼗分だった(25％以上50％未満)、　D＝不⼗分だった(25％未満)。

令和6年度 令和7年度 令和8年度年度

⽬標

実績 実施 実施

実施 実施 実施

今後の課題と
対応

相談⽀援部会と協働して２回、⽣活⽀援部会と協働して
２回、計４回の研修を実施した。

相談⽀援部会と協働して２回、⽣活⽀援部会と協働して
２回、計４回の研修を実施した。

引き続き、各部会と協議しながら研修を実施し、地域の障
がい者福祉の質の向上を図る。

引き続き、各部会と協議しながら研修を実施し、地域の障
がい者福祉の質の向上を図る。

実績の概要

評価(＊) A A

評価の理由 各部会と協働して研修を実施し、障がい者福祉に従事す
る⽅の育成・定着や質の向上に資することができた。

各部会と協働して研修を実施し、障がい者福祉に従事す
る⽅の育成・定着や質の向上に資することができた。

相談⽀援部会、⽣活⽀援部会、就労⽀援部会、こども部会と協働した研修の実施指標等

市川市⾃⽴⽀援協議会との協働による研修 担当課 福祉部 障がい者⽀援課事業名

事業概要 市川市⾃⽴⽀援協議会の各部会（相談⽀援部会、⽣活⽀援部会、就労⽀援部会、こども部会）と協働して、障がい者福祉に従事する⽅の育成・定着や質の向上に資する
研修を実施します。また、当該研修は、市が⾏う指定特定相談⽀援事業者・指定障害児相談⽀援事業者に対する指導とも効果的に連携していきます。
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第5次いちかわハートフルプラン　
第2部 市川市障害者計画　>　第2章 具体的な施策　>　第6節 地域の理解・⽀援の促進 〜地域で⽀え合う〜　>　第3項 連携強化、⽀援体制整備
<重点事業>

＊評価の⽬安 … A＝⼗分達成できた(75％以上)、　B＝概ね達成できた(50％以上75％未満)、　C＝やや不⼗分だった(25％以上50％未満)、　D＝不⼗分だった(25％未満)。

市川市⾃⽴⽀援協議会の開催指標等

市川市⾃⽴⽀援協議会の開催 担当課 福祉部 障がい者⽀援課事業名

事業概要 市川市⾃⽴⽀援協議会及び各専⾨部会を定期的に開催することで、地域における課題を共有し、検討していきます。
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評価(＊) A A

評価の理由 市川市⾃⽴⽀援協議会及び各専⾨部会を予定通り開
催することができた。

市川市⾃⽴⽀援協議会及び各専⾨部会を予定通り開
催することができた。

今後の課題と
対応

本会を１回、相談⽀援部会を６回、⽣活⽀援部会を６
回、就労⽀援部会を３回、こども部会を１回実施した。

本会を１回、相談⽀援部会を６回、⽣活⽀援部会を４
回、就労⽀援部会を３回、こども部会を２回実施した。

引き続き本会及び各専⾨部会を開催し、地域における課
題を共有し、検討していく。

引き続き本会及び各専⾨部会を開催し、地域における課
題を共有し、検討していく。

実績の概要

実績 開催 開催

開催 開催 開催

令和6年度 令和7年度 令和8年度年度

⽬標



第5次いちかわハートフルプラン　令和7年度進捗状況報告　(市川市 障がい者支援課)

第1節　子育て・教育の充実　～のびのびと育つ～
第1項　障がい児支援

A B C D － A B C D － A B C D －
p.67 1　乳幼児健康診査事業 こども部 こども家庭相談課 ● ● 1歳6か月児・3歳児健康診査を実施。対面でのカンファレンス再開。
p.67 2　地域職員への研修事業 こども部 発達支援課 ● ● 講義形式や事例検討形式で研修を実施。
p.68 3　ライフサポートファイル活用事業 こども部 発達支援課 ● ● サービス利用相談時等にライフサポートファイルを配布。
p.68 4　ペアレントプログラム こども部 発達支援課 ● ● 発達に課題のある子どもの子育てについて学ぶ研修を実施。

第2項　学校教育

A B C D － A B C D － A B C D －
p.70 5　市川市特別支援連携協議会 学校教育部 指導課 ● ● オンラインと対面を併用した協議会を開催し、各機関と共有した。

第2節　就労・社会参加の促進　～地域で活動する～
第1項　就労支援・雇用促進

A B C D － A B C D － A B C D －
p.73 6　優先調達推進事業 福祉部 障がい者支援課 ● ● 障害者就労施設等から優先的に物品や役務の調達を図ります。
p.73 7　障がい者雇用事業 総務部人事課、教育振興部教育総務課 ● ● チャレンジドオフィスいちかわ。
p.74 8　雇用促進事業(障がい者就労支援) ・雇用促進奨励金 経済観光部 商工課 ● ● 市内の障がい者を雇用する事業主に奨励金を交付。

・職場実習奨励金 経済観光部 商工課 ● ● 市内の障がい者を職場実習に受け入れた事業主に奨励金を交付。
・障がい者就職面接会 経済観光部 商工課 ● ● ハローワーク市川との共催により障がい者就職面接会を開催。

第2項　生涯学習・文化・スポーツ

A B C D － A B C D － A B C D －
p.76 9　障がい者等の読書環境の整備事業 生涯学習部 中央図書館 ● ● DAISY 図書やLL ブックなどの障がい者資料の充実に努める。
p.76 10　障がい者文化講座 福祉部 障がい者支援課 ● ● 合唱、俳句の講座。
p.76 11　パラスポーツ普及促進事業 スポーツ部 スポーツ推進課 ● ● ⾞いすバスケットボール等の体験会や試合観戦機会の創出。

第3節　生活支援の充実　～地域で暮らす～
第2項　情報アクセシビリティ・意思疎通支援

A B C D － A B C D － A B C D －
p.87 12　手話通訳者・要約筆記者の設置・派遣 福祉部 障がい者支援課 ● ● 予定どおり実施(年2回)。
p.87 13　市公式Webサイトのアクセシビリティの確保・維持 市長公室 広報広聴課 ● ● 画像に代替テキストを提供する等、Web アクセシビリティの確保。

第3項　保険・医療

A B C D － A B C D － A B C D －
p.89 14　重度心身障害者医療費助成 福祉部 障がい者支援課 ● ● 申請に基づき医療費を助成。

備考

事業名 担当課 R6年度 R7年度 R8年度 備考

事業名 担当課 R6年度 R7年度 R8年度 備考

事業名 担当課

R6年度 R7年度 R8年度

事業名 担当課

事業名 担当課

R8年度 備考

R6年度 R7年度

R6年度 R7年度

R8年度 備考

市川市障害者計画　具体的な施策　その他の事業の進捗状況について

担当課

第1回　市川市社会福祉審議会 資料2-③-6令和8年7月22日 (水)

R6年度 R7年度 R8年度 備考事業名

※ 事業の進捗度評価：A…十分達成できた(75%≦x) B…概ね達成できた(50%≦x＜75%) C…やや不十分だった(25%≦x＜50%) D…不十分だった(x＜25%)



第5次いちかわハートフルプラン　令和7年度進捗状況報告　(市川市 障がい者支援課)
市川市障害者計画　具体的な施策　その他の事業の進捗状況について 第1回　市川市社会福祉審議会 資料2-③-6令和8年7月22日 (水)

※ 事業の進捗度評価：A…十分達成できた(75%≦x) B…概ね達成できた(50%≦x＜75%) C…やや不十分だった(25%≦x＜50%) D…不十分だった(x＜25%)

第4節　相談・権利擁護体制の確立　～自分で決める～
第2項　権利擁護

A B C D － A B C D － A B C D －
p.99 15　市川市障害者虐待防止センター 福祉部 障がい者支援課 ● ● 障害者虐待防止法に基づく障害者虐待防止センター。
p.99 16　障害者虐待の防止及び障害を理由とする差別の解消に関する会議 福祉部 障がい者支援課 ● ● 障害者虐待防止と差別解消を図るための会議。

第5節　誰にとっても暮らしやすいまちづくりの推進　～安心して暮らす～
第1項　災害や感染症の対策

A B C D － A B C D － A B C D －
p.101 17　福祉避難所 福祉部　 地域共生課 ● ● ライフステージに応じ健康づくりや病気予防を図る。
p.101 18　災害時における福祉用具等物資の供給等協力に関する協定 危機管理室地域防災課、福祉部地域共生課 ● ● 災害時の介護用品等の供給についての協定を継続。
p.102 19　総合防災訓練の実施 危機管理室地域防災課 ● ●
p.102 20　NET119 福祉部障がい者支援課、消防局指令課 ● ● 聴覚や言語の障がいの方向けの119番通報システムとして運用。

第2項　まちづくり、居住環境整備

A B C D － A B C D － A B C D －
p.105 21　公園施設のバリアフリー等 街づくり部 公園緑地課 ● ● 出入口のスロープ化等により段差解消を図る。
p.105 22　あんしん住宅助成事業 街づくり部 街づくり整備課 ● ● 所有住居のバリアフリー工事等に補助。

第6節　地域の理解・支援の促進　～地域で支え合う～
第1項　障がいに対する理解の促進、合理的配慮の提供

A B C D － A B C D － A B C D －
p.109 23　市新規採用職員に対する研修 福祉部 障がい者支援課 ● ● 新規採用職員へ障がいに関する理解を深めるための研修を実施。
p.109 24　市職員に対する研修・啓発 福祉部 障がい者支援課 ● ● 市職員に対し障がいに関する理解を深めるための研修を実施。
p.109 25　福祉教育の推進 学校教育部 指導課 ● ● 年間計画をもとに特別支援学級や特別支援学校との交流を実施。
p.109 26　地域ケアシステム推進事業 福祉部 地域共生課 ● ●

備考

地区社会福祉協議会が主体となり地域ケアシステム推進連絡会を実施。

事業名 担当課 R6年度 R7年度 R8年度

備考

事業名 担当課 R6年度 R7年度 R8年度 備考

事業名 担当課 R6年度 R7年度 R8年度 備考

市民参加・体験型訓練や防災拠点・避難所運営訓練等を実施。

R6年度 R7年度 R8年度事業名 担当課



(1) 施設入所者の地域生活への移行を進めます。 (p.121)

施設入所者数（A）

施設入所から地域生活へ移行した者の数

(2) 「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」の構築を進めます。 (p.122)

開催回数
参加者数
目標設定及び評価の実施回数

(3) 地域生活支援の充実を図ります。 (p.123)

コーディネーターの配置等による体制の構築
地域⽣活⽀援拠点等に係る運⽤状況の検証及び検討
強度⾏動障がいを有する障がい者に関して、関係機関の連携した⽀援体制の整備

1回実施 3回実施 年1回以上実施
なし 2名 実施年1名以上

保健、医療及び福祉関
係者による協議の場

令和6年度 令和7年度 令和8年度 目標
3人配置 3人配置 3人配置

1回 1回 1回/年

5人 5人 11人以上

令和8年度末 令和8年度末目標
180人以下

令和6年度中 令和7年度中 令和8年度中

令和6年度末
196人

令和7年度末
190人

令和6～8年度計 目標

令和6年度 令和7年度 令和8年度 目標
1回 1回 1回以上/年

20人 19人 10人

第1回　市川市社会福祉審議会 資料2-③-7令和8年7月22日 (水)

第7期市川市障害福祉計画・第3期市川市障害児福祉計画　成果目標と活動指標について



第1回　市川市社会福祉審議会 資料2-③-7令和8年7月22日 (水)

第7期市川市障害福祉計画・第3期市川市障害児福祉計画　成果目標と活動指標について

(4) 一般就労への移行を促進します。 (p.124)

生活介護、自立訓練、就労移行支援又は就労継続支援の利用者のうち一般就労へ移行した者の数 (※)
(※の内訳) 就労移行支援の利用者のうち一般就労へ移行した者の数
(※の内訳) 就労継続支援A型の利用者のうち一般就労へ移行した者の数
(※の内訳) 就労継続支援B型の利用者のうち一般就労へ移行した者の数

就労移行支援事業所利用者数
就労移行支援事業所数

うち、一般就労移行者が50%以上の事業所の数
(割合)

就労定着支援事業所数
うち、就労定着率が70%以上の事業所の数
(割合)

(5) 障がい児支援の提供体制を整備します。 (p.126-127)

保育所等訪問⽀援を利⽤できる体制の拡充
ライフサポートファイルの普及・活⽤のための講習会の開催

令和8年度 令和8年度目標
145人 158人 164人

令和6年度 令和7年度

106人 116人 127人

12箇所
4箇所 5箇所

(28.57%) (41.67%) － 50%以上

257人

25%以上

24人 26人 21人
10人 8人 17人

214人 286人

(88.89%) (91.67%) －

9箇所 12箇所
8箇所 11箇所

14箇所

令和6年度末 令和7年度末 令和8年度末 令和8年度末目標
155人/月 195人/月 134人/月

8人/年
２人/年 3人/年 2人/年

 8回/年 5回/年 10回/年

ペアレントプログラム 受講者数
実施者数

６人/年 8人/年



第1回　市川市社会福祉審議会 資料2-③-7令和8年7月22日 (水)

第7期市川市障害福祉計画・第3期市川市障害児福祉計画　成果目標と活動指標について

(6) 相談支援体制を充実・強化します。 (p.127-128)

基幹相談⽀援センターによる地域の相談⽀援事業所に対する訪問等による専⾨的な指導・助⾔件数
基幹相談⽀援センターによる地域の相談⽀援事業所の⼈材育成の⽀援件数
基幹相談⽀援センターによる地域の相談機関との連携強化の取組の実施回数
基幹相談⽀援センターによる個別事例の⽀援内容の検証の実施回数
基幹相談⽀援センターにおける主任相談⽀援専⾨員の配置数
協議会における相談⽀援事業所の参画による事例検討の実施回数
協議会における相談⽀援事業所の参画による事例検討の参加事業者・機関数
協議会の専⾨部会の設置数
協議会の専⾨部会の実施回数

(7) 障害福祉サービス等の質を向上させるための取組に係る体制を構築します。 (p.128-129)

千葉県が実施する障害福祉サービス等に係る研修への職員の参加人数

令和8年度末目標令和8年度末

10人/年

1件/年 ７件/年 1件/年

0件/年 0件/年 25
4件/年 4件/年 4

1件/年
140回/年
55回/年

3人
1回/年

障害者自立支援システム等による審査結果を分析してその結果を活用し、事業所や関係自治体
等と共有する体制の有無及びその実施回数

有 有 有
1回/年 1回/年 1回/年

16回/年 15回/年 16回/年

令和6年度末 令和7年度末 令和8年度末 令和8年度末目標
7人/年 5人/年

1回/年
151件/年
52件/年

２人
0件/年

15回/年
166件/年
82件/年

5人
0件/年

令和6年度末 令和7年度末



障害者総合支援法に係るサービス等について

※ 「見込量」＝第2章の(1)～(7)に掲げる目標 (成果目標) を達成するために必要な量等の見込み。

第2節　障害福祉サービスの整備
第1項 訪問系サービス

ページ 単位

実人/月
時間/月
実人/月123 重度訪問介護

123 居宅介護

サービス

時間/月
実人/月
時間/月
実人/月

1,640 1,630 1,738 1,704 1,844
83 92

3
時間/月

123 同行援護 82 82 87

48 195 48 201 48
9 3

0 0
0 0 0 0 0

3 7

540

3,619 5,808 3,619 6,816 3,619
25 29 25 29 25

11,287 10,164 11,400 10,134 11,514
540 559 540 583

令和6年度 令和7年度 令和8年度
見込量 実績 見込量 実績 見込量 実績 備考

123 重度障害者等包括支
援

0 0 0実人/月
時間/月

123 行動援護

資料2-③-8令和8年7月22日 (水)

第7期市川市障害福祉計画・第3期市川市障害児福祉計画

第1回　市川市社会福祉審議会



障害者総合支援法に係るサービス等について

※ 「見込量」＝第2章の(1)～(7)に掲げる目標 (成果目標) を達成するために必要な量等の見込み。

資料2-③-8令和8年7月22日 (水)

第7期市川市障害福祉計画・第3期市川市障害児福祉計画

第1回　市川市社会福祉審議会

第2項 日中活動系サービス 【 】内の数字は、重度障がい者の⼈数,（ ）内の数字は、精神障がい者の⼈数

ページ サービス 単位 令和6年度 令和7年度 令和8年度 備考見込量 実績 見込量 実績 見込量 実績

136 療養介護 実人/月 11 14 11 14 10

5 2 5
89 36 89

【】
15,106 17,130

()

795【131】 804【247】

136 短期入所(医療型) 実人/月 1【1】

延人日/月 16,147 15,105 16,631

136 短期入所(福祉型) 実人/月

136 生活介護 実人/月 789【247】 804【121】 796【247】

136 自立訓練(生活訓練) 68(55) 55(42) 62(48) 55(41)実人/月 55(42)

136 自立訓練(機能訓練) 実人/月 5 1

725 680808 680

就労移行支援

137 就労継続支援B型 実人/月 524

137 就労継続支援A型

137 就労定着支援

延人日/月 89 27

延人日/月 680

延人日/月 9,052 10,316

127【35】 182【80】 132【34】 181【84】 137【32】

4【0】

662 535 771 546

1【1】 5【0】 1【1】 【】
延人日/月 3 19 3 19 3

【】
延人日/月 1,315 1,642 1,368 1,623 1,423

137 実人/月 214 222 225 238 236

137 就労選択支援 実人/月 0 0 267 2 546

延人日/月 4,220 3,667 4,684 3,795 5,199
実人/月 180 226 186 267 191

実人/月 167 150 197 166 233

9,414 11,640 9,791

延人日/月 3,693 4,110 3,878 4,862 4,072



障害者総合支援法に係るサービス等について

※ 「見込量」＝第2章の(1)～(7)に掲げる目標 (成果目標) を達成するために必要な量等の見込み。

資料2-③-8令和8年7月22日 (水)

第7期市川市障害福祉計画・第3期市川市障害児福祉計画

第1回　市川市社会福祉審議会

第3項 居住系サービス 【 】内の数字は、重度障がい者の⼈数,（ ）内の数字は、精神障がい者の⼈数

第3節 相談支援の整備 ※ （ ）内の数字は、精神障がい者の人数の内訳。

142 地域定着支援 4 1 5 1 5
(4) (1) (5) (1) (5)実人/月

142 計画相談支援 実人/月 761 781 799 848 839

142 地域移行支援 5 4 5 4 7
(5) (4) (5) (4) (7)

ページ 単位 令和6年度 令和7年度 令和8年度 備考見込量 実績 見込量 実績 見込量 実績

(261) (239)

ページ サービス 単位 令和6年度 令和7年度 令和8年度

(4) (2) (3)

139 施設入所支援

139 共同生活援助

備考

【70】

5 3 4

480

自立生活援助 実人/月

実人/月

実人/月 200 190 202 191 204

(169)

(5) (0)
547 612 623

見込量 実績 見込量 実績

実人/月

【48】 【59】 【55】

見込量

139

534

【62】

3

(209) (201)

5
実績



障害者総合支援法に係るサービス等について

※ 「見込量」＝第2章の(1)～(7)に掲げる目標 (成果目標) を達成するために必要な量等の見込み。

資料2-③-8令和8年7月22日 (水)

第7期市川市障害福祉計画・第3期市川市障害児福祉計画

第1回　市川市社会福祉審議会

第4節 地域生活支援事業の整備
第1項 理解促進研修・啓発事業（必須事業）

第2項 自発的活動支援事業（必須事業）

第3項 相談支援事業（必須事業）

148 基幹相談支援センター 箇所

148 基幹相談支援センター
等機能強化事業 実施の有無 実施 実施 実施 実施 実施

148 住宅入居等支援事業
(居住サポート事業) 実施の有無 実施 実施 実施 実施 実施

148 障害者相談支援事業 箇所 3 3 3 3 3

ページ 単位 令和6年度 令和7年度 令和8年度 備考見込量 実績 見込量 実績 見込量 実績

備考見込量 実績 見込量 実績 見込量 実績

146 自発的活動支援事業 実施の有無 実施 実施 実施 実施 実施

ページ 単位 令和6年度 令和7年度 令和8年度

145 理解促進研修・啓発事
業 実施の有無 実施 実施 実施 実施 実施

ページ 単位 令和6年度 令和7年度 令和8年度 備考見込量 実績 見込量 実績 見込量 実績

2 2 2 2 2



障害者総合支援法に係るサービス等について

※ 「見込量」＝第2章の(1)～(7)に掲げる目標 (成果目標) を達成するために必要な量等の見込み。

資料2-③-8令和8年7月22日 (水)

第7期市川市障害福祉計画・第3期市川市障害児福祉計画

第1回　市川市社会福祉審議会

第4項 成年後見制度利用支援事業（必須事業）

第5項 成年後見制度法人後見支援事業（必須事業）

第6項 意思疎通支援事業（必須事業）

154 手話通訳者設置事業 設置人数

1,200 853
114 150

1,200手話通訳者派遣事業、
要約筆記者派遣事業

ページ 単位 令和6年度 令和7年度 令和8年度 備考見込量 実績 見込量 実績 見込量 実績

152 成年後見制度法人後
見支援事業 実施の有無 実施 実施 実施 実施 実施

ページ 単位 令和6年度 令和7年度 令和8年度 備考見込量 実績 見込量 実績 見込量 実績

151 成年後見制度利用支
援事業

実利用見込
み者数 50 54 51 55

備考見込量 実績 見込量 実績 見込量 実績ページ 単位 令和6年度 令和7年度 令和8年度

52

154 失語症会話パートナー
派遣事業 延利用人/年 120 106 120 138 120

3 4 3 3 3

154 延利用人/年
実利用人/年

1,200
150

814
147 150



障害者総合支援法に係るサービス等について

※ 「見込量」＝第2章の(1)～(7)に掲げる目標 (成果目標) を達成するために必要な量等の見込み。

資料2-③-8令和8年7月22日 (水)

第7期市川市障害福祉計画・第3期市川市障害児福祉計画

第1回　市川市社会福祉審議会

第7項　日常生活用具給付等事業 （必須事業）

第8項 手話奉仕員養成研修事業（必須事業）

第9項 移動支援事業（必須事業）

158 移動支援事業

令和8年度 備考見込量 実績 見込量 実績 見込量 実績

44,772

75
540

46,440

91
532

42,670

77
551

47,386

ページ 単位 令和6年度 令和7年度 令和8年度

箇所
実人/年

延利用時間/年

73
529

45,494

82
410

ページ 単位 令和6年度 令和7年度

157 手話奉仕員養成研
修事業

実養成講習修
了見込み者数 15 16 15 14 15

備考見込量 実績 見込量 実績 見込量 実績

延給付件数/年 45 49 45 35 45
延給付件数/年 100 80情報・意思疎通支援用具

自立生活支援用具 延給付件数/年 45 56 45 43 45

備考見込量 実績 見込量 実績 見込量 実績

100 66 100

25

5 5 5 4 5
8,000 9,291 8,000 7,959 8,000

156

156

156

ページ 単位 令和6年度 令和7年度 令和8年度

介護訓練支援用具 延給付件数/年 25 23 25 10

156 排泄管理支援用具

156 在宅療養等支援用具

156

居宅⽣活動作補助⽤具 延給付件数/年
延給付件数/年



障害者総合支援法に係るサービス等について

※ 「見込量」＝第2章の(1)～(7)に掲げる目標 (成果目標) を達成するために必要な量等の見込み。

資料2-③-8令和8年7月22日 (水)

第7期市川市障害福祉計画・第3期市川市障害児福祉計画

第1回　市川市社会福祉審議会

第10項 地域活動支援センター（必須事業）

160 地域活動支援セ
ンターⅢ型

箇所 9 8 9 9 9
平均実利用人/日 50 47 50 56 50

1
平均実利用人/日 6 4 6 4 6

平均実利用人/日 0 0 0 0 0160 地域活動支援セ
ンターⅠ型

箇所 0 0 0 0 0

160 地域活動支援セ
ンターⅡ型

箇所 1 1 1 1

備考見込量 実績 見込量 実績 見込量 実績ページ 単位 令和6年度 令和7年度 令和8年度



児童福祉法に係るサービスについて

※ 「見込量」＝第2章の(1)～(7)に掲げる目標を達成するために必要な量等の見込み。

第2節　障害児通所支援等の整備

※ 福祉型児童発達⽀援及び医療型児童発達⽀援の⼀元化に伴い、福祉型児童発達⽀援及び医療型児童発達⽀援をまとめて算出

136 134

0 0

第1回　市川市社会福祉審議会 資料2-③-9令和8年7月22日 (水)

第7期市川市障害福祉計画・第3期市川市障害児福祉計画

0 0

92 107

6,910

-

195 201

13,187

650 830 734 886 830実人/月

14,253 14,374 15,881 15,667
1,427 1,094

- - - -

165 児童発達支援※ 延人日/月
-

9,127 8,669
実人/月 - -

7,800 7,740

165 医療型児童発達支援※

令和6年度 令和7年度 令和8年度
見込量 実績 見込量 実績 見込量 実績

延人日/月

166 保育所等訪問支援

165 放課後等デイサービス 1,011 1,276 1,052実人/月
延人日/月

138 155 170

0 0 0

実人/月
延人日/月

113

備考

166 居宅訪問型児童発達
支援

0 0 0実人/月

67 101 72 121 77

ページ 単位

165 障害児相談支援

サービス

実人/月

- -
延人日/月



 
 
 
 

 
 
 

 

 

 



様式第４号（第１７条関係） 

委 員 名 簿 

審議会等の名称：市川市社会福祉審議会  

氏  名  所 属 ・ 役 職 選出区分  

岸田 宏司  和洋女子大学 家政学部 生活環境学科 教授 学識経験のある者  

佐々木 森雄  一般社団法人市川市医師会 会長  学識経験のある者  

丸谷 充子  和洋女子大学 家政学部 生活環境学科 教授 学識経験のある者  

森高 伸明  社会福祉法人慶美会 施設長 学識経験のある者  

山極 記子  市川商工会議所 理事・事務局長  学識経験のある者  

山下 興一郎  
社会福祉法人 全国社会福祉協議会 

中央福祉学院 主任教授 
学識経験のある者  

岩松 昭三  市川市自治会連合協議会 理事  関係団体の推薦を受けた者 

木下 静男  市川市障害者団体連絡会 代表  関係団体の推薦を受けた者 

小沢 俊也  
公益社団法人市川市シルバー人材センター  

（常務理事兼）事務局長 
関係団体の推薦を受けた者 

佐藤 京子  

市川市自立支援協議会  

特定非営利活動法人ほっとハート  

ほっとハート相談支援事業所リンク 管理者  

関係団体の推薦を受けた者 

坪井 幸惠  市川市民生委員児童委員協議会 副会長  関係団体の推薦を受けた者 

稲葉 清孝  社会福祉法人市川市社会福祉協議会 常務理事 関係団体の推薦を受けた者 

村山 園  市川市障害者団体連絡会 

市川手をつなぐ親の会  会長 
関係団体の推薦を受けた者 

山﨑 文代  
特定非営利活動法人市川市ボランティア協会  

会長 
関係団体の推薦を受けた者 

稲尾 直實  市民 

佐藤 理惠  市民 

槇 明美  市民 

岸 恵美子  千葉県市川健康福祉センター 副センター長  関係行政機関の職員  

※令和 8 年 4 月 1 日現在

【所管課】福祉部地域共生課

 （内線：14514）  



条例上の区分 区分 推薦等の機関・団体 職名 氏名

1 学識経験者 和洋女子大学
家政学部
生活環境学科　教授 岸田

きしだ

　宏司
こうじ

2
社会福祉施設

経営者
社会福祉法人慶美会 施設長 森高

もりたか

　伸明
のぶあき

3 地域の代表者 市川市自治会連合協議会 理事 岩松
いわまつ

　昭三
しょうぞう

4 地域の代表者
市川市民生委員
児童委員協議会

副会長 坪井　幸惠
つぼい　　　　さちえ

5
社会福祉法人

関係者
社会福祉法人
市川市社会福祉協議会

常務理事 稲葉
いなば

　清孝
きよたか

6 障がい者団体 市川市障害者団体連絡会
市川手をつなぐ親の会
会長 村山

むらやま

　園
その

7
ＮＰＯ法人・
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体

特定非営利活動法人
市川市ボランティア協会

会長 山﨑
やまざき

　文代
ふみよ

8 市民 佐藤
さとう

　理恵
りえ

9 関係行政機関 千葉県 千葉県市川健康福祉センター 副センター長 岸
きし

　恵美子
えみこ

条例上の区分 区分 推薦等の機関・団体 職名 氏名

1 医療関係者
一般社団法人
市川市医師会

会長 佐々木
ささき

　森雄
もりお

2
社会福祉施設

経営者
社会福祉法人慶美会 施設長 森高

もりたか

　伸明
のぶあき

3 学識経験者
社会福祉法人
全国社会福祉協議会
中央福祉学院

主任教授 山下
やました

　興一郎
こういちろう

4 地域の代表者 市川市自治会連合協議会 理事 岩松
いわまつ

　昭三
しょうぞう

5
公益社団法人

関係者
公益社団法人
市川市シルバー人材センター

（常務理事兼）事務局長 小沢
おざわ

　俊也
としや

6 地域の代表者
市川市民生委員
児童委員協議会

副会長 坪井　幸惠
つぼい　　　　さちえ

7
社会福祉法人

関係者
社会福祉法人
市川市社会福祉協議会

常務理事 稲葉
いなば

　清孝
きよたか

8 市民 稲尾
いなお

　直實
なおみ

条例上の区分 区分 推薦等の機関・団体 職名 氏名

1 学識経験者 和洋女子大学
家政学部
生活環境学科　教授 丸谷

まるや

　充子
みつこ

2 経済界 市川商工会議所 理事・事務局長 山
やま

極
ぎわ

　記子
のりこ

3 障がい者団体 市川市障害者団体連絡会 代表 木下
きのした

　静男
しずお

4 障がい者団体 市川市自立支援協議会
特定非営利活動法人ほっとハート
ほっとハート相談支援事業所リンク
管理者

佐藤
さとう

　京子
きょうこ

5 障がい者団体 市川市障害者団体連絡会
市川手をつなぐ親の会
会長 村山

むらやま

　園
その

6
ＮＰＯ法人・
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体

特定非営利活動法人
市川市ボランティア協会

会長 山﨑
やまざき

　文代
ふみよ

7 市民 槇
まき

　明美
あけみ

8 関係行政機関 千葉県 千葉県市川健康福祉センター 副センター長 岸
きし

　恵美子
えみこ

関
係
団
体
の
推
薦
を
受
け
た
者

第11期市川市社会福祉審議会　分科会別委員名簿

①地域福祉専門分科会　委員名簿

学
識
経
験
の

あ
る
者

関
係
団
体
の
推
薦
を
受
け
た
者

②高齢者福祉専門分科会　委員名簿

学
識
経
験
の

あ
る
者

関
係
団
体
の
推
薦
を
受
け
た
者

③障がい者福祉専門分科会　委員名簿

学
識
経
験
の

あ
る
者
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